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は じ め に 
 
東北大学金属材料研究所では、研究・教育および社会貢献の活動状況を広く一般社会に公開し
て専門的立場あるいは一般社会的立場からの評価を受け、もって自ら将来の発展に資するために、
２年毎に自己点検としての本研究所活動報告書を出版しています。今回刊行する本書には、2002
年度と 2003 年度の研究・教育活動の詳細が纏められています。 
 本研究所は、87 年以上の歴史を有し、その間に金属を中心にした物質・材料の学理と応用の研
究・教育を行い、学術、科学技術において幾多の貢献を成すとともに社会で広く活躍する多くの
人材を輩出して来ました。1987 年には全国共同利用型研究所に改組され、現在、金属および関連
する広範囲の物質・材料の学術、科学技術の先端研究の卓越した研究拠点（ＣＯＥ）として、全
国はもとより全世界から研究者が集まり所内との共同研究ならびに施設設備利用型の研究などが
活発に展開されています。 
ところで、本研究所の最も大きな使命である先端新素材開発を目指した研究では、個々の研究
者の個性豊かな創造性に依拠することはもとよりですが、個々の連携によるプロジェクトも必要
不可欠です。特に 2001 年 4 月よりスタートした第 II 期の科学技術基本計画による各省庁大型研
究にはその意味で本研究所は積極的に参画して、社会に貢献できる成果を挙げる任務があります。  
この任務を果たす一つの方策として、本所が行った研究・教育・社会貢献を中心とした活動を
積極的に社会に発信することが必要であると判断し、2004 年 4 月の法人化に際し、副所長を室長
とする情報企画室（図書室、広報室、点検評価室、ネットワーク室などを統合）を発足させまし
た。これまでの点検評価室(室長(兼)研究企画調整委員会委員長：前川禎通教授)は情報企画室点
検評価担当と改称し、花田修治副所長（情報企画室長(兼)点検評価担当教授）と小野瀬うた子助
手がその任に当たっています。 
本報告書は情報企画室点検評価担当が、教員、事務職員、技術職員の全所を挙げた協力体制の
下に、膨大なデータを収集して纏め上げたものです。また、この中の教員個人のデータは東北大
学情報データベース(2004 年 12月に稼動開始）からダウンロードされたものであり、その意味で、
本書は本学で最初にこのデータベースを利用して編集された自己評価報告書の記念すべき第一号
でもあります。 
本報告書が本所の発展にとって必要不可欠な評価・ご批判のための貴重な基礎資料として、ご
検討頂けますことを切に願うものであります。 
 
 
 
2005 年 2 月 
東北大学金属材料研究所 
   所長  井上 明久 
   
第１章 本研究所の研究理念と概要 
 
本所の設置目的は、1987 年の全国共同利用研究所としての改組時点から「材料科学に関する学理及
びその応用の研究」と定義されている。また、英語名称は、「Institute for Materials Research」で
あり、日本語名称の内容を遥かに超え、金属に止まらず広く材料一般を研究する姿勢を表している。
英語では、materials という一つの表現しかないが、日本語では、材料、物質、素材、という具合に、
場合によって使い分けている。このことは、我が国が如何に材料立国であるかを如実に物語るもので
あり、本所の誇りとするところでもある。本所においても、1987 年に新素材設計開発施設を設置し、
有用材料の実際の活用法に関する研究にも重点を置いた体制を採る一方で、2002 年の材料科学国際フ
ロンティアセンターを設置し、国際的な視点から材料科学の基礎研究に力を入れている。このように、
本所の研究理念は、金属をはじめ、半導体、セラミックス、有機材料、複合材料などの広範な物質・
材料・素材について、基礎と応用の両面から研究し、高度情報化社会に真に役立つ新たな材料を創出
することによって、文明の発展と人類の幸福に貢献することである。もちろん、従来の効率的開発一
辺倒の研究態度から、環境問題を十分に考慮した研究内容も目標とした体制作りに変更している。 
 現在、本所の建物総面積は 28,816m2 であり、設置基準面積の 87.9%の充足率になっている。一方、
本所職員・客員研究員・大学院生などの合計は 600 名弱であり、我が国の国立大学附置研究所の中で
最大規模の一つとなっている。出版論文数は年間 600 編に達し、ちなみに、1991 年から 2001 年の間に
発表された材料科学に関する論文の引用回数の総数を世界の研究機関毎に順位付けしたデータによる
と、東北大学が世界一であり（Science Watch, vol.12, No.4, 2001）、その内訳を分析すると本研究
所がこの結果に大きく貢献していることが示された。また、外国人研究者が 50 名以上おり、月に幾度
も所内外の外国人研究者による講演会が開催されている。国際化の一つの指標であるコンピューター
ネットワークに関しては、インターネットが普及する以前から本学一の bitnet 利用を誇り、本所では
これらのインフラストラクチャーはかなり整備されている。伸び率は年間 10%を超す。 
このように、発展的な研究状況ではあるが、建物の不足などの深刻な問題点も多い（5 章参照）。以
下にこれらの詳細をまとめ、本所の研究の概要と理念・目標を広く公開するとともに、より良い研究
環境実現へ向けての試みを提示する。 
 
第２章 本研究所の将来構想 
 
 本所は、1916 年に本多光太郎教授を研究主任として発足して以来、我が国の材料研究の中心的存在
として数多くの業績をあげ、優れた人材を世に送り出してきた。 本所は日本の鉄鋼技術の基盤を作
るという国の要請を背景に発足したが、材料研究は科学技術の基盤研究であることから、常に時代を
荷う材料の研究を手がけてきた。我が国が 21 世紀に世界の科学技術のリーダーであるためには、我が
国の材料科学の飛躍的な進歩と基礎研究から応用・実用化へのより迅速な対応が要求される。本所は
これまでの伝統と実績に裏付けられた物質・材料に関する豊富な知的財産を糧として、21 世紀の物質・
材料基礎研究を支える中核的研究所としての使命を強く認識するものである。 
 
【物質・材料研究のあり方と本所の今後の方向】  
本所の発足理由からも明らかなように、材料研究は常に科学技術の基盤研究として時代を先取りし
てきた。本多光太郎教授の時代より長く“鉄は国の基盤材料”であった。戦後、半導体は“産業の米”
としてエレクトロニクス産業を発展させてきたことは言をまたない。21 世紀に向けて新たな基盤材料
の開発が急務であるが、新しい研究の展開のためには研究環境及び研究体制の整備が不可欠である。 
また、本所の基本理念は、物質・材料科学に関する中核的研究所として広範な物質・材料について基
礎と応用の両面の研究を行ない、社会に役立つ材料を創出して文明の発展に寄与することにある。こ
の理念のもとに特殊実験装置を用いた研究を縦糸とし、理論とシミュレーションを横糸として、原子
レベルからの物質・材料創製とその実用化を一貫として行う高等材料科学統合研究所としての地位を
確立する。    
すでに述べたように、材料科学は科学技術の基盤である。従って、古い学問分野に縛られることな
く、学際的な研究が不可欠である。本所が 1987 年に全国共同利用研究所に改組し、英語の名称を
Institute for Materials Research と変えたのも、広く材料研究を行おうとする考えの現われである。  
本所の周辺（仙台市）には、生命科学、情報・通信、科学計測等様々な分野の研究所が存在してい
る。これらの研究所が本所で行われている物質・材料科学に関する研究を基盤として連携し、21 世紀
の科学技術を発展させ、かつそれに携わる研究者の育成を荷っていけば、理想に近い状況が作れると
考える。このような研究機構においては、本所はその中心として機能すべきである。  
新しい材料は国の新しい基盤産業として発展することが十分に考えられる。そのために材料の基盤
研究の成果を迅速に応用・実用化に移す体制も必要である。物質・材料研究機構や産業技術総合研究
所のような独立行政法人の中には材料の実用化に向けてのプロジェクト研究には実績があるところも
ある。本所の基礎研究を必要に応じてそのような独立行政法人と協力してプロジェクト研究に移す体
制ができれば、より早く社会のニーズに対応できるであろう。また、このような従来の大学の枠を越
えた物質・材料科学研究機構での研究者及び学生の交流は真に学際的な研究教育に大きく貢献すると
考える。 
 
第３章 本研究所の運営体制と方法 
 
本所は、直接研究教育活動を推進する研究部（24 研究部門、2研究部、3 客員研究部門）及び４つの
附属研究施設と、研究教育活動を円滑かつ効果的に遂行できるよう支援する技術部及び事務部によっ
て組織され、各研究部門、研究施設の教授、並びに専任の助教授及び講師によって構成された教授会
における審議と議決に基づいて運営されている。教授会によって選出され、文部科学大臣によって任
命された本所の長（所長）が、教授会の議事を進行し、その意志を取りまとめかつ実行し、対外的に
教授会の意志を代表する。 
本所では、教授会における審議を円滑に進め、所長を補佐してその実行を進めるために、運営委員
会をはじめとする各種の委員会が設置されていた。しかしながら、これらの委員会の数が増え過ぎた
ため、非効率的な委員会開催が研究時間を圧迫するという深刻な事態を招くようになった。そこで、
各種委員会の効率化、簡素化を目指して抜本的な再編を行うことを2001年 9月の教授会で決定し、2002
年 1 月から新しい委員会規程を施行することにした。そこでは、所長を委員長とする運営委員会の他
に、常置委員会として総務委員会、財務委員会、研究企画調整委員会が置かれ、旧各種委員会の多く
は上記３常置委員会に組み込まれた。各委員会の所掌事項は次のように定められている。運営委員会
は、本所の運営に関する総括的な事項を審議する。総務委員会は、教職員の定員、客員教官、外国人
研究員、非常勤研究員等の選考、教職員の服務、図書室の運営等に関する事項を調査審議する。財務
委員会は、予算の要求及び配分、土地・建物等に関する事項を調査審議する。研究企画調整委員会は、
研究所の将来計画、点検及び評価、国際共同研究、安全保持、夏期講習会、講演会等に関する事項を
調査審議する。 
本所の将来を決定する教官人事に関しては、委員会再編後は研究企画調整委員会が所掌する。研究
部門を担任する教官が退職等により当該部門を担任できなくなる場合に、部門性格決定委員会が結成
され、国内外における研究動向と本所の将来構想を勘案し、その後の当該部門のあるべき性格を審議
し、教授会に答申する。教授会はこの答申に基づいて教授選考委員会を結成し、当該部門の教授選考
を行う。これらの委員会は、本所における研究の遅滞を避けるために審議期間が定められ、もし期間
内に結論が得られない場合は委員会を解散し、再結成をしなければならない。また助教授及び講師の
選考に当たっては教授会において助教授等選考委員会が結成され、適切な人事が行われるよう配慮さ
れている。 
本所は 1987 年 5 月に材料科学研究の急激な発展に対応し、国際的な拠点研究施設として貢献するこ
とを意図して全国共同利用研究所に改組した。共同利用に関する大綱は、所長の諮問に応じて、本所
と密接な関係を持つ理工系 3 研究科及び 3 研究所、1 センターの長並びに学外の学識経験者によって構
成された運営協議会によって審議される。学外からの意見を広く求めるため大学ばかりでなく産業界
にも委員の委嘱を行っている。共同利用の具体的運営に関する事項は、研究部において行われる共同
利用に関する研究部共同利用委員会と、各附属施設におかれた共同利用委員会において審議され、さ
らに所全体の共同利用に関する基本的事項を審議し、各共同利用委員会間の連絡調整を行うために、
共同研究委員会が置かれている。  
前述の様に、本所の運営は教授会を中心として、会務を総理する所長と３常置委員会によって実行
されている。これは委員会制度とも呼ぶべきもので、委員会が有機的に組織され、運営されている場
合は有効な手段である。 
 
第４章 教官の採用・配置状況ならびに問題点 
 
本所の教官現員は、2003 年４月１日現在、教授 23、助教授 32、講師２、助手 77 である。その中で
量子エネルギー材料科学国際研究センターには、助教授５・助手３、新素材設計開発施設には、教授
１・助教授３・助手５、強磁場超伝導材料研究センターには、教授１・助教授２・助手２が配置され
ている。 
その他に、客員教官として、研究部門に国内３、新素材設計開発施設に国内１・外国人１、材料科
学国際フロンティアセンターに外国人３が配置されている。 
客員研究部門を除いた本所の研究部門（および研究部）の数は 26 である。各研究部門の教官の基本
的構成は教授 1、助教授 1、助手 2としているが、必要に応じて、一部の部門に例外的な人員構成を認
めている。 
教授の採用に関しては、原則として、公募形式を採っている。教授に欠員を生じた場合、あるいは
近く欠員を生ずることが予想される場合には、教授会において当該部門の性格決定を行い、しかる後
に教授 4 名よりなる選考委員会を結成し、そこが教授候捕者の選考を行って、結論を教授会に報告す
る。多くの場合、最終結論を出す以前に、拡大選考委員会を開催して多くの教授の意見を聴する。助
教授、講師、助手を採用する場合には、公募するか否かは部門担当教授の判断に任される。助教授・
講師の選考には教授会で教授 3 名、助教授 1 名よりなる選考委員会を結成して、そこで審査を行い、
結果を教授会に報告する。助手を採用する場合には特に選考委員会は結成せず、部門担当教授から直
接教授会に提案が行われ、投票により採否が決定される。  
現在の研究部門の人的構成の利点は、1 部門あたりの教官定員数が他の大学・部局に比して大きく、
したがって、部門構成員がまとまって研究すればかなり大きなプロジェクト研究を遂行することか出
来る点にある。しかし、反面、部門担当教授が、部門構成員のすベてを転出させないで退官、転任あ
るいは辞任したために、新任の部門担当教授が着任しても、前任の担当教授が採用した助教授あるい
は助手がその部門に残留する場合がある。それらの間で共同の研究プロジェクトが組める場合には問
題はないが、そうでない場合には大きな部門単位による研究のメリットが活かされないことになる。
このような部門担当教授の交代に伴う研究活動の停滞または低下を生じないように、部門担当教授は
交代に際してその部門に所属する助教授及び助手を事前に転出させるよう努力している。なお、退官、
転任あるいは辞任までの期間が 3 年以下になると、部門担当教授は、原則として新たに部門構成員を
採用することはできないが、部門の研究活動が低下しないように、教授の交代までの期限付きで助手
を採用できる。 
 
第５章 本研究所の教育・研究のためのスペース不足について 
 
本所では、24 研究部門および 2 研究部に加え、3 つの客員部門、4 施設（1 施設は大洗）、技術部、
事務部、他に所内措置として計算材料学センター、広報室、点検評価室、総合ネットワーク運用室、
機器開発技術コア、材料分析研究コアなどが狭い敷地、限られた建物内に配置されている。もちろん、
東北大学の一部局として、150 名以上の大学院生も昼夜を問わず研究に励んでいる。また、従来から、
民間との共同研究、全国共同利用としての短期訪問者の数は年間延べ 5000 名にものぼる膨大なもので
ある。さらに最近、COE としての活動が盛んになり、国内外からの客員の数も増加の一途をたどってい
る。しかし、これらに対応すべき措置はなされておらず、狭い研究室をやりくりしながら活用してい
るのが現状である。 
 
１． 現在の基準面積 
平成７年度に改正された基準によれば、本所の基準面積は 29,390m2、スーパーコンピューター棟の
ような特殊な建物に与えられる基準特例面積は 3,400m2 であり、総計必要面積は 32,790m2 となる。こ
の中には、平成７年度改正で認められたが、本所では全く用意されていない大学院学生用のスペース
も含まれている。 
 
２． 充足率 
本所現有の建物総面積は、現在 28,816m2であり、いわゆる危険面積はない。基準面積との差を不足
面積とすると、3,974m2 が今後充足されるべき本所の建物面積ということになる。充足率は、87.9%で
ある。以下に述べるような狭隘な研究環境に甘んじている現状を抜本的に打破すべく、本所では、こ
の現有面積の 12.1％の不足分面積を、今後概算要求で獲得して行く必要がある。 
 
３． スペース不足事例 
本所では 24 時間体制での研究が行われており、実際に滞在時間は各人平均 12 時間を超える。実験
装置、計算機、図書、情報交換、全てにおいて研究室は重要な拠点スペースである。しかし、教授室
は確保されてはいるものの、助教授は客員研究員などと部屋を共用、助手に至っては大学院生などと
数名同室、ないしは実験室の片隅に机一つの状況で、研究用資料の置き場も確保できない現状である。
また、科学研究費で購入した新型装置の適当な設置場所がなく、2つあるドアの一方をふさぐ形で設置
せざるをえない事例もある 
 
４． 大学院教育への対応 
学部・大学院は、青葉山にあるので、「片平丁には大学院生はいない」、というのが公式見解である
が、実際には、本所だけでも 150 名を超える大学院生が在籍し、日夜勉学、研究に励んでいる。彼ら
に対する居室は、従来認められていなかったので、本来は実験装置を設置すべきスペースに装置と雑
居している、とでもいうべき状況にあり、勉学に支障を来している。最近、大学院生に対する居住空
間が設置基準面積に加えられたが、それに対する対応は、片平丁移転問題もあり、容易ではない。片
平丁に学生がいない、という極めて形式的な定義から、学生用食堂も設置は認められず、老朽化した
施設が使用不能となった後、１軒だけで食事を提供しており、他キャンパスに比べて極めて不公平な
状況を生じている。 
５． 大型プロジェクトへの対応 
最近、本所においても、文部科学省及び他省庁からの１億円規模のプロジェクトが 10 件近く認めら
れている。これらは、もちろん、それ相当の機材、研究者を擁するものであるが、その設置スペース
が手当されることは難しい。その理由の一つとして、これらの資金は、研究遂行が可能なことを条件
としているため、設置スペースの所内確保を約束せざるを得ないことが挙げられる。さらに、現在、
片平丁移転問題があり、本所では建物増がほぼ不可能な状態になっている。そのため、従来のスペー
スに無理に装置を設置する、技術棟の改装によって、設置スペースを作る、プレバブ棟を建設するな
どの応急措置で対応せざるを得ないのが現状である。今後、経常経費の校費は減らないまでも横這い
であると思われるため、これらの大型プロジェクトの獲得で研究を遂行する体制を実現するしかない。
こうなると、いよいよ受け入れのためのスペース確保が必須な状況になってくる。 
 
６． 全国共同利用研究への対応 
本所は、全国共同利用研究所として既に 16 年の歴史がある。毎年、延べ 5000 人以上（所として 2000
人以上、施設として 3000 人以上）の短期訪問者があるが、これらの訪問者に対する居室の整備は全く
なされておらず、担当研究室のセミナー室などに荷物ごと滞在してもらっているのが現状である。 
 
７． 国際化への対応 
先進欧米諸外国では、個人主義の基盤があるため、研究者には通常一人一部屋が確保されている。
本所でも外国人客員教授、外国人客員研究員からの独立居室要求は強く、その実現がない限り、優秀
な客員教官の招聘は困難である。また、ポスドク、大学院生レベルでも欧米では、2 人１部屋（相当広
い部屋で）が標準的である。本学でもさらに、中・長期滞在の外国人研究者用の宿舎も用意するべき
である。現状では、国際交流会館の整備が進まず、民間のアパートを借りて入居していただいている。
ここで、保証人は、受け入れ担当教授がなっており、公的な受け入れに対して、私的な責任を強いら
れている、という問題がある。留学生に関しては、最近になってやっと本部が一括して保証している
が、客員研究員に関しても同様の措置をするか、本学の宿舎を整備するか、どちらかの実施がなけれ
ば、国際化への対応は名ばかりのものとなってしまう危険性すら生ずる。 
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　１．研究経費の状況
  　【歳出予算の推移】
金額（単位 ： 百万円）
  　【奨学寄付金・産学連携等研究費・科学技術振興調整費の推移】
金額（単位 ： 百万円）
  　【科学研究費補助金の推移】
金額（単位 ： 百万円）
第７章　財　政
2,095
2,043
2,163
2,284
2,541
2,275
3,086
1,836
1,7932,266
0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000
2003年度
2002年度
2001年度
2000年度
1999年度
人件費
物件費
144
73
83
81
531
549
429
401
33478
120
121
176
0 100 200 300 400 500 600 700 800
2003年度
2002年度
2001年度
2000年度
1999年度
奨学寄付金
産学連携等研究費
科学技術振興調整費
527
441
407
442
362
0 100 200 300 400 500 600
2003年度
2002年度
2001年度
2000年度
1999年度
2．科学研究費補助金の申請及び採択状況
件　数 金　額(千円) 件　数 金　額(千円)
申　請 1 320,818 1 267,950
採　択
申　請 1 100,000 1 87,000
採　択 1 92,000 1 87,000
申　請 2 15,000 1 13,100
採　択 2 20,812 2 19,400
申　請 11 75,030 5 49,660
採　択 8 58,300 6 56,700
申　請 4 180,900 6 199,246
採　択 2 98,300 4 115,500
申　請 11 174,993 11 211,450
採　択 6 64,900 4 64,100
申　請 27 174,438 24 210,223
採　択 14 38,000 11 70,200
申　請 21 59,742 25 59,189
採　択 7 9,300 11 15,300
申　請 35 109,203 41 100,880
採　択 8 17,400 8 10,400
申　請 17 380,911 11 166,312
採　択 1 18,600 5 55,800
申　請 28 62,610 30 67,846
採　択 14 16,500 16 23,300
申　請
採　択
申　請
採　択
申　請
採　択
申　請 1 290,000 1 495,000
採　択 1 210,000 1 177,000
申　請 13 15,100 10 11,800
採　択 13 13,900 10 10,700
申　請
採　択
申　請 1 8,500
採　択 1 8,500
申　請 172 1,958,745 168 1,948,156
採　択 77 658,012 80 713,900
そ の 他
特 別 研 究 促 進 費
研究成果公開促進費
創 成 的 基 礎 研 究 費
COE形成基盤基礎研究費
合　　　　　　　計
2003年度2002年度
項　目
特 別 推 進 研 究
学 術 創 成 研 究 費
特 定 領 域 研 究 (1)
特 定 領 域 研 究 (2)
特 別 研 究 員 奨 励 費
地域連携推進研究費
研　　究　　種　　目
萌 芽 研 究
若 手 研 究 （ Ａ ）
若 手 研 究 （ Ｂ ）
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基 盤 研 究 （ Ａ ）
基 盤 研 究 （ Ｂ ）
基 盤 研 究 （ Ｃ ）
研究種目 配分額
3. 　科学研究費補助金交付一覧
【 2002年度／本研究所教官が代表者の場合 （７６件）】
研究課題 代表者 研究期間 課題番号／
013 　　特定領域研究(1)
遷移金属酸化物における新しい量子現象―スピン・電荷・軌道結合系―
11173101前川　禎通 193121　　教授 1999-2003千円
複合機能化への材料協調設計
11221101花田　修治 15001　　教授 1999-2002千円
024 　　特定領域研究(2)
磁性体・超伝導体等の高エネルギースピン励起とその局所構造の研究
11211201遠藤　康夫 149001　　教授 1999-2003千円
遷移金属酸化物の電子励起状態の理論
12046205前川　禎通 23001　　教授 2000-2003千円
回折およぴ分光手法による酸化物表面での局在量子構造解析
12130201松原　英一郎 320001　　教授 2000-2002千円
キャリアドープされたモット絶縁体の電子状態に関する理論的研究
14038203遠山　貴巳 10002　　助教授 2002千円
遷移金属酸化物における熱電応答の理論的研究
14038204小椎八重　航 15004　　助手 2002千円
走査型トンネル顕微鏡による123系銅酸化物の超伝導と電子状態の研究
14038206小林　典男 19001　　教授 2002千円
電子顕微鏡による複合機能ナノ空間の構造解析・評価
14045202大砂　哲 18002　　助教授 2002千円
量子ドットによる歪み誘起バンドギャップ変化を利用した太陽電池用材料の創製
14050011宇佐美　徳隆 29002　　助教授 2002千円
06　　　基盤研究Ａ(2)
長サイクル寿命型水素吸蔵合金の合金設計
11305048花田　修治 20001　　教授 1999-2002千円
正方晶希土類化合物RB2C2における反強四重極ならびに反強磁性相互作用の競合
12304017山ロ　泰男 62001　　教授 2000-2002千円
自己探索機能を持つ陽電子を利用したナノ粒子形成初期過程の原子・電子構造解明
13305044長谷川　雅幸 99001　　教授 2001-2003千円
高強度、高延性をもつTi、Zr、Hf、Nb、Ta基ナノ準結晶合金の創製
13305051井上　明久 105001　　教授 2001-2003千円
研究種目 配分額研究課題 代表者 研究期間 課題番号／
照射誘起延性向上を活用したタングステンの照射脆化の改善
13308022栗下　裕明 136002　　助教授 2001-2004千円
原子力材料の照射脆化評価のための転位に対する障害強度因子の実験的研究
14208057松井　秀樹 227001　　教授 2002-2005千円
08　　　基盤研究(B)(2)
中性子散乱に依るCaドープされたYBCOのスピンストライプ探索の研究
12440094遠藤　康夫 27001　　教授 2000-2002千円
ステップ表面を利用した自己組織化によるナノ磁性細線の作製と3次元人工格子への発展
12450256高梨　弘毅 30001　　教授 2000-2002千円
斜出射測定型―微小領域X線分析装置の試作とエアロゾル等の単1粒子分析
12554030辻　幸一 8004　　助手 2000-2002千円
円箇状湾曲グラファイトを使ったハモス型X線マイクロアナライザーの試作
12555170松原　英一郎 14001　　教授 2000-2002千円
耐水素・高疲労特性Ag合金系強誘電体薄膜用電極薄膜の作製
12555174増本　博 12002　　助教授 2000-2002千円
軟磁性合金との複合微細パターン化によるグラニュラー磁気抵抗センシング材料の開発
12555183高梨　弘毅 19001　　教授 2000-2002千円
MGC材料のバルクおよぴファイバーによる耐熱強度材応用新規複合材料の開発
12555205吉川　彰 37004　　助手 2000-2002千円
新物質合成・FETデバイス構造によるフラーレン化合物の電子相制御
13440110岩佐　義宏 41001　　教授 2001-2003千円
高品質無転位ゲルマニウムシリコン固溶体バルク単結晶の育成と基礎物性の解明
13450001米永　一郎 42002　　助教授 2001-2003千円
運動量・エネルギー空間における原子層レベルのキャリアダイナミクスと物性制御
13450019長尾　忠昭 21002　　助教授 2001-2002千円
ミクロ、メソ多孔体を用いた新しいナノ構造体の創製場（構造決定とその空隙の利用）
13490004大砂　哲 26002　　助教授 2001-2003千円
SiGe混晶基板を利用した歪み制御Si系高機能電子デバイスに関する研究
13555086宇佐美　徳隆 28002　　助教授 2001-2002千円
貴金属ナノコンポジット膜による高感度ガスセンサー用電極の開発
13555184後藤　孝 16001　　教授 2001-2003千円
炭化ケイ素のECRプラズマ酸化によるシリコンナノ粒子分散薄膜の作製とEL特性
14350346後藤　孝 59001　　教授 2002-2004千円
研究種目 配分額研究課題 代表者 研究期間 課題番号／
10　　　基盤研究Ｃ(2)
f電子系金属間化合物におけるNMADスピングラス現象の研究
13640348李　徳新 6004　　助手 2001-2003千円
超伝導―強磁性接合によるスピンスイッチングの研究
13650710小尾　俶久 7004　　助手 2001-2002千円
圧電体により格子制御されたジルコニア薄膜酸素センサの開発
13650729増本　博 14002　　助教授 2001-2002千円
複合イオンピーム成膜装置を用いた高耐食性傾斜組成コーティングの作製
13650772川嶋　朝日 7002　　助教授 2001-2002千円
強磁場による導電性ポリマーの機能制御と修飾電極への応用
13650876茂木　巌 8004　　助手 2001-2003千円
銅酸化物絶緑体の光励起状態と非線形光学応答に関する研究
14540320遠山　貴巳 18002　　助教授 2002-2003千円
スクラッブ鉄用トランプエレメント検出器の開発
14550718松田　秀幸 33004　　助手 2002-2003千円
11　　　基盤研究Ｓ
GaN系半導体ヘテロ構造における表面界面の原子レベル評価と物性制御
14102010桜井　利夫 529001　　教授 2002-2005千円
SiGe基板単結晶の低欠陥化と歪みを制御した機能性ヘテロ構造の創製
14102020中嶋　一雄 454001　　教授 2002-2006千円
H2　　　萌芽研究
2元系ネプツニウム化合物NpX3の単結品育成とその基礎物性
14654057本間　佳哉 23004　　助手 2002-2004千円
中性子光学技術を用いた微少量試料での詳細構造決定の試み
14655002大山　研司 13004　　助手 2002-2003千円
ナノメートルの厚さを持つ金属殻の製作装置の開発　　　　　　　　　　　
14655015大砂　哲 20002　　助教授 2002-2003千円
有機半導体の分子線エピタキシとエレクトロニクス応用
14655113八百　隆文 32001　　教授 2002千円
X線多重全反射現象を利用した薄膜界面の高感度構造評価
14655226林　好一 25004　　助手 2002-2003千円
新奇な界面吸蔵による新水素吸蔵材料の開発
14655252吉田　肇 18004　　助手 2002-2003千円
新規長周期六方晶構造をもつ超高比強度Mg基ナノ結晶合金の開発
14655267井上　明久 24001　　教授 2002-2003千円
研究種目 配分額研究課題 代表者 研究期間 課題番号／
メソポーラス金属間化合物と機能性タンパク質のハイブリッド化
14658279吉見　享祐 19004　　助手 2002-2003千円
T1　　　特別研究員奨励費
ＺｎＯ薄膜へのｐ型ドーピング
12000281八百　隆文 6001　　教授 2000-2002千円
磁性体多層膜界面の原子レベル構造とその特性の研究
12000291櫻井　利夫 10001　　教授 2000-2002千円
新しい微小領域分析法の開発とその石造物分析への応用
13001262我妻　和明 12001　　教授 2001-2003千円
強相関電子系のサイクロトロン共鳴
13008256吉田　誠 1000　　特別研究員(PD) 2001-2002千円
第一原理計算によるナノサイズ物質の磁性の研究
14002103川添　良幸 10001　　教授 2002-2003千円
その場反応により形成したナノ粒子分散強化型マグネシウム合金の開発
14002104井上　明久 4001　　教授 2002-2004千円
スーパーコンピューター・ネットワーキングによる超大規模材料設計シミュレーション
14002601川添　良幸 10001　　教授 2002-2003千円
自己形成による磁性ドットの作製とスピン依存単一電子トンネルの研究
14002798高梨　弘毅 12001　　教授 2002-2003千円
コンビナトリアル手法を用いた酸化亜鉛の価電子制御
14006710塚崎　敦 1300　　特別研究員(DC1) 2002-2004千円
水素処理法による生体用チタン合金の粉末作製および高機能化プロセスの開発
14010437千星　聡 1200　　特別研究員(PD) 2002-2004千円
遷移金属酸化物における共鳴非弾性Ｘ線散乱の理論
14010611近藤　浩 1000　　特別研究員(DC２) 2002-2003千円
超高圧電子顕微鏡を用いた固体材料の照射効果に関する研究
14010733林　貴広 1500　　特別研究員(DC２) 2002-2003千円
蛍光Ｘ線ホログラフィー法による局所格子歪の定量解析技術の開発
14010753高橋　幸生 1500　　特別研究員(DC1) 2002-2004千円
X1　　　学術創成研究費
非平衡透明酸化物のパラレル合成による光・電子・磁気機能の高効率探索とデバイス実証
14GS0204川崎　雅司 920001　　教授 2002-2006千円
研究種目 配分額研究課題 代表者 研究期間 課題番号／
Ya　　　若手研究Ａ
歪みを内在したバンドギャップ分散半導体複合結晶の創製
14702017宇治原　徹 186004　　助手 2002-2003千円
Yb　　　若手研究Ｂ
低次元有機導体の特異な磁場誘起密度波状態におけるフレーリッヒ伝導と伝導ノイズ
13740199佐々木　孝彦 5002　　助教授 2001-2002千円
ペロブスカイト型チタン酸化物における軌道状態とスピン秩序
13740207田口　康二郎 9002　　助教授 2001-2002千円
遷移金属酸化物クラスターの酸化課程の解明
13750608Briere　Tina 8004　　助手 2001-2002千円
炭素クラスターを利用した有機／無機コンポジット薄膜の作製とその物性に関する研究
13750619高橋　英志 5004　　助手 2001-2002千円
安定化過冷却液体を利用したバルク金属ガラス複合材料の創製と性質
13750638加藤　秀実 10004　　助手 2001-2002千円
極薄グラニュラー薄膜の単電子トンネル効果を利用した巨大磁気低抗材料の開発
13750645三谷　誠司 6002　　助教授 2001-2002千円
その場観察法による過冷却度の制御およぴ過冷却シリコン融液からの結晶成長機構の解明
13750646藤原　航三 6004　　助手 2001-2002千円
制御ミリングプロセスによる次世代水素貯蔵媒体としての新規な炭素系材料の設計指針
13750657折茂　慎一 8002　　助教授 2001-2002千円
ウラン・レドックスフロー電池活物質の分子設計手法による創製
13780402山村　朝雄 7004　　助手 2001-2002千円
高温領域におけるアクチノイド水素化物の熱拡散率測定
13780406土屋　文 8004　　助手 2001-2002千円
母体中埋め込みナノ粒子の形成過程および電子構造(特にフェルミ面)の解明と制御
14740199唐　政 26004　　助手 2002-2003千円
低温磁場中走査型トンネル顕微鏡による有機超伝導体の局所状態観察
14740373米山　直樹 24004　　助手 2002-2003千円
水素分子形成制御ドーピングによるシリコン結晶中自己修復機能発現に関する研究
14750002深田　直樹 21004　　助手 2002-2003千円
カーポンナノチューブを前駆体としたガス吸蔵体の開発と評価
14750019竹延　大志 22004　　助手 2002-2003千円
研究種目 配分額
【 2003年度／本研究所教官が代表者の場合 （７８件）】
研究課題 代表者 研究期間 課題番号／
013 　　特定領域研究(1)
遷移金属酸化物における新しい量子現象―スピン・電荷・軌道結合系―
11173101前川　禎通 131001　　教授 1999-2003千円
金属ガラスの材料科学
15074101井上　明久 63001　　教授 2003-2007千円
024 　　特定領域研究(2)
磁性体・超伝導体等の高エネルギースピン励起とその局所構造の研究
11211201大山　研二 149002　　助教授 1999-2003千円
遷移金属酸化物の電子励起状態の理論
12046205前川　禎通 23001　　教授 2000-2003千円
遷移金属酸化物における磁気・電荷揺らぎの空間不均一性に関する研究
12046239山田　和芳 73001　　教授 2000-2003千円
回折およぴ分光手法による酸化物表面での局在量子構造解析
12130201松原　英一郎 159001　　教授 2000-2004千円
金属ガラスのバルク化プロセスと多機能最適化プロセス
15074202木村　久道　　　　　　　 82002　　助教授 2003-2007千円
磁気浮上炉による材料プロセスの開発
15085201茂木　巌 81004　　助手 2003-2005千円
06　　　基盤研究Ａ(2)
照射誘起延性向上を活用したタングステンの照射脆化の改善　　　　　　　　　　　　　
13308022栗下　裕明　　　　　　　 28002　　助教授 2001-2004千円
原子力材料の照射脆化評価のための転位に対する障害強度因子の実験的研究　　　　　　
14208057松井　秀樹　　　　　　　 155001　　教授 2002-2005千円
高分解ソフトプローブによる有機分子性結晶－半導体ヘテロ層の原子レベル評価　　　　
15201022長尾　忠昭　　　　　　　 293002　　助教授 2003-2004千円
高いエネルギー効率をもつウラン・レドックスフロー電池の研究　　　　　　　　　　　
15206111塩川　佳伸　　　　　　　 165001　　教授 2003-2005千円
08　　　基盤研究(B)(2)
新物質合成・ＦＥＴデバイス構造によるフラーレン化合物の電子相制御　　　　　　　　
13440110岩佐　義宏　　　　　　　 41001　　教授 2001-2003千円
高品質無転位ゲルマニウムシリコン固溶体バルク単結晶の育成と基礎物性の解明　　　　
13450001米永　一郎　　　　　　　 35002　　助教授 2001-2003千円
貴金属ナノコンポジット膜による高感度ガスセンサー用電極の開発　　　　　　　　　　
13555184後藤　孝　　　　　　　　 12001　　教授 2001-2003千円
研究種目 配分額研究課題 代表者 研究期間 課題番号／
Ｘ線非弾性散乱による金属酸化物中の動的電荷揺らぎと格子振動の研究
14340105山田　和芳 51001　　教授 2002-2004千円
炭化ケイ素のＥＣＲプラズマ酸化によるシリコンナノ粒子分散薄膜の作製とＥＬ特性　　
14350346後藤　孝　　　　　　　　 32001　　教授 2002-2004千円
Ⅳ属半導体高指数表面の制御による量子ドットの制御及びナノ構造の作製　　　　　　　
15310081藤川　安仁　　　　　　　 146004　　助手 2003-2004千円
フラーレン超構造物質の作製と相制御
15340106田口　康二郎 98002　　助教授 2003-2004千円
走査トンネル顕微鏡による銅酸化物超伝導体の電子状態の不均一性と超伝導の研究　　　
15340107小林　典男　　　　　　　 82001　　教授 2003-2005千円
マイクロ引き下げ法による新規フォトニック結晶の設計とその融液成長　　　　　　　　
15360001川添　良幸　　　　　　　 60001　　教授 2003-2005千円
Ｘ線ルミネッセンスホログラフィー法の確立による蛍光材料の発光機構の解明　　　　　
15360329松原　英一郎　　　　　　 83001　　教授 2003-2005千円
陽電子消滅法と３次元アトムプローブ法の併用によるナノクラスター形成機構の解明　　
15360330永井　康介　　　　　　　 62002　　助教授 2003-2005千円
10　　　基盤研究Ｃ(2)
ｆ電子系金属間化合物におけるＮＭＡＤスピングラス現象の研究　　　　　　　　　　　
13640348李　徳新　　　　　　　　 8004　　助手 2001-2003千円
強磁場による導電性ポリマーの機能制御と修飾電極への応用　　　　　　　　　　　　　
13650876茂木　巖　　　　　　　　 7004　　助手 2001-2003千円
銅酸化物絶縁体の光励起状態と非線形光学応答に関する研究　　　　　　　　　　　　　
14540320遠山　貴巳　　　　　　　 9002　　助教授 2002-2003千円
スクラップ鉄用トランプエレメント検出器の開発　　　　　　　　　　　　　　　　　　
14550718松田　秀幸　　　　　　　 5004　　助手 2002-2003千円
未発見シリコンナノワイヤーの構造予測と物性評価
15510086SLUITER MARCEL 18002　　助教授 2003-2004千円
複合ナノ構造におけるスピン依存伝導の理論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
15540328高橋　三郎　　　　　　　 5004　　助手 2003-2005千円
モット転移近傍に位置する強相関有機導体の金属－絶縁体－超伝導相分離の研究　　　　
15540329佐々木　孝彦　　　　　　 21002　　助教授 2003-2004千円
硫黄の高温高圧相転移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
15540456草場　啓治　　　　　　　 19004　　助手 2003-2004千円
強相関ｆ電子系ペルチェ素子の低次元アモルファス化による熱伝導率低減　　　　　　　
15560581宮崎　英敏 17004　　助手 2003-2004千円
研究種目 配分額研究課題 代表者 研究期間 課題番号／
ナノ粒子分散Ａｌ合金の機械的性質とその強化機構の解明　　　　　　　　　　　　　　
15560616木村　久道　　　　　　　 9004　　助手 2003-2005千円
減圧レーザ誘起プラズマ発光分光法によるスクラップ素材のオンライン迅速分析法の開発
15560705我妻　和明　　　　　　　 35001　　教授 2003-2004千円
11　　　基盤研究Ｓ
ＧａＮ系半導体ヘテロ構造における表面界面の原子レベル評価と物性制御　　　　　　　
14102010桜井　利夫　　　　　　　 208001　　教授 2002-2005千円
SiGe基板単結晶の低欠陥化と歪みを制御した機能性ヘテロ構造の創製
14102020中嶋　一雄 266001　　教授 2002-2006千円
安定化過冷却液体の大過冷却相変態の利用による高機能性非平衡金属材料の創製と工業化
15106010井上　明久　　　　　　　 358001　　教授 2003-2007千円
原子炉圧力容器鋼中の照射誘起ナノ析出物および欠陥の形成・発達過程の解明と制御　　
15106015長谷川　雅幸　　　　　　 323001　　教授 2003-2007千円
H2　　　萌芽研究
２元系ネプツニウム化合物ＮｐＸ3の単結晶育成とその基礎物性　　　　　　　　　　　
14654057本間　佳哉　　　　　　　 5004　　助手 2002-2004千円
中性子光学技術を用いた微少量試料での詳細構造決定の試み　　　　　　　　　　　　　
14655002大山　研司　　　　　　　 15004　　助手 2002-2003千円
Ｘ線多重全反射現象を利用した薄膜界面の高感度構造評価　　　　　　　　　　　　　　
14655226林　好一　　　　　　　　 8002　　助教授 2002-2003千円
新奇な界面吸蔵による新水素吸蔵材料の開発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
14655252吉田　肇　　　　　　　　 14004　　助手 2002-2003千円
新規長周期六方晶構造をもつ超高比強度Ｍｇ基ナノ結晶合金の開発　　　　　　　　　　
14655267井上　明久　　　　　　　 10001　　教授 2002-2003千円
メソポーラス金属間化合物と機能性タンパク質のハイブリッド化　　　　　　　　　　　
14658279吉見　享祐　　　　　　　 15002　　助教授 2002-2003千円
高圧水素中で反応合成したリチウム系化合物での超伝導機能　　　　　　　　　　　　　
15656001折茂　慎一　　　　　　　 19002　　助教授 2003-2004千円
可視光に応答する酸化チタン光触媒の研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
15656170正橋　直哉　　　　　　　 18002　　助教授 2003-2004千円
T1　　　特別研究員奨励費
その場反応により形成したナノ粒子分散強化型マグネシウム合金の開発
14002104井上　明久 9001　　教授 2002-2004千円
スーパーコンピューター・ネットワーキングによる超大規模材料設計シミュレーション
14002601川添　良幸 12001　　教授 2002-2003千円
研究種目 配分額研究課題 代表者 研究期間 課題番号／
自己形成による磁性ドットの作製とスピン依存単一電子トンネルの研究
14002798高梨　弘毅 12001　　教授 2002-2003千円
コンビナトリアル手法を用いた酸化亜鉛の価電子制御
14006710塚崎　敦 1000　　特別研究員(DC1) 2002-2004千円
蛍光Ｘ線ホログラフィー法による局所格子歪の定量解析技術の開発
14010753高橋　幸生 1000　　特別研究員(DC1) 2002-2004千円
金属内包フラーレン固体およびデバイス構造における物性研究
15002596菅原　孝宜 900　　特別研究員(DC1) 2003-2005千円
チェクラルスキー法による大口径品質単結晶作成の為の対流制御と最適育成条件探索
15003053川添　良幸 12001　　教授 2003-2004千円
プローブ顕微鏡による次世代超高密度メモリ用強誘電体薄膜の配向と分極に関する研究
15006877松浦　かおり 1500　　特別研究員(ＰＤ) 2003-2005千円
ナノ組織化を利用した高効率光触媒チタン化合物膜の製造
15007140中村　貴宏 900　　特別研究員(DC２) 2003-2004千円
第一原理計算によるシリコン分子ワイヤーの設計
15007142川村　博昭 900　　特別研究員(DC２) 2003-2004千円
X1　　　学術創成研究費
非平衡透明酸化物のパラレル合成による光・電子・磁気機能の高効率探索とデバイス実証
14GS0204川崎　雅司 870001　　教授 2002-2006千円
Ya　　　若手研究Ａ
歪みを内在したバンドギャップ分散半導体複合結晶の創製　　　　　　　　　　　　　　
14702017宇治原　徹　　　　　　　 40004　　助手 2002-2003千円
酸化亜鉛電界効果ドーピングと紫外発光素子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
15685011大友　明　　　　　　　　 127004　　助手 2003-2004千円
絶縁体上ＳｉＧｅ仮想基板の形成機構の解明と高機能電子デバイスへの応用　　　　　　
15686013宇佐美　徳隆　　　　　　 162002　　助教授 2003-2004千円
Ｘ線異常分散を利用した元素価数選択性Ｘ線ホログラフィー法の研究　　　　　　　　　
15686025林　好一　　　　　　　　 152002　　助教授 2003-2005千円
水素クラスターの機能化－高密度水素貯蔵と準室温超伝導の両面から－　　　　　　　　
15686027折茂　慎一　　　　　　　 77002　　助教授 2003-2005千円
Yb　　　若手研究Ｂ
母体中埋め込みナノ粒子の形成過程および電子構造（特にフェルミ面）の解明と制御　　
14740199唐　政　　　　　　　　　 8004　　助手 2002-2003千円
低温磁場中走査型トンネル顕微鏡による有機超伝導体の局所状態観察　　　　　　　　　
14740373米山　直樹　　　　　　　 10004　　助手 2002-2003千円
研究種目 配分額研究課題 代表者 研究期間 課題番号／
カーボンナノチューブを前駆体としたガス吸蔵体の開発と評価　　　　　　　　　　　　
14750019竹延　大志　　　　　　　 12004　　助手 2002-2003千円
ネプツニウム化合物の純良単結晶育成と異方的超伝導の探索　　　　　　　　　　　　　
15740195青木　大　　　　　　　　 22004　　助手 2003-2004千円
遷移金属化合物における熱電応答の理論的研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
15760036小椎八重　航　　　　　　 14004　　助手 2003-2005千円
強磁場化学気相法を用いたＹＢＣＯ膜の組織制御による臨界電流密度特性の研究　　　　
15760213淡路　智　　　　　　　　 15002　　助教授 2003-2005千円
太陽電池用狭ギャップ窒化物半導体ヘテロ構造の開発　　　　　　　　　　　　　　　　
15760214Ｊ・Ｔ　サドウスキー　　 26004　　助手 2003-2004千円
ハイブリッド・マグネット用５００Ａ温度可変臨界電流測定装置の開発と研究　　　　　
15760215西島　元　　　　　　　　 16004　　助手 2003-2004千円
非ニュートン流動を利用した方位制御バルク状ナノ構造金属ガラス複合材料の創製と性質
15760513加藤　秀実　　　　　　　 10004　　助手 2003-2005千円
強磁場・低温Ｘ線回折装置を用いた次世代高機能磁性材料の磁気体積効果に関する研究　
15760514小山　佳一　　　　　　　 12002　　助教授 2003-2004千円
熱力学モデルおよびデータベース連携による新しい金属ガラス、ナノ結晶合金の開発　　
15760515竹内　章　　　　　　　　 10004　　助手 2003-2005千円
反跳粒子検出法を用いた水素酸素燃料電池中の過渡的捕捉水素濃度の評価法の確立　　　
15760516土屋　文　　　　　　　　 9004　　助手 2003-2005千円
生体親和性Ｔｉ－Ｎｂ－Ｓｎ超弾性合金の多孔質化と変形挙動の解析　　　　　　　　　
15760533野村　直之　　　　　　　 8004　　助手 2003-2005千円
気相からの立方晶窒化ホウ素エピタキシャル成長に関する研究　　　　　　　　　　　　
15760534高村　由起子 18004　　助手 2003-2004千円
セラミック材料を用いた高温・重照射場用蛍光体の開発研究　　　　　　　　　　　　　
15760632藤　健太郎　　　　　　　 28004　　助手 2003-2004千円
ウラン・レドックスフロー電池の優れた活物質・隔膜の分子設計による創製　　　　　　
15760641山村　朝雄　　　　　　　 15004　　助手 2003-2005千円
研究種目 配分額
【 　　　　年度／本研究所教官が分担者の場合 （３件）】
研究課題 代表者 研究期間 課題番号／
2002
z05　　　基盤研究（Ａ）（１）
カルコパイライト系室温強磁性半導体の物性評価
13305003高梨　弘毅 4001　　教授 2001-2003千円
zX1　　　学術創成研究費
新しい研究ネットワークによる電子相関系の研究―物理学と化学の真の融合を目指して―
13NP0201-01遠藤　康夫 250001　　教授 2001-2002千円
新しい研究ネットワークによる電子相関系の研究―物理学と化学の真の融合を目指して―
13NP0201-02川添　良幸 200001　　教授 2001-2003千円
研究種目 配分額
【 　　　　年度／本研究所教官が分担者の場合 （３件）】
研究課題 代表者 研究期間 課題番号／
2003
z05　　　基盤研究(A)(1)
カルコパイライト系室温強磁性半導体の物性評価
13305003高梨　弘毅 2001　　教授 2001-2003千円
zX1　　 学術創成研究費
新しい研究ネットワークによる電子相関系の研究－物理学と化学の真の融合を目指して－
13NP0201前川　禎通 430001　　教授 2003千円
新しい研究ネットワークによる電子相関系の研究－物理学と化学の真の融合を目指して－
13NP0201川添　良幸 50001　　教授 2001-2003千円
4．研究支援事業等による大型プロジェクト
物質創製・材料化国際研究教育拠点 
文部科学省 21世紀COEプログラム 
井上明久 教授 約 22.0 億円 2002-2006 年度
ナノ物質材料微細構造解析支援 
文部科学省 ナノテクノロジー総合支援プロジェクト 
井上明久 教授、平賀賢二 教授 約 5.7 億円 2002-2006 年度
新しい情報処理プラットホームのためのアクティブ原子配線網に関する研究 
文部科学省 科学技術振興調整費 
水関博志 助手 約 1.0 億円 2000-2002 年度
ナノへテロ金属材料の機能発現メカニズムの解明に基づく新金属材料創製に関する研究 
文部科学省 科学技術振興調整費 
井上明久 教授、松原英一郎 教授、高梨弘毅 教授 約 2.0 億円 2000-2004 年度
低次元電荷・光ダイナミクスのナノ空間制御 
文部科学省 科学技術振興調整費若手任期付研究員支援 
長尾忠昭 助教授 約 0.8 億円 2001-2005 年度
新規な高強度・超弾性Ｔｉ－Ｚｒ系の開発と生体材料への応用研究 
文部科学省 革新的技術開発研究推進事業 
井上明久 教授 約 1.3 億円 2000-2005 年度
コンビナトリアル化合物機能開発研究
文部科学省 先導研究費
川崎　雅司 教授 約 2.9 億円 1999-2005 年度
ナノサイエンス実証研究　ナノ電子系 
文部科学省 超高速コンピューター網形成プロジェクト 
前川禎通 教授 約 1.0 億円 2003-2007 年度
遷移金属酸化物における新しい量子現象
文部科学省 特定領域研究 
前川禎通 教授 約 6.8億円 1999-2004 年度
金属ガラスの材料科学 
文部科学省 特定領域研究 
井上明久 教授 約 16.4 億円 2003-2007 年度
ナノサイズ・センシングカプセルの新規開発と医療応用 
文部科学省 萌芽的先端医療技術推進研究 
川添良幸 教授 約 1.5 億円 2003-2007 年度
非平衡透明酸化物のパラレル合成による光・電子・磁気機能の高効率探索とデバイス実証
日本学術振興会 学術創成研究費
川崎　雅司 教授 約 4.4 億円 2002-2006 年度
ミクロ分散的組成分布を持ったSiGe多結晶をベースにした新しい太陽電池の研究開発 
新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO） 革新的次世代太陽光発電システム技術開発事業 
中嶋一雄 教授 約 2.0 億円 2001-2003 年度
高機能・高精度省エネ加工型金属材料（金属ガラス）成形加工技術 
新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO） 革新的部材産業創出プログラム 
井上明久 教授 約 36.0 億円 2002-2006 年度
金属ガラスを用いた固体分子形燃料電池の要素技術の研究 
新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO） 固体分子形燃料電池研究開発事業 
井上明久 教授 約 28.0 億円 2001-2005 年度
ナノ構造制御金属酸化物薄膜における光機能の開発
新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO） 国際共同研究
川崎　雅司 教授 約 0.7 億円 2002-2004 年度
「ナノメタル技術」プロジェクト 
新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO ） 材料ナノテクノロジープログラム 
井上明久 教授 約 67.0 億円 2001-2005 年度
次世代短波長光リソグラフィーを実現する新真空紫外域光学材料の開発研究 
新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO） 地域コンソーシアム研究開発事業 
福田承生 名誉教授 約 3.2 億円 2000-2002 年度
人工バリア材料の照射影響の評価 
原子力環境整備・資金管理センター 放射性廃棄物地層処分事業 
長谷川雅幸 教授 約 3.1 億円 2000-2005 年度
強磁場における新素材の創製 
科学技術振興事業団 戦略的基礎研究推進事業 
本河光博教授、渡辺和雄 教授 約 5.0 億円 1997-2002 年度
新しい量子自由度・軌道の動的構造の解明 
科学技術振興事業団 戦略的基礎研究推進事業 
遠藤康夫 教授 約 5.2 億円 1997-2002 年度
ナノクラスターの配列・配向制御による新しいデバイスと量子状態の創出 
科学技術振興事業団 戦略的基礎研究推進事業 
岩佐義宏 教授 約 3.2 億円 2001-2006 年度
自己構造・組織創成型過冷却金属の応用展開 
科学技術振興事業団 戦略的創造研究推進事業 
井上明久 教授 約 5.0 億円 2002-2007 年度
氏　　　名 年月日 異動種別 異動後の身分
田　口　康二郎 2002.４.１ 昇　　任 助教授（東京大学より）
井　上　耕　治 2002.４.１ 採　　用 助手
高　村　由起子 2002.４.１ 採　　用 助手
藤　　　健太郎 2002.４.１ 採　　用 助手
筒　井　健　二 2002.４.１ 採　　用 助手
佐　藤　香　織 2002.４.１ 採　　用 技術職員
井　本　勇　吉 2002.４.１ 採　　用 技術職員
宮　崎　英　敏 2002.６.１ 採　　用 助手
吉　川　　　彰 2002.６.１ 配 置 換 （多元物質科学研究所　助手へ）
ゴ　ジョンミン 2002.６.１ 配 置 換 （多元物質科学研究所　助手へ）
折　茂　慎　一 2002.７.１ 昇　　任 助教授（広島大学より）
大　友　　　明 2002.７.１ 採　　用 助手
深　田　直　樹 2002.８.16 転　　出 （筑波大学　講師へ）
辻　　　幸　一 2002.９.30 辞　　職
高　橋　英　志 2002.10.１ 配 置 換 （多元物質科学研究所　助手へ）
才　田　淳　治 2002.10.１ 採　　用 助手
中　森　裕　子 2002.10.１ 採　　用 助手
青　木　　　大 2002.10.１ 採　　用 助手
スルイター　マーセル 2003.１.１ 任用更新 助教授
薬師寺　　　啓 2003.１.１ 採　　用 助手
亀掛川　尚　子 2003.２.１ 昇　　任 助教授
林　　　好　一 2003.２.１ 昇　　任 助教授
張　　　志　豪 2003.１.３ 辞　　職
二　田　伸　康 2003.２.１ 採　　用 助手
李　　　賢　勇 2003.２.28 辞　　職
小　林　慎一郎 2003.３.１ 採　　用 助手
才　田　淳　治 2003.３.27 昇　　任 助教授
山　口　泰　男 2003.３.31 停年退職
遠　藤　康　夫 2003.３.31 停年退職
平　賀　賢　二 2003.３.31 停年退職
箕　西　靖　秀 2003.３.31 停年退職
筒　井　健　二 2003.３.31 辞　　職
平　賀　晴　弘 2003.３.31 辞　　職
八　百　隆　文 2003.４.１ 配 置 換 （学際科学国際高等研究センター 教授へ）
才　田　淳　治 2003.４.１ 配 置 換 （学際高等センター　助教授へ）
亀掛川　尚　子 2003.４.１ 転　　出 （一関高専　教授へ）
浅　見　勝　彦 2003.４.１ 昇　　任 教授
吉　見　享　祐 2003.４.１ 昇　　任 助教授
山　田　和　芳 2003.４.１ 転　　入 教授（京都大学より）　
佐　藤　裕　樹 2003.４.１ 転　　入 助教授（京都大学より）
市　坪　　　哲 2003.４.１ 転　　入 助手（大阪大学より）
宇　田　　　聡 2003.４.１ 採　　用 教授
戸　叶　一　正 2003.４.１ 採　　用 教授
チョ　ミョンファン 2003.４.１ 採　　用 助教授
第８章　職員人事異動
(2002.4.1～2004.3.31)
氏　　　名 年月日 異動種別 異動後の身分
工　藤　一　貴 2003.４.１ 採　　用 助手
朴　　　賢　國 2003.４.１ 採　　用 助手
余　　　京　智 2003.４.１ 任用更新
張　　　　　涛 2003.４.１ 任用更新
中名生　　　充 2003.３.31 定年退職
庄　子　徳　志 2003.３.31 定年退職
野　村　明　子 2003.４.１ 採　　用 技術職員
松　木　邦　美 2003.４.１ 昇　　任 技術室長
東　方　　　綾 2003.４.30 辞　　職
小野寺　秀　也 2003.６.１ 昇　　任 （理学研究科　教授へ）
藤　田　全　基 2003.６.16 転　　入 助手（京都大学より）
孫　　　　　強 2003.６.30 辞　　職
木　村　久　道 2003.７.１ 昇　　任 助教授
石　本　賢　一 2003.７.１ 配 置 換 技術職員
BADICA Petre 2003.８.１ 採　　用 助手
大　山　研　司 2003.８.１ 昇　　任 助教授
大　砂　　　哲 2003.８.31 辞　　職
野　村　直　之 2003.９.１ 転　　出 （岩手大学　助教授へ）
BRIERE TINA MARIE 2003.９.30 辞　　職
張　　　　　涛 2003.９.30 任期満了
福　山　秀　敏 2003.10.１ 転　　入 教授（東京大学より）
佐　原　亮　二 2003.10.１ 配 置 換 助手（工学研究科より）
平　賀　晴　弘 2003.10.１ 採　　用 助手
松　本　洋　明 2003.10.１ 採　　用 助手
陳　　　明　偉 2003.11.１ 採　　用 教授
竹　内　　　章 2003.11.１ 昇　　任 助教授
高　橋　まさえ 2003.11.１ 採　　用 助手
呉　　　克　輝 2003.12.１ 採　　用 助手
孫　　　　　威 2003.12.15 辞　　職
今　泉　吉　明 2003.12.31 辞　　職
黄　　　新　明 2004.１.１ 採　　用 助教授
大　森　　　守 2004.２.１ 昇　　任 助教授
吉　田　　　肇 2004.２.１ 昇　　任 助教授
宇治原　　　徹 2004.３.１ 転　　出 （名古屋大学　助教授へ）
西　田　陽　子 2004.３.１ 転　　出 （東京大学　技術職員へ）
末　澤　正　志 2004.３.31 停年退職
安　彦　兼　次 2004.３.31 停年退職
大　森　　　守 2004.３.31 停年退職
吉　田　　　肇 2004.３.31 停年退職
矢　野　信　三 2004.３.31 停年退職
菊　地　迪　夫 2004.３.31 停年退職
余　　　京　智 2004.３.31 任期満了
村　山　洋之介 2004.３.31 辞　　職
ﾑﾁｪﾄﾞｳﾘｾﾞ ﾀｲﾑﾗｰｽ ﾗﾏｽﾞ 2004.３.31 辞　　職
真　壁　完　一 2004.３.31 辞　　職
   金属物性論研究部門        部門担当教授 前川 禎通（1997.4～） 
 
【部門構成員】 
教授：前川 禎通、 助教授：遠山 貴巳、 助手：高橋 三郎、 助手：小山 富男、 助手：小椎八重 航、 
ＣＯＥフェロー：森 道康、 客員教授（外国人研究員）：リエラ ホセ アレハンドロ、 研究支援者：遠藤 康夫、 
研究支援者：筒井 健二、 産学官連携研究員：市村 雅彦、 産学官連携研究員：松枝 宏明、 
その他（事務補佐員 ２名） 
 
【研究成果：2002 年度】 
 当研究部門は次の２つのテーマを柱として、物性物理の研究を行っている。 
 
(1) モット絶縁体及びドープしたモット絶縁体の励起状態の解明とその応用 
(2) 遷移金属酸化物の新しい量子状態の開発とその応用 
 
(1) モット絶縁体の光励起状態は次元性に強く依存することを明らかにした。これは一次元系ではス
ピン電荷分離が起っており、二次元系は特に光励起状態ではスピンと電荷の強い結合が起るためで
ある。 
  我々は一次元モット絶縁体の強い非線形光学応答はスピン電荷分離によることを以前に明らかに
したが、このような光励起状態の次元依存性は光デバイスの開発のための重要な指針を与えている。
（1, 2, 3 ） 
(2) Mn 酸化物ではｄ電子の軌道の秩序が強磁性や巨大磁気抵抗効果等の物性に重要な効果を与える。
そのため、これらの物性を解明するためには、軌道秩序の持つ素励起を明らかにすることが最も重
要な問題のひとつである。我々は Mn 酸化物において初めて軌道の素励起、軌道波（オービトン）
を検証し、その性質を明らかにした。（3，4，5 ） 
 
1. Tohyama T., Onodera H., Tsutsui K., Maekawa S. 
Resonant two-magnon Raman scattering and photoexcited state in two-dimensional Mott 
insulators 
Phys. Rev. Lett. 89 (2002), 257405 
 
2. Takahashi M., Tohyama T., Maekawa S. 
Nonlinear optical response in two-dimensional Mott insulators 
Phys. Rev. B 66 (2002), 125102 
 
3. Saitoh E., Okamoto S., Tobe K., Yamamoto K, Kimura T., Ishihara S., Maekawa S., Tokura Y.  
Experimental quest for orbital waves: Reply. 
Nature 418 (2002), 40 
 
4. Okamoto S., Ishihara S., Maekawa S. 
Theory of Raman scattering from orbital excitations in manganese oxides. 
Phys. Rev. B 66 (2002), 014435 
 
5. Ishihara S., Kondo H., Okamoto S., Maekawa S. 
Theory of Orbital Dynamics and their Observation by Polarized Light/X-ray Scattering 
J. Phys. Soc. Jpn. 71, Suppl. (2002), 60-63 
【研究成果：2003 年度】 
 当研究部門は次の 2 つのテーマを柱として、物性物理の研究を行っている。 
 
(1) モット絶縁体及びドープしたモット絶縁体の励起状態の解明とその応用 
(2) 遷移金属酸化物の新しい量子状態の開発とその応用 
 
(1) モット絶縁体にキャリアをドープすることにより、高温超伝導を始めとして様々な異常物性が現
れる。この状態は強い電子間の相互作用によりもたらされるものであり、物性物理の最も重要な基
本問題である。我々はドープされたモット絶縁体の電子状態とその新しい観測手法を研究した。特
に、放射光を用いた共鳴非弾性 X 線散乱による強相関電子系の観測理論を導いた。（1, 2, 3 ） 
(2) 遷移金属酸化物ではｄ電子の軌道がその物性を支配している。我々はその物性と軌道の関係につ
いて次の 2 つの結果を得た。 
(a) 熱電変換材料として重要な層状 Co 酸化物を取り上げ、軌道が結晶格子とは違う電子格子を
持つことを明らかにした。これは軌道縮退をもつ物質の基本的な性質であり、その物性を支配
するのは電子格子である。（4 ） 
(b) 軌道秩序の持つ素励起は、放射光を用いた共鳴非弾性 X 線散乱を用いて観測が可能であるこ
とを理論的に導き、実験での検証を行った。（5 ） 
 
1. Tohyama T., Maekawa S. Prelovek P. 
Thermodynamic and thermoelectric properties of high-temperature cuprate superconductors 
in the stripe phase. 
Phys. Rev. B 67 (2003), 180502   
 
2. Barnes S. E., Maekawa S. 
Bilayer splitting in overdoped high-Tc cuprates. 
Phys. Rev. B 67 (2003), 224513 
 
3. Tsutsui K., Tohyama T., Maekawa S. 
Mott Gap Excitations and Resonant Inelastic X-Ray Scattering in Doped Cuprates. 
Phys. Rev. Lett. 91(11) (2003),117001 
 
4. Koshibae W., Maekawa S. 
Electronic State of a CoO2 Layer with Hexagonal Structure: A Kagome Lattice Structure in a 
Triangular Lattice. 
Phys. Rev. Lett. 91(12) (2003),257003 
 
5. Inami T., Fukuda T., Mizuki J., Ishihara S, Kondo H., Nakao H., Matsumura T., Hirota K.,  
   Murakami Y., Maekawa S., Endoh Y. 
Orbital excitations in LaMnO3 studied by resonant inelastic x-ray scattering. 
  Phys. Rev. B 67 (2003), 045108 
 
   結晶物理学研究部門        部門担当教授 中嶋 一雄（1998.10～） 
 
【部門構成員】 
教授：中嶋 一雄、 助教授：宇佐美 徳隆、 講師：佐崎 元、 助手：宇治原 徹、 助手：藤原 航三、  
ＣＯＥフェロー：郡司 敦、 研究支援者：藩 伍根、 講師（研究機関研究員）：松井 拓郎、  
その他（事務補佐員 １名） 
 
【研究成果：2002 年度】 
 次の 3 つの主要テーマを主体に研究を進めた。第一のテーマは、クリーンエネルギー源として期待
の高い太陽電池の高効率化のために、最重要な Si 系バルク多結晶の高品質化成長技術の開発・研究を
行った。第二のテーマは、全率固溶型の状態図を有するバルク単結晶の成長を研究し、格子定数を自
由に制御できる新しい基板結晶の創製の研究である。第三のテーマは、新しい半導体結晶として大き
な発展が期待できる、有機半導体薄膜のエピタキシャル成長の研究である。 
第一のテーマに対しては、主流の Si バルク多結晶の太陽電池に代わる新しい高効率太陽電池用結晶
として、ミクロ分散的組成分布を有する SiGe バルク多結晶を提案した。この新しい結晶の組成分布の
制御や吸収係数の波長依存性の制御に関して研究し、Ge に富む領域を Si に富む領域に分散させた
SiGe バルク多結晶が、組成分布に応じて自在に吸収係数の波長依存性を変えられるといった特徴を持
ち、高効率太陽電池として期待できることを見出した。また、Si 系バルク多結晶の結晶方位の整列メ
カニズムに対して、Si 融液からの Si 結晶成長のその場観察装置を初めて行い、その有効性を確認し、
新しい発想の新規なその場観察装置を創製することへの道を拓いた。このような当研究室の太陽電池
用結晶成長の研究は、太陽電池の今後の展開にとって核心的な研究であることを認識され、新エネル
ギー・産業技術総合開発機構や企業から大きな期待を寄せられている。第二のテーマに対しては、均
一組成を有する SiGe バルク単結晶の成長に対して、成長界面温度の直接観察による制御と溶質元素の
補給方法を両立させた独自の成長方法を開発し、極めて均一組成を有する SiGe バルク単結晶の成長を
実現した。また、Si-rich および Ge-rich 組成を有するな SiGe バルク単結晶を得ることにも成功した。
第三のテーマでは、有機半導体薄膜をエピタキシャル成長により単結晶化させる鍵を握る有機分子の
配向整列に対して、結晶表面のステップが配向整列に効果があることを初めて見出した。 
 
1. Usami N., Fujiwara K., Ujihara T., Sazaki G., Murakami Y., Nakajima K., and Yaguchi H. 
Control of macroscopic absorption coefficient of multicrystalline SiGe by microscopic 
compositional distribution 
Jpn. J. Appl. Phys., 41 (2002), L37-L39. 
 
2. Nakajima K., Usami N., Fujiwara K., Murakami Y., Ujihara T., Sazaki G., and Shishido T. 
Growth and properties of SiGe multicrystals with microscopic compositional distribution for 
high-efficiency solar cells 
Solar Energy Materials & Solar Cells, 73 (2002), 305-320. 
 
3. Fujiwara K., Nakajima Ke., Ujihara T., Usami N., Sazaki G., Hasegawa H., Mizoguchi S., and 
NakajimaK. 
In situ observation of crystal growth behavior of silicon melt 
J. Crystal Growth, 243 (2002), 275-282. 
 
 
4. Sazaki G., Azuma Y., Miyashita S., Usami N., Ujihara T., Fujiwara K., Murakami Y., and 
Nakajima K. 
In-situ monitoring system of the position and temperature at the crystal-solution interface 
J. Crystal Growth, 236 (2002), 125-131. 
 
5. Nakajima K., Kusunoki T., Azuma Y., Usami N., Fujiwara K., Ujihara T., Sazaki G., and 
Shishido T. 
Compositional variation in Si-rich SiGe single crystals grown by multi-component zone 
melting method using Si seed and source crystals 
J. Crystal Growth, 240 (2002), 373-381. 
 
【研究成果：2003 年度】 
先に示した主要 2 テーマを主体に研究を進めた。第一のテーマに対しては、独自の発想よりなるミ
クロ分散的組成分布を有する新しい半導体結晶を提唱し、Si 単体の太陽電池よりも高効率になる可能
性を持つことを計算により予見できた。これに基づき、組成分布を有する SiGe バルク多結晶の成長技
術の開発、新しい SiGe バルク多結晶の結晶物性の研究、高効率太陽電池への応用研究を推進した。特
に、Ge-rich 領域に入る歪みの利用により、少量の Ge でもエネルギーギャップを狭くでき、 
長波長帯の光を十分に吸収できることが判った。これにより、SiGe バルク多結晶を用いた太陽電池の
高効率化実現の可能性を大幅に高めた。また、Ge ドットを Si マトリックスに分散させた薄膜太陽電
池を作製し、SiGe バルク多結晶太陽電池と同様に高効率化に効果があることを実証した。Si 薄膜太陽
電池の研究では、低温での液相エピタキシャル成長法により、Si バルク多結晶並みの高品質結晶を得
ることができることが判った。第二のテーマに対しては、均一組成を有する SiGe バルク単結晶の成長
に対して、成長界面位置の測定と成長速度の制御を連動させて、成長界面温度を常に一定に保つ技術
を開発し、極めて均一組成を有する SiGe バルク単結晶の成長に成功した。さらに、粒状種結晶を用い
て、多くの異なった面方位を有する結晶粒を競争成長させることにより、優先成長方位を見出す手法
を発案した。これにより、優先成長方位を持つ種結晶上に SiGe 結晶を成長させ、SiGe の高品質結晶
を得た。この手法を、光通信用の温度特性に優れた半導体レーザを作製する基板として長く渇望され
てきた InGaAs バルク単結晶の成長に適用し、InGaAs バルク結晶に対しても、優先成長方位を有する
種結晶が、極めて大きな多結晶化防止効果を持つことを確認した。また、Si 基板に付けた絶縁層上に
均一な SiGe 層を得る手法を発案し、歪みの少ない SiGe 層を実現した。 
 
1. Usami N., Ichitsubo T., Ujihara T., Takahashi T., Fujiwara K., Sazaki G., and Nakajima K. 
Influence of the elastic strain on the band structure of ellipsoidal SiGe coherently embedded in 
Si matrix 
J. Appl. Phys., 94 (2003), 916-920. 
 
2. Alguno A., Usami N., Ujihara T., Fujiwara T., Sazaki G.,  Shiraki Y., and Nakajima K. 
Enhanced quantum efficiency of solar cells with self-assembled Ge dots stacked in multilayer 
structure Appl. Phys. Lett., 83 (2003), 1258-1260. 
 
3. Ujihara T., Obara K., Usami N., Fujiwara K., Sazaki G., Shishido T., and Nakajima T. 
High-quality crystalline silicon layer grown by liquid phase epitaxy method at low growth 
temperature 
Jpn. J. Appl. Phys., 42 (2003), L217 - L219. 
 
4. Azuma Y., Usami N., Ujihara T., Fujiwara K., Murakami Y., and Nakajima K. 
Growth of SiGe bulk crystal with uniform composition by utilizing feedback control system of 
the crystal-melt interface position for precise control of the growth temperature 
J. Crystal Growth 250 (2003), 298-304. 
 
5. Kutsukake K., Usami N., FujiwaraK., Ujihara T., Sazaki G., Zhang B.P., Segawa Y., and 
Nakajima K. Fabrication of homogeneous SiGe-on-insulator through thermal diffusion of Ge 
on Si-on-insulator substrate 
Jpn. J. Appl. Phys., 42 (2003), L232-L234. 
 
   磁気物理学研究部門        部門担当教授(兼) 小林 典男 
 
【部門構成員】 
教授（兼）：小林 典男、 助手：茂木 巌 
 
【研究成果：2002 年度】 
当部門では強磁場を利用した材料プロセスの開発を行ってきた。2002 年度は主に磁気電気化学プロ
セスに関するこれまでの成果をまとめて発表した。（1, 2, 3, 4 ）研究内容は、導電性ポリマーを磁場中
で電解重合することによりその組織形態を変化させ、電気化学的ドーピング機構、修飾電極特性、膜
内酸化還元反応などを制御できることをみいだしたものである。（5 ）は、強磁場材料プロセスのもう
ひとつの柱である磁気浮上について。これまでの研究を紹介したものである。 
 
1. I. Mogi, K. Watanabe, and M. Motokawa. Magnetoelectrochemistry with a Conducting Polymer.  
Materials Science in Static High Magnetic Fields, Eds. K. Watanabe and M. Motokawa, 
Springer, Berlin, (2002) 301-311. 
 
2. 茂木 巖．導電性ポリマーの磁気電解重合と修飾電極への応用．Chemical Sensors 18 (2002) 
142-152. 
 
3. 茂木 巖．磁場による構造制御---導電性高分子．磁気科学，尾関寿美男編集，アイピーシー (2002) 
160-166. 
 
4. 茂木 巖．磁場による反応制御と機能発現---電析・薄膜・メッキ．磁気科学，尾関寿美男編集，
アイピーシー (2002) 340-344. 
 
5. 茂木 巖，本河光博．磁気浮上による物質合成．磁気科学，尾関寿美男編集，アイピーシー (2002) 
261-272. 
 
【研究成果：2003 年度】 
 2003 年度は主に磁気浮上に関する研究で成果が得られた。磁気浮上とは反磁性物質を強い勾配磁場
により浮上させた状態で、擬似無重力状態が実現できることから、材料開発への応用が注目されてい
る。この擬似無重力状態で物質合成を行う際に重要になるのが熱対流の制御であり、その観察に成功
したのが（1 ）である。また、浮上状態での無容器溶融凝固を可能にする磁気浮上炉を開発し、球状配
向試料の作製に成功したのが（2, 3, 4 ）である。（5 ）は磁気電解重合に関する成果である。 
 
1. I. Mogi, C. Umeki, K. Takahashi, S. Awaji, K. Watanabe and M. Motokawa, Control of Thermal 
Convection in Water by Strong Gradient Magnetic Fields. Jpn. J. Appl. Phys. 42 (2003) L715 - 
L717. 
 
2. 高橋弘紀，梅木千巧，茂木 巖，淡路 智，小山佳一，本河光博，渡辺和雄，日本応用磁気学会
誌，27 (2003) 1125-1129. 
 
3. I. Mogi, M. Hamai, T. Sato, K. Takahashi, S. Awaji, K. Watanabe and M. Motokawa, 
Application of Magnetic Levitation to Materials Processing, Magnetohydrodynamics, 39 (2003) 
403-410. 
 
4. K. Watanabe, K. Takahashi, I. Mogi, G. Nishijima, S. Awaji and M. Motokawa, Cryogen-Free 
Hybrid Magnet for Magnetic Levitation. Physica C 386 (2003) 485-489. 
 
5. I. Mogi and K. Watanabe, Magnetoelectropolymerization Effects on Redox Behavior of 
Ferricyanide Incorporated in Polypyrrole Films, Jpn. J. Appl. Phys. 42 (2003) L1397-L1399. 
 
   回折結晶学研究部門        部門担当教授 櫻井 利夫（1989.10～） 
 
【部門構成員】 
教授：櫻井 利夫、 助教授：長尾 忠昭、 助手：藤川 安仁、 助手：サドウスキー ジェルツィ トーマス、 
助手：高村 由起子、 客員教授：寺倉 清之、 ＣＯＥフェロー：Jun－Zhong WANG、  
客員教授（外国人研究員）：ヤン ウエイシェン、 講師（中核的研究機関研究員）：呉 克輝 
講師（研究機関研究員）：ORESHKIN ANDREI、 講師（研究機関研究員）：王 建立、 研究支援者：李 祥 
 
【研究成果：2002 年度】 
In this year, a significant development took place in our continuing project on the high-index 
surfaces of group IV semiconductors.  Collaborating with Professor Lagally at University of 
Wisconsin-Madison and Professor Terakura’s group at AIST, we successfully determined the 
structure of the Ge(105) surface, which is known as the side facet of Ge quantum dot structure on 
Si(001) studied intensively in this decade (1, 2 ).   We clarified that this surface has a strained 
structure which can be relaxed by the lattice mismatch strain between overlayer Ge and substrate 
Si.  This work was presented as an invited talk in Symposium on Surface Physics 2003 (SSP '03) 
as the paper was published, indicating its quick recognition among the surface science field.  We 
also continued basic researches on high-index Si surfaces collaborating with Prof. Yang’s group at 
Peking University, which contributed much for our understanding of the instability of the Si(105) 
surface before the deposition of Ge on it to fabricate the Ge(105) surface (3 ). 
We also started a project on the fabrication of molecular nanostructure on semiconductor 
surface.  We found that fluorinated C60 molecules deposited on the Si(111)-7x7 surface “print” 
fluorine atoms on the surface to make locally fluorinated surface around the molecule (4 ).  
The STM observation of the etching process of the Si(111)-7x7 surface by the fluorine atoms 
printed by fluorinated C60 molecules revealed that a significant diffusion process of fluorine 
takes place before the etching proceeds on the surface (5 ). 
 
1. FUJIKAWA Y., AKIYAMA K., NAGAO T., SAKURAI T., LAGALLY M.G., HASHIMOTO T., 
MORIKAWA Y., TERAKURA K. 
Origin of the Stability of Ge(105) on Si: A New Structure Model and Surface Strain Relaxation  
Phys. Rev. Lett. 88(2002), 176101.  
 
2. HASHIMOTO T., MORIKAWA Y., FUJIKAWA Y., SAKURAI T., LAGALLY M.G., 
TERAKURA K. 
Rebonded SB step model of Ge/Si(105)1x2: A first-principles theoretical study  
Surf. Sci. 513(2002), L445-L450.  
 
3. ZHAO R.G., GAI Z., LI W.J., JIANG J.L., FUJIKAWA Y., SAKURAI T., YANG W.S.  
Nanofaceting of unit cells and temperature dependence of the surface reconstruction and 
morphology of Si(1 0 5) and (1 0 3)  
Surf. Sci. 517(2002), 98-114.  
 
4. FUJIKAWA Y., SADOWSKI J.T., KELLY K.F., NAKAYAMA K.S., MICKELSON E.T., 
HAUGE R.H., MARGRAVE J.L., SAKURAI T.  
Adsorption of Fluorinated C60 on the Si(111)-(7 x 7) Surface Studied by Scanning Tunneling 
Microscopy and High-Resolution Electron Energy Loss Spectroscopy 
Jpn. J. Appl. Phys. 41(2002), 245-249.  
 
5. FUJIKAWA Y., SADOWSKI J.T., KELLY K.F., NAKAYAMA K.S., NAGAO T., SAKURAI T. 
Fluorine etching on the Si (111)-7x7 surfaces using fluorinated fullerene  
Surf. Sci. 521(2002), 43-48. 
 
【研究成果：2003 年度】 
Our work on the Ge(105) surface published in the previous year continuously received much 
attention and was presented as invited talks in American Physical Society March Meeting 2004 
and several other international conferences in surface science and nanostructure fields.  
In the meantime, we concentrated on the atomic-level characterizations of the 
metal-semiconductor interface in this year.  We found a two dimensional gas phase of alkali metal 
formed on the Si(111)-7x7 surface, which transforms to the cluster-formation phase by the increase 
of the alkali-metal coverage (1 ).  This work was presented as an invited talk in International 
Symposium on Physical Chemistry of Surface Nanostructures and Related Nanomaterials, 
indicating its high-level recognition.  The initial formation process of Ag layers on the GaN 
surface was also investigated to document that the Ag growth can proceed in the layer-by-layer 
manner, which is desirable for the fabrication of uniform contact to the GaN surface (2, 3 ).  In 
addition to these works, we also started to investigate the stability and initial growth process of 
semimetallic Bi on the Si(111)-7x7 surface motivated by the unique electronic property of Bi (4, 5 ). 
We found an interesting structural transition by the increase of Bi coverage to obtain well 
connected Bi layer after finishing the transition at the higher coverage range.  Annealing of this 
Bi film resulted in the formation of perfectly connected Bi layer with large domain size, which 
seems suitable for the growth template of molecular materials because of the low reactivity of Bi 
surface.   
 
1. WU K.H., FUJIKAWA Y., NAGAO T., HASEGAWA Y., NAKAYAMA K.S., XUE Q.K., WANG 
E.G., BRIERE T., KUMAR V., KAWAZOE Y., ZHANG S.B., SAKURAI T. 
Na Adsorption on The Si(111)-(7x7) Surface: From Two Dimensional Gas to Nanocluster Array 
Phys. Rev. Lett. 91, 126101 (2003).  
 
2. WU K.H., XUE Q.Z., BAKHTIZIN R.Z., FUJIKAWA Y., LI X., NAGAO T., XUE Q. K., 
SAKURAI T. 
Layer-by-layer growth of Ag on GaN(0001) surface  
Appl. Phys. Lett. 82(2003), 1389-1391.  
 
3. BAKHTIZIN R.Z., WU K.H., XUE Q.Z., XUE Q.K., NAGAO T., SAKURAI T. 
STM study of Ag film initial stages growth on a GaN(0001) surface grown by MBE 
Phys. Low-Dimensional Structures 3-4(2003), 21-29.  
 
4. YAGINUMA S., NAGAO T., SADOWSKI J.T., PUCCI A., FUJIKAWA Y., SAKURAI T.  
Surface pre-melting and surface flattening of Bi nanofilms on Si(1 1 1)-7 x 7 
Surf. Sci. 547(2003), L877-L881.  
 
 
5. SADOWSKI J.T., NAGAO T., SAITO M., ORESHKIN A., YAGINUMA S., HASEGAWA S., 
OHNO T., SAKURAI T. 
STM/STS studies of the structural phase transition in the growth of ultra-thin Bi films on 
Si(111)  
Acta Phys. Pol. A 104(2003), 381-387 
 
   低温物理学研究部門         部門担当教授 小林 典男（1990.5～） 
 
【部門構成員】 
教授：小林 典男、 助教授：佐々木 孝彦、 助手：西嵜 照和、 助手：米山 直樹、 助手：工藤 一貴、  
その他（事務補佐員 １名） 
 
【研究成果：2002 年度】 
本研究部門では、超伝導、特に高温超伝導体における超伝導現象とその舞台となる強相関電子状態
の解明を目指した実験研究を行っている。研究方針として世界最高品質の単結晶試料作製をベースに
した、マクロ物性測定手法から走査プローブ顕微鏡技術を用いたナノ領域測定にいたる多角的な視野
による、微視的電子状態とマクロ物性発現の相関解明を掲げている。本年度の主要な研究成果は「高
温超伝導体 YBa2Cu3Oyの渦糸状態に関する研究（1 ）」、「高温超伝導体 YBa2Cu3Oyにおける低温走査
型トンネル顕微鏡を用いた原子像観察による微視的電子状態研究（2, 3 ）」、「有機超伝導体の強相関電
子状態（4 ）」、「有機超伝導体の極低温渦糸状態（5 ）」の 4 点である。特に本年度の成果として、低温
走査型トンネル顕微鏡を用いた YBa2Cu3Oyの原子像観察による電子状態研究をあげる。これは、世界
に数少ない YBa2Cu3Oy原子像観察の成功例の一つである。さらに本研究によって CuO1 次元鎖上に、
電子密度の空間変調（電荷密度波）を世界で初めて見出した。このような強相関電子状態の空間不均
一は超伝導発現、またマクロな磁束状態変化とも関連する重要な知見である。試料準備の難しい
YBa2Cu3Oyにおける本成果は、本部門が有する独自の単結晶作製技術の高さを示すものでもある。本
部門において継続して研究を行ってきた YBa2Cu3Oyの渦糸状態については、渦糸状態変化の酸素濃度
依存性の全貌を明らかにすることができた（1 ）。 
また本部門では、高温超伝導体研究と平行して、有機超伝導体に関する研究も行っている。有機超
伝導体の強相関電子状態（4 ）、超伝導状態（5 ）を、高温超伝導体との比較、対比を行いながら研究
を進めることで従前とは異なる新たな視点から研究を行うことで成果が得られている。 
 
1. K. Shibata, T. Nishizaki, T. Sasaki, and N. Kobayashi  
Phase transition in the vortex liquid and the critical endpoint in YBa2Cu3Oy. 
Phys. Rev. B 66 (2002) 214518-1 - 214518-7. 
 
2. M. Maki, T. Nishizaki, K. Shibata, and N. Kobayashi 
Electronic structure of the CuO-chain layer in YBa2Cu3O7-δ; studied by scanning tunneling 
microscopy. 
Phys. Rev. B 65 (2002) 140511-1 - 140511-4. 
 
3. M. Maki, T. Nishizaki, K. Shibata, and N. Kobayashi 
Low-temperature scanning tunneling microscopy of YBa2Cu3O7-δ. 
Physica C 378-381 (2002) 84 -88. 
 
4. T. Sasaki, N. Yoneyama, A. Matsuyama and N. Kobayashi. 
Magnetic and electronic phase diagram and superconductivity in the organic superconductors 
κ-(ET)2X.   
Phys. Rev. B 65 (2002) 060505-1-060505-4. 
 
5. T. Sasaki, T. Fukuda, T. Nishizaki, T. Fujita, N. Yoneyama, N. Kobayashi and W. Biberacher. 
Low-temperature vortex liquid states induced by quantum fluctuations in the 
quasi-two-dimensional organic superconductor κ-(BEDT-TTF)2Cu(NCS)2. 
Phys. Rev. B 66 (2002) 224513-1-224513-7. 
 
【研究成果：2003 年度】 
中心課題として「高温超伝導体 YBa2Cu3Oyの渦糸状態研究」を継続しているが、本年度は、酸素欠
損による弱い点状乱れと Zn 不純物による強い点状乱れが、渦糸状態に与える効果を明らかにした（1，
2 ）。特に Zn 不純物を銅サイトに置換した場合には、YBa2Cu3Oyの渦糸状態のマクロな変化は顕著で、
渦糸格子融解 1 次相転移の消失，臨界電流密度の急激な増加が引き起こされることを見出した。その
マクロな変化を引き起こす微視的電子状態の変化を探るため低温走査型トンネル顕微鏡観察による研
究を行い、Zn 不純物によって CuO2面内の電子状態に１次元的な不均一が引き起こされていることを
見出した（3 ）。Zn 不純物置換によって YBa2Cu3Oyの電子状態がナノスケールで変化していることを
明らかにしたのは本研究が世界で初めてである。 
有機超伝導体関連では、極低温で量子ゆらぎにより特徴的な量子渦糸液体状態を有することを発見
したκ-(BEDT-TTF)2Cu(NCS)2 において（2002 年度研究成果（5 ））、その渦糸液体状態の微視的電子
状態を探るために行った磁気量子振動効果の実験によって、超伝導状態（渦糸液体状態）におけるシ
ュブニコフドハース効果を世界で初めて観測した （4 ）。この効果の観測は、金属系、化合物系を含む
現存する全ての超伝導体において初めての観測である。この測定から、渦糸状態における準粒子散乱
がより明らかになった。また密度波系有機伝導体α-(BEDT-TTF)2KHg(SCN)4において、はじめて非線
形伝導効果を観測した（5 ）。 
 
1. T. Nishizaki, K. Shibata, M. Maki, and N. Kobayashi. 
Vortex phase transition and oxygen vacancy in YBa2Cu3Oy single crystals. 
J. Low Temp. Phys. 131 (2003) 931 - 940. 
 
2. N. Kobayashi, T. Sato, T. Nishizaki, K. Shibata, M. Maki, and T. Sasaki. 
Vortex phase diagram in Zn-doped YBa2Cu3Oy crystals. 
J. Low Temp. Phys. 131 (2003) 925 - 929. 
 
3. M. Maki, T. Nishizaki, and N. Kobayashi. 
Zn-induced one-dimensional electric modulation in YBa2Cu3O7-δ.  
Phys. Rev. B 67 (2003) 014534-1 - 014534-4. 
 
4. T. Sasaki, T. Fukuda, N. Yoneyama and N. Kobayashi.   
  Shubnikov-de Haas effect in the quantum vortex liquid state of the organic superconductor  
κ-(BEDT-TTF)2Cu(NCS)2. 
Phys. Rev. B 67 (2003) 144521-1-144521-6. 
 
5. T. Fujita, T. Sasaki, N. Yoneyama, N. Kobayashi and T. Fukase. 
Threshold electric field of the non-linear conductivity in the density wave phase of 
α-(BEDT-TTF)2KHg(SCN)4.   
Synth. Metals 133-134,  (2003) 141-143. 
 
 
   低温電子物性学研究部門       部門担当教授 岩佐 義宏（2001.7～） 
 
【部門構成員】 
教授：岩佐 義宏、 助教授：田口 康二郎、 助手：竹延 大志、 助手：小林 慎一郎 
 
【研究成果：2002 年度】 
本部門は、フラーレン、カーボンナノチューブ、有機材料などの集合化と物性・機能の研究を行うこ
とを目的として、2001 年度にスタートした。本年度中にはスタッフの顔ぶれも整い、科研費補助金、
戦略的創造研究推進事業などの外部資金をもとに、研究室の立ち上げを行った。本年度は、バルクの
物性研究と薄膜デバイス研究の２本柱で研究を遂行した。前者では、フラーレン、層状物質などバル
ク超伝導体の固体物性、後者ではフラーレン、カーボンナノチューブ、有機材料を用いた電界効果ト
ランジスタの作製とその特性評価に関する研究を行った。 
まず、金属を内包したフラーレンの誘電応答を初めて測定し、分子回転との相関を明らかにした（1 ）。
次に、フラーレンフラーレン化合物の交流伝導度を系統的に測定することにより、中性分子ドープに
よる超伝導－モット絶縁体転移の振る舞いを明らかにすることに成功した（2 ）。また、フラーレン C70
が金属イオン Sm を介してつながった２量体構造を発見した（3 ）。MgB2 においても、われわれが前
年に発見したホウ素面内の炭素置換による超伝導の抑制減少について磁化率、μSR などを用いた系統
的な研究を行った（4 ）。 
一方、有機薄膜トランジスタを作製し、真空中でそのまま評価する作製システムを立ち上げることに
よって、種々のフラーレン薄膜ＦＥＴの測定を行った。特に、C60薄膜トランジスタの易動度を従来の
値から約８倍更新し、ｎ型有機薄膜材料としてとして最高レベルの易動度をもつことを示した（5 ）。
一方で、金属内包フラーレン La2@C80 のＦＥＴ動作を世界で初めて動作させ、この物質の伝導が内包
された金属を介して起こっていることを見出した（2003 年 1 ）。 
 
1. C.J. Nuttall, K. Yamazaki, T. Mitani, and Y. Iwasa,  
  Dipole Dynamics in the Endohedral Metallofullerene La@C82.  
  Advanced Materials 14 (2002) 293. 
 
2. H. Kitano, R. Matsuo, K. Miwa, A. Maeda, T. Takenobu, Y. Iwasa, and T. Mitani 
Evidence for insulating behavior in the electric conduction of (NH3)K3C60 systems 
Physical Review Letters 88 (2002) 096401-1-4. 
 
3. Dam Hieu Chi, Y. Iwasa, X. H. Chen, T. Takenobu, T. Ito, T. Mitani, E. Nishibori, M. Takata, M. 
Sakata, and Y. Kubozono, 
Bridging Fullerenes with Metals.  
Chemical Physics Letters 359 (2002) 177-183. 
 
4. K. Papagelis, J. Arvanitidis, S. Margadonna, Y. Iwasa, T. Takenobu, M. Pissass, and K. 
Prassides 
Phase separation in carbon-doped MgB2 studied by means of alternating current susceptibility 
measurements.  
Journal of Physics-Condensed Matter 14 (2002) 7363-7369. 
 
5. S. Kobayashi, T. Takenobu, S. Mori, A. Fujiwara, and Y. Iwasa,  
Fabrication and characterization of C60 thin-film transistors with high field-effect mobility. 
Applied Physics Letters, 82 (2003) 4581-4583. 
 
【研究成果：2003 年度】 
本年度も、バルクの物性研究とナノ材料デバイス研究を平行して行った。特にバルクの物性研究で
は、いくつかの材料探索を行い、将来の発展の芽を見い出したので、その成果を列挙する。 (1) フラ
ーレンポリマーの高圧誘起相転移 フラーレンが形成する 2 種類のポリマーが、高圧力下で 3 次元的
なネットワーク構造に 1 次相転移することを発見した。特に、2 次元的な C60ポリマーは約 23GPa の
高圧下で 3 次元ポリマーに転換し、圧力を抜いた後もその構造は保存されその体積圧縮率はダイヤモ
ンドの約 9 割の値を示した（2 ）。(2) フラーレン強磁性体の研究 Eu をドープした 2 種類のフラー
レン化合物 Eu3C70と Eu9C70が、それぞれ 3.5K と 39K で強磁性になることを発見した（3 ）。 (c) 分
子を内包したカーボンナノチューブの合成 カーボンナノチューブの内部に、様々な分子を内包させ、
ナノチューブへのドーピングを制御できることを発見した。この成果は、ナノチューブのデバイス応
用に有効な手段となると期待されるため、Nature Materials 誌の表紙を飾るとともに新聞各紙で報道
された（4 ）。(4) パイロクロア酸化物におけるスピンカイラリティー 異常な”異常ホール効果”を示
すことで知られる Nd2Mo2O7において、ホール効果の異方性を 27T にいたる強磁場まで測定し、この
異常性がスピンカイラリティー機構によって理解できることを実証した（5 ）。(5) 層状窒化物超伝導
体の圧力依存性アルカリ金属をドープした層状窒化物 ZrNCl, HfNCl の圧力依存性を測定し、Tc の圧
力依存性が非常に小さい物質であることを確認した。この現象を McMillan 機構で説明しようとする
と、極めてλの大きい強結合の超伝導であることを示している。 
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Conductivity and Field Effect Transistor of La2@C80 Metallofullerene. 
Journal of the American Chemical Society 125 (2003) 8116-8117. 
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Bond switching from two- to three-dimensional polymers of C60 at high pressure 
Physical Review B68 (2003) 153402-1-4. 
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Synthesis, structure, and magnetic properties of the fullerene-based ferromagnets, Eu3C70 and 
Eu9C70, Journal of the American Chemical Society 125 (2003) 1897-1904. 
 
4. T. Takenobu, T. Takano, M. Shiraishi, Y. Murakami, M.Ata, H. Kataura, Y. Achiba, and Y. 
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Stable and controlled amphoteric doping by encapsulation of organic molecules inside 
carbon nanotubes 
Nature Materials 2, (2003) 683-688. 
 
5. Y. Taguchi, T. Sasaki, S. Awaji, Y. Iwasa, T. Tayama, T. Sakakibara, S. Iguchi, T. Ito, Y. 
Tokura 
Magnetic field induced sign reversal of the anomalous Hall effect in a pyrochlore ferromagnet 
Nd2Mo2O7: Evidence for a spin chirality mechanism 
Physical Review Letters 90 (2003) 257202-1-4. 
   放射線金属物理学研究部門        部門担当教授 山田 和芳（2003.4～） 
 
【部門構成員】 
助手：吉田 肇、 助手：大山 研司、 助手：藤田 全基、研究支援者：深谷 敦子、研究支援者：平賀 晴弘、 
その他（技官 1名、 事務補佐員 1名） 
 
【研究成果：2003 年度】 
遷移金属酸化物を中心とし、硫化物や誘起伝導体を加えた物質群におけるスピンに焦点をあて、そ
の空間相関とダイナミクス、および伝導現象とのカップリングにより得られる多彩な電子物性相図の
解明を行ってきた。逆格子空間での情報が得られる中性子や X 線散乱、サイト識別が可能な NMR、
また体積分率が得られるμSR を相補的に活用し、以下に挙げる成果を得た。 
(1) 電子ドープ型の銅酸化物高温超伝導体において、相関を持った高エネルギー（>100meV）スピン
揺らぎが存在することを明らかにした。励起スペクトルの強度のエネルギー依存性がホールドープ
系の場合とは異なっており、低エネルギー領域に集中していることも解析の結果明らかになった。 
(2) 低温で電荷のストライプ秩序が存在する銅酸化物において、磁気揺らぎの温度依存性を中性子散
乱で調べ、低エネルギー揺らぎが結晶構造と密接に関係することを明らかにした。また、CuO2面内
での電荷分布の次元クロスオーバーを示唆する結果を得た。 
(3) 米国ブルックヘブン国立研究所と共同研究を行い、鉛酸化物リラクサーPbMg1/3Nb2/3O3 と
PbZn1/3Nb2/3O3-PbTiO3を静的・動的構造の観点から精密に調査した。局所的にナノスケールで分極
する領域（polar nano-regions, PNR）が格子歪みと格子振動にもたらす効果を突き止め、PNR の
揺らぎがその巨大な誘電率に関与している可能性を指摘した。 
(4) 銅酸化物高温超伝導体 La2-xSrxCuO4の磁気相関・磁気揺らぎと電気伝導の相関を探るため、磁性
Ni 不純物が磁気・伝導特性に与える効果を調べ、超伝導状態における Zn 置換との質的な違いを見
出した。 
 
1. Yamada K., Kurahashi K., Uefuji T., Fujita M., Park S., Lee S. H., Endoh Y. 
Commensurate Spin Dynamics in the Superconducting State of an Electron-Doped Cuprate 
Superconductor  
Phys. Rev. Lett. 90 (2003), 137004. 
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Magnetic and superconducting phase diagram of electron-doped Pr1-xLaCexCuO4 
Phys. Rev. B 67(2003), 014514. 
 
3. Hiraka H, Lee S.-H., Gehring P., Xu G, and Shirane G., 
Cold neutron study on the diffuse scattering and phonon excitations in the relaxor 
PbMg1/3Nb2/3O3 
Phys. Rev. B 70, (2004), 184105.  
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Xu G. , Hiraka H. , Shirane G. and Ohwada K. 
Appl. Phys. Lett. 84, (2004), 3975. 
5. Ohoyama K., Indoh K., Tobo A., Kaneko K., Onodera H. and Yamaguchi Y. 
Anomalous Magnetic Scattering in Tetragonal RB2C2 (R=rare earth) Observed by Neutron 
Diffraction 
J. Physics: Condens. Matter 15 (2003), S2127-S2130. 
 
 
 
   放射線金属物理学研究部門        部門担当教授 山口 泰男（～2003.3） 
 
【部門構成員】 
助教授：小野寺 秀也、 助手：大山 研司、 助手：吉田 肇、 助手：石本 賢一、 助手：東方 綾、 
その他（技官 1名、 事務補佐員 1名） 
 
【研究成果：2002 年度】 
希土類正方晶化合物での反強四極子秩序現象を、メスバウアー分光、中性子散乱、強磁場磁化測定、
磁場中比熱測定を用いて、研究を行なった。この問題は、これまで正方対称下では起きないと信じら
れていた反強四極子秩序が、正方晶 RB2C2（R：希土類）で実現している事が証明されたことから、
隠れた自由度、新たな秩序現象として、固体物理学研究に大きな一石を投じる事になった。希土類四
極子問題は、1999 年本研究グループが発見・発表し、研究を発展させた問題であり、現在、物理学会
などで活発な議論が行われているトピックスの一つである。 
 
2002 年度の主要な成果は以下のとおり。 
(1) RB2C2 化合物で作成可能な物質ほぼすべてについて、磁気相図を完成させ、この系が全体として
非常に多彩な物性を示している事を明らかにした。この多彩さは、この系で、反強四極子秩序と反
強磁性秩序が競合している事によって引き起こされている事が分かってきた。 
(2) 強磁場下での中性子散乱実験を行い、DyB2C2,TbB2C2での反強四極子秩序を直接証明した。 
(3) RB2C2 (R=Tb, Ho としての本, Er)で、通常の磁気相関では理解できない奇妙な磁気散漫散乱を発
見した。これは、RB2C2 の系質的物質と直結していると考えられ、この系の複雑な物性を考える上
で重要な意味を持つ事が分かった。 
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J. Phys. Soc. Jpn. 71 (2002) 1746-1751. 
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   先端物性学研究部            部門担当教授 遠藤 康夫（～2003.3） 
 
【部門構成員】 
教授：遠藤 康夫、 助手：平賀 晴弘、 助手：筒井 健二 
 
【研究成果：2002 年度】 
中性子散乱実験を駆使し、次の 3 テーマを主として研究した。 
(1) 反強磁性スピン密度波状態における Cr の低エネルギー磁気励起を精密に調べ、単純なスピン波描
像では理解できない新しいモードを発見した。 
(2) 銅酸化物高温超伝導体La2-xSrxCuO4の最適ドーピング組成〜オーバードープ相における磁気励起
スペクトルを系統的に調べ、LSCO 系の中性子散乱において初めて擬ギャップの兆候を捕らえた。
また、初めて detwin 化した YBa2Cu3O7 単結晶を使ったフォノン励起を調べ、CuO2 面内での異方
的な分散関係を明らかにした。 
(3) 反強磁性モット絶縁体 NiS2の磁気励起を比較的高エネルギーまで調べ、幾何学的なフラストレー
ションの効果を見出した。 
 
1. Reinvestigation of magnetic excitations in the spin density wave of Cr, H. Hiraka, P. Böni, Y. 
Endoh, M. Fujita, K. Yamada and G. Shirane, Phys. Rev. B 67, 064423 (2003). 
 
2. Spin Pseudo Gap in La2-xSrxCuO4 Studied by Neutron Scattering, C. H. Lee, K. Yamada, H. 
Hiraka, C. R. V. Rao and Y. Endoh, Phys. Rev. B 67, 134521 (2003). 
 
3. Effect of magnetic impurities on superconductivity and spin correlation of La2-xSrxCuO4, T. 
Churei, H. Hiraka, Y. Endoh, M. Matsuda and K. Yamada, Physica B (2003). 
 
4. Magnetic Order-Order Transition in Tetragonal ErB2C2, K. Ohoyama, K. Indoh, A.  Tobo, H.  
Onodera and Y. Yamaguchi, J. Phys. Soc. Jpn. 71 (2002) 1746-1751. 
 
5. Anomalous Magnetic Ordering Phenomena in Tetragonal TbB2C2 Observed by Neutron 
Diffraction, K Kaneko, K. Ohoyama, S. Katano, M. Matsuda, H. Onodera and Y. Yamaguchi, J. 
Phys. Soc. Jpn. 71 (2002) 3024-3029. 
 
 
   結晶欠陥物性学研究部門        部門担当教授 末澤 正志（1996.8～） 
 
【部門構成員】 
教授：末澤 正志、 助教授：米永 一郎、 助手：ムチェドリゼ タイムラーズ ラマズ、 助手：今泉 吉明 
 
【研究成果：2002 年度】 
半導体中の欠陥の性質の解明と新機能への応用を目指して、基幹材料であるシリコンを中心に結晶
中の点欠陥、転位の基礎物性の解明と制御を展開した。上記（1, 2, 3 ）はシリコン結晶においてこれ
まで推測に留まっていた空孔や格子間原子の形成エネルギーについて、これらが水素と複合体を形成
する過程を利用して、その形成エネルギーを、酸素、白金、鉄などの不純物が介在する影響も含めて、
赤外分光法、電子スピン共鳴法を駆使して世界ではじめて報告したものである。この成果は今日半導
体デバイスの微細化に伴い、個々の点欠陥の形成と運動が性能と劣化に直接関わるため、その制御の
ための基礎知識となっている。（4 ）は無転位結晶の大型・高効率での育成という実用的要請に向けて、
高濃度のボロン不純物の添加した種結晶の利用が有効であることを我々は見出されたが、その物理機
構について種結晶と育成結晶の界面での転位の発生が抑制される状態を X 線トポグラフィにより直接
観察・検証したものである。次に、新しい材料強度予測の知識として、半導体の硬度のスケール則を
見出した。次に、（5 ）は硬度測定に関する新しい分野を知見を見出したものである。現在硬度測定法
は材料のサイズに制限されず、基礎的な強度の指標を得る簡便な方法として多用されている。本研究
では、硬度の温度に対する変化は弾性率と原子間隔を用いて規格化するとほぼ全ての半導体において
一つのユニバーサルな関係に収斂することを報告した。 
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【研究成果：2003 年度】 
2002 年度に引き続き、半導体中の欠陥の性質の解明と新機能への応用を目指して、基幹材料である
シリコンを中心に結晶中の点欠陥、転位の基礎物性の解明と制御を展開した。（1 ）はシリコン結晶に
おいて 4 個の格子間原子が集積し複合体を形成すること、さらにその過程を電子スピン共鳴法によっ
て解明したものである。（2 ）は前年度の水素複合体を利用した点欠陥の形成エネルギーの決定を踏ま
え、高純度および不純物を固溶するシリコン結晶での点欠陥の形成エネルギーをレビューしたもので
ある。これらの成果は今日半導体デバイスの制御のための基礎知識として重用されている。（3 ）は大
型の無転位結晶を高効率で育成するための基礎知識として種結晶と育成結晶の界面での転位の発生機
構を X 線トポグラフィによって解明したものである。次に、新奇材料についても研究を着手した。（4 ）
は青色発光材料として開発が急がれている GaN 結晶について、デバイスの発光率を支配する転位の密
度を制御するための基礎知識としてその運動特性と光学特性の関係を解明したものであり、応用分野
で不可欠な知識となっている。（5 ）は本研究室で独自に開発した GeSi(SiGe)固溶体結晶の局所原子構
造を XAFS 法に測定し、結合ボンド長とボンド角が組成に依存してともに変化する、いわゆる不完全
Pauling 型の不規則構造であることを見出したものである。この結果は混晶化に伴う新しい物性の起
源として注目されている。 
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   高純度金属材料学研究部門      部門担当教授(兼) 井上 明久 
 
【部門構成員】 
教授（兼）：井上 明久、 助教授：安彦 兼次、 助教授：吉見 享祐、 助手：高木 清一、 助手：福田 正、 
その他（技術補佐員：1名） 
 
本研究部門では、我が国の科学基本計画 第一期(1996-2000 年度)において、科学技術振興事業団戦
略的基礎研究推進事業における｢超高純度ベースメタルの科学｣プロジェクトを推進した。科学基本計
画 第二期である 2001年度からNEDO｢ナノメタル技術プロジェクトの超高純度金属材料ユニット｣に
おいて、超高純度金属に関する基礎的研究｢ナノメタラジー｣を推進し、この研究分野における国際的
先導役を果たしてきた。また、1994 年以来、本研究部門が牽引役を果たしてきた｢超高純度ベースメ
タル国際会議(UHPM)｣である UHPM-2002 を仙台で、UHPM-2003 を Saint-Etienne, France で開
催した。 
 
【研究成果：2002 年度】 
2002 年に報告した研究論文は、2001 年、Berlin, Germany で開催された UHPM 国際会議
(UHPM-2001)で発表した研究成果を日本金属学会欧文誌、Materials Transaction,43(2002)に特集さ
れたものである。記した 5 編の論文は、それらの中から選んだ。特記すべきことは、超高純度化を基
とする｢ナノメタラジー｣によって、鉄、高クロム基合金、TiAl 合金などの性質は、従来報告されてい
る汎用純度材の性質からは予測できない特性を明らかにすることができたことである。 
研究成果は、論文発表 13 件、UHPM-2002 等の国際会議における口頭発表 12 件、日本金属学会講
演大会等の国内における口頭発表 8 件の成果がある。また、報道発表として新聞発表を 2 件、日経ナ
ノテクフェアの展示などを行った。 
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2. M.Totouge, N.Harima, S.Takaki and K.Abiko; Effect Tungsten on Mechanical Properties of 
High Purity 60mass%Cr-Fe Alloys, Materials Trans. Vol.43(2002), No2, p.140 -146. 
 
3. C.Kawarada, N.Harima, S.Takaki and K.Abiko; Mechanical Properties of Ultrahigh-Purity 
Ti-45mol%Al Alloy, Materials Trans. Vol.43(2002), No2, p.162 -167. 
 
4. K.Takasawa, Y.Yamazaki, S.Takaki, K.Abiko and Y.Iijima; Diffusion of Cr and Fe in a 
High-Purity Fe-50mass%Cr-8mass%W Alloy, Materials Trans. Vol.43(2002), No2, p.178 -181. 
 
5. A.Kinomura, S.Takaki, Y.Nakano, Y.Hayashi, Y.Horino and K.Abiko; Neutron Activation 
Analysis of Ultrahigh-Purity TiAl Alloys in Comparison with Glow-Discharge Mass 
Spectrometry, Materials Trans. Vol.43(2002), No2, p.116 -120. 
 
【研究成果：2003 年度】 
2003 年の主要論文は、UHPM-2003 国際会議(Saint-Etienne, France)で講演した成果を論文とした
ものである。その成果は、鉄-炭素合金、鉄-硫黄-燐合金、高クロム基合金などに関する機械的性質、
組織、耐食性、拡散および分析など多くの分野にわたるものである。また、研究内容は、金属学の基
礎から実用化の要素技術に関するものまで多岐である。すなわち、本研究部門は 21 世紀の金属学とも
言える｢ナノメタラジー｣を確立すべき重要な牽引役を推進していることを示すものである。 
研究成果は、論文発表 11 件、UHPM-2003 等の国際会議における口頭発表 15 件、日本金属学会講
演大会等の国内における口頭発表 9 件の成果がある。また、報道発表として新聞発表を 1 件、日経ナ
ノテクフェアおよび NEDO 主催の nano tech2003 の展示などを行った。 
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2003, p31-36  
 
2.  Y.Tanaka, S.Takaki and K.Abiko; Effect of ultra-purification on the microstructure of 
Fe-0.8mass%C alloy, Matēriaux & Techniques-No HORS SĒRIE-DĒCEMBRE 2003,  p51-58. 
 
3.  T. Takasawa, A.Inoue, Y.Yamazaki, S.Takaki, K.Abiko and Y.Iijima; Grain boundary 
self-diffusion in high purity Fe-50 and Fe-60mass% Cr alloys, Matēriaux & Techniques-No 
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   合金設計制御工学研究部門      部門担当教授 川添 良幸（1990.5～） 
 
【部門構成員】 
教授：川添 良幸、 助教授：余 京智、 助手：西松 毅、 助手：孫 強、 助手：ブリエール ティナ マリー、  
ＣＯＥフェロー：佐々木 健一、 研究支援者：PLANICHAMY Murugan、 研究支援者：安原 洋、  
科学技術振興研究員：チェン ホー、 科学技術振興研究員：ファラジャン アミール アバス、  
科学技術振興研究員：ベロスルドフ ロデイオン ブラジミロヴィッチ、 科学技術振興研究員：石井 聡、  
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【研究成果：2002 年度】 
 スーパーSINET 上で本所に加え東大物性研究所等の複数のスーパーコンピューターを結合するシ
ステムを開発し、それを活用して本研究室独自開発の全電子混合基底法第一原理計算プログラムによ
り超大規模シミュレーション計算を実施した。 
 アクティブ原子配線網プロジェクトのサブリーダーである水関助手を中心として、本研究室所属の
多くの研究者が分子エレクトロニクスの主要素である被覆高分子導線に対する第一原理シミュレーシ
ョン計算を行い、好ましい伝導特性を持つ新物質の設計を試みた。通常の電子状態計算と異なり、電
子数の 6 乗に比例する計算量が必要であり、本所のスーパーコンピューターを最大限に活用して他所
では見られない成果を挙げた。電気伝導特性のシミュレーションの実現するための 2 体グリーン関数
を用いた定式化とそのプログラミング及び改良・並列化を継続的に行っている。  
 カーボン系の研究に止まっていたナノチューブに新たな進展を加えるべく金属内包シリコンナノチ
ューブを提案し、その電気伝導特性を第一原理シミュレーション計算によって詳細に検討した。内包
原子種によって、半導体、金属、さらには半金属までが可能であることを示すことに成功した。特に、
磁性に関する研究では、スピントロニクス用材料として期待できる機能を予言した。 
 シリコンテクノロジーの基盤として重要なエッチング用レンズ材料として、ペロブスカイト様構造
を持つフッ化物を実験家と共同で検討し、微細加工を可能とする新物質をコンビナトリアル計算機シ
ミュレーションによる探索で発見した。 
エネルギー問題解決に関係する一つの重要な物質であるクラスレート化合物に関する第一原理シミ
ュレーション計算を行い、その熱力学的安定性の議論と各種分子に対する包摂の可能性を検討した。 
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M@Si-16, M=Ti, Zr, Hf: Pi Conjugation, Ionization Potentials and Electron Affinities 
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【研究成果：2003 年度】 
 究極の第一原理計算である拡散量子モンテカルロ法により、原子や分子の基底状態計算を開始した。
アモルファス材料データベース構築用に物性値の抽出を継続して行い、ほぼその重要な部分を完了し
た。本所計算材料学センターの責任部門として、計算機システムの運用の効率化に努め、他所では見
られない高い実行効率を達成することに寄与した。 
本研究室が世界に先駆けて提案したシリコンフラーレンの研究では、種々の元素に依存した物性計
算と安定性の詳細解明を行うと共に、水素終端により内包金属のない籠状安定構造を見出した。2002
年には実験的な存在確認がなされ、理論家の注目も集まり、最初の論文の引用回数も 50 回になってい
る。金属や 2 元合金クラスターの最安定構造決定と物性算定も数多く行い、系統的な理解を得た。さ
らに大きな Si60の安定性を検討し、炭素とシリコンの違いを明確にした。 
 シリコン（111）表面上へのアルカリ金属原子吸着の走査トンネル顕微鏡像の理論解析を行った。７
x７という巨大な再構成表面を扱う超巨大第一原理計算であり、様々な吸着可能性を綿密に解析するこ
とによって原子吸着過程の詳細解明に成功した。 
 分子エレクトロニクスの主要成分の一つである整流器に関し、高性能の分子を第一原理シミュレー
ション計算によって探索し、提案した。特に、その安定性を検討し、実際に応用可能であることを示
した。 
 ジルコニアのナノ構造体に関する実験家との共同研究を行い、立方晶と正方晶に対応する構造間の
相転移の原因を明らかにした。従来の理解と異なり、ジルコニアのナノ構造体では、サイズが小さく
なると原子間距離が大きくなることが原因である。 
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【研究成果：2002 年度】 
 我が国の電力の約 3 割は原子力発電に依っているが、その原子炉の大半は稼働開始後 20－30 年経過
し、所謂高経年化時代を迎えている。本部門では、高経年化原子炉の安全性に関し最も重要な課題の 1
つである原子炉圧力容器鋼の照射脆化機構の解明に関する基礎研究を最重要課題として取り組んでき
た。特に照射脆化の主原因と言われている不純物 Cu の超微小析出物解析法として我々が開発した先
端的陽電子消滅法とその応用研究を中心に研究を進めてきた。 
前年度までに、陽電子消滅の新たな方法である同時計数ドップラー拡がり(Coincidence Doppler 
Broadening: CDB)法を使って、Fe-Cu モデル合金中に生ずる 1nm 程度以下の Cu 析出物を検出する
ことに成功した。本年度は先ず、この CDB 運動量スペクトル実験結果の解析の基礎となる理論計算と
して、CDB 法の特徴である広領域の電子運動量分布を再現するための FLAPW(Full-potential 
Linearized Augmented Plane Wave)第一原理計算法を開発した。陽電子－電子の 2 成分密度汎関数、
局部密度近似法に基づき、金属の代表としての Al、層状構造を持つ共有結合結晶として黒鉛を選び、
ほぼ完全に実験結果を再現できる理論計算法を開発した（1 ）。次いで、照射脆化で問題となる Fe 中
の超微小 Cu 析出物（ナノ析出物で体心立方結晶構造）を対象として、体心立方 Cu の電子バンド構造
および CDB 運動量分布を FLAPW 第一原理計算法によって求め、ほぼ完全に実験と一致する結果を
得た（2 ）。照射脆化では、照射前の加工処理の効果も問題となるが、その基礎研究として圧延加工し
た Fe-Cu モデル合金中の熱時効による Cu ナノ析出物形成を CDB 法によって調べ、Cu ナノ析出物形
成がどのように加工処理によって促進されるかを明らかにした（九大蔵元研との共同研究）（3 ）。 
さらに、上記の陽電子実験および理論計算の応用として、Al 合金中の空孔－溶質原子複合体や析出
物（4 ）、Si 中の原子空孔－酸素不純物複合体（V3O や V4O2など）（5 ）の解析を行った。 
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“Deformation-enhanced Cu precipitation in Fe-Cu alloy studied by positron annihilation 
spectroscopy”, 
Phys. Rev. B65 (1) (2002) 012204-1～4. 
 
4. Y. Nagai, T. Honma, Z. Tang, K. Hono and M. Hasegawa:  
“Coincidence Doppler Broadening Study of the Pre-precipitation Stage of an Al-Cu-Mg-Ag 
Alloy”,  
Phil. Mag. A82 (8) (2002) 1559-1572. 
 
5. M. Hasegawa, Z. Tang, Y. Nagai, T. Nonaka and K. Nakamura: “Positron lifetime and 
coincidence Doppler broadening study of vacancy-oxygen complexes in Si: Experiments and 
first-principles calculations”, 
Appl. Surf. Sci. 194 (2002) 76-83. 
 
【研究成果：2003 年度】 
 原子炉圧力容器鋼の照射脆化の原因となる不純物 Cu の超微小析出物（ナノ析出物）やナノボイド
に関する基礎研究を行った。照射によって導入された原子空孔と溶質（不純物）原子との相互作用を
調べる目的で、Fe-X(X=C,Si,P,Mn,Ni,Cu)希薄合金の電子線照射を行い、陽電子消滅同時計数ドップラ
ー拡がり(Coincidence Doppler Broadening: CDB)などの実験を行った。その結果、Fe-Cu, Fe-Ni, 
Fe-C 系では空孔－溶質原子複合体が存在すること、Fe-Ni や Fe-P 系では空孔クラスター（ナノボイ
ド）形成が促進されること、Fe-Cu 系では空孔の隣の原子位置（8 個最近接原子位置）を 6 個程度以
上の Cu 原子が占めることなどを明らかにした（1 ）。CDB 法を使って、Fe-Cu モデル合金中では殆ど
欠陥のない Cu ナノ析出物が生じていることやナノボイドの内面は殆ど Cu 原子で覆われていること、
Al 合金では GP ゾーン中の空孔や溶質原子複合体の元素分析が可能なことを示した（2 ）。 
高速強変形した Ni、Cu、Fe 中に形成する空孔型欠陥の同定を行うとともに、3 次元空孔クラスタ
ー（ナノボイド、V1－V65）中の陽電子寿命の理論計算を行い、空孔クラスター同定の基礎データを提
供した（3 ）。 
高レベル放射性廃棄物ガラス固化体の長期保存では、放射性核種を長期間安全にガラス固化体に閉
じこめておくことが必要である。これを原子レベルで見ると、ガラス構造（SiO4）原子 Network の揺
らぎである構造空隙（ナノボイド）に放射性核種を如何に安定に閉じこめておくかである。我々は以
前、石英ガラス中のこのようなナノボイドに陽電子がポジトロニウム（Ps）として閉じこめられるこ
とを見いだしたが、この方法を放射性廃棄物に応用しようとする研究を開始した。本年度はとりあえ
ず種々の市販ガラス中について、陽電子寿命法によるナノボイド検出を行い、ナノボイド平均半径は
ガラス形成体（Glass Former）モル濃度とともに単調に減少することなどを明らかにした。 
最先端の陽電子消滅 2 次元角相関法により、Si 中の複空孔（V2）の圧力印可による方向再配列を調
べ、中性複空孔では－1 価の複空孔と同様 pairing Jahn-Teller 変形による再配列が起こっていること
などを明らかにした（5 ）。 
 
1. Y. Nagai, K. Takadate, Z. Tang, H. Ohkubo, H. Sunaga, H. Takizawa, and M. Hasegawa :  
“Positron annihilation study of vacancy-solute complex evolution in Fe-based alloys”, 
Phys. Rev. B 67 (2003) 224202-1～6. 
 
2. Y. Nagai, Z. Tang, H. Ohkubo, K. Takadate and M. Hasegawa :  
“Elemental Analysis of Positron Affinitive Site in Materials by Coincidence Doppler 
Broadening Spectroscopy”. 
Rad. Phys. Chem. 68 (2003) 381-386, 
 
3. H. Ohkubo, Z. Tang, Y. Nagai, M. Hasegawa, T. Tawara and M. Kiritani :  
“Positron annihilation study of vacancy-type defects in high-speed deformed Ni, Cu and Fe”, 
Mater. Sci. Eng. A 350 (2003) 95-101. 
 
4. Y. Sasaki, Y. Nagai, H. Ohkubo, K. Inoue, Z. Tang and M. Hasegawa :  
“ Positronium in Silica-based Glasses”, 
Rad. Phys. Chem. 68  (2003) 569-572. 
 
5. Y. Nagai, K. Inoue, Z. Tang, I. Yonenaga, T. Chiba, M. Saito, M. Hasegawa: 
“Jahn-Teller distortion of neutral divacancy in Si studied by positron annihilation 
spectroscopy”, 
Physica B 340-342 (2003) 518-522. 
 
   原子力材料物性学研究部門       部門担当教授 四竃 樹男（2001.4～） 
 
【部門構成員】 
教授：四竃 樹男、 助教授：永田 晋二、 助手：土屋 文、 助手：藤 健太郎 
 
【研究成果：2002 年度】 
放射線の影響が強く出る機能材料、具体的には光学材料、電気絶縁材料などのセラミックスは、放
射線による機能劣化が激しく、原子力システムの心臓部での使用が極力避けられてきた。しかし、原
子力システムの高度化、安全性の向上にはシステム心臓部のモニタリングが不可欠であり、放射線の
影響を受けにくい機能材料の開発が不可欠である。特に、光学的測定手法は大きな可能性を持ってい
るが、この手法に必須の放射線に強い光ファイバの開発は多くの課題を抱えてきていた。これまで、
フッ素添加や水素添加による光ファイバの耐放射線特性改善を試みてきているが、水酸基(OH)が光フ
ァイバの耐照射特性に及ぼす影響を検討したものが、（1 ）である。水素添加により特に近赤外領域で
の耐照射特性が改善することが見出され、耐照射光ファイバ開発の手法の一つとして認められた。こ
の成果を含むこれまでの成果を元に IEA 国際協力で日露が開発した耐照射光ファイバの国際ラウンド
ロビン試験が実施された。その成果の一部が（2 ）であり、国際熱核融合炉、ITER の設計最適化に大
きく貢献した。 
電気絶縁材料に対する照射の影響を総括し、国際熱核融合炉の炉心付近で使用される電気部品の設
計指針を明示したのが（3 ）であり、特にこれまで大きな議論となってきた照射誘起電気絶縁劣化現象
の解明に向けて大きな進展をもたらした。 
材料中の水素、ヘリウムは様々な材料学的課題と結びついているが、上記の光特性、電気特性とも
密接に結びついている。（4, 5 ）ではイオンビームを用いた材料中の水素、ヘリウム分析を高精度で行
ったもので、これら軽ガス元素と照射の影響との関連を明らかにした。 
 
1. Plaksin O.A., Stepanov V.A., Shikama T., 
Effect of OH-group content on optical properties of silica core fiber waveguides during reactor 
irradiation 
Journal of Nuclear Materials, 307 (2002) 1242-1245 
 
2. Kakuta T., Shikama T., Nishitani T., Brichard B., Krassilinikov A., Tomashuk A., Yamamoto S., 
Kasai, S., 
Round-robin irradiation test of radiation resistant optical fibers for ITER diagnostic 
application 
 
3. Shikama T., Zinkle S.J., 
Electrical in situ and post-irradiation properties of ceramics relevant to fusion irradiation 
conditions 
Journal of Nuclear Materials, 307 (2002) 1073-1079 
 
4. Tsuchiya B., Teshigawara M., Konashi K., Nagata S., Shikama T., Yamawaki M., 
Isotope effects in thermal diffusivity and electrical resistivity of zirconium hydride and 
deutride 
Journal of Nuclear Science and Technology, 39 (2002) 402-406 
 
 
5. Nagata S., Tsuchiya B., Sugawara T., Ohtsu N., Shikama T., 
Ion Beam analysis of helium and its irradiation effect on hydrogen trapping in W single 
crystals 
Nuclear Instruments & methods in Physics Research, B190 (2002) 652-656 
 
【研究成果：2003 年度】 
原子力システムの心臓部で動作する発光体の開発に取り掛かった。これまで実用化された発光体の
ほぼすべては 300℃以上で発光しなくなるのに対し、（1 ）では 500℃程度まで動作する発光体を見出
した。 
高出力原子炉炉心で機能材料、機能材料より構成される機器の特性評価を行う技術を世界に先駆けて
開発してきたが、（2 ）ではこの技術を用いた国際熱核融合炉(ITER)用機能材料、機能素子の放射線照
射下での機能特性評価を行い、ITER のプラズマ診断機器開発に貢献した。 
材料中の、水素、ヘリウムなどの軽ガス原子の挙動評価を重要な課題の一つとして引き続き加速器，
原子炉を用いて検討した。（3 ）では、核融合炉環境で高エネルギ中性子との核反応から多量に発生す
る水素の挙動を、高い熱伝導特性を持ち核融合炉用耐熱セラミックスとして有望視される窒化アルミ
ニウムについて検討した。ここでは、同位体調整法という技術を用いて、窒化アルミニウムの窒素の
同位体比を調整したものを米国の高熱中性子炉、HFIR で照射し、核変換水素により窒化アルミニウ
ムの体積膨張が促進されることを定量的に見出した。セラミックスにおけるガス核変換効果を原子炉
照射により明示した始めての実験結果である。水素化物中の水素、重水素の挙動を熱拡散率から検討
したものが（4 ）であり、電子とフォノンの易動度を個別に定量評価することに成功した。（5 ）では
重照射された重金属表面が多量の水素同位体を吸蔵することを見出した。核融合炉のプラズマ対向材
料中の水素同位体挙動評価に重要な知見を提供すると同時に、新たな水素吸蔵システムの可能性を指
摘した。 
 
1. Toh K., Shikama T., Nagata S., Tsuchiya B., Kakuta T., Hoshiya T., Ishihara M., 
Search for radioluminescent materials working at elevated temperature 
Fusion Science and Technology, 44 (2003) 475-479 
 
2. Shikama T., Nishitani T., Kakuta T., Yamamoto T., Narui M., Hodgson E., Reichele R., 
Brichard B., Krassilinikov A., Snider R., Vayakis G., Costley A., Nagata S., Tsuchiya B., Toh 
K., 
Irradiation test of diagnostic components for ITER application in the JMTR 
Nuclear Fusion, 43 (2003) 517-521 
 
3. Shikama T., Yano T., Ukai J., Onose S., Itoh M., Zinkle S., Snead L., Maruyama T., Nagata S., 
Tsuchiya B., Toh K., 
Gas nuclear transmutation effects in aluminum nitride 
Fusion Science and Technology, 44 (2003) 495-499 
 
4. Tsuchiya B., Nagata S., Shikama T., Konashi K., Yamawaki M., 
Heat conductions due to electrons and phonons for titanium hydride and deutride 
Journal of Alloys and Compounds, 356 (2003) 223-226 
 
5. Nagata S., Tsuchiya B., Ohtsu N., Sugawara T., Shikama T., Tokunaga M., Kuramoto E., 
Hydrogen and deuterium uptake in helium implanted layer of Mo and W 
Journal of Nuclear Materials, 313 (2003) 279-283 
 
   原子力材料工学研究部門      部門担当教授 松井 秀樹（1987.8～） 
 
【部門構成員】 
教授：松井 秀樹、 教授（兼）：阿部 勝憲、 助教授：佐藤 裕樹、 助手：矢野 信三、 助手：福元 謙一、 
助手：二田 伸康、 その他（技術補佐員 １名、 事務補佐員 １名） 
 
【研究成果：2002 年度】 
 この期間の研究は大きく 3 種類に分類される。一つは電顕内引張その場観察によるもの（1 ）で、通
常の電顕法では観察が困難な、原子炉圧力容器鋼の照射脆化の原因となっている極微細銅集合体と転
位の相互作用を直接観察することにより、転位に対する障害物強度と間隔を直接求めることに成功す
ると共に、極微細集合体を間接的ではあるが転位線上のカスプとして検出することが出来た点、極め
て高く評価されている。第 2 は HVEM を用いてのバナジウム合金中の点欠陥の挙動に関する研究（2 ）
で、低濃度の溶質原子や侵入型不純物と自己点欠陥と相互作用を定量的に求めることにより、照射組
織発達に及ぼす各溶質原子の役割が明らかになった点が、高く評価されている。同じ HVEM を用いた
研究で、格子間原子クラスターの 1 次元運動に関するその場観察（3 ）がある。バナジウム基 2 元合
金に対するもので、溶質原子の種類と濃度により１次元運動の容易さが顕著に異なることが明らかに
なった点が、極めて重要である。第 3 として、バナジウム合金は侵入型不純物を低減することが極め
て困難であるが、実用合金として開発が進められている V-4Cr-4Ti 合金に、Zr 泊法を用いて酸素等を
極端に低減し、その効果を調べた研究（4 ）も重要である。低温での延性が改善されるが、高温での強
度が若干損なわれることが明らかになった。これは液体 Li と共に使用されるバナジウム合金では使用
中に酸素等が Li に吸い出されてしまうことから、早くからこの研究の重要性が指摘されていたのを、
独自の方法で実現した点が重要である。 
 松井教授が国際核融合材料照射施設(IFMIF)関係の活動の国際組織の代表を務めていることにより、
その関係の活動の多くに関わっている。その成果の一部が文献（5 ）として発表されている。 
 
1. NOGIWA, K. 
In Situ TEM Observation of Dislocation movement through the Ultrafiine Obstacles in an Fe 
Alloy  
Jounal of Nuclear Materials 
 
2. HAYASHI, T. 
Effect of Undersized Soulute Atoms on Point Defect Behavior in V-A (A=Fe, Cr and Si) Binary 
Alloys Studied by Using HVEM 
Jounal of Nuclear Materials 
 
3. HAYASHI, T. 
In Situ Observation of Glide Motions of SIA-Type Loops in Vanadium and V-5Ti Under HVEM 
Irradiation 
Jounal of Nuclear Materials 
 
4. FUKUMOTO, K. 
High Temperature Performance of Highly Purified V-4Cr-4Ti Alloy, NIFS-Heat1 
Jounal of Nuclear Materials 
 
 
5. NAKAMURA, H.. 
Status of Activities on the Lithium Target in the Key Element Technology Phase in IFMIF  
Jounal of Nuclear Materials 
 
【研究成果：2003 年度】 
前年度実施して非常に評価の高かった HVEM 内その場引張観察法をさらに改良し、低温まで観察領
域を拡げたり、撮像系や試料作成法等に改良を加えた。しかし、装置の故障や新しい試料作製法が確
立するのに時間を要したことなどから、学会での口頭発表は行ったが論文としての成果とはなってい
ない。この期間大きく精力を注入したのは国際核融合材料照射施設(IFMIF)関係の活動で、特に 2000
から 2002 までの期間実施された要素技術確証（Key Element Technology Phase: KEP）の活動の総
括に時間を要した。これは原研からの英文報告書（1 ）等として関係機関に配布されている。また、文
献（2 ）にはその活動の一部が報告として記載されている。 
このほか、分子動力学法による原子力材料研究については、休止状態であったのを再開し、ジルコ
ニウム水素化物の熱伝導に対する応用に関する研究（3 ）などを行った。 
 
1. IFMIF International Team. 
IFMIF KEP International Fusion Materials Irradiation Facility Key Element Technology 
Phase Report 
JAERI-Tech Report 2003-005 
 
2. NAKAMURA, H. 
Latest liquid lithium target design during the key element technology phase in the 
international fusion materials irradiation facility (IFMIF) 
Fusion Engineering Design, 1966, p.193 
 
3. KONASHI, K. 
A molecular dynamics study of thermal conductivity of zirconium hydride 
J. Alloys Compd. (Switzerland), 279-82, vol.356-357, 11 Aug. 2003 
 
 
   電子材料物性学研究部門        部門担当教授 八百 隆文（1994.8～） 
 
【部門構成員】 
教授（兼）：八百 隆文、 助教授：曺 明煥、 助手：花田 貴、 助手：牧野 久雄、 客員教授：後藤 武生、 
その他（事務補佐員 １名） 
 
【研究成果：2002 年度】 
(1) 我々は1996年からZnO系の励起子光デバイス材料特性に注目して、最初の室温励起子レーザ発振
に成功する等のパイオニア的成果を上げた（例：DM Bagnall, YF Chen, Z. Zhu, T. Yao, S. Koyama, 
MY Shen, and T. Goto: “Optically pumped lasing of ZnO at room temperature”, Appl. Phys. Lett. 
70, 2230-2232 (1997)引用回数466回）。これらの研究を契機としてZnO系酸化物半導体が注目を集め
てきたが、最大の課題は良好なｐ型ZnO形成である。この課題解決のために我々は基礎に立ち返っ
てＭＢＥ成長過程において表面構造の原子プロセスを解明した(YF Chen, HJ Ko, SK Hong, T Yao 
and Y Segawa: "Morphology evolution of ZnO(0001)surface during plasma-assisted 
molecular-beam epitaxy":Appl. Phys. Lett.  80(8)(2002) 1358 - 1360.引用回数12回)。成長過程制
御による高品質p-ZnO成長へ貢献するものである。この研究をベースとして、詳細に成長条件を最
適化することにより化学量論比を制御して良い結晶性、電気的光学的特性を持つ高品質ZnO成長条
件を確立した（HJ Ko, T Yao, YF Chen and SK Hong:"Investigation of ZnO epilayers grown under 
various Zn/O ratios by plasma-assisted molecular-beam epitaxy": J. Appl. Phys. 92(8)(2002) 
4354 – 4360 引用 8回）。 
 
(2) ウルツ鉱構造結晶は対称中心を欠くため極性を生じ、たとえばZnOのｃ軸方向にはZn面とO面が
安定面として存在する。そのため結晶成長特性、ドーピング特性、内部電界はZn面、O面で異なる
ため、極性制御がきわめて重要となる。本研究はウルツ鉱結晶における極性制御の一般的な方法を
初めて提唱し実証したものである(SK Hong, T Hanada, HJ Ko, YF Chen, T Yao, D Imai, K Araki, 
M. Shinohara, K Saitoh, M Terauchi,"Control of crystal polarity in wurtzite crystal: ZnO films 
grown by plasma assisted molecular- beam epitaxy on GaN"：Phys. Rev. B 65(2002) 115331-1 
115331-10 引用回数 9回)。 
 
(3) フォトドーピングはアモルファス半導体中でしか起きないと信じられてきたが、本研究は単結晶
フォトドーピングを初めて示した(HY Lee, JS Song, H Makino, T Yao："Ag photodoping into 
crystalline ZnSe"：Appl. Phys. Lett. 80 (2002) 710 – 712 引用 5回)。Agフォトドーピングを利用
して、Agからの青緑色から赤色にわたるブロードな発光を利用した白色発光への応用の可能性を示
した（HY Lee, T Takai, T Yao："Silver photodoping into Al-ZnSe for application to white light 
emitters"：Appl. Phys. Lett. 80 (23)(2002) 4336 - 4338.引用 3回）。 
 
(4) シリコンIC技術と光通信との相乗りを目指した１次元PCを開発した。全方向性のフォトニックバ
ンドギャップを持ち(HY Lee, H Makino, T Yao, A Tanaka: "Si-based omnidirectional reflector 
and transmission filter optimized at a wavelength of 1.55mm": Appl. Phys. Lett. 81 (24)(2002) 
4502 – 4504 引用 3回)、光通信帯におけるフィルター、波長分波、波長多重等に用いられる。 
(5) 物質のナノ化による新たな物性開拓とそのデバイス応用を目標に研究を進めた。橙色用Zn2SiO4: 
Mn2+蛍光体のナノ粒子化による発光効率の大幅な増強に成功した(N Taghavinia, G Lerondel, H 
Makino, A Parisini, A Yamamoto, T Yao, Y Kawazoe, T Goto "Activation of porous silicon layers 
using Zn2SiO4: Mn2+ phosphor particles": J. Luminesc. 96 (2002) 171 – 175 引用 3回)。ナノ化
により高輝度高効率蛍光体開発の可能性を示した。 
 
研究成果は ISI 論文誌に 48 編発表した（主要雑誌では Appl Phys Lett 9 編, J Appl Phys 6 編, Jpn 
J Appl Phys 3 編, J Cryst Growth 4 編, J Vac Sci Technol 3 編, Phys Rev 1 編等々）。 
 
【研究成果：2003 年度】 
(1) 分子線強度比を最適化して高品質 ZnO 薄膜成長に成功した（H. Kato, M. Sano, K. Miyamoto, T. 
Yao:”Effect of O/Zn flux ratio on crystalline quality of ZnO films grown by plasma-assisted 
molecular beam epitaxy”, JPN J APPL PHYS 1 42 (4B): 2241-2244 (2003)引用 10 回）。さらに ZnO
ホモエピタキシ技術を開発し、結晶性、電気特性、光学特性評価から LED 作製に使用される GaN
系薄膜を優にしのぐ結晶性を持つZnO薄膜成長技術を確立した（H.Kato, M. Sano, K. Miyamoto, T. 
Yao, :”Homoepitaxial growth of high-quality Zn-polar ZnO films by plasma-assisted molecular 
beam epitaxy”, JPN J APPL PHYS 2 42 (8B): L1002-L1005 (2003)引用 8 回）。 
 
(2) 昨年に引き続いて一次元 PC の研究を進め、特に全方位型のフォトニックギャップを持つ一次元
PC を実際の物質系（ZnS/SiO2 系など）を取り上げて設計し、光通信帯（1.55 ミクロン）や ZnO
用微小共振器用一次元 PC としての特性を評価した（HY Lee, T. Yao, “Design and evaluation of 
omnidirectional one-dimensional photonic crystals”, J APPL PHYS 93, 819-830 (2003)引用 10回）。 
 
(3) 新しいワイドギャップスピントロニクス材料の探索の一環として Mn ドープ GaN の成長を行い、
結晶評価を行い最適成長条件を確立するとともに磁性評価を進め、室温での強磁性体の作成に成功
した（Chen PP, Makino H, Kim JJ, Yao T, “MBE growth of GaMnN diluted magnetic 
semiconductors and its magnetic properties”, J CRYST GROWTH 251, 331-336 (2003)引用10回） 
 
(4) ナノ構造における新機能性開拓の一環として、Mn 発光中心を埋め込んだ ZnS 量子ドット層と
SiO2 層から構成される多重量子構造を形成して Mn 発光の増強に成功した（N. Taghavinia, H 
Makino, T Yao, “Enhancement of Mn luminescence in ZnS:Mn multi-quantum-well structures”, 
APPL PHYS LETT 83 (22): 4616-4618 (2003)。これはナノサイズに発光中心が閉じ込められたため
に波動関数の重なり合いが増強されるために起こるためであり、ナノ構造の一般的な特性として蛍
光の増強に用いられる可能性を示した。 
 
上記の成果は ISI 学術論文誌 31 編（主要学術誌：Appl Phys Lett 3 編、J Appl Phys 3 編、J Cryst 
Growth 8 編、Jpn J Appl Phys 4 編、Phys Rev 1 編）として発表された。 
 
   ランダム構造物質学研究部門      部門担当教授 松原英一郎（1999.9～） 
 
【部門構成員】 
教授：松原 英一郎、 助教授：林 好一、 助手：神山 智明、 助手：櫻井 雅樹、 助手：市坪 哲、  
その他（事務補佐員 １名） 
 
【研究成果：2002 年度】 
ランダム構造物質学研究分野では、2002 年度は(1)金属ガラスの構造と物性、(2)蛍光 X 線ホログラ
フィー法の高精度化、(3)フラーレンを用いた化合物構成などの研究を行った。(2)については林好一
助教授、(3)については高橋英志博士らと共に研究を推進した。 
 金属ガラスの構造と物性については、放射光 X 線源を用いた X 線異常散乱法や高エネルギーX 線回
折、実験室の X 線装置を用いて、Zr 基金属ガラスと Fe 基金属ガラスの局所構造解析を行った。Zr 基
金属ガラスにおいては、貴金属を添加した場合に金属ガラスから準結晶が析出ことに着目し、準結晶
形成過程での貴金属元素の構造的な役割を明らかにするために、X 線異常散乱を用いて調べた。その
結果、貴金属元素周りで 20 面体クラスター構造が形成されていることを突き止めた。Zr 基金属ガラ
スの局所構造は、20 面体的な原子が密に詰まった構造であることが言われていた。そのような 20 面
体的なクラスター構造が貴金属を添加することによってより安定化されることが予想され、それが準
結晶の形成にも深く関係することが示唆された（1 ）。さらに、Fe 基金属ガラスにおいては、金属ガ
ラスから析出する準安定な結晶相の構造に注目し、X 線異常散乱法を用いて詳細に調べることで、金
属ガラスと準安定相の局所構造の類似性を見出し、長距離の原子拡散が起こり難いような低温では、
金属ガラスからは平衡相が析出する前に、大きな構造的、組成的な変化を伴わない結晶化がまず進行
することを報告した（2 ）。 
 蛍光 X 線ホログラフィー法は、実験的に測定した蛍光Ｘ線の干渉から得られるホログラムから 3 次
元原子配列を直接決定できる比較的新しい X 線回折方法として注目されている。しかし、その定量化に
は成功しておらず、原子の位置および種類についての定量化に向けた研究を展開している。2002 年度
は、特に極めて微弱な強度変化を精度よく決定するための検出方法の開発に取り組み成功した(3, 4 )。 
 フラーレンを用いた物質創製を行っている途中で、フラーレンと硫黄の化合物の単結晶が溶媒中で
形成することを見出した。この化合物の構造を、単結晶 X 線回折を用いて詳細に解析し、その構造情
報に基づいて計算科学的に結合状態などについても調べた（5 ）。 
 
1. Nakamura T, Matsubara E, Sakurai M, Kasai M, Inoue A, Waseda Y ; Structural study in 
amorphous Zr-noble metal (Pd Pt and Au) alloys, Journal of Non-Crystalline Solids, 312, 2002, 
517-521.  
 
2. Nakamura T, Koshiba H, Imafuku M, Inoue A, Matsubara E; Determination of atomic sites of 
Nb dissolved in metastable Fe23B6 phase, Materials Transactions, 43(8), 2002, 1918-1920. 
 
3. Hayashi K, Takahashi Y, Matsubara E, Kishimoto S, Mori T, Tanaka M; X-ray fluorescence 
hologram data collection with a cooled avalanche photodiode, Nuclear Instruments & Methods 
in Physics Research Sec. B, 196(1-2), 2002, 180-185. 
 
4. Takahashi Y, Hayashi K, Matsubara E ; Feasibility study of local structure analysis of 
ultrathin films by X-ray fluorescence holography, Materials Transactions, 43(7), 2002, 
1475-1479.  
5.  Takahashi H, Matsubara E, Shiro M, Matsubara S, Sato N, Muramatsu A, Tohji K; 
Codeposition of fullerenes and sulfur from diluted solution, Fullerenes Nanotubes and Carbon 
Nanostructures, 10(3), 2002, 217-226. 
 
【研究成果：2003 年度】 
ランダム構造物質学研究分野では、2003 年度は(1)蛍光 X 線ホログラフィー法の高精度化、(2)高率
光触媒活性なチタン酸化物薄膜の実現などを主要課題に研究を進めた。(1)については林助教授らと共
に研究を行った。また、(1)は博士課程の高橋幸生、(2)は博士課程の中村貴宏らの研究課題でもあった。 
 蛍光 X 線ホログラフィー法については、研究を強力に進めた。2003 年度は 2002 年度に続いて高精
度な測定実現に向けた研究に加え、X 線異常散乱現象を蛍光 X 線ホログラフィー法に採用することに
よって、周辺元素によって回折した蛍光 X 線の位相の完全に決定することができることを見出し、中
心元素とその周辺元素の両方を定量的に識別する方法として報告した（1 ）。さらに、これまで放射光
X線を用いて行われていた蛍光X線ホログラフィー測定を、実験室のX線源を用いてもできるように、
装置を開発した（2 ）。これにより、基礎的な予備実験を実験室の蛍光 X 線ホログラフィー装置を用
いて行うことができるようになり、放射光を用いた測定での実験信頼度を飛躍的に改善することがで
きた。また、2003 年度は、蛍光 X 線ホログラフィー法を、金研高梨研究室との共同研究で FePt 人工
薄膜（3 ）や、金研中嶋研究室との共同研究で SiGe 単結晶（4 ）など様々な物質に応用し、その可能
性を調べる研究も実施した。 
 高効率光触媒活性なチタン酸化物薄膜実現のための研究は、多元物質科学研究所村松淳司教授の研
究室との共同で行われた。研究では彼らの光触媒評価技術を活かし、我々の構造解析技術と組み合わ
せることで研究を展開した。そして、チタン酸化物薄膜の酸素の一部を硫黄で部分的に置換すること
で、可視光領域で大幅に光吸収能が改善することを見出し、それを軸に、熱処理条件やチタン酸化物
薄膜中の硫黄量を変化させて、その構造と、光触媒能の関係について調べ、高効率光触媒活性を実現
するための指針を得ることができた（5 ）。 
 
1. Takahashi Y, Hayashi K, Matsubara E; Complex X-ray holography, Physical Review B, 68(5), 
2003, art. no.-052103 
 
2. Takahashi Y, Hayashi K, Wakoh K, Nishiki N, Matsubara E; Development of laboratory x-ray 
fluorescence holography equipment,Journal of Materials Research, 18(6), 2003, 1471-1473 
 
3. Takahashi Y, Hayashi K, Matsubara E, Shima T, Takanashi K, Mori T, Tanaka M; A new 
technique for study of local atomic environment in artificially grown magnetic thin film, 
Scripta materialia, 48(7), 2003, 975-979. 
 
4. Hayashi K, Takahashi Y, Matsubara E, Nakajima K, Usami N; 3D atomic imaging of SiGe 
system by X-ray fluorescence holography, Journal of Materials Science-Materials in 
Electronics, 14(7), 2003, 459-462 
 
5. Nakamura T, Arata M, Takahashi H, Yamamoto K, Sato N, Muramatsu A, Matsubara E; 
Partial sulfurization of laser-ablated titanium oxide film for the improvement in 
photocatalytic property, Materials Transactions, 44(4), 2003, 685-687 
 
 
   超高圧化学研究部門         部門担当教授 川崎 雅司（2001.4～） 
 
【部門構成員】 
教授：川崎 雅司、 助手：香川 昌宏、 助手：藤永 保夫、 助手：草場 啓治、 
助手：阿藤 敏行、 助手：福村 知昭、 助手：大友 明、 その他（事務補佐員 １名） 
 
【研究成果：2002 年度】 
一枚の基板上に組成や構造の異なる薄膜試料をパラレル合成で集積化し、研究の効率を飛躍的に向
上する「コンビナトリアル手法」について新たな技術開発に成功した。基板位置ごとに薄膜成長温度
に傾斜をかけることで成長温度を最適化する「基板温度傾斜法」を開発し（1 ）、一連の試料の面直・
面内格子定数を一括に評価する X 線回折手法（2 ）も確立した。これらの技術を活用して、酸化物半
導体に関しては、酸化亜鉛の系統的なドーピング手法の確立（3 ）と高性能透明トランジスタの実証（4 ）
を、強相関電子酸化物に関しては、格子不整合エピタキシーにおけるバッファー層の最適化技術（5 ）
を確立した。 
 
1. T. Koida, D. Komiyama, M. Ohtani, M. Lippmaa, M. Kawasaki, H. Koinuma 
"Temperature-Gradient Epitaxy Under In-Situ Growth Mode Diagnostics by Scanning 
Reflection High-Energy Electron Diffraction" 
Appl. Phys. Lett., 80, 565-567 (2002) 
 
2. M. Ohtani, T. Fukumura, M. Kawasaki, K. Omote, T. Kikuchi, J. Harada, H. Koinuma 
"Concurrent evaluation of strain in heteroepitaxial thin films with continuous lattice 
mismatch spread" 
Appl. Phys. Lett., 80, 2066-2068 (2002) 
 
3. A. Tsukazaki, M. Sumiya, T. Fukumura, M. Kawasaki et. al. 
"Systematic examination of carrier polarity in composition spread ZnO thin films codoped with 
Ga and N" 
Appl. Phys. Lett., 81, 235-237 (2002) 
 
4. J. Nishii, A. Ohtomo, M. Kawasaki et. al. 
"High Mobility Thin Film Transistors with Transparent ZnO Channels" 
Jpn. J. Appl. Phys., 42, L347-L349 (2003) 
 
5. K. Terai, M. Lippmaa, P. Ahmet, T. Chikyow, T. Fujii, H. Koinuma, M. Kawasaki 
"In-palne lattice constant tuning of an oxide substrate with Ba1-xSrxTiO3 and BaTiO3 buffer 
layers" 
Appl. Phys. Lett., 80, 4437-4439 (2002) 
 
【研究成果：2003 年度】 
 酸化物半導体については、強磁性を示す Co ドープ TiO2について、磁気光学効果（1 ）と異常ホー
ル効果（2 ）で強磁性応答を観測し、半導体中のキャリアがスピン偏極していることを実証した。また、
昨年度に開発したバッファー層技術を酸化亜鉛に応用し、超高品質結晶薄膜の合成に成功した（3 ）。
本技術は次年度の p 型酸化亜鉛合成の成功を可能にした重要なブレークスルーであった。 
 強相関酸化物では、3 種類の構成化合物を A,B,C,A,B,C と積層することで系の空間反転対称性を人
為的に破った超格子を初めて提案し、その構成要素の一つに強磁性薄膜の用いて時間反転対称性も同
時に破った効果を、非線形カー効果として観測した（4 ）。また、LaAlO3と SrTiO3というバンド絶縁
体の単一界面には電荷不整合により電子ドーピングが起こり、その移動度が低温で 10000cm2/Vs を越
えることを明らかにした（5 ）。強相関電子酸化物の界面電子状態に関して学理構築の基礎となる現象
の抽出が順調に進んでいる。 
 
1. T. Fukumura, Y. Yamada, M. Kawasaki et. al. 
"Magneto-Optical Spectroscopy of Anatase TiO2 Doped with Co" 
Jpn. J. Appl. Phys., 42, L105-L107 (2003) 
 
2. H. Toyosaki, T. Fukumura, M. Kawasaki et. al. 
"Anomalous Hall effect governed by electron doping in a room-temperature transparent 
ferromagnetic semiconductor" 
Nature Materials, 3, 221-224 (2004)  
 
3. A. Tsukazaki, A. Ohtomo, M. Kawasaki et. al.  
"Layer-by-layer growth of high-optical-quality ZnO film on atomically smooth and lattice 
relaxed ZnO buffer layer" 
Appl. Phys. Lett., 83, 2784-2786 (2003) 
 
4. Y. Ogawa, H. Yamada, T. Ogasawara, T. Arima, H. Okamoto, M. Kawasaki, Y. Tokura 
"Nonlinear Magneto-optical Kerr Rotation of Oxide Superlattice with Artificially Broken 
Symmetry" 
Phys. Rev. Lett., 90, 217403 (2003) 
 
5. A. Ohtomo and H. Y. Hwang 
“A high mobility electron gas at the LaAlO3/SrTiO3 heterointerface” 
Nature 427, 423-426 (2004) 
 
 
   非平衡物質工学研究部門        部門担当教授 井上 明久（1990.5～） 
 
【部門構成員】 
教授：井上 明久、 助教授：長谷川 正、 助教授：大砂 哲、 助手：竹内 章、 助手：加藤 秀実、  
助手：ルズキン ドミトリ ヴアレンチノゥ ィ゛ッチ、 客員教授：加藤 晃、 ＣＯＥフェロー：Bian ZAN、  
講師（研究機関研究員）：井上 哲範 、 産学官連携研究員：平賀 賢二、 産学官連携研究員：西嶋 雅彦、  
産学官連携研究員：鶴井 隆雄、 その他（技術補佐員：１名、 事務補佐員 １名） 
 
【研究成果：2002 年度】 
2002 年度では、高比強度、高靭性、高加工性を併せもつ新規マグネシウム合金、高強度特性をもつ
Cu 基金属ガラス、さらに、優れた高耐食性をもつ Ni-Nb 基金属ガラスを開発した。高比強度、高延
性および優れた加工性を兼ね備えた新しいマグネシウム合金(Mg97Zn1Y2)は、600MPa 以上の高い引張
降伏強度を示すことを見出すとともに、その組織が長周期六方構造結晶相に起因することを突き止め、
高強度特性が得られる因子として、(1)母相粒子の微細化強化、(2)Zn と Y による固溶体強化、(3)高
密度面欠陥の存在と長周期六方晶 Mg 相の形成、および(4)Mg24Y5 化合物粒子の分散強化の相乗効果
によることを明らかにした。さらに、優れた延性および高速超塑性の発現の原因は、(1)結晶粒界に析
出物がなく、微細な Mg24Y5化合物が Mg 母相内に均一に分散していること、および(2)微細な Mg24Y5
化合物の均一分散および新規な長周期六方晶原子配列に起因して変形中の粒成長が困難になったため
と考察した。この合金は、軽量・高強度が求められる自動車、航空機、ロケットなど幅広い応用に向
けて研究が展開されている。銅鋳型鋳造法により、Cu-Zr-Ti、Cu-Hf-Ti、Cu-Zr-Hf-Ti および Cu-Zr-Ti-Y
合金で 2000MPa を超える高強度バルク金属ガラスの作製に成功した。この Cu 基合金はこれまで開発
されてきた Zr 基、La 基などと同様にバルク金属ガラスを生成することが可能であり、かつ、初めて
の実用合金における大形状バルク金属ガラスが作製可能となったことは、学術的・工業的に高い意義
をもつと考えられる。Ni-Nb 基合金では、3mm 直径までバルク化が可能な金属ガラスを見出すととも
に、これらの合金が 1 規定塩酸中で優れた耐食性を示すことを明らかにした。また、液体急冷法によ
って、ステンレス鋼の 7 倍近くの強度があり、塩酸に対してステンレスの 1 千倍以上の耐食性を持つ
Ni-Nb-Zr-Ti 金属ガラスの開発に成功した。これらの合金系は薄板状に加工が可能であり、燃料電池の
セパレーターに利用できるため、安価な燃料電池の開発への応用研究が遂行されている。 
 
1. INOUE A., ZHANG W., ZHAN T., KUROSAKA K. 
Cu-based Bulk Glassy Alloys with High Tensile Strength of over 2000 MPa 
Journal of Non-Crystlline Solids, 304(2002), 200-209. 
 
2. INOUE A., MATSUSHITA M., KAWAMURA Y., AMIYA K., HAYASHI K., KOIKE J. 
Novel Hexagonal Structure of Ultra-High Strength Magnesium-Based Alloys 
Materials Transactions, 43(2002), 580-584. 
 
3. INOUE A., KAWAMURA Y., MATSUHITA M., HAYASHI K. 
High Strength Nanocrystalline Mg-Based Alloys 
Materials Science Forum, 386-388(2002), 509-518. 
 
4. LOUZGUINE D.V., INOUE A. 
Evaluation of the Thermal Stability of Cu60Hf25Ti15 Metallic Glass 
Applied Physics Letters, 81(2002), 2561-2562. 
5. PANG S., ZHANG T., ASAMI K., INOUE A. 
Formation of Bulk Glassy Ni-(Co-)Nb-Ti-Zr Alloys with High Corrosion Resistance 
Materials Transactions, 43(2002), 1771-1773. 
 
【研究成果：2003 年度】 
2003 年度では、Co、Cu、Ni、Fe などの実用金属を主成分とする新規非平衡材料の開発を行った。
高強度 Co 基軟磁性バルク金属ガラスは、従来の二倍に近い 5200MPa の世界最高強度で、加工性にも
優れた特徴と優れた軟磁気特性を併せもつことを見出した。この合金は 270GPa の高ヤング率、6.0×
105 Nm.kg-1の高比強度および 31×106 Nm.kg-1の高比ヤング率をもち、従来報告された結晶合金、ガ
ラス合金よりも優れた高い機械的強度を示すことを明らかにした。さらに、この合金は過冷却液体域
で 1400%の引張伸びと圧縮率 90％の優れた加工性を示すとともに、550,000 の高い透磁率を示す。こ
のバルク Co-Fe-Ta-B 金属ガラスは、精密光学用の金型や、自動車用エンジンの過熱状態を測定する耐
熱センサーの高強度素材などへの応用研究が展開されている。また、実用金属を主成分とし 100K 以
上の過冷却液体域を示す合金を Cu 基ガラス合金で初めて見出した。Cu45Hf45Al5Ag5 合金は 110K の
広い過冷却液体を示し 3mm 直径までの棒材としてバルク金属ガラスとして作製できることを示し、
120GPa のヤング率、2200MPa の圧縮破壊強度の優れた機械的性質を示すことを明らかにした。さら
に、Cu基およびNi基で 2500から 3000MPaの高強度を示す金属ガラスを新たに見出した。Cu-Zr-Ti-Y、
Cu-Zr-Ti-B は 3mm 直径までバルクガラス化が可能であり、一方、Ti 基では 5mm までのバルク金属
ガラスの作製に成功した。また、鋼板に対してきわめて高いショットピーニング効果が得られる Fe 基
ガラス合金を新たに見出した。このガラス合金ショットの耐久力は従来の結晶合金ショットと比較し
て８から 10 倍の長耐久時間を有することを明らかにした。優れた耐久性が得られる理由として、従来
の結晶合金では決して得られなかった Fe 基ガラス合金が示すユニークな機械的性質、すなわち、低い
ヤング率、大きな弾性伸び限および高い引張強度によるものと結論付けた。なお、この Fe 基金属ガラ
スを用いたショットピーニング装置は、実用化に成功している。 
 
1. INOUE A., SHEN B.L., KOSHIBA H., KATO H., YAVARI A.R. 
Cobalt-Based Bulk Glassy Alloy with Ultrahigh Strength and Soft Magnetic Properies 
Nature Materials, 2(2003), 661-663. 
 
2. INOUE A., ZHANG W. 
Bulk Glassy Cu-based Alloys with a Large Supercooled Liquid Region of 110 K 
Applied Physics Letters, 83(2003), 2351-2353. 
 
3. INOUE A., YOSHII I., KIMURA H.M., OKUMURA K., KUROSAKI J. 
Enhanced Shot Peening Effect for Steels by Using Fe-based Glassy Alloy Shots 
Materials Transactions, 44(2003), 2391-2395. 
 
4. INOUE A., ZHANG W., ZHANG T., KUROSAKA K., LOUZGUINE D.V. 
New Cu- and Ni-Based Bulk Glassy Alloys with High Strengths of 2500 to 3000 MPa 
Journal of Metastable and Nanocrystalline Materials, 15-16(2003), 3-10. 
 
5. INOUE A., SHEN B.L. 
Soft Magnetic Properties of Nanocrystalline Fe-Co-B-Si-Nb-Cu Alloys in Ribbon and Bulk 
Forms 
Journal of Materials Research, 12(2003), 2799-2806. 
   磁性材料学研究部門          部門担当教授 高梨 弘毅（2000.11～） 
 
【部門構成員】 
教授：高梨 弘毅、 助教授：三谷 誠司、 助手：小尾 俶久、 助手：嶋 敏之、 助手：薬師寺 啓、  
その他（事務補佐員 １名） 
 
【研究成果：2002 年度】 
本部門では、人工ナノ構造制御によって、スピンエレクトロニクスへの応用を目指した材料の開発と物理
現象の基礎研究を行っている(総合解説として、(5 ))。2 つの主要テーマがあり、1 つは磁性ナノ粒子系にお
けるスピン依存単一電子トンネル現象の研究であり、もう一つは高い磁気異方性を有するL10 FePt 規則合金
のナノ構造化と磁気特性の研究である。前者の成果として、Al-O 絶縁マトリックス中に Co ナノ粒子が分散
したグラニュラー薄膜を用いた微小CPP (Current-Perpendicular-to-Plane)素子構造を作製し、明瞭なクー
ロン階段とそれに伴うトンネル磁気抵抗効果(TMR)の振動現象を発見した(1, 2 )。TMR の振動現象は理論
的には予言されていたが、実験的に明瞭に観測したのは我々のグループが世界で初めてであり、国内外の多
くの学会で招待講演を行った。後者の成果としては、単原子層交互積層によって高い規則度を有するL10 FePt
薄膜の低温合成に成功したこと(3 )、高配向・高規則度のL10 FePt ナノ粒子集合体を作製し 40 kOe 以上と
いう大きな保磁力を実現し、ナノ構造と保磁力の関係を明らかにしたこと(4 )が挙げられる。これらの成果
は、ハード磁性の基礎研究という観点からもまた材料開発という応用の観点からも高く評価されており、発
表して僅か 3 年足らずであるが論文の引用度は高い。 
 
1. K. Yakushiji, S. Mitani, K. Takanashi and H. Fujimori 
Tunnel magnetoresistance oscillations in current perpendicular to plane geometry of CoAlO 
granular films 
J. Appl. Phys., 91 (2002), 7038-7040. 
 
2. K. Yakushiji, S. Mitani, K. Takanashi and H. Fujimori 
Tunnel magnetoresistance oscillations associated with Coulomb staircases in insulating 
granular systems 
J. Phys. D, 35 (2002) 2422-2426. 
 
3. T. Shima, T. Moriguchi, S. Mitani and K. Takanashi 
Low temperature fabrication of L10 ordered FePt alloy by alternate monatomic layer 
deposition" 
Appl. Phys. Lett., 80, (2002) 288-290. 
 
4. T. Shima, K. Takanashi, Y. K. Takahashi and K. Hono 
Preparation and magnetic properties of highly coercive FePt films 
Appl. Phys. Lett., 81 (2002)  pp. 1050-1052. 
 
5. 高梨弘毅 
ナノへテロ金属多層膜研究の現状とスピンエレクトロニクスへの展開 
日本金属学会報（まてりあ），41 (2002) 406-409. 
 
【研究成果：2003 年度】 
前年度に引き続き、主要テーマとして、スピン依存単一電子トンネル現象の研究と L10 FePt 規則合
金薄膜の研究に取り組んだ。スピン依存単一電子トンネル現象の研究としては、前年度に TMR の電
圧に対する振動現象の観測に成功した。しかし、観測は低温（4.2 K）に限られており、実用的な価値
は乏しかった。この研究の最終的な目標は、室温でスピン依存単一電子トンネルに基づく TMR の電
圧制御を可能にし、磁気メモリーなどのスピンエレクトロニクス素子への応用に道を拓くことである。
そのためには、これまでのようなグラニュラー薄膜ではなく、サイズの均一な磁性ナノ粒子の規則配
列を作製することが必要である。そこで、MgO 等の単結晶トンネル障壁層上に Fe 等の磁性ナノドッ
トをエピタクシャル成長させることにより、ナノドット集合体の自己形成過程に関する研究を開始し
た（1 ）。関連して、MgO トンネル障壁を用いた接合素子における TMR の研究も行った（2 ）。また、
九州大学との共同研究であるが、グラニュラー薄膜の TMR が圧力によって増大することを見出し高
次トンネル過程の理論により説明した（3 ）。L10 FePt 規則合金薄膜については、組成を Pt リッチに
することによって低温規則化が促進されるという興味深い現象を見出した（4 ）。組成を調整するだけ
という簡便な方法により、高規則度を有する薄膜が低温で得られることは実用的価値も高いと期待さ
れ、特許も出願した。また、秋田大学との共同研究であるが、ナノ構造とハード磁性の関係について、
磁気力顕微鏡観察による磁区構造の観点からも知見を深めた（5 ）。 
 
1. F. Ernult, S. Mitani, Y. Nagano and K. Takanashi 
Preparation of nanometer-scale iron dots on insulating layer 
Science and Technology of Advanced Materials, 4 (2003) 383-389. 
 
2. S. Mitani, T. Moriyama and K. Takanashi 
Fe/MgO/FeCo(100) epitaxial magnetic tunnel junctions prepared by using in-situ plasma 
oxidation 
J. Appl. Phys., 93 (2003) 8041-8043. 
 
3. S. Kaji, G. Oomi, S. Mitani, S. Takahashi, K. Takanashi and S. Maekawa 
Pressure enhanced tunnel magnetoresistance in Co-Al-O granular films 
Phys. Rev. B, 68 (2003) 054429 (5 pages). 
 
4. T. Seki, T. Shima, K. Takanashi, Y. Takahashi and E. Matsubara and K. Hono 
L10 ordering of off-stoichiometric FePt (001) thin films at reduced temperature 
Appl. Phys. Lett., 82 (2003) 2461-2463. 
 
5. G. Q. Li, H. Takahoshi, H. Ito, H. Saito, S. Ishio, T. Shima and K. Takanashi 
Morphology and domain pattern of L10 ordered FePt films 
J. Appl. Phys., 94 (2003) 5672-5677. 
 
 
  
   結晶材料化学研究部門         部門担当教授 宇田  聡（2003.4～） 
 
【部門構成員】 
教授：宇田 聡、 助教授(兼)：宍戸 統悦、 助手：恒川 信 
 
【研究成果：2002 年度】 
現研究室は存在しないので割愛 
 
【研究成果：2003 年度】 
これまで、融液成長において界面不安定性の問題を解決し、最適過冷却度の選択を行い、4 インチ径
の大型ランガサイト（La3Ga5SiO14）単結晶の育成に成功している。 
(1) しかしながら多結晶化に起因する育成歩留まり低下の問題が解決されていなかった。そこでラン
ガサイト組成近傍の融液に対しその結晶化過程を精査したところ、ランガサイトが非コングルエン
ト物質であることを明らかにし（1 ）、このことが多結晶化の原因になることを突き止めた。次に、
この問題を結晶成長に必要な過冷却度を得るための融液冷却速度を適正化することにより歩留まり
の改善を行った。 
(2) ランガサイト結晶の SAW デバイス基板としての実績の増加に伴い(5 )、ランガサイトの材料定数の
より正確な値を求める要求が、強くなってきている。我々もこれに応じて超音波共振法にレーザー干
渉を組み合わせる新しい材料定数の測定方法を開発し、定数の更新を試みている(2 )。また、ランガ
サイト型結晶について、その音響的損失を知るため、温度に対する Q 値の変化を正確に求めた(4 )。 
(3) また、ランガサイト単結晶の応用分野として従来の弾性表面波フィルタ基板用途以外に、高温安
定特性を活かした無給電タイプの無線温度センサー を開発試作した（3 ）。また、自動車エンジンの
内燃圧センサー用圧電材料用として最適なランガサイトバルク単結晶を開発し（5 ）、室温から 800˚C
に至る高温まで圧電定数、誘電率データを取得している。これらのランガサイトを使用した燃焼圧
センサーに関しては、自動車メーカーでサンプル評価が行われている。 
 
1. WANG S.Q.,UDA S. 
Phase Relations around Langasite (La3Ga5SiO14) in the System La2O3-Ga2O3-SiO2 in Air 
J. Cryst. Growth, 250(2003), 463-470. 
 
2. OGI H., NAKAMURA N., SATO K., HIRANO M.,UDA S.  
Elastic, Anelastic, and Piezoelectric Coefficients of Langasite (La3Ga5SiO14): Resonance 
Ultrasonic Spectroscopy with Laser-Doppler Interferometry 
IEEE Trans. Ultrason. Ferroelectr. Freq. Ctrl., 50(2003),553-560. 
 
3. WANG S.Q., HARADA J.,UDA S. 
A wireless SAW temperature sensor using langasite as substrate material for high 
temperature applications 
Jpn. J. Appl. Phys., 42(2003),6124-6127. 
 
4. JOHNSON W.L., KIM S.A.,UDA S. 
Acoustic Loss in Langasite, Langanite, and Langatate 
IEEE Frequency Control Symposium (2003),646-649. 
 
  
5. HARADA J., UDA S. 
Electronics devices using langasite 
Electronics parts and materials, 42(2003), 53-56. (in Japanese) 
 
 
   特殊耐熱材料学研究部門        部門担当教授 
 
【部門構成員】 
教授：戸叶 一正、 助教授：折茂 慎一、 助手：中森 裕子、 助手：Petre Badica（2003.8～）、  
講師（研究機関研究員）：横山 昌樹、 その他（事務補佐員 ２名） 
 
【研究成果：2002 年度】 
燃料電池・水素エネルギー関連材料としての多様な水素化物の材料開発とその学理探求を進めた。
炭素系材料のナノ構造化とそれに起因する水素化機能に関わる研究では、ミリング処理を施したナノ
構造化グラファイトなどを研究対象とした。ミリング処理にともない、グラファイト層間距離が拡張
した後に層間および面内に高密度転位が導入され特有のナノ構造が発達すること、ナノ構造化により
含有水素量が 7.4 質量%にも増大すること、などを見出した（1 ）。中性子回折測定での動径分布関数
の決定により、ナノ構造化グラファイト内部での 2 種類の C-H 結合の起源を解明した（2 ）。また、グ
ラファイトと同様の原子構造を有する六方晶窒化ホウ素のナノ構造化と水素化機能の研究も行い、炭
素関連材料を中心とする非金属系水素貯蔵材料の特性を明らかにした（3 ）。さらに、マグネシウム合
金を中心とする金属系材料のナノ構造化とその特筆すべき水素化機能などの研究（4 ）も含めて、燃料
電池・水素エネルギー技術を支援するための基幹材料となりうる新たな水素貯蔵材料および電極材料
としての開発指針を示した。上述した、炭素系材料および金属系材料に関わる系統的な研究成果は、
水素貯蔵材料の観点からの定量性・再現性の高い基盤研究として国際的にも高く評価されており、国
際エネルギー機関(IEA)での研究プログラムとしても研究が進展している。 
一方、水素雰囲気中での材料創成プロセスにみられる界面反応の促進や生成物の純良化などの効果
が、環境材料の開発においてきわめて有用であることも複数の事例をもって報告した。例えば金属系
超伝導材料として注目される MgB2 を水素雰囲気中で合成することにより、超伝導転移温度やその体
積分率の観点から優れた材料が短時間で合成できることなどを示した（5 ）。 
 
1. S. Orimo, T. Matsushima, H. Fujii, T. Fukunaga, G. Majer, A. Züttel and L. Schlapbach, 
“Nanostructured graphite-hydrogen systems prepared by mechanical milling method”, 
Molecular Crystals and Liquid Crystals A, 386 (2002), 173-178. 
 
2. T. Fukunaga, K. Itoh, S. Orimo and H. Fujii, 
“Structural observation of energy storage materials prepared by MA”, 
Physica B, 311 (2002), 95-101.  
 
3. P. Wang, S. Orimo, T. Matsushima, H. Fujii and G. Majer, 
“Hydrogen in mechanically prepared nanostructured h-BN: a critical comparison with that in 
nanostructured graphite”, 
Applied Physics Letters, 80 (2002), 318-320. 
 
4. A. Züttel and S. Orimo, 
“Hydrogen in nanostructured, carbon-related and metallic materials”,  
MRS Bulletin, September (2002), 705-711. 
 
5. Y. Nakamori, S. Orimo, T. Ekino and H. Fujii, 
“Synthesis of the binary intermetallic superconductor MgB2 under hydrogen pressure”, 
Journal of Alloys and Compounds, 335 (2002), L21-L24. 
(兼)後藤  孝（～2003.3）
  戸叶 一正（2003.4～）
【研究成果：2003 年度】 
環境材料工学としての研究領域を広げ、電力有効利用のための超伝導材料、および水素貯蔵材料を
はじめとした燃料電池・水素エネルギー関連材料の開発とその学理探求を進めた。 
 超伝導材料に関しては、その応用を今以上に加速し、環境問題の早期解決に貢献するためには特性
の優れた超伝導材料の開発が必要不可欠である。酸化物系高温超伝導体のウィスカーは、単結晶とし
て物性解明に役立つばかりでなく、素子への応用も期待されている。ビスマス系ウィスカーの磁場中
成長を強磁場施設の超伝導マグネット中で行い、まだ解明されてない成長機構を明らかにして高品質
化のための有益な情報を得ることができた。また、金属系超伝導体中で最も高い臨界温度をもつ MgB2
についても、線材化のための基礎研究として高圧水素雰囲気中での熱処理の影響を調べた（1 ）。さら
に、新奇な超伝導体として話題を呼んでいる NaCoO・H2O 超伝導体についてその電磁気特性を明ら
かにするとともに、水和過程を工夫することによりその単結晶化にいち早く成功し、その物性解明に
貢献した（2 ）。 
燃料電池・水素エネルギー関連材料に関しては、前年度の研究成果をさらに発展させて新たな水素
貯蔵材料および電極材料の開発を進めた。特に、ナノ構造化グラファイトでの機能的付加価値が高い
C-H 結合の実現の可能性（3, 4 ）、および非晶質ホウ素での B-H 末端結合や B-H-B 架橋結合の形成に
ともなう新たな概念での水素化機能の実証（5 ）などは、非金属系水素貯蔵材料の研究の幅を広げる重
要な成果となっており、この分野の一層の発展に大きく貢献した。さらに、リチウムやマグネシウム
などの軽量金属元素を主相とする錯体（化学系）水素化物の合成と機能化に関する研究にも着手して、
世界に先駆けて金属工学的な合成技術の確立に努めた。 
 
1. P. Badica, K. Togano, S. Awaji, K. Watanabe, A. Iyo and H. Kumakura, 
“Application of elevated magnetic fields during growth of BiSrCaCuO superconducting 
whiskers and studies of growth defects for better understanding of the growth mechanism”, 
Journal of Crystal Growth, 269 (2004), 514-518. 
 
2. P. Badica, T. Kondo and K. Togano, 
”Critical current density and magnetic-field irreversibility of Na0.35CoO2-1.3H2O 
superconductor”, 
Applied Physics Letters, 84 (2004) 559-561. 
 
3. S. Orimo, A. Züttel, L. Schlapbach, G. Majer, T. Fukunaga and H. Fujii, 
“Hydrogen interaction with carbon nanostructures –current situation and future prospects–”,  
Journal of Alloys and Compounds, 356-357 (2003), 716-719. 
 
4. H. Fujii and S. Orimo, 
“Hydrogen storage properties in nanostructured magnesium- and carbon-related materials”, 
Physica B, 328 (2003), 77-80. 
 
5. P. Wang, S. Orimo and H. Fujii, 
“Characterization of hydrogenated amorphous boron by a combination of infrared absorption 
spectroscopy and thermal analyses”, 
Journal of Alloys and Compounds, 359 (2003), L1-L3. 
 
 
   溶解凝固制御工学研究部門        部門担当教授 後藤  孝（1998.4～） 
 
【部門構成員】 
教授：後藤 孝、 助教授：増本 博、 助手：宮崎 英敏、 助手：明石 孝也、 助手：木村 禎一、  
講師（研究機関研究員）：塗 溶、 その他（事務補佐員 1 名） 
 
【研究成果：2002 年度】 
本部門では、光学材料、電極材料、熱電材料、誘電体材料など、機能性材料を中心に、材料の探索、
合成プロセスの開拓などを通して、新規材料や材料特性の最適化などを研究目標としている。その成
果の一例として、(1 )は、B6O の合成とその熱電特性に関する成果で、B6O の構造、物性を初めて詳
細に明らかにした。(2 )は B4C 基の複合材料の一連の研究で、SiC との共晶一方向凝固材料の構造と
物性に関するものであるが、その他、B4C-TiB2系についても同様に、超硬、および超高温構造材料お
よび熱電材料などとしての機能性材料としての可能性も示した論文である。また、B4C と SiC および
TiB2の格子の整合性等についても明らかにした。（3 ）は、超高温耐熱材料としての SiC の高温におけ
る酸化挙動について、保護性酸化、活性酸化、バブル生成のそれぞれの領域を初めて明らかにしたも
のである。本部門では、独自に 2000K 付近で、減圧下でも正確に質量変化を測定できる熱天秤を製作
し、SiC を中心に独自の研究成果を挙げている。（4 ）は、MOCVD を用いて世界最速で YSZ 膜を合成
したもので、ガスタービンの熱遮蔽コーティングへの適用の可能性を示したものである。（5 ）は、
MOCVD により強誘電性の BaTiO3を合成し、BaZrO3との固溶範囲およびその固溶による結晶性と強
誘電性の変化についての成果である。 
 本部門では、種々の合成プロセスを用い、各種機能性材料を合成、開発しており、国内外でも独創
的、先駆的な立場にある。 
 
1. T. Akashi, T. Itoh, I. Gunjishima, H. Masumoto, T. Goto 
Thermoelectric properties of hot-pressed boron suboxide (B6O) 
Mater. Trans., 43[7] (2002) 1719-1723 
 
2. I. Gunjishima, T. Akashi and T. Goto 
Characterization of directionally solidified B4C-SiC comosites prepared by a floating zone 
method 
Mater. Trans., 43[9] (2002) 2309-2315 
 
3. T. Goto and H. Homma 
High-temperature active/passive oxidation and bubble formation of CVD SiC in O2 and CO2 
atmospheres 
J. Euro. Ceram. Soc., 22 (2002) 2749-2756 
 
4. R. Tu, T. Kimura and T. Goto 
Rapid synthesis of yttria-partially-stabilized zirconia films by metal-organic chemical vapor 
deposition 
Mater. Trans., 43[9] (2002) 2354-2356 
 
5. T. Tohma, H. Masumoto and T. Goto 
Preparation of BaTiO3-BaZrO3 films by metal-organic chemical vapor deposition 
Jpn. J. Appl. Phys., 41[11B] (2002) 6643-6646 
【研究成果：2003 年度】 
 本部門では、前述のように、新規材料の探索および新材料合成プロセスの開拓を行っている。その
成果の一つとして、単結晶および多結晶のアルカリ土類βアルミナの構造とイオン伝導性についての
研究を行い、（1 ）では、Srβアルミナが CO2ガスセンサーとして有望であることを示した。本部門で
は、世界で始めて、FZ 法で合成した BaTi2O5 単結晶が強誘電性を有することを発見したが、（2 ）で
は、BaTi2O5 の結晶構造を解析し、対称中心を持たないことを明らかにしたものである。（3 ）は、
MOCVD を用い、BaTiO3-BaZrO3系固溶体膜を合成し、その中でも Ba(Ti0.85Zr0.15)O3膜が特に優れた
誘電特性を有することを示したものである。（4 ）では、本部門での一連の MOCVD による貴金属膜の
合成に関する研究をまとめたもので、Ir や Ru などの主に電極材料としての応用を中心に材料合成プ
ロセス、特に、原料プレカーサーの諸問題を示した。（5 ）は、レーザーCVD による YSZ 膜の超高速
合成の成果であり、ガスタービンの熱遮蔽コーティングなどの厚膜コーティングプロセスとして、世
界で初めてレーザーCVD の有用性を提案し、実用プロセスである溶射法や EB-PVD 法に対抗できる
新しいプロセスであることを示したものである。 
 本部門では、引き続き、新材料および新材料合成プロセスの開発を行っており、国内外で独創的・
先端的な立場にある。 
 
1. T. Goto, G. He, T. Narushima and Y. Iguchi 
Application of Srβ-alumina solid electrolyte to a CO2 gas sensor  
Solid State Ionics, 156 (2003) 329-336 
 
2. T. Kimura and T. Goto 
Rapid synthesis of yttria-stabilized zirconia films by laser chemical vapor deposition 
Mater. Trans., 44[3] (2003) 421-424 
 
3. J. R. Vargas Garcia and T. Goto 
Chemical vapor deposition of iridium, platinum, thodium and palladium  
Mater. Trans., 44[9] (2003) 1717-1728 
 
4. T. Tohma, H. Masumoto and T. Goto 
Dielectric proerties of Ba(Ti0.85Zr0.15)03 film prepared by metalorganic chemical vapor 
deposition 
Jpn. J. Appl. Phys., 42[11] (2003) 6969-6972 
 
5. T. Kimura, T. Goto, H. Yamane, H. Iwata, T. Kajiwara and T. Akashi 
A ferroelectric barium titanate, BaTi2O5 
Acta Cryst., C59 (2003) i128-i130 
 
 
   加工プロセス工学研究部門       部門担当教授 花田 修治（1987.11～） 
 
【部門構成員】 
教授：花田 修治、 助教授：正橋 直哉、 助手：村山 洋之介、 助手：野村 直之、  
講師（研究機関研究員）：山内 啓、 その他（技術補佐員 １名、 事務補佐員 １名） 
 
【研究成果：2002 年度】 
超高温構造材料の候補材料である Nb シリサイド（1 ）と Mo シリサイド（2 ）を強化相として bcc
固溶体と in-situ 複合化することにより、材料の超高温（1300-1500℃）における強度と室温において
最低限必要とされる靭性（10 MPam1/2以上）を高次元でバランスさせるための合金設計および組織設
計を実験的に検討し、その可能性を明らかにした。また、これらの複合材料に耐酸化性コーティング
を付与するための基礎データを取得した。生体医療用 Ni フリーTi 合金については、細胞毒性の無い、
あるいは極めて小さい元素のみから構成された Ti-Nb-Sn 合金の合金組成と加工熱処理条件を最適化
することにより、室温において 3%以上の超弾性を発現させられることを実証した（3 ）。この 3 元合
金は、組成および加工熱処理条件を最適化することにより、形状記憶特性も発現させられる。これら
の成果は、テレビ、新聞等で紹介された（2002.10.18-19）ため、多くの問い合わせがあり、企業およ
び他大学との共同研究を開始した。一方、生体インプラント用低ヤング率 Ti 合金をポーラス化で実現
するための基礎研究として、粉末焼結法によりポーラス Ti を作製し、ポロシティの増加とともにヤン
グ率が直線的に低下し、ポロシティ制御で人体骨と同等のヤング率をもつポーラス Ti が創製できるこ
とを示した（4 ）。金属間化合物 FeAl においては、急冷により凍結された空孔を熱処理により集合さ
せると、表面にナノポアが生成することを明らかにし、表面自己組織化の概念を提案するとともに、
表面ナノポアを利用した新たな応用展開を示唆した（5 ）。 
 
1. KIM WY., TANAKA H. and HANADA S. 
Effect of W alloying and NbC dispersion on high temperature strength at 1773K and room 
temperature fracture toughness in Nb5Si3/Nb in-situ composites 
Mater. Trans., 43(2002), 1415-1418. 
   
2. YOSHIMI K., NAKATANI S., HANADA S., KO SH. and PARK YH. 
Synthesis and high temperature oxidation of Mo-Si-B-O pseudo in-situ composites 
Science and Technology of Advanced Materials, 3(2002), 181-192. 
 
3. TAKAHASHI E., SAKURAI T., WATANABE S., MASAHASHI N., and HANADA S. 
Effect of heat treatment and Sn content on superelasaticity in biocompatible TiNbSn alloys 
Mater. Trans., 43(2002), 2978-2983. 
 
4. OH IH., NOMURA N. and HANADA S. 
Microstructures and mechanical properties of porous titanium compacts prepared by powder 
sintering  
Mater. Trans., 43(2002), 443-446. 
 
5. YOSHIMI K., HANADA S., HARAGUCHI T., KATO H., ITOI T. and INOUE A. 
Nanoporous surfaces of FeAl formed by vacancy clustering 
Mater. Trans., 43(2002), 2897-2902. 
 
【研究成果：2003 年度】 
 Nb 基あるいは Mo 基超高温用 in-situ 複合材料のコーティング材として Mo(Si,Al)2が極めて高いポ
テンシャルをもつことを明らかにした（1 ）。Si/Al の組成を変化させることにより、耐酸化性、弾性率、
熱伝導性などを多様に変えられることから、基板材料に合わせて最適のコーティング材を設計できる
可能性を示した。超高温材料の候補である一方向凝固複相酸化物についても組織と強度の視点から研
究を進め、超高温（1300-1500℃）における圧縮強度が凝固組織に敏感であることを示すとともに、凝
固条件を制御して幾何学的模様の組織を発達させたとき、最も高強度が得られることを明らかにした
（2 ）。コンデンサー用として現在大量に使用されている Ta 粉末の新しい製造法として水素処理によ
る微粉化を調査した（3 ）。Ta-H の状態図を参考にして、1000℃以上の水素雰囲気中で熱処理し（表
面酸化物除去処理）、水素化物生成温度（61℃）直上まで徐冷してから水素雰囲気中で室温まで冷却す
ると Ta が極めて微粉化しやすくなることを示し、水素処理による粉末作製法を提案した。形状記憶・
超弾性合金については、Ti-Nb-Sn 合金の組成と加工熱処理条件の検討を進めるとともに、耐食性を調
査し、この合金が優れた耐食性をもつことを示した（4 ）。一方、ポーラス Ti については、ポアサイズ
の異なる粉末をブロック毎に傾斜化してコンテナーに装填してから焼結することにより、ポアサイズ
とポロシティを傾斜化させたポーラス Ti の作製に成功した（5 ）。バルク Ti と固相接合することによ
り、ポロシティゼロから 30%までポアを傾斜化できることから、ヤング率の傾斜化に指針を与えた。 
 
1. TABARU T., SHOBU K., SAKAMOTO M., HIRAI H. and HANADA S. 
Oxidation behavior of Mo (Si0.6, Al0.4)2/HfB2 composites as aluminum reservoir materials for 
protective Al2O3 formation  
Scripta Mater., 49(2003), 767-772. 
 
2. MURAYAMA Y., HANADA S. and WAKU Y. 
Microstructure and high-temperature strength of directionally solidified Al2O3/YAG eutectic 
composite 
Mater. Trans., 44(2003), 1690-1693. 
 
3. SEMBOSHI S., MASAHASHI N. and HANADA S. 
Multiple cracking of tantalum by hydrogenation 
Metall. Mater. Trans. A, 34A(2003), 685-690. 
 
4. KAWASHIMA A., WATANABE S., ASAMI K. and HANADA S. 
XPS study of corrosion behavior of Ti-18Nb-4Sn shape memory alloy in a 0.05 mass% HCl 
solution  
Mater. Trans., 44(2003), 1405-1411. 
 
5. OH IH., SEGAWA H., NOMURA N. and HANADA S. 
Microstructures and mechanical properties of porosity-graded pure titanium compacts 
Mater. Trans., 44(2003), 657-660. 
 
   放射線金属化学研究部門        部門担当教授 塩川 佳伸（1996.5～） 
 
【部門構成員】 
教授：塩川 佳伸、 助教授（兼）：三頭 聡明、 助手：李 徳新、 助手：本間 佳哉、 助手：山村 朝雄、  
助手（兼）：青木 大、 客員教授（外国人研究員）：クニッツ モッシェ、  
その他（技術補佐員 １名、 事務補佐員 １名） 
 
【研究成果：2002 年度】 
 濃縮ウランを燃料とする軽水炉発電では、膨大な劣化ウランが派生する。この劣化ウランは比重の
大きさを活用して、航空機等のカウンターウエイト、放射線遮蔽材、使用済燃料の輸送容器、劣化ウ
ラン弾等に利用されているものの、その利用量は極めて少なく、現在劣化ウラン貯蔵量は世界的には
120 万トンにのぼる。 
他方、ウラン等の軽アクチニドはⅢ価からⅥ価までの酸化状態を示し、そのイオンの化学型は +3U ,  
+4U , +2UO , +22UO である。即ち、ウランは 2 組の等構造のイオン対（ +3U / +4U と +2UO / +22UO ）を
もつ。この 2 組のイオン対間の電子授受（ ++ ↔+ 3－4 UeU と ++ ↔+ UOeUO －2 ）は、等構造イオン
間の電子交換であるため活性化エネルギーが低く、その電子授受反応は極めて速い。この 2 組のイオ
ン対を電池の両極反応として利用すれば、エネルギー効率に優れた電池が期待できる。周期表の中で、
同一の元素が 2 組の等構造イオン対を有するのはウランの他に、ネプツニウム、プルトニウムも同様
に電池活物質として利用は可能であるが、これら元素の比放射能は極めて高く、電池活物質としての
利用はウランに限られる。 
当研究室では、劣化ウランの有効活用としてレドックスフロー電池の電極活物質としての利用を劣
化ウランの有効活用を提案している。このウラン・レドックスフロー電池は、実用化されたバナジウ
ム電池と比較してもエネルギー効率の点から格段に優れている。ウラン電池の活物質として有機配位
子錯体の研究を行い（2 ）、β-ジケトン配位子の塩基性（電子供与性）を増大させることにより、
U(VI)/U(V)および U(IV)/U(III)反応の還元波電位はいずれも負側へのシフトを示し、電池起電力は
1.0~1.4V と評価される。このように、現行のバナジウム・レドックスフロー電池起電力 1.2V と比肩
しうる起電力を期待できることを（1 ）に示した。 
 
1. T. Yamamura, Y. Shiokawa, H. Yamana, H. Moriyama, Electrochemical investigation of 
uranium -diketonates for all-uranium redox flow battery. Electrochim. Acta, 48 (2002) 43-50. 
 
2.  T. Yamamura, Y. Shiokawa, Y. Ikeda, H. Tomiyasu, Electrochemical investigation of 
tetravalent uranium -diketones for active materials of all-uranium redox flow battery. J. 
Nucl. Sci. Technol., Suppl.3 (2002) 445-448. 
 
3. D. X. Li, Y. Shiokawa, T. Nozue, T. Kamimura and K. Sumiyama: “Metastable Characteristics 
in Ferromagnetic TbPdIn and DyPdIn”, J. Magn. Magn. Mater., 241 (2002) 17-24. 
 
4. T. Yamamura, Y. Shiokawa, A. Inoue, Y.-C. Zhang, Y. Arata, Neutron Activation Analysis of Pd 
Atom Clusters Caused Picnonuclear Fusion. J. High Temperature, 28 (2002) 144-149. 
 
5. D.X.Li, Y.Shiokawa, Y.Haga, E.Yamamoto, Y.Onuki, New Evidences of Spin Glass States 
Formed in U2TSi3 (T=Pd, Pt and Au): AC Susceptibility and Electrical Resistivity, 
J.Phys.Soc.Jpn. 71(2002)418-421 
【研究成果：2003 年度】 
 アクチニド化合物の研究のため、当研究室ではその原料となるウラン金属の調製法の研究を行って
来た。これは、超ウラン元素金属が戦略物資に指定され、購入や輸入ができないためである。 
アクチニドのように電気的に陽性な金属は、遷移金属の様に湿式法ではなく、いわゆる乾式法で調
製されてきた。しかし、乾式法では金属調製反応で原料となるアクチニド化合物の粉末を扱う必要が
あり、大学で利用できる設備では体内被曝の危険性が極めて高い。このため、粉末を扱わない手法と
して、これまで水溶液電解では不可能と考えられてきた希土類やアクチニドの水溶液電解による金属
の調製法の研究を行って来た。その結果、ウランとネプツニウムは水溶液から電気的に陽性な金属イ
オンがほぼ定量的に還元されることが判明した。ウランの金属調製収率は 98-100％であった。ネプツ
ニウムは強放射性物質のため定量的な計測が不可能であるが、紫色のネプツニウム水溶液が透明にな
ったことから、ほぼ 100%の収率を考えている。 
この水溶液電解法をアクチニドより電気的に陽性なランタンとセリウムに適応して希土類の金属調
製を行った（1 ）。この結果は、遷移元素は水溶液電解で、希土類・アクチニドは溶融塩電解で、とい
う従来の金属調製法の概念とは異なるものである。 
この水溶液電解法は、現在原研先端研とのプロジェクト研究「ネプツニウム化合物の物理と化学」
で利用されている。また、ドイツの超ウラン元素研究所へ水溶液電解法の技術移転を行った。 
 
1. K.Hasegawa, Y.Sano, A.Aoshima, Y.Shiokawa, “ Preparation of lanthanum and cerium metals 
by hydrometallurgy”  J. Alloys Compds., 352 (2003) 246-249. 
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   分析科学研究部            部門担当教授 我妻 和明（2000.6～） 
 
【部門構成員】 
教授：我妻 和明、 助教授：奥 正興、 助手：松田 秀幸、 助手：朴 賢國、 
講師：高田 九二雄、 助手：檀崎 祐悦、 助手：石黒 三岐雄、 助手：真壁 完一 
 
【研究成果：2002 年度】 
 工程管理分析用の高速元素分析装置の実用化と分光分析用プラズマにおける励起機構の解明とに重
点を置く研究活動を行った。前者は素材産業の分析・解析分野におけるニーズに応えるものであり、
前年度までに高輝度グロー放電プラズマを中心とした研究開発を終了し、本年度は実際分析への適用
に関して研究成果を報告した((1 )、その他 2001 年度以前発表論文 6 編)。具体的成果として、鉄鋼材
料に含まれる数 10ppm 程度までの微量元素の高速分析装置を試作することができた。この研究は、日
本鉄鋼協会学会部門研究会「工程管理分析の高速化と高感度化」における研究活動の中心となったも
ので、実用化研究には JFE スチール（株）との共同研究、および装置化に関しては理学電機工業（株）
との協同により行われた。なお成果の一部は 2002 年 11 月開催の International Symposium on 
GDOES における招待講演にて発表した。後者の基礎的研究に関する成果としては、高出力マイクロ
波誘導プラズマの分光特性や分析特性に関する報告を行った((2 )、その他関連論文 3 報)。従来より分
光分析用として使用されている ICP と比較して、試料形態等の自由度が高くオンサイト運用ができる
分析装置に組み込みができることがわかった。減圧レーザ誘起プラズマに関しては、高速分析用の励
起源として励起特性を検討し(3 )、スクラップ素材分別等の分析方途を提案した(4 )。さらに、X 線分
析の分野に関しては斜入射電子線励起による EPMA 装置についての提案を行った(5 )。 
 
1. 我妻 和明: バイアス電流導入型高周波グロー放電発光分光法による鋼中のトランプエレメント直
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【研究成果：2003 年度】 
 素材産業用途の分析装置開発に関しては、新たに当年度に発足した日本鉄鋼協会学会部門研究会「鉄
鋼迅速分析の実用化」において、研究会主査として 2006 年度までの研究期間を担当する事になった。
グロー放電発光分析では、前年度に引き続き実用分析での適用を検討した（1 ）。この装置化について
は JFE スチール（株）との共同研究による特許として、既に公開済み 2 件（2000 年）に加えて新た
に 2 件を公開した。また、オンサイト分析に最適な励起源として期待される減圧レーザプラズマに関
しては、励起機構に関する基礎研究（2 ）と分析応用を考慮し新しい測光技術に関する研究を公表した
（3 ）。レーザ誘起プラズマ発光分析装置の高感度・高精度化に寄与するものであり、引き続き、実用
装置の開発に向けた研究を継続する。これらの研究成果に関して、2003 年 1 月開催の Winter 
Conference on Plasma Spectrometry や 2003 年 9 月開催の CSI XXXIII にて講演発表を行った。プラ
ズマ特性の学理解明の研究では、複数のプラズマから発せられる発光線の比較研究（3 ）や 1 価や 2
価イオン線の励起挙動（5 ）、その他関連論文 2 報)に関する研究を報告した。これらの研究により、プ
ラズマ中で起こる励起におけるプラズマガスの役割を明確に特定することができた。研究成果に関し
て、2003 年 10 月開催の Beijing International Symposium にて講演発表を行った。 
 
1. K. Wagatsuma:Direct determination of arsenic in steel by glow discharge optical emission 
spectrometry with argon-helium mixed gas, Anal. Sci., 19 (2003) 325-327. 
 
2. T.M. Naeem, H. Matsuta, K. Wagatsuma:Effect of plasma gas for spectrometric analysis of tin 
and zinc using low-pressure laser-induced plasma, Spectrochim. Acta, Part B, 58 (2003) 
891-899. 
 
3. H. Matsuta, T.M. Naeem, K. Wagatsuma: Emission intensity modulation of radio-frequency 
helium glow discharge emission source by laser ablation, Anal. Sci., 19 (2003) 813-814. 
 
4. K. Wagatsuma, Y. Danzaki, and T. Nakahara:Comparative study on excitation mechanism of 
chromium emission lines in argon radio-frequency inductively-coupled plasma, nitrogen 
microwave induced plasma, and argon or nitrogen glow discharge plasmas, Spectrosc. Lett., 36 
(2003) 99-115. 
 
5. K. Wagatsuma: Some observation of an anomalous excitation behavior of chromium emission 
lines in an argon  radio-frequency powered glow discharge plasma,  Spectrochim. 
Acta Part B, 58 (2003) 565-573. 
 
第２章　　特　許
＊　2002-2003年度内に登録または公開された特許：１７5件
02　　　結晶物理学研究部門
水素生成光装置 （公開：2003年度）
液体拡散係数測定法 （公開：2003年度）
多結晶太陽電池及びその製造方法 特許第3472830号
太陽電池及びその製造方法 特許第3472837号
07　　　低温電子物性学研究部門
スピンカイラリティを用いた磁気光学素子 （公開：2003年度）
10　　　高純度金属材料学研究部門
Al2O3-金属系複合材料およびその製造方法 （公開：2002年度）
Intermetallic Compound and Method of Manufacturing Method the Same
(10/105,451)
（公開：2002年度）
Intermetallic Compound and Method of Manufacturing Method the Same
(2,379,744)　
（公開：2002年度）
金属間化合物およびその製造方法 特許第3536095号
16　　　ランダム構造物質学研究部門
蛍光 X線ホログラフィー装置 （公開：2003年度）
18　　　超高圧化学研究部門
P型半導体結晶の製造方法および発光デバイス（公開番号 2002-289918） （公開：2002年度）
X線回折を用いた結晶の観察方法及びその観察装置（公開番号 2002-286660） （公開：2002年度）
フェロックスプレーナ薄膜の製造方法及びインダクタ（公開番号 2002-308695） （公開：2002年度）
酸化物誘電体薄膜及びその製造方法（公開番号 2002-367989） （公開：2002年度）
トランジスタ及び半導体装置（公開番号 2002-319682） （公開：2002年度）
半導体素子（公開番号 2003-046081） （公開：2002年度）
黄色発光蛍光体（公開番号 2003-055655） （公開：2002年度）
酸化物絶縁体材料およびその形成方法並びに半導体素子（公開番号
2003-081692）
（公開：2002年度）
面内格子定数調整基板の作製方法及び面内格子定数調整基板（公開番号
2003-055100）
（公開：2002年度）
複合集積回路及びその製造方法（公開番号 2002-367988） （公開：2002年度）
薄膜トランジスタ及びマトリクス表示装置（公開番号 2003-086808） （公開：2002年度）
酸化物半導体発光素子およびその製造方法（公開番号 2003-110142） （公開：2003年度）
半導体薄膜結晶のドーピング濃度制御方法および半導体素子（公開番号
2003-104792）
（公開：2003年度）
半導体発光素子（公開番号 2003-243703） （公開：2003年度）
磁気記録媒体の製造方法（公開番号 2003-296912） （公開：2003年度）
酸化物半導体超格子およびこれを用いたデバイス（公開番号 2004-047607） （公開：2003年度）
青色発光蛍光体（公開番号 2004-083652） （公開：2003年度）
トランジスタ及び半導体装置（公開番号 2000-150900） 特許第3276930号
基板加熱装置（公開番号 2000-294547） 特許第3268446号
レーザー加熱装置（公開番号 2000-087223） 特許第3268443号
Semiconductor Device（ EP1172858） EP1172858
Combinatorial molecular layer epitaxy device（ 6,344,084） 6,344,084
II 族 -酸化物を含む光半導体素子 特許第3380422号
コンビナトリアル X線回折装置（公開番号 2000-338061） 特許第3373803号
Thin Film Device and its Fabritation Method（ 2003/0006406） US20030006406
Composite Integrated Circuit and its Fabrication Method（ 2003/0001232） US20030001232
Semiconductor Device（ TW483147） TW483147
Thin Film Device and its Fabritation Method（ EP1271626） EP1271626
Composite Integrated Circuit and its Fabrication Method（ EP1267408） EP1267408
Combinatorial X-ray diffraction apparatus（ 6,459,763） 6,459,763
金属絶縁体転移によるスイッチング現象を利用した磁気抵抗素子（公開番号
2001-257396）
特許第3469529号
半導体デバイス（公開番号 2000-277534） 特許第3423896号
Method for preparing single crystal oxide thin film（ 2004/0029737） US20040029737
Thin film transistor and matrix display device（ TW552718） TW552718
Optical Semiconductor Device Utilizing Intersubband Optical Transition in ZnO
Heterostructure（ EP1355364A1）
EP1355364A1
Method for Preparing Single Crystal Oxide Thin Film（ EP1314800） EP1314800
High energy electron diffraction apparatus（ 6,677,581） 6,677,581
Laser heating apparatus（ 6,617,539） 6,617,539
Thin film transistor and matrix display device（ 6,563,174） 6,563,174
Y型マグネトプラムバイト薄膜及びその製造方法並びに Y型マグネトプラムバイト薄
膜を使用した薄膜インダクタ（公開番号 2002-075731）
特許第3525136号
非線形光学効果を有する銅酸化物材料薄膜および製造方法およびその銅酸化物
材料薄膜を用いた光路波路素子（公開番号 2002-287186）
特許第3503699号
Optical semiconductor element utilizing optical transition between ZnO
heterostructure sub-bands（ 6,812,483）
6,812,483
Transistor and Semiconductor Device（ 6,727,522） 6,727,522
Transistor and Semiconductor Device（ 0436654） 0436654
Semiconductor Device（ 0436651） 0436651
19　　　非平衡物質工学研究部門
アモルファス鉄族合金 （公開：2001年度）
ゴルフクラブシャフト （公開：2001年度）
軟磁性材料及び磁心 （公開：2001年度）
Ｆｅ基軟磁性合金磁心の製造方法 （公開：2001年度）
ショットピ?ニング処理方法及びその被処理品 （公開：2001年度）
鉄系アモルファス球状粒子 （公開：2001年度）
非晶質合金の高延性化方法 （公開：2001年度）
ゴルフクラブヘッド（特開 2002-085602） （公開：2001年度）
Ｃｕ?Ｂｅ基非晶質合金 （公開：2002年度）
ダイヤフラム及びダイヤフラム弁 （公開：2002年度）
コリオリ流量計 （公開：2002年度）
高降伏応力Ｚｒ系非晶質合金 （公開：2002年度）
Ｔｉ系３元合金とその応用製品 （公開：2002年度）
Ｆｅ基軟磁性合金およびそれを用いた磁心 （公開：2002年度）
ゴルフクラブヘッド及びその製造方法 （公開：2002年度）
Cu基非晶質合金 （公開：2002年度）
高強度高延性Ｍｇ基合金 （公開：2002年度）
軟磁性、高強度Ｆｅ?Ｃｏ?Ｎｉ基金属ガラス合金 （公開：2002年度）
高水素吸蔵合金とその製造方法 （公開：2002年度）
非晶質形成能に優れたＮｉ?Ｔｉ?Ｚｒ系非晶質合金 （公開：2002年度）
高飽和磁化および良好な軟磁気特性を有するＦｅ基非晶質合金 （公開：2002年度）
高強度マグネシウム合金 （公開：2002年度）
アモルファス合金及びその作製法 （公開：2002年度）
ゴルフクラブヘッド（特開 2002-172188） （公開：2002年度）
ゴルフクラブヘッド（特開 2002-165906） （公開：2002年度）
ゴルフクラブヘッド（特開 2002-159600） （公開：2002年度）
ゴルフクラブヘッド（特開 2002-126137） （公開：2002年度）
ゴルフクラブヘッド（特開 2002-113136） （公開：2002年度）
物理量検出器 （公開：2003年度）
水素分離膜及びその製造方法 （公開：2003年度）
バルク金属ガラスからなる弾性材料 （公開：2003年度）
高融点焼結材料微粉末の製造方法とその装置 （公開：2003年度）
高強度Ｚｒ基金属ガラス （公開：2003年度）
Ｃａ?Ｍｇ系非晶質合金 （公開：2003年度）
軟磁性、高飽和磁化 (Fe， Co， Ni)?B?Si基金属ガラス合金 （公開：2003年度）
軟磁性 Co基金属ガラス合金 （公開：2003年度）
高硬度薄膜及びその製造方法 特許第3281173号
ゴルフクラブヘッド及びその製法（特開平 11-047321） 特許第3280286号
Ｆｅ基軟磁性合金の製造方法（特開平 06-322472） 特許第3279399号
金属粉末の製造方法とその装置 特許第3270713号
非晶質合金被覆部材の製造方法 特許第3392509号
高耐摩耗性アルミニウム基複合合金 特許第3391636号
メタノールの水蒸気改質用触媒の製造方法 特許第3382343号
ジルコニウム非晶質合金棒材の製造方法及び金型で鋳造成型されたジルコニウ
ム非晶質合金
特許第3359750号
高力銅合金（特開平 07-173556） 特許第3346861号
光ファイバーコネクター用フェルール及びその製造方法 特許第3326087号
永久磁石材料、永久磁石及び永久磁石の製造方法 特許第3311907号
非晶質合金材料の製造方法 特許第3308284号
高靭性高強度非晶質合金材料の製造方法 特許第3302031号
単分散状金超微粒子の製造方法 特許第3300460号
硬質磁性材料及びその製造方法 特許第3299887号
高強度アルミニウム合金およびその製造方法 特許第3299404号
Ｆｅ基軟磁性金属ガラス焼結体およびその製造方法 特許第3534218号
バルク磁心（特開平 11-074111） 特許第3532392号
積層磁心（特開平 11-074110） 特許第3532391号
積層磁心（特開平 11-074108） 特許第3532390号
急冷凝固アルミニウム合金粉末およびその製造方法 特許第3515597号
角度センサ 特許第3515339号
高強度高剛性アルミニウム基合金（特開平 08-199317） 特許第3504401号
硬磁性合金圧密体およびその製造方法（特開平 09-316565） 特許第3490228号
帯溶融式金属ガラスの製造方法 特許第3488520号
高強度アルミニウム基合金（特開平 07-268529） 特許第3485961号
非晶質合金成形品の製造方法 特許第3484360号
ジルコニウム系非晶質合金 特許第3479444号
アモルファス硬質磁性合金およびアモルファス硬質磁性合金鋳造材とその製造方
法
特許第3468648号
軟磁性合金の製造方法（特開平 09-125135） 特許第3460763号
ゴルフクラブ 特許第3428899号
傾斜機能薄膜（特開平 06-122958） 特許第2716295号
金属間化合物およびその製造方法 特許第3536095号
高比表面積複合酸化物の製造方法 特許第3561008号
軟磁性Ｃｏ基金属ガラス合金 特許第3560591号
20　　　磁性材料学研究部門
高保磁力を有する高配向 FePt磁性薄膜の製造方法 （公開番号：特開
2003-289005）
（公開：2003年度）
磁性多層膜の製造方法、磁気記録媒体の製造方法、磁性多層膜及び、磁気記録
媒体（公開番号：特開 2003-272944）
（公開：2003年度）
薄膜磁気抵抗素子 特許第3466470号
磁性多層膜およびその製造方法ならびに光磁気記録媒体 .. 特許第3559333号
磁性多層膜およびその製造方法ならびに光磁気記録媒体 . 特許第3559332号
Method of Making Magnetic Multilayer Film, Method of Making Magnetic Recording
Medium, Magnetic Multilayer Film, and Magnetic Recording Medium
US6824817B2
21　　　結晶材料化学研究部門
圧電デバイス用基板の製造方法と圧電デバイス用基板、及びこれを用いた表面弾
性波デバイス（公開番号： 2002-53393）
（公開：2001年度）
無転位シリコン単結晶の成長方法 （公開：2001年度）
Langasite single crystal ingot, substrate for piezoelectric device and method for
manufacture thereof, and surface acoustic wave device（公開番号： TW512588）
（公開：TW512588）
ランガサイト単結晶の作製方法およびランガサイト単結晶（公開番号：
2002-211998）
（公開：2002年度）
ランガサイト単結晶の作製方法およびランガサイト単結晶（公開番号：
2002-234798）
（公開：2002年度）
ランガサイト単結晶の引き上げ方法およびランガサイト単結晶（公開番号：
2002-255691）
（公開：2002年度）
ランガサイト型単結晶の作製方法（公開番号： 2002-356396） （公開：2002年度）
Langasite single crystal ingot, substrate for piezoelectric device and method for
manufacture thereof, and surface acoustic wave device（公開番号： EP1302570）
（公開：EP1302570）
単結晶の製造装置及び方法（公開番号： 2003-95792） （公開：2003年度）
ランガサイト型単結晶の作製方法（公開番号： 2003-104797） （公開：2003年度）
ランガサイト単結晶およびその引き上げ方法（公開番号： 2003-192495） （公開：2003年度）
ランガサイト系単結晶基板の製造方法（公開番号： 2003-249697） （公開：2003年度）
ランガサイト単結晶の製造方法（公開番号： 2003-246697） （公開：2003年度）
表面弾性波素子（公開番号： 2003-298383） （公開：2003年度）
圧電基板の材料定数測定装置（公開番号： 2003-315294） （公開：2003年度）
表面弾性波素子用基板及びこれを用いた表面弾性波素子（出願番号：
2002-153889,公開番号： 2003-229741）
（公開：2003年度）
圧電デバイス用基板の製造方法と圧電デバイス用基板、及びこれを用いた表面弾
性波デバイス（公開番号： 2004-59404）
（公開：2003年度）
高耐熱衝撃シリコンウェハ （公開：2003年度）
耐反りシリコンウェハ （公開：2003年度）
界面活性剤によるナノ粒子のサイズ分別法（特許番号 :3303129) 特許第3303129号
Method for manufacturing dislocation-free silicon single crystal US Patent 6451108
無転位シリコン単結晶の製造方法 特許第3446032号
酸化物単結晶の成長方法およびこれを用いた非線形光学素子の製造方法（特許
番号： 3436076）
特許第3436076号 
無転位シリコン単結晶の製造方法 特許第3536087号
圧電基板の材料定数測定装置（特許番号： 3608499） 特許第3608499号
圧電基板の材料定数測定方法および装置（特許番号： 3608498） 特許第3608498号
22　　　特殊耐熱材料学研究部門
水素吸蔵積層構造体 （公開：2002年度）
水素貯蔵体の製造装置及び製造方法 （公開：2003年度）
水素貯蔵体の製造方法 （公開：2003年度）
水素貯蔵体製造装置 （公開：2003年度）
マグネシウム系水素吸蔵複合材料 特許第3520461号
23　　　溶解凝固制御工学研究部門
半導体装置及びその製造方法（公開番号：2003-174150） （公開：2003年度）
ホウ素亜酸化物粉末およびその焼結体の製造方法（公開番号： 2004-75467） （公開：2003年度）
光学多層膜フィルタ 特許第3290629号
24　　　加工プロセス工学研究部門
Al2O3-金属系複合材料およびその製造方法 （公開：2002年度）
Intermetallic Compound and Method of Manufacturing Method the Same
(10/105,451)
（公開：2002年度）
Intermetallic Compound and Method of Manufacturing Method the Same
(2,379,744)　
（公開：2002年度）
生体用形状記憶チタン合金 特許第3521253号
高強度を有する TiAl基金属間化合物合金及びその製造方法 特許第3328557号
金属間化合物およびその製造方法 特許第3536095号
ニオブシリサイド系複合材料およびその製造方法（公開番号：2003-306736) （公開：2003年度）
27　　　分析科学研究部門
グロー放電発光分光分析方法及び装置（放電ガス圧は連続的に又は段階的に上
昇又は下降させることができる付属装置）
（公開：2003年度）
グロー放電発光分光分析装置 (多数の試料を連続的に測定するのに便利なグ
ロー放電発光分光分析装置）
（公開：2003年度）
第３章　受賞状況
2002年度【 】
本多記念研究奨励賞
2002 5 10
（財）本多記念会
林　好一 16　　　ランダム構造物質学研究部門 助手
インテリジェント・コスモス奨励賞
2002 5 16
インテリジェント・コスモス学術振興財団
高梨　弘毅20　　　磁性材料学研究部門 教授
平成 13年度日本セラミックス協会学術賞
2002 5 17
日本セラミックス協会
後藤　孝 23　　　溶解凝固制御工学研究部門 教授
本間記念賞
2002 5 21
東北大学金属材料研究所
増本　博 23　　　溶解凝固制御工学研究部門 助教授
日本学士院賞
2002 6 10井上　明久19　　　非平衡物質工学研究部門 教授
Poster Award
2002 6 12
The 4th International Conference on Materials
for Microelectronics and Nanoengineering
中嶋　一雄02　　　結晶物理学研究部門 教授
Poster Award
2002 6 12
The 4th International Conference on Materials
for Microelectronics and Nanoengineering
松原　英一郎16　　　ランダム構造物質学研究部門 教授
Poster Award
2002 6 12
The 4th International Conference on Materials
for Microelectronics and Nanoengineering
宇佐美　徳隆 02　　　結晶物理学研究部門 助教授
Poster Award
2002 6 12
The 4th International Conference on Materials
for Microelectronics and Nanoengineering
林　好一 16　　　ランダム構造物質学研究部門 助手
ナノ構造を有する先進的な磁性材料国際会議 最優
秀ポスター賞
2002 7 13
Nanostructured advanced magnetic materials,
Irsee, Germany
嶋　敏之 20　　　磁性材料学研究部門 助手
日本結晶成長学会第 19回論文賞
2002 8 1
日本結晶成長学会
中嶋　一雄02　　　結晶物理学研究部門 教授
Young participating scientist award
2002 9 10
9th International Symposium on Metastable,
Mechanically Alloyed and Nanocrystalline
Materials (ISMANAM 2002)
LOUZGUINE　 Dmitri　
Valentinovich
19　　　非平衡物質工学研究部門 助手
日本セラミックス協会東北北海道支部研究発表会
優秀発表賞
2002 10
日本セラミックス協会
増本　博 23　　　溶解凝固制御工学研究部門 助教授
第12回　金属材料科学助成賞
2002 10 31
（財）金属研究助成会
岩佐　義宏07　　　低温電子物性学研究部門 教授
第42回　原田研究奨励賞
2002 10 31
（財）金属研究助成会
福元　謙一14　　　原子力材料工学研究部門 助手
第42回　原田研究奨励賞
2002 10 31
（財）金属研究助成会
嶋　敏之 20　　　磁性材料学研究部門 助手
第12回　金属材料科学助成賞
2002 10 31
（財）金属材料助成会
折茂　慎一22　　　特殊耐熱材料学研究部門 助教授
第 50回日本金属学会論文賞　工業材料部門
2002 11
(社)日本金属学会
井上　明久19　　　非平衡物質工学研究部門 教授
第12回日本金属学会奨励賞
2002 11 2
(社)日本金属学会
永井　康介12　　　材料照射工学研究部門 助教授
第12回日本金属学会奨励賞
2002 11 2
(社)日本金属学会
加藤　秀実 19　　　非平衡物質工学研究部門 助手
平成 14年度 日本応用磁気学会　優秀講演賞
2002 11 6
日本応用磁気学会
嶋　敏之 20　　　磁性材料学研究部門 助手
Best Poster Award in MRS Fall Meeting 2002
2002 12 4
Materials Research Society
井上　明久19　　　非平衡物質工学研究部門 教授
Best Poster Award in MRS Fall Meeting 2002
2002 12 4
Materials Research Society
吉見　享祐 24　　　加工プロセス工学研究部門 助手
Best Poster Award in MRS Fall Meeting 2002
2002 12 4
Materials Research Society
加藤　秀実 19　　　非平衡物質工学研究部門 助手
第 7回（ 2002年）応用物理学会東北支部講演奨励
賞
2002 12 5
応用物理学会東北支部
工藤　一貴06　　　低温物理学研究部門 助手
資源・素材学会論文賞
2003 3
資源・素材学会
松原　英一郎 16　　　ランダム構造物質学研究部門 教授
第 13回　トーキン科学技術振興財団研究奨励賞
2003 3 24
トーキン科学技術振興財団
嶋　敏之 20　　　磁性材料学研究部門 助手
第6回応用物理研究奨励賞
2003 3 25
東北大学工学研究科応用物理学専攻
工藤　一貴06　　　低温物理学研究部門 助手
日本金属学会　功績賞
2003 3 27
(社)日本金属学会
高梨　弘毅20　　　磁性材料学研究部門 教授
日本金属学会学術功労賞
2003 3 27
(社)日本金属学会
川添　良幸11　　　合金設計制御工学研究部門 教授
日本金属学会功績賞
2003 3 27
(社)日本金属学会
正橋　直哉 24　　　加工プロセス工学研究部門 助教授
日本金属学会組織写真賞（佳作）
2003 3 27
(社)日本金属学会
井上　明久19　　　非平衡物質工学研究部門 教授
日本金属学会組織写真賞（佳作）
2003 3 27
(社)日本金属学会
大砂　哲19　　　非平衡物質工学研究部門 助教授
日本金属学会谷川・ハリス賞
2003 3 27
(社)日本金属学会
井上　明久19　　　非平衡物質工学研究部門 教授
2003年度【 】
第 24回本多記念研究奨励賞
2003 5 9
本多記念会
田口　康二郎 07　　　低温電子物性学研究部門 助教授
2003年　本間記念賞
2003 5 21
東北大学金属材料研究所
吉見　享祐 10　　　高純度金属材料学研究部門 助教授
2003年　本間記念賞
2003 5 21
東北大学金属材料研究所
正橋　直哉 24　　　加工プロセス工学研究部門 助教授
韓国結晶成長学会学術賞
2003 5 23
韓国結晶成長学会
宇田　聡 21　　　結晶材料化学研究部門 教授
ナノ学会創立大会  Best Young Presenter Award
2003 5 30
ナノ学会
中森　裕子 22　　　特殊耐熱材料学研究部門 助手
Kelly Lecture
2003 6 11
Cambridge University
井上　明久19　　　非平衡物質工学研究部門 教授
平成１５年度　日本マグネシウム協会奨励賞
2003 6 11
日本マグネシウム協会
折茂　慎一22　　　特殊耐熱材料学研究部門 助教授
第７回超伝導科学技術賞
2003 6 24
（社）未踏科学技術協会
小林　典男 06　　　低温物理学研究部門 教授
第7回超伝導科学技術賞
2003 6 24
（社）未踏科学技術協会
西嵜　照和 06　　　低温物理学研究部門 助手
安藤博記念学術奨励賞
2003 7 4大友　明18　　　超高圧化学研究部門 助手
THERMEC2003 Distinguished Award, TMS, USA
(Madrid, Spain)
2003 7 9
Thermec
井上　明久19　　　非平衡物質工学研究部門 教授
写真コンテスト賞
2003 7 23
Fifteenth American Conference on Crystal
Growth and Epitaxy, July 20-24, 2003,
Keystone,
中嶋　一雄02　　　結晶物理学研究部門 教授
写真コンテスト賞
2003 7 23
Fifteenth American Conference on Crystal
Growth and Epitaxy, July 20-24, 2003,
Keystone,
宇佐美徳隆02　　　結晶物理学研究部門 助教授
写真コンテスト賞
2003 7 23
Fifteenth American Conference on Crystal
Growth and Epitaxy, July 20-24, 2003,
Keystone,
藤原航三02　　　結晶物理学研究部門 助手
写真コンテスト賞
2003 7 23
Fifteenth American Conference on Crystal
Growth and Epitaxy, July 20-24, 2003,
Keystone,
宇治原徹02　　　結晶物理学研究部門 助手
日本結晶成長学会論文賞
2003 7 30
日本結晶成長学会
宇田　聡 21　　　結晶材料化学研究部門 教授
日本結晶成長学会論文賞
2003 8
日本結晶成長学会
黄　新明21　　　結晶材料化学研究部門 助教授
2003 Jerome B. Cohen Student Award
2003 8 6
International Union of Crystallography
松原　英一郎 16　　　ランダム構造物質学研究部門 教授
J2003 Jerome B. Cohen Student Award
2003 8 6
International Union of Crystallography
林　好一16　　　ランダム構造物質学研究部門 助教授
日本応用磁気学会賞
2003 9 17
日本応用磁気学会
前川　禎通01　　　金属物性論研究部門 教授
服部報公会報公賞
2003 10 9
服部報公会
井上　明久19　　　非平衡物質工学研究部門 教授
ASMフェロー賞
2003 10 14
米国金属学会
花田　修治24　　　加工プロセス工学研究部門 教授
最優秀ポスター賞
2003 10 15
IUMRS-ICAM　2003
川崎　雅司18　　　超高圧化学研究部門 教授
研究奨励賞
2003 10 23
日本マイクログラビティ応用学会
佐崎　元 02　　　結晶物理学研究部門 講師
Research Award
2003 10 28
Shared University
川添　良幸11 教授
原田研究奨励賞
2003 10 31
（財）金属研究助成会
宇治原　徹02　　　結晶物理学研究部門 助手
原田研究奨励賞
2003 10 31
（財）金属研究助成会
大友　明18　　　超高圧化学研究部門 助手
第一回 PM研究促進展奨励賞
2003 11 6
(社)粉体粉末冶金協会
井上　明久19　　　非平衡物質工学研究部門 教授
優秀講演賞
2003 11 17
日本応用磁気学会
薬師寺　啓 20　　　磁性材料学研究部門 助手
Young Researcher Award
2003 11 27
The International Symposium on Advanced
Magnetic Materials
薬師寺　啓 20　　　磁性材料学研究部門 助手
第 11回熱・電気エネルギー技術財団研究助成賞
2003 12 16
(財)熱・電気エネルギー技術財団
中森　裕子 22　　　特殊耐熱材料学研究部門 助手
学生会員口頭発表賞
2004 1 9
日本放射光学会
林　好一 16　　　ランダム構造物質学研究部門 助教授
学生会員口頭発表賞
2004 1 9
日本放射光学会
松原　英一郎 16　　　ランダム構造物質学研究部門 教授
第 20回（平成 15年度）井上研究奨励賞
2004 2 4
(財)井上科学振興財団
工藤　一貴06　　　低温物理学研究部門 助手
学術記念賞（西山記念賞）
2004 3 29
（社）日本鉄鋼協会
我妻　和明 27　　　分析科学研究部 教授
日本金属学会 2004年春季大会ポスター賞
2004 3 31
(社)日本金属学会
松原　英一郎 16　　　ランダム構造物質学研究部門 教授
日本金属学会春期講演大会第２回優秀ポスター賞
2004 3 31
(社)日本金属学会
井上　明久19　　　非平衡物質工学研究部門 教授
優秀ポスター賞
2004 3 31
(社)日本金属学会
吉見　享祐 10　　　高純度金属材料学研究部門 助教授
101 一般 新規 p,d,及びｆ波超伝導体における量子輸送現象 北海道大学
大学院工学研究科
助　手 浅野　泰寛 前川　禎通 前川　禎通
102 重点 新規 軌道秩序非秩序状態における軌道由来の
パイエルス不安定性と相転移
日本大学
理工学部
助　手 山中　雅則 前川　禎通 前川　禎通
103 一般 継続 異方的超伝導体におけるトンネル現象の理論 名古屋大学
大学院工学研究科
助教授 田仲由喜夫 前川　禎通 前川　禎通
104 重点 継続 遷移金属酸化物における異常金属相と軌道
の自由度
東京大学
大学院工学系研究科
講　師 石原　純夫 前川　禎通 前川　禎通
105 一般 新規 ミクロ組成分布を有するSiGe多結晶の電気的
・光学的評価と太陽電池特性シミュレーション
福井大学
工学部
教　授 山本　暠勇 中嶋　 一雄 中嶋　 一雄
106 一般 継続 SiGe基板上への量子構造の作製と電気伝導
・光学特性の評価
東京大学
大学院工学系研究科
教　授 白木　靖寛 中嶋　一雄 宇佐美徳隆
107 一般 新規 結晶成長におけるミクロ分散構造生成機構の
研究
名古屋大学
大学院理学研究科
助教授 上羽　牧夫 中嶋　一雄 中嶋　一雄
108 一般 継続 粒界制御したSiGe多結晶薄膜の成長と電気的
評価
山梨大学
工学部
教　授 中川　清和 中嶋　一雄 宇佐美徳隆
109 一般 新規 エピタキシャル成長による有機半導体厚膜の
作成
徳島大学
工学部
助　手 柳谷伸一郎 中嶋　一雄 佐崎　　元
110 重点 新規 表面定在波を介した電界放射 京都大学
大学院工学研究科
教　授 酒井　　明 櫻井　利夫 櫻井　利夫
111 一般 新規 パラジウム表面上の亜酸化窒素分子の配向
測定
北海道大学　触媒化
学研究センター
教　授 松島　龍夫 櫻井　利夫 櫻井　利夫
112 一般 新規 酸化Cu(001)表面の表面構造相転移の解析 日本原子力研究所放射光科学研究センタ－ 研究員 寺岡　有殿 櫻井　利夫 長尾　忠昭
113 一般 新規 半導体表面金属単原子層に生ずる低次元
電子励起
岩手大学
工学部
助教授 稲岡　　毅 櫻井　利夫 長尾　忠昭
114 一般 新規 シリコン表面におけるナノ構造のダイナミクス 名古屋大学
大学院工学研究科
教　授 一宮　彪彦 櫻井　利夫 櫻井　利夫
115 重点 継続 BEEMによる界面ナノ微細加工技術の確立 東京大学
物性研究所
助教授 長谷川幸雄 櫻井　利夫 櫻井　利夫
116 一般 新規 SREM/STMによるSi(001)プロセス表面の原
子構造観察
大阪大学
大学院工学研究科
教　授  森　 勇蔵 櫻井　利夫 櫻井　利夫
117 一般 新規 金属／半導体表面の電子バンド中のプラズ
モン励起の寿命に関する理論研究
九州工業大学
工学部
助教授 ナザロフ
ウラデイミル
櫻井　利夫 長尾　忠昭
118 一般 新規 ナノ電子源からの電界放出 早稲田大学
理工学部
教　授 大島　忠平 櫻井　利夫 櫻井　利夫
119 一般 新規 オーバードープLSCO単結晶の渦糸状態 北陸先端科学技術
大学院大学
助教授 岩崎　秀夫 小林　典男 小林　典男
新規
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120 重点 新規 酸化物高温超伝導体の磁束相図とピン止め
特性
北陸先端科学技術
大学院大学
助　手 内藤　智之 小林　典男 小林　典男
121 一般 新規 Y1248単結晶の磁束相図 大阪府立大学
大学院工学研究科
助教授 石田　武和 小林　典男 小林　典男
122 重点 新規 遷移金属酸化物超伝導体の磁束コア内部の
電子状態と不純物散乱
東京大学大学院
総合文化研究科
助教授 前田　京剛 小林　典男 小林　典男
123 一般 継続
高磁場下における磁性超伝導体における
RuSr2YCu2O8のNMR
北海道大学
大学院理学研究科
教　授 熊谷　健一 小林　典男 小林　典男
124 重点 継続 酸化物超伝導薄膜における超伝導－絶縁体
転移と磁気抵抗
熊本大学
理学部
助教授 市川　聡夫 小林　典男 小林　典男
125 一般 新規 Bi(2223)/Ag酸化物高温超伝導線材の熱的
特性の研究
岩手大学
工学部
教　授 能登　宏七 小林　典男 小林　典男
亀卦川尚子
126 一般 新規 ナノクラスタ－薄膜の作製と微小領域NMR 東京都立大学
理学研究科
助教授 真庭　　豊 岩佐　義宏 岩佐　義宏
127 一般 新規 IV族(C,Si,Ge)ナノクラスタ固体の電子物性 大阪市立大学
大学院理学研究科
教　授 谷垣　勝己 岩佐　義宏 岩佐　義宏
128 一般 新規 金属内包フラーレン膜の電場による単分子
配向制御
北陸先端科学技術
大学院大学
助教授 藤原明比古 岩佐　義宏 岩佐　義宏
129 一般 新規 カーボンナノエレクトロニクス 理化学研究所 研究員 塚越　一仁 岩佐　義宏 岩佐　義宏
130 一般 新規 高圧法によるアルカリ金属硼化物の合成と
構造解析
筑波大学
物質工学系
助教授 有馬　孝尚 岩佐　義宏 岩佐　義宏
131 一般 継続 酸化物磁性体の超交換相互作用Ⅲ 東京理科大学
理工学部
教　授 桃沢　信幸 山口　泰男 山口　泰男
132 一般 新規 MnB2の磁性に関する研究
愛媛大学
工学部
教　授 冨吉　昇一 山口　泰男 小野寺秀也
133 一般 新規 新規な層状遷移金属オキシ硫化物の磁性に
対する高圧力効果
慶応義塾大学
理工学部
助教授 的場　正憲 山口　泰男 吉田　　肇
134 一般 新規 FeS圧力誘起半導体－金属転移の研究 東北大学
大学院理学研究科
助　手 小林　寿夫 山口　泰男 小野寺秀也
135 一般 継続 形状記憶合金の中性子回折 龍谷大学
理工学部
講　師 井上　和子 山口　泰男 山口　泰男
136 一般 新規 ホイスラ－型Ni-Mn-Ga合金膜の磁気的特性 東北大学　多元物質
科学研究所
助　手 大塚　　誠 山口　泰男 山口　泰男
137 一般 継続 三元系Ni2In型金属間化合物の磁性
芝浦工業大学
工学部
教　授 白石　　浩 山口　泰男 山口　泰男
138 一般 新規 強磁性形状記憶合金の高圧力下における
磁気特性
東北学院大学
工学部
教　授 鹿又　　武 山口　泰男 吉田　　肇
139 一般 新規 非晶質素材の焼鈍による「遷移金属－シリコン
系」ナノクリスタルの輸送特性
琉球大学
理学部
教　授 矢ケ崎克馬 山口　泰男 山口　泰男
140 一般 継続 RMn6Sn6,RMn6Ge6(R：希土類)合金の磁性
芝浦工業大学
システム工学部
教　授 堀　　富栄 山口　泰男 山口　泰男
141 一般 新規 RZn2(R=希土類）におけるCu置換効果 九州工業大学
工学部
講　師 北井　哲夫 山口　泰男 山口　泰男
142 重点 継続 強相関電子系の新しい量子状態｢軌道」の研
究（物質開発）
京都大学
化学研究所
教　授 山田　和芳 遠藤　康夫 遠藤　康夫
143 重点 継続 強相関電子系の新しい量子状態｢軌道」の研
究（軌道の直接観測）
東北大学
大学院理学研究科
教　授 村上　洋一 遠藤　康夫 遠藤　康夫
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144 重点 継続 強相関電子系の新しい量子状態｢軌道」の研
究（理論解析）
東京大学
大学院工学系研究科
教　授 永長　直人 遠藤　康夫 遠藤　康夫
145 一般 継続 高濃度B添加CZ-Si結晶の特性評価 信州大学
教育学部
教　授 干川　圭吾 末澤　正志 米永　一郎
146 一般 新規 カーボンナノチューブの生成とラマﾝ散乱に
よる評価
横浜市立大学
大学院総合理学研究科 教　授 小島　謙一 末澤　正志 末澤　正志
147 一般 新規 Fe-2mass%C合金の機械的特性に及ぼす純
度の影響
福岡県工業技術セン
ター　機械電子研究所
材料技
術課長
倉田奈津子 井上　明久 安彦　兼次
148 一般 継続 ナノクラスターの創製と構造に関する研究 理化学研究所 研究員 尾上　　順 川添　良幸 川添　良幸
149 一般 継続 光電子分光スペクトルの第一原理計算 横浜国立大学
大学院工学研究科
教　授 大野かおる 川添　良幸 川添　良幸
150 一般 継続 セメントの水和反応生成物の形成過程に関
する数値シミュレーション
秋田工業高等専門
学校
助教授 桜田　良治 川添　良幸 余　　京智
151 一般 継続 マイクロクラスターの構造、安定性に関する
研究
産業技術総合研究所
中部センター
グルー
プ長
村上　純一 川添　良幸 川添　良幸
152 一般 継続 プラズマガス凝縮法によるクラスター生成の
最適化
名古屋工業大学 教　授 隅山　兼治 川添　良幸 川添　良幸
153 一般 継続 シクロデキストリン中のピレン等単一有機分
子の電子状態
山形大学
理学部
教　授 吉成　武久 川添　良幸 川添　良幸
154 一般 新規 ビスマス原子細線の原子構造と電気伝導度
に関する研究
産業技術総合研究所
つくば中央大２
研究員 三木　一司 川添　良幸 川添　良幸
155 一般 新規 分子被覆導線の電子構造と導電率 東京大学　大学院新
領域創成科学研究科
助教授 伊藤　耕三 川添　良幸 川添　良幸
156 一般 継続 急冷凝固制御を目指した準安定平衡と過冷
状態図の作成
東北大学
大学院工学研究科
助　手 佐原　亮二 川添　良幸 水関　博志
157 一般 継続 遷移金属クラスターの物性と反応性－理論
と実験との共同
豊田工業大学 教　授 近藤　　保 川添　良幸 川添　良幸
158 一般 継続 生体高分子の構造と機能：新材料への応用
に向けて
弘前大学
理工学部
助　手 種田　晃人 川添　良幸 川添　良幸
159 一般 新規 Fe中の変形促進Cu析出過程の陽電子消滅
計測法による研究
九州大学
応用力学研究所
教　授 蔵元　英一 長谷川雅幸 長谷川雅幸
160 一般 新規 短周期Pt/Mn多層膜のRBS法による研究 山口大学
工学部
助教授 中山　則昭 四竈　樹男 永田　晋二
161 一般 継続 イオン注入による炭素材料の表面改質 京都工芸繊維大学
工芸学部
教　授 川面　　澄 四竈　樹男 永田　晋二
162 一般 新規 チタン酸リチウムとニッケルの電場下での反応 金沢工業大学　光電磁場　科学応用研究所 教　授 那須　昭一 四竈　樹男 永田　晋二
163 一般 継続 バナジウム合金の溶接性に及ぼす不純物及
び溶接後熱処理の影響
核融合科学研究所
炉工学研究センター
教　授 室賀　健夫 松井　秀樹 松井　秀樹
164 一般 新規 原子力エネルギーの高効率安全利用に向け
た材料照射基礎研究－温度変動照射効果－
京都大学エネルギー
理工学研究所
教　授 木村　晃彦 松井　秀樹 松井　秀樹
165 一般 新規 ｢核融合炉構造体要素における侵入型元素
の挙動」
横浜市立大学
理学部
教　授 田中俊一郎 松井　秀樹 福元　謙一
166 一般 継続 Ⅱ－Ⅵ族化合物半導体の評価 東北大学　多元物質
科学研究所
教　授 一色　　実 八百　隆文 八百　隆文
167 一般 継続 窒化物半導体超格子の作製と構造評価 静岡大学
工学部
教　授 藤安　　洋 八百　隆文 八百　隆文
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168 一般 新規 機能性ワイドギャップ半導体のマテリアル・デ
バイスデザイン
大阪大学
産業科学研究所
教　授 吉田　　博 八百　隆文 八百　隆文
169 一般 新規 気相成長酸化亜鉛膜の伝導形制御 山梨大学
工学部
教　授 春日　正伸 八百　隆文 八百　隆文
170 一般 継続 酸化物半導体の作製と伝導制御 山梨大学
工学部
教　授 松本　　俊 八百　隆文 八百　隆文
171 一般 新規 希土類イオン添加ナノ構造半導体の光物性
とデバイスへの応用
筑波大学
物理工学系
教　授 秋本　克洋 八百　隆文 八百　隆文
172 一般 新規 GaAs極性面への不整合系量子構造の形成 弘前大学
理工学部
教　授 真下　正夫 八百　隆文 八百　隆文
173 一般 新規 酸化亜鉛薄膜のエピタキシャル成長に関す
る研究
仙台電波工業高等
専門学校
教　授 羽賀　浩一 八百　隆文 八百　隆文
174 一般 新規 遍歴電子反強磁性体β-Mn系合金の熱膨
張特性とスピン揺らぎ
東北大学
大学院工学研究科
教　授 深道　和明 松原英一郎 松原英一郎
175 一般 新規 高純度X線による高温酸化物超伝導体の格
子欠陥構造の評価
姫路工業大学
工学部
講　師 関岡　嗣久 松原英一郎 林　　好一
176 一般 継続 炭化ケイ素前駆体としての高分子－シリカ複
合体の解析
大阪府立大学
大学院工学研究科
講　師 成澤　雅紀 松原英一郎 神山　智明
177 一般 新規 Ge-Seガラスの硬さ転移における中距離構
造の変化
大阪大学
大学院理学研究科
助　手 王　 　勇 松原英一郎 櫻井　雅樹
178 重点 新規 集積化デバイス・マテリアルライブラリーの作
製と構造評価
東京工業大学　フロンテ
イア創造共同研究セン
ター
教　授 鯉沼　秀臣 川崎　雅司 川崎　雅司
179 重点 新規 酸化物ヘテロ界面の格子不整合エンジニア
リング
東京大学
物性研究所
助教授  Mikk
  Lippmaa
川崎　雅司 川崎　雅司
180 重点 新規 半導体・誘電体の界面構造制御と電子機能
発現
独立行政法人物質
・材料研究機構
サブグル
ープリーダ 知京　豊裕 川崎　雅司 川崎　雅司
181 重点 新規 強相関電子系酸化物薄膜の光誘起相転移 東京工業大学応用セラミックス研究所 助教授 長谷川哲也 川崎　雅司 川崎　雅司
182 一般 継続 衝撃が隕石磁気に与える影響についての研究 国立極地研究所 助教授 船木　實 川崎　雅司 阿藤　敏行
183 一般 新規 GaSiO3-MgSiO3系ガラスの衝撃圧縮
金沢大学　大学院
自然科学研究科
助教授 奥野　正幸 川崎　雅司 阿藤　敏行
184 一般 新規
二酸化テルル(TeO2)の衝撃超高圧力下の
相変態
熊本大学　衝撃・極限
環境研究センター
助教授 真下　　茂 川崎　雅司 阿藤　敏行
185 一般 継続 ジェットミル法で微細化した酸化物超伝導体
の固化
東京工科大学
工学部
助教授 毛塚　博史 川崎　雅司 阿藤　敏行
186 重点 新規 酸化亜鉛系半導体薄膜における光学遷
移過程と点欠陥の研究
筑波大学
物理工学系
助教授 秩父　重英 川崎　雅司 川崎　雅司
187 重点 新規 強相関ナノ構造の表面電子状態解析 東京大学
大学院工学系研究科
教　授 尾嶋　正治 川崎　雅司 川崎　雅司
188 重点 新規 ZnO系酸化物のp型化実現のための２次イオ
ン質量分析
静岡大学
工学部
助　手 角谷　正友 川崎　雅司 川崎　雅司
189 重点 継続 Fe-Ni系合金液体の粘度測定とアモルファス
形成能
姫路工業大学
工学部
助教授 山崎　　徹 井上　明久 井上　明久
190 一般 新規 金属ガラスの環境脆化 金属材料研究所附属
材料試験炉利用施設
助教授 川嶋　朝日 井上　明久 木村　久道
191 一般 継続 Zr基金属ガラス靭性改善に関する研究 姫路工業大学
工学部
助　手 横山　嘉彦 井上　明久 井上　明久
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192 一般 新規 磁性形状記憶合金への急冷効果 弘前大学
理工学部
教　授 古屋　泰文 井上　明久 井上　明久
193 一般 継続 金属ガラスの固相接合機構に関する基礎研究 大阪府立大学
工学研究科
教　授 東　　健司 井上　明久 井上　明久
194 重点 新規 過冷却液体変態を利用した金属ガラス粉末
の固化成形
熊本大学
工学部
助教授 河村　能人 井上　明久 井上　明久
195 一般 新規 希土類／遷移金属積層膜のねじれスピン構
造の解析
奈良先端科学技術
大学院大学
教　授 橋爪　弘雄 高梨　弘毅 高梨　弘毅
196 一般 継続 強磁性微粒子が埋め込まれた貴金属ナノ細
線の磁気抵抗
北陸先端科学技術
大学大学院大学
助　手 菅原　　昭 高梨　弘毅 高梨　弘毅
197 一般 新規 カルコパイライト型磁性半導体の磁気的評価 東京農工大学
工学部
教　授 佐藤　勝昭 高梨　弘毅 高梨　弘毅
198 一般 継続 Ni3Mn系合金のナノ構造磁性材料の探求
弘前大学
理工学部
助教授 岡崎　禎子 高梨　弘毅 三谷　誠司
199 一般 継続 Co-Cr-C/Ag/Ti積層膜における磁気パーコ
レーション
山形大学
工学部
教　授 森田　博昭 高梨　弘毅 小尾　俶久
200 重点 継続 引き下げ法による酸化物単結晶の溶液成長 北海道大学
大学院工学研究科
教　授 小平　紘平 後藤　　孝 後藤　　孝
明石　孝也
201 重点 継続
スピネル型Li1-xNiO2の合成、相変化及びLi
挿入脱離特性
三重大学
工学部
教　授 武田　保雄 後藤　　孝 明石　孝也
202 重点 継続 インターカレーションを利用する高温超伝導
体の開発
広島大学
大学院工学研究科
教　授 山中　昭司 後藤　　孝 明石　孝也
203 重点 継続 超短パルスレーザー複合プロセスによるガラ
スの光高機能化
京都大学
大学院工学研究科
教　授 平尾　一之 後藤　　孝 明石　孝也
204 重点 継続 炭化ケイ素系繊維／酸化物マトリックス複合
材料のプロセッシング
鹿児島大学
工学部
教　授 平田　好洋 後藤　　孝 明石　孝也
205 重点 継続
スピノーダル相分離構造を有するTiO2薄膜
電極の作製と光電気化学的挙動
京都大学
化学研究所
教　授 横尾　俊信 後藤　　孝 明石　孝也
206 重点 継続 窒化鉄系における高密度記録用磁気－電気
及び－光変換材料の開発
北海道大学
大学院工学研究科
教　授 吉川　信一 後藤　　孝 明石　孝也
207 重点 継続 セラミックスの粒子構造と複合組織制御 九州大学
大学院工学研究院
教　授 北條　純一 後藤　　孝 明石　孝也
208 重点 新規
ナノサイズTiN被覆Si3N4の放電プラズマ焼結
と高導電性セラミックスの作製
北海道大学
大学院工学研究科
教　授 嶋田　志郎 後藤　　孝 明石　孝也
209 重点 継続 パルス通電焼結によるBi層状構造強誘電体
の作製と層構造の制御
北海道大学
大学院工学研究科
助教授 高橋　順一 後藤　　孝 明石　孝也
210 重点 新規 温水処理による金属酸化物ゲル膜のナノ組
織制御
大阪府立大学
大学院工学研究科
教　授 辰巳砂昌弘 後藤　　孝 明石　孝也
211 重点 継続 機能性セラミックスのテンプレート合成・形態
制御
名古屋大学
大学院工学研究科
教　授 河本　邦仁 後藤　　孝 後藤　　孝
212 重点 新規 Mn及びCo系遷移金属酸化物の高温熱物性 岩手大学
工学部
助教授 藤代　博之 後藤　　孝 明石　孝也
213 重点 新規
均質融液スプラット凝固法によるβ-FeSi2結
晶の合成と特性評価
産業技術総合研究所
微小重力環境利用材
料研究ラボ
ラボ長 奥谷　　猛 後藤　　孝 後藤　　孝
214 重点 継続 Ca-Co-O系化合物の熱電特性 東北大学
大学院工学研究科
助　手 宮崎　　譲 後藤　　孝 明石　孝也
215 一般 継続 強磁場中で育成したBi系超伝導体の組織 秋田大学
工学資源学部
教　授 永田　明彦 花田　修治 花田　修治
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216 一般 継続 生体用Ti-Nb-Sn合金の耐食性 金属材料研究所附属
材料試験炉利用施設
助教授 川嶋　朝日 花田　修治 渡辺　貞夫
217 一般 継続 Nb基合金用耐酸化コーテイング技術に関す
る研究
産業技術総合研究所
基礎素材研究部門
研究員 菖蒲　一久 花田　修治 花田　修治
218 一般 新規
Cr2X基ラーバス相金属間化合物の組織と力
学特性
大阪府立大学
大学院工学研究科
教　授 高杉　隆幸 花田　修治 花田　修治
219 一般 継続 Ｂ２型金属間化合物NiAlの構造欠陥 大阪府立大学
総合科学部
教　授 古我知峯雄 花田　修治 吉見　享祐
220 一般 新規 ウラン化合物磁性材料実用化のための基礎
的研究
核燃料サイクル開発機構
人形峠環境技術センター 研究員 木村　昭裕 塩川　佳伸 本間　佳哉
221 一般 新規 室温溶融塩を用いたアクチノイド・レドックス
フロー電池の研究開発
慶応義塾大学
理工学部
講　師 片山　　靖 塩川　佳伸 山村　朝雄
222 一般 新規 過酷条件下における化学結合と構造 信州大学
工学部
教　授 冨　安　博 塩川　佳伸 山村　朝雄
223 一般 継続 超高圧分高解能電子顕微鏡による無機化合
物の構造に関する研究
大阪大学
産業科学研究所
助教授 奥　　健夫 平賀　賢ニ 平賀　賢ニ
224 一般 新規 金属／半導体界面反応層の高分解能電子
顕微鏡による構造解析
北見工業大学 教　授 野矢　　厚 平賀　賢ニ 平賀　賢ニ
225 一般 新規 準結晶－近似結晶相変態過程の高分解能
電子顕微鏡観察
秋田大学
工学資源学部
助　手 齋藤　嘉一 平賀　賢ニ 平賀　賢ニ
226 一般 新規 Al-Co-Cu系D相近似結晶の構造解析 東京大学
大学院理学系研究科
助教授 杉山　和正 平賀　賢ニ 平賀　賢ニ
227 一般 新規 X線反射レプリカミラーの作成条件と微細構
造および光学特性に関する研究
中部大学
工学部
助教授 大西　直之 平賀　賢ニ 平賀　賢ニ
228 一般 新規 磁場中液体急冷法による微細組織制御とそ
の透過電子顕微鏡観察
姫路工業大学
工学部
助　手 横山　嘉彦 平賀　賢ニ 平賀　賢ニ
229 一般 新規 ABO3型ナノ結晶の電子構造に関する研究
九州工業大学
工学部
教　授 古曳　重美 我妻　和明 奥　正興
230 一般 継続 固体試料直接分析のための減圧レーザ誘起
プラズマ励起源の研究
名古屋大学　高温エネル
ギー変換研究センター 助教授 北川　邦行 我妻　和明 我妻　和明
231 一般 継続 イオン分析用グロー放電プラズマの励起特性
の解明
大同工業大学
工学部
教　授 坂　　　貴 我妻　和明 我妻　和明
232 一般 新規 直接貼り合わせによるシリコン中の人工界面
の観察と評価
独立行政法人物質
・材料研究機構
サブグ
ルー
プリーダ
関口　隆史 高田九二雄
233 一般 継続 歯科用チタンおよびチタン合金のろう付部分
の接合強度と界面構造
長崎大学
歯学部
助　手 三浦　永理 花田　修治 花田　修治
234 一般 新規 固体酸化物型燃料電池用酸化物プロトン
伝導体の探索と性能評価
芝浦工業大学
大学院工学研究科
教　授 大塚　正久 松井　秀樹 箕西　靖秀
235 一般 新規
酸化物高温超電導体YBa2Cu3O7-δにおける
純物置換効果の研究
佐賀大学
理工学部
講　師 真木　　　一 小林　典男 小林　典男
301 一般 新規 ミクロ分散構造を有する半導体結晶の弾性率測定 中嶋研 宇治原　徹
大阪大学　　大学院
基礎工学研究科 助　手 市坪　　哲
302 一般 継続 超微粒子形成過程の計算科学的解析 川添研 川添　良幸 (独) 産業技術総合研究所 副研究部門長 池庄司民夫
303 一般 新規 強磁性体を含む超伝導多層膜の臨界温度の振動現象 高梨研 小尾　俶久 岩手大学　工学部 教　授 池部　　学
304 一般 新規 強相関型希土類アモルファス合金の物性 高梨研 小尾　俶久 室蘭工業大学工学部 教　授 村山　茂幸
305 重点 継続 酸化物およびフッ化物の電子構造とスピン依存トンネル効果 高梨研 三谷　誠司
名古屋大学
大学院工学研究科 教　授 井上順一郎
306 一般 新規 Co-Al-Oグラニュラー磁性体試料のTEM,STEM,EELSによる研究 高梨研 三谷　誠司
名古屋大学
大学院工学研究科 教　授 田中　信夫
307 重点 継続 グラニュラー系トンネル型GMR物質の磁性と電子状態の相関 高梨研 三谷　誠司
日本原子力研究所
関西研究所
ｸﾞﾙｰﾌﾟ
ﾘｰﾀﾞｰ 水木純一郎
308 重点 新規 強相関 f電子系金属間化合物におけるSpin-Frustration効果の研究
塩川研
(大洗) 李　　徳新
金属材料研究所
附属材料試験炉実験施設 助　手 本間　佳哉
309 一般 新規 軽元素浸入固溶によるウラン化合物の磁気相互作用の制御
塩川研
(大洗) 本間　佳哉
金属材料研究所
附属材料試験炉実験施設 助　手 李　　徳新
310 一般 新規 析出型合金における整合析出メカニズムの解明への走査型透過電子顕微鏡法の応用 平賀研 平賀　賢二
大阪府立大学
工学部 教　授 今野　豊彦
311 一般 新規 電気化学反応のX線その場観察 我妻研 辻　　幸一 大阪府立大学大学院工学研究科 講　師 井上　博之
312 一般 継続 電気泳動法によるランタノイド元素及びアクチノイド元素の研究
ｱﾙﾌｧ
放射体 佐藤伊佐務 静岡大学　理学部 教　授 菅沼　英夫
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101 一般 新規 ３次元磁束量子系の数値シミュレーション
名古屋工業大学
大学院工学研究科 助教授 榎本　美久 前川　禎通 前川　禎通
102 一般 継続 p,d,及びｆ波超伝導体における量子輸送現象
北海道大学
大学院工学研究科 助　手 浅野　泰寛 前川　禎通 前川　禎通
103 一般 新規 量子輸送現象における電子相関の理論
大阪市立大学
理学部 助教授 小栗　　章 前川　禎通 前川　禎通
104 一般 新規 超伝導微細系の数値シミュレーション
大阪府立大学
大学院工学研究科 助教授 加藤　　勝 前川　禎通 小山　富男
105 一般 新規 遷移金属酸化物におけるフラクタル励起
日本大学
理工学部 講　師 山中　雅則 前川　禎通 前川　禎通
106 一般 継続 異方的超伝導体におけるトンネル現象の理論
名古屋大学
大学院工学研究科 助教授 田仲由喜夫 前川　禎通 前川　禎通
107 一般 継続
遷移金属酸化物における異常金属相と軌道の
自由度
東北大学
大学院理学研究科 助教授 石原　純夫 前川　禎通 前川　禎通
108 一般 新規
Ⅲ-V-N混晶半導体の微視的な結晶構造解析
に関する研究
埼玉大学
工学部 助教授 矢口　裕之 中嶋　一雄 宇佐美徳隆
109 一般 新規
SiGe（C)系へテロ構造の作製と電気伝導及び
光学特性の評価
東京大学
大学院工学系研究科 助　手 黄　　晋二 中嶋　一雄 宇佐美徳隆
110 一般 新規
液相エピタキシャル成長法による高品質GaN
単結晶育成技術の研究開発
大阪大学
大学院工学研究科 教　授 佐々木孝友 中嶋　一雄 中嶋　一雄
111 一般 新規
高圧力下におけるタンパク質の結晶化制御と
結晶構造解析
徳島大学
工学部 助　手 鈴木　良尚 中嶋　一雄 佐崎　　元
112 一般 継続
結晶成長におけるミクロ分散構造生成機構の
研究
名古屋大学
大学院理学研究科 助教授 上羽　牧夫 中嶋　一雄 中嶋　一雄
113 一般 新規
銅の単結晶表面における初期酸化過程の反
応ダイナミクス解析
日本原子力研究所
関西研究所
副主任
研究員 寺岡　有殿 櫻井　利夫 長尾　忠昭
114 一般 新規
STMによる湿式洗浄Si(110)ウエハ表面の原子
構造観察
大阪大学
大学院工学研究科 教　授 遠藤　勝義 櫻井　利夫 櫻井　利夫
115 重点 新規
STMバリアハイトイメージングによるドーパント
の直接観察
京都大学
国際融合創造センター 教　授 酒井　　明 櫻井　利夫 櫻井　利夫
116 一般 新規
シリコン基板上への有機単分子膜の反応性
ヘテロエピタキシャル成長に関する研究
北陸先端科学技術
大学院大学 助教授 村田　英幸 櫻井　利夫 長尾　忠昭
117 重点 新規 Si(111)表面Bi薄膜の構造安定性と電子物性 物質・材料研究機構
副セン
ター長 大野　隆央　櫻井　利夫 長尾　忠昭
118 一般 新規
シリコン表面におけるナノ構造の成長および
緩和過程
名古屋大学
大学院工学研究科 教　授 一宮　彪彦 櫻井　利夫 櫻井　利夫
119 一般 新規
金属ナノ薄膜のプラズモン励起の寿命に関す
る理論研究
九州工業大学
工学部 助教授
ナザロフ
ウラデイミル 櫻井　利夫 長尾　忠昭
120 一般 新規 シリコン表面超構造の低次元プラズモン
東京大学
大学院理学系研究科 助教授 長谷川修司 櫻井　利夫 長尾　忠昭
121 重点 新規
原子間力顕微鏡(AFM)用高分解能プローブの
開発
東京大学
物性研究所 助教授 長谷川幸雄 櫻井　利夫 櫻井　利夫
122 一般 新規
Bi系酸化物超伝導体の混合状態における
ab面内異方性
北陸先端科学技術
大学院大学 助教授 岩崎　秀夫 小林　典男 小林　典男
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123 重点 継続 酸化物超伝導薄膜における超伝導－絶縁体
転移と磁気抵抗
熊本大学
理学部
助教授 市川　聡夫 小林　典男 西嵜　照和
124 一般 継続 Y1248単結晶の磁束相図 大阪府立大学
大学院工学研究科
教　授 石田　武和 小林　典男 小林　典男
125 重点 新規 混合状態における磁束量子コア内部の準粒子
散乱と新しい励起モード探索
東京大学
大学院総合文化研究科 助教授 前田　京剛 小林　典男 小林　典男
126 重点 新規 酸化物高温超電導体の磁束ピン止め面内異
方性とその起源の解明
北陸先端科学技術
大学院大学
助　手 内藤　智之 小林　典男 小林　典男
127 一般 新規 高純度分子性固体薄膜の作製とその物性の
外場応答
北陸先端科学技術
大学院大学
助教授 藤原明比古 岩佐　義宏 岩佐　義宏
128 一般 新規 高品質な金属内包フラーレン薄膜の作製によ
る高効率FETの実現
岡崎国立共同研究機
構分子科学研究所
助　手 久保園芳博 岩佐　義宏 岩佐　義宏
129 一般 継続 Ⅳ族（C,Si,Ge)ナノクラスタ固体の電子物性 大阪市立大学
大学院理学研究科
教　授 谷垣　勝己 岩佐　義宏 岩佐　義宏
130 一般 新規 インターカレーションによる超伝導制御と超
伝導特性の解明
広島大学　大学院
先端物質科学研究科
助教授 藤　　秀樹 岩佐　義宏 田口康二郎
131 一般 新規 固体細孔中における磁性分子の動的挙動の
解明
筑波大学
化学系
講　師 石丸　臣一 岩佐　義宏 田口康二郎
132 重点 継続 ナノクラスター薄膜の作製と微小領域NMR 東京都立大学
大学院理学研究科
助教授 真庭　　豊 岩佐　義宏 岩佐　義宏
133 一般 新規 遷移金属を含む化合物半導体におけるホッピ
ング伝導の圧力変化
東北学院大学
工学部
教　授 原田　隆史 山口　泰男 吉田　　肇
134 一般 継続 強磁性形状記憶合金の高圧力下における
磁気特性
東北学院大学
工学部
教　授 鹿又　　武 山口　泰男 吉田　　肇
135 一般 新規 Ⅱ-Ⅵ族化合物半導体中の格子欠陥に関する
研究
宮崎大学
工学部
助教授 吉野　賢二 末澤　正志 米永　一郎
136 一般 新規 高濃度不純物添加シリコン結晶の強度および
結晶中の転位挙動評価
信州大学
教育学部
教　授 干川　圭吾 末澤　正志 米永　一郎
137 一般 新規 ICP発光分光分析法による高純度金属中イオ
ウ分析法の開発
福岡県工業技術センター
機械電子研究所
技　術
課　長
原田　芳文 井上　明久 安彦　兼次
138 一般 新規 半導体ナノ材料に関連する表面反応のコン
ピュータモデリング
理化学研究所 研究員 高橋まさえ 川添　良幸 川添　良幸
139 一般 新規 遷移金属ナノクラスターの構造と反応性に関
する研究
産業技術総合研究所
中部センター
グルー
プ長
村上　純一 川添　良幸 川添　良幸
140 一般 継続 光電子分光スペクトルの第一原理計算 横浜国立大学
大学院工学研究科
教　授 大野かおる 川添　良幸 川添　良幸
141 一般 継続 遷移金属クラスターの物性と反応性－理論と
実験の共同
豊田工業大学 客　員
教　授
近藤　　保 川添　良幸 川添　良幸
142 一般 新規 HOPG基板上に堆積したBiクラスターの価電子
帯スペクトルとサイズ効果
名古屋工業大学 教　授 隅山　兼治 川添　良幸 川添　良幸
143 一般 継続 ビスマス原子細線の原子構造と電気伝導度に
関する研究
物質・材料研究機構 主　 席
研究員
三木　一司 川添　良幸 川添　良幸
144 一般 新規 新しい多面体ナノカーボンの構造と物性に関
する研究
東京工業大学
原子炉工学研究所
助教授 尾上　　順 川添　良幸 川添　良幸
145 一般 新規
陽電子消滅法による原子炉圧力容器鋼モデル
合金中のナノスケールCu析出物の観察結果と
数値解析結果との比較検討
九州工業大学
工学部 助教授 赤星　保浩 長谷川雅幸 永井　康介
146 一般 継続 Fe中の変形促進Cu析出過程の陽電子消滅計
測法による研究
九州大学
応用力学研究所
教　授 蔵元　英一 長谷川雅幸 長谷川雅幸
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147 一般 新規 第１原理計算によるセラミックスと遷移金属との
接合に関する研究
東北大学
大学院工学研究科
助　手 佐藤　　　学 長谷川雅幸 長谷川雅幸
148 一般 継続 チタン酸リチウムとニッケルの電場下での反応 金沢工業大学　光電磁場科学応用研究所 教　授 那須　昭一 四竈　樹男 永田　晋二
149 一般 新規 単結晶基板中にイオン注入された原子のクラ
スター形成過程
京都工芸繊維大学
工芸学部
教　授 川面　　　澄 四竈　樹男 永田　晋二
150 一般 新規 Au/MnSb多層膜のRBS法による研究 山口大学
工学部
助教授 中山　則昭 四竈　樹男 永田　晋二
151 一般 新規 低放射化バナジウム合金中の水素同位体挙
動
富山大学　水素同位体
科学研究センター 助教授 波多野雄治 松井　秀樹 福元　謙一
152 一般 継続 バナジウム合金の溶接性に及ぼす不純物及
び溶接後熱処理の影響
核融合科学研究所
炉工学研究センター
教　授 室賀　健夫 松井　秀樹 松井　秀樹
153 一般 継続 原子力エネルギーの高効率安全利用に向け
た材料照射基礎研究－温度変動照射効果－
京都大学エネルギー
理工学研究所
教　授 木村　晃彦 松井　秀樹 松井　秀樹
154 一般 新規 SiCにおけるヘリウムクラスタリングと拡散挙動
に及ぼす照射欠陥の影響
東北大学
大学院工学研究科
助教授 長谷川　晃 松井　秀樹 松井　秀樹
155 一般 新規 Ⅱ-Ⅵ族化合物半導体ベースの強磁性半導体
のスピンエレクトロニクス
大阪大学
産業科学研究所
教　授 吉田　　博 八百　隆文 八百　隆文
156 一般 継続 酸化物半導体の作製と伝導制御 山梨大学
工学部
教　授 松本　　俊 八百　隆文 八百　隆文
157 一般 継続 GaAs極性面への不整合系量子構造の形成 弘前大学
理工学部
教　授 真下　正夫 八百　隆文 八百　隆文
158 一般 新規 遷移金属のドーピングによる4配位系半導体の
バンド構造の変調と磁性の発現
高知工科大学
工学部
教　授 山本　哲也 八百　隆文 八百　隆文
159 一般 新規 AlN/GaN量子カスケード構造の構造及び電気
特性評価
静岡大学
工学部
教　授 藤安　　　洋 八百　隆文 八百　隆文
160 一般 継続 高輝度X線による高温酸化物超伝導体の格子
欠陥構造の評価
姫路工業大学大学院
工学研究科
講　師 関岡　嗣久 松原英一郎 林　　好一
161 一般 新規 小角X線散乱実験によるメソ多孔体の構造解
析・評価
東北大学
大学院工学研究科
教　授 齋官清四郎 松原英一郎 神山　智明
162 一般 新規
遷移金属－テルライト半導体ガラスにおけるラ
ンダムネットワーク構造の解析と電気伝導機構
の関係に関する研究
日本大学
工学部 講　師 森　　　英嗣 松原英一郎 松原英一郎
163 一般 新規 高イオン伝導性を有する貴金属カルコハライド
ガラスの機能とガラス構造
山形大学
理学部
助教授 臼杵　　　毅 松原英一郎 櫻井　雅樹
164 一般 新規 電子ビームAl基合金への微量元素添加がおよ
ぼす材料強化機構の解明
宮城工業高等専門学
校
教　授 松浦　　　真 松原英一郎 櫻井　雅樹
165 一般 新規 X線小角散乱による木材細胞壁ナノ構造の応
力依存性
宮城教育大学
教育学部
教　授 鈴木　弘志 松原英一郎 神山　智明
166 一般 新規 小角X線散乱による自己集積金属ナノ粒子配
列体の構造測定
名古屋工業大学ベン
チャービジネスラボラトリー 講　師 山室　佐益 松原英一郎 神山　智明
167 重点 新規 金属ガラスの過冷却液体状態を利用した二次
加工プロセス
熊本大学
大学院自然科学研究科 助教授 河村　能人 松原英一郎 松原英一郎
168 一般 継続 酸化物ヘテロ界面の格子不整合エンジニア
リング
東京大学
物性研究所
助教授 Lippmaa,Mikk 川崎　雅司 川崎　雅司
169 重点 継続 ZnO系酸化物のp型化実現のための２次イオ
ン質量分析
静岡大学
工学部
助　手 角谷　正友 川崎　雅司 川崎　雅司
170 重点 継続 酸化亜鉛系半導体薄膜における光学遷移過
程と点欠陥の研究
筑波大学
物理工学系
助教授 秩父　重英 川崎　雅司 川崎　雅司
新規
継続
の別
一般
重点
の別 氏　　　名
金　　　研
部　　　門
担当教授 対応教官
課題
番号 所　　　　　　属 官職等研　　　　　究　　　　　題　　　　　目
研　　　究　　　代　　　表　　　者
171 一般 継続 衝撃が隕石磁気に与える影響についての研究 国立極地研究所 助教授 船木　　實 川崎　雅司 阿藤　敏行
172 一般 継続 GaSiO3-MgSiO3系ガラスの衝撃圧縮
金沢大学
理学部 教　授 奥野　正幸 川崎　雅司 阿藤　敏行
173 重点 継続
集積化デバイス・マテリアルライブラリーの作製
と構造評価
東京工業大学フロンテイ
ア創造共同研究センター 助　手 松本　祐司 川崎　雅司 川崎　雅司
174 重点 継続 強相関ナノ構造の表面電子状態解析
東京大学
大学院工学系研究科 助　手 組頭　広志 川崎　雅司 川崎　雅司
175 重点 新規 磁気光学材料のコンビナトリアル探索 東京工業大学フロンテイア創造共同研究センター 助教授 長谷川哲也 川崎　雅司 川崎　雅司
176 一般 新規
酸化物高温超電導体微粒子の衝撃圧縮によ
る固化と磁気センサへの応用
東京工科大学
工学部 助教授 毛塚　博史 川崎　雅司 阿藤　敏行
177 重点 新規 金属ガラスの変形・破壊のその場観察
大阪府立大学
大学院工学研究科 教　授 東　　健司 井上　明久 井上　明久
178 重点 継続
Fe-Ni-X(X=Al,La,Nb)系合金液体の粘度測定
とアモルファス形成能
姫路工業大学
大学院工学研究科 助教授 山崎　　徹 井上　明久 井上　明久
179 一般 新規
Zr基金属ガラスの冷間圧延による加工組織制
御と機械的性質の改善
姫路工業大学
大学院工学研究科 講　師 横山　嘉彦 井上　明久 井上　明久
181 一般 新規 結晶分散バルク金属ガラスの超伝導特性
姫路工業大学
大学院工学研究科 助　手 岡井　大祐 井上　明久 井上　明久
182 重点 継続 金属ガラスの環境脆化
金属材料研究所附属
材料試験炉利用施設 助教授 川嶋　朝日 井上　明久 木村　久道
183 一般 新規 FePt細線における電流駆動による磁壁移動 大阪大学大学院基礎工学研究科 助教授 小野　輝男 高梨　弘毅 高梨　弘毅
184 一般 新規
単原子層交互蒸着人工規則合金薄膜の磁性
と電子状態
大阪大学
大学院基礎工学研究科 講　師 今田　　真 高梨　弘毅 高梨　弘毅
185 一般 継続 カルコパイライト型磁性半導体の磁気的評価
東京農工大学
工学部 教　授 佐藤　勝昭 高梨　弘毅 高梨　弘毅
186 一般 新規 薄膜希土類金属の水素化と物性変化
東京大学
物性研究所 助教授 上床　美也 後藤　　孝 折茂　慎一
187 重点 継続
温水処理による金属酸化物ゲル膜のナノ組織
制御
大阪府立大学
大学院工学研究科 教　授 辰巳砂昌弘 後藤　　孝 後藤　　孝
188 重点 新規
熱電変換酸化物の高温結晶構造と酸素不定
比性
東北大学
大学院工学研究科 助　手 宮崎　　譲 後藤　　孝 後藤　　孝
189 重点 継続 窒化物系磁気記録材料の微構造制御
北海道大学
大学院工学研究科 教　授 吉川　信一 後藤　　孝 後藤　　孝
190 一般 継続 Mn及びCo系遷移金属酸化物の高温熱物性
岩手大学
工学部 助教授 藤代　博之 後藤　　孝 明石　孝也
191 重点 継続
炭化ケイ素系繊維／酸化物マトリックス複合材
料のプロセッシング
鹿児島大学
大学院理工学研究科 教　授 平田　好洋 後藤　　孝 後藤　　孝
192 重点 継続
機能性セラミックスのテンプレート合成 ・ 形態
制御
名古屋大学
大学院工学研究科 教　授 河本　邦仁 後藤　　孝 後藤　　孝
193 重点 新規
アルコキシドの溶液噴霧プラズマCVDによる
TiN基複合窒化膜の作製とその評価
北海道大学
大学院工学研究科 教　授 嶋田　志郎 後藤　　孝 後藤　　孝
194 重点 継続
超短パルスレーザー複合プロセスによるガラス
の光高機能化
京都大学
大学院工学研究科 教　授 平尾　一之 後藤　　孝 後藤　　孝
195 重点 継続
スピネル型Li1-xNiO2の合成、相変化及びLi
挿入脱離特性
三重大学
工学部 教　授 武田　保雄 後藤　　孝 後藤　　孝
196 重点 継続 セラミックスの粒子構造と複合組織制御
九州大学
大学院工学研究院 教　授 北條　純一 後藤　　孝 後藤　　孝
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197 重点 継続 パルス通電焼結によるBi層状構造強誘電体
の作製と層構造の制御
北海道大学
大学院工学研究科
助教授 高橋　順一 後藤　　孝 後藤　　孝
198 重点 継続 引き下げ法による酸化物単結晶の溶液成長
北海道大学
大学院工学研究科 教　授 小平　紘平 後藤　　孝 後藤　　孝
199 重点 継続 インターカレーションを利用する高温超電導体
の開発
広島大学
大学院工学研究科
教　授 山中　昭司 後藤　　孝 後藤　　孝
200 重点 継続 新規有機無機ハイブリッド低融点ガラスの創製
と光学特性
京都大学
化学研究所
教　授 横尾　俊信 後藤　　孝 後藤　　孝
201 一般 継続 強磁場中で熱処理した育成したBi-2223超伝
導体の組織の配向化
秋田大学
工学資源学部
教　授 永田　明彦 花田　修治 花田　修治
202 一般 継続 歯科用チタンおよびチタン合金のろう付部分
の接合強度と界面構造
長崎大学大学院医歯
薬学総合研究科
助　手 三浦　永理 花田　修治 花田　修治
203 一般 新規 複合機能化Fe-X(X=Ga,Pd,Pt)材料の結晶
SEM／EBSP組織解析と磁歪特性
弘前大学
理工学部
教　授 古屋　泰文 花田　修治 花田　修治
204 一般 継続
Cr2X基ラーバス相金属間化合物の組織と力学
特性
大阪府立大学
大学院工学研究科
教　授 高杉　隆幸 花田　修治 花田　修治
205 一般 新規 再利用･リサイクル型鉄アルミナイド基多元化
複合材料の創製とその機械的特性
千葉大学
工学部
助　手 糸井　貴臣 花田　修治 吉見　享祐
206 一般 継続 Nb基合金用耐酸化コーテイング技術に関する
研究
産業技術総合研究所
九州センター
主　任
研究員
菖蒲　一久 花田　修治 花田　修治
207 一般 新規 層状化合物R3T2Ge7の単結晶育成と基礎物性
九州大学
大学院理学研究院 教　授 巨海　玄道 塩川　佳伸 塩川　佳伸
208 一般 継続 過酷条件下を利用した低品位燃料の高品位
化と難燃性物質の処理
信州大学
工学部
教　授 冨　安　博 塩川　佳伸 山村　朝雄
209 一般 新規 高周波グロー放電発光分析法における深さ方
向元素分析の情報分解能の向上
東北大学
多元物質科学研究所
助教授 鈴木　　茂 我妻　和明 我妻　和明
210 一般 新規 高出力マイクロ波誘導プラズマを用いたオンサ
イト元素分析法の開発
東洋大学
工学部
教　授 岡本　幸雄 我妻　和明 我妻　和明
211 重点 新規 均質融液及び磁界複合環境下での一方向凝
固による構造制御超磁歪材の開発
産業技術総合研究所
つくば中央第５
グルー
プ長
奥谷　　猛 後藤　　孝 後藤　　孝
212 一般 継続 固体試料直接分析のための減圧レーザ誘起
プラズマ励起源の研究
名古屋大学　高効率エネ
ルギー変換研究センター 教　授 北川　邦行 我妻　和明 松田　秀幸
213 一般 新規 透明導電磁生体(MITO)の開発
九州工業大学
工学部 教　授 古曳　重美 我妻　和明 奥　　正興
214 一般 新規 X線元素分析による燃焼赤外吸収分析におけ
る最適分析条件の評価
大阪市立大学
大学院工学研究科
助教授 辻　　幸一 我妻　和明 高田九二雄
215 一般 新規 シリコン貼り合わせウエハおよびシリコン基へテ
ロ接合ウエハにおける界面の観察と評価
物質・材料研究機構 主 　席
研究員
関口　隆史 　 高田九二雄
216 一般 新規 電気伝導性誘起分子チオフェン・オチゴマ一
の電子状態
山形大学
理学部
教　授 吉成　武久 川添　良幸 川添　良幸
217 一般 新規
TDGL方程式を用いたZrO2-Y2O3スピノーダル
分解シミュレーション
東北大学
大学院工学研究科
助　手 佐原　亮二 川添　良幸 水関　博志
218 一般 継続 セメントの水和反応生成物の形成過程に関す
る数値シミュレーション
秋田工業高等専門学校 助教授 桜田　良治 川添　良幸 余　　京智
Tina Briere
219 重点 継続
酸化物高温超電導体YBa2Cu3O7-δにおける
不純物置換効果の研究
佐賀大学
理工学部
講　師 真木　　一 小林　典男 小林　典男
220 一般 継続 生体高分子の構造と機能：新材料への応用に
向けて
弘前大学
理工学部
助　手 種田　晃人 川添　良幸 川添　良幸
221 一般 新規 電子・ホール混成型超伝導体の作成と新機能
探索
大阪大学
大学院基礎工学研究科 教　授 北岡　良雄 山田　和芳 山田　和芳
301 一般 新規 超微粒子形成過程の第一原理研究 川添研 川添　良幸 産業技術総合研究所
つくば中央第４
副研究
部門長
池庄司民夫
302 一般 継続 強磁性体を含む超伝導多層膜の臨界温度の
振動現象
高梨研 小尾　俶久 岩手大学
工学部
教　授 池部　　学
303 一般 継続 強相関型希土類アモルファス合金の物性 高梨研 小尾　俶久 室蘭工業大学
工学部
教　授 村山　茂幸
304 重点 継続 酸化物およびフッ化物の電子構造とスピン
依存トンネル効果
高梨研 三谷　誠司 名古屋大学
大学院工学研究科
教　授 井上順一郎
305 重点 継続 グラニュラー系トンネル型GMR物質の磁性と電
子状態の相関
高梨研 三谷　誠司 日本原子力研究所
関西研究所
次　長 水木純一郎
306 一般 新規 3d遷移金属基カーボングラニュラー膜の磁
性と電気伝導
高梨研 嶋　　敏之 山形大学
工学部
教　授 森田　博昭
307 一般 新規 水素処理法による高性能タンタルコンデン
サーの粉末作製
花田研 花田　修治 大阪府立大学
工学部
助　手 千星　　　聡
308 一般 継続  f電子系強相関化合物におけるSpin-
Frustration効果の研究
塩川研
(大洗)
李　　徳新 金属材料研究所附属材料試験炉実験施設 助　手 山村　朝雄
309 一般 新規 希土類・ウラン化合物の微細化効果 塩川研
(大洗)
本間　佳哉 金属材料研究所附属材料試験炉実験施設 助　手 山村　朝雄
310 一般 継続 電気泳動法によるランタノイド元素及びアク
チノイド元素の研究
ｱﾙﾌｧ
放射体
佐藤伊佐務 静岡大学
理学部
教　授 菅沼　英夫
311 一般 新規
バルク超伝導体（Nd,Eu,Gd)Ba2Cu3Oyの微細
構造と臨海電流密度特性および熱的特性
小林研 小林　典男 一関工業高等専門学校 教　授 亀卦川尚子
官職等 氏　　　名
（４）2003年度:研究代表者が所内研究者の場合
所　外　研　究　者　の　代　表
研究室 氏　　　名
申請者(研究代表者)
課題
番号 研　　　　　究　　　　　題　　　　　目
新規
継続
の別
一般
重点
の別 所　　　　　　属
氏　　　名 所　属　・　官　職
1 新しい機構による巨大誘電性の探索 前田　京剛
東京大学大学院
総合文化研究科
：助教授
14. 6.11～14. 6.13 岩佐　義宏
2 環境調和型半導体の新たな展開をめざして 秋本　克洋
筑波大学
物理工学系：教授
14. 6. 6～14. 6. 7 八百　隆文
3
ナノスケ－ルのクラスタ－と構
造体：理論、実験、シミュレー
ション
大野かおる 横浜国立大学大学院工学研究院：教授
14.11.14～14.11.15 川添　良幸
4 高経年化原子力材料とその微視的過程の諸問題 蔵元　英一
九州大学
応用力学研究所：教授
14.10.10～14.10.11 長谷川雅幸
5 強相関伝導体の電荷不安定性、誘電異常および非線型伝導 豊田　直樹
東北大学大学院
理学研究科：教授
14. 6.13～14. 6.14 前川　禎通
6 ミクロ／ナノ組織制御と高温巨大延性 佐久間健人
東京大学大学院
新領域創成科学研究科
：教授
14. 9.26～14. 9.27 平賀　賢二
7 超伝導体における渦糸状態の物理－統一的理解に向けて 為ヶ井　強
東京大学大学院
工学系研究科：助教授
14.12.16～14.12.17 小林　典男
【2002年度ワークショップ　計７件】
官　職 氏　　名
1 強磁場における材料科学 教　授 渡辺　和雄
2 過冷却液体の相変態 教　授 松原英一郎
3 遷移金属酸化物薄膜における新機能創成の研究 教　授 小林　典男
4 コンビナトリアル機能材料開発 教　授 川崎　雅司
5 複合構造プロセス制御による高機能変換材料の開発と応用 教　授 後藤　　孝
6 界面微小領域の評価と制御 教　授 櫻井　利夫
7 強相関電子系の新しい量子状態｢軌道」の研究 教　授 遠藤　康夫
番号 ワ－クショップの名称
代　　表　　者
開　催　予　定　期　間
２．共同利用採択専門委員会採択の研究会・ワークショップ
【2002年度研究会　計７件】
連絡教官番号 研　究　会　の　名　称 
代　　表　　者
開催予定期間
14.10.17～14.10.18
14.10. 7～14.10. 8
14. 8.27～14. 8.28 
14. 6.13～14. 6.14
14. 6. 3～14. 6. 4
14.11.25～14.11.26
14.10. 7～14.10. 8
【2003年度研究会　計８件】
氏　　　名 所　属　・　官　職
1 次世代強磁場科学のための基盤構築と材料・物性研究 野尻　浩之
岡山大学
理学部：教授
15. 6.19～15. 6.20 渡辺　和雄
2 熱電半導体の高性能化 梶谷　　剛
東北大学
大学院工学研究科
：教授
15.11. 6～15.11. 7 後藤　　孝
3 ナイトライド結晶の欠陥の発生、構造および特性 前田　康二
東京大学
大学院工学系研究科
:教授
15. 7.18～15. 7.19 米永　一郎
4 東北大学放射光計画の新展開 佐藤　　繁
東北大学
大学院理学研究科
：教授
15.10.23～15.10.24 松原英一郎
5 ナノカーボン材料の物性とエレクトロニクス 谷垣　勝己
大阪市立大学
大学院理学研究科
:教授
15.11.13～15.11.14 岩佐　義宏
6 原子力材料のナノ構造と巨視的性能 木村　晃彦
京都大学
エネルギー理工学研
究所:教授
15.10.23～15.10.24 松井　秀樹
7 ミクロ／ナノ組織制御と高温巨大延性 佐久間健人
東京大学
大学院新領域創成科
学研究科：教授
15.11.13～15.11.14 花田　修治
8 ナノテクノロジーを用いた電子デバイス実現に向けて 近藤　　保
豊田工業大学
クラスター研究室
:教授
15.11.17～15.11.18 川添　良幸
【2003年度ワークショップ　計５件】
官　職 氏　　名
1 複合構造プロセス制御による高機能変換材料の開発と応用 教　授 後藤　　孝
2 コンビナトリアル材料開発の展開 教　授 川崎　雅司
3 界面微小領域の評価と制御 教　授 櫻井　利夫
4 遷移金属酸化物薄膜における新機能創成の研究 教　授 小林　典男
5 金属ガラスの材料科学 教　授 松原英一郎
 
15. 6.26～15. 6.27　　
15.10.23～15.10.24　　
15.10. 6～15.10. 7　　
15.10. 6～15.10. 7　　
15.12. 1～15.12. 2　　
番号 ワークショップの名称
代　　表　　者
開　催　予　定　期　間
連絡教官開催予定期間研　究　会　の　名　称番号
代　　表　　者
第５章　　海外との共同研究の実施状況
１．海外との交流協定
＊2003年度現在継続中のもの
世話部門 世話教官国名協定研究機関 協定締結年月日
ｼﾞｮｾﾞﾌ　ｽﾃﾌｧﾝ研究所 ｽﾛﾍﾞﾆｱ共和国 金属物性論研究部門 前川教授 2000.10.5
ﾍﾟﾝｼﾙﾊﾞﾆｱ州立大学 ｱﾒﾘｶ合衆国 量子表面界面科学研究部門 櫻井教授 1988.11.29
中国科学院物理研究所 中華人民共和国 量子表面界面科学研究部門 櫻井教授 1993.2.17
延世大学原子ｽｹｰﾙ表面研究所 大韓民国 量子表面界面科学研究部門 櫻井教授 1996.11.14
ｿｳﾙ大学校（自然科学大学） 大韓民国 量子表面界面科学研究部門 櫻井教授 1998.7.8
ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ真空工学研究所 ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ共和国 量子表面界面科学研究部門 櫻井教授 2000.6.9
ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ科学ｱｶﾃﾞﾐｰ物理学研究所 ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ共和国 量子表面界面科学研究部門 櫻井教授 2000.12.8
ハーバード大学理工学部 ｱﾒﾘｶ合衆国 量子表面界面科学研究部門 櫻井教授 2002.5.31
ﾛﾚｰﾇ国立総合工科大学 ﾌﾗﾝｽ共和国 結晶欠陥物性学研究部門 米永助教授 1980.9.16
ｹﾞｯﾁﾝｹﾞﾝ大学金属物理学研究所 ﾄﾞｲﾂ連邦共和国 高純度金属材料学研究部門 高木助手 1996.12.3
ﾍﾟﾝｼﾙﾊﾞﾆｱ大学工学部 ｱﾒﾘｶ合衆国 高純度金属材料学研究部門 高木助手 1997.4.25
ﾏｯｸｽ･ﾌﾟﾗﾝｸ金属研究所 ﾄﾞｲﾂ連邦共和国 高純度金属材料学研究部門 高木助手 1997.4.28
ｻﾝﾃﾃｲｴﾝﾇ鉱山大学材料構造ｾﾝﾀｰ ﾌﾗﾝｽ共和国 高純度金属材料学研究部門 高木助手 1997.4.29
中国科学院金属研究所 中華人民共和国 合金設計制御工学研究部門 川添教授 1997.11.26
清華大学 中華人民共和国 合金設計制御工学研究部門 川添教授 1998.8.31
ポーランド電子材料技術研究所 ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ共和国 合金設計制御工学研究部門 川添教授 2002.3.1
ゲッチンゲン大学 ドイツ 材料照射工学研究部門 長谷川教授 2003.10.23
中国科学院固体物理研究所 中華人民共和国 非平衡物質工学研究部門 井上教授 1985.1.1
産業科学技術研究所 大韓民国 非平衡物質工学研究部門 井上教授 1996.4.21
国立釜山大学校生産技術研究所 大韓民国 非平衡物質工学研究部門 井上教授 1996.10.28
国立台湾大学 台湾 非平衡物質工学研究部門 井上教授 2000.11.18
世話部門 世話教官国名協定研究機関 協定締結年月日
グルノーブル国立理工科大学 ﾌﾗﾝｽ共和国 非平衡物質工学研究部門 井上教授 2001.2.5
韓国東義大学 大韓民国 非平衡物質工学研究部門 井上教授 2002.5.31
工業技術研究院工業材料研究所 台湾 非平衡物質工学研究部門 井上教授 2002.10.29
スウェーデン王立工科大学 ｽｳｪｰﾃﾞﾝ 非平衡物質工学研究部門 井上教授 2002.9.6
ﾊﾟｰﾃﾞﾞｭｰ大学 ｱﾒﾘｶ合衆国 複合機能材料科学研究部門 後藤教授 1997.9.23
中国科学院上海硅酸塩研究所 中華人民共和国 複合機能材料科学研究部門 後藤教授 1998.12.3
武漢理工大学（旧：武漢工業大学新材
料研究所)
中華人民共和国 複合機能材料科学研究部門 後藤教授 2001.4.30
ﾛｰｻﾞﾝﾇ工科大学 ｽｲｽ連邦 複合機能材料科学研究部門 後藤教授 2000.11.20
ストックホルム大学 ｽｳｪｰﾃﾞﾝ 複合機能材料科学研究部門 後藤教授 2003.1.14
東義大学 大韓民国 複合機能材料科学研究部門 後藤教授 2003.12.19
韓国科学技術研究院 大韓民国 加工ﾌﾟﾛｾｽ工学研究部門 花田教授 1989.11.15
仁荷大学校工科大学 大韓民国 加工ﾌﾟﾛｾｽ工学研究部門 花田教授 2000.6.21
北京科学技術大学 中国 加工ﾌﾟﾛｾｽ工学研究部門 花田教授 2002.10.25
２．　外国人研究者の受け入れ実績
科学技術振興研究員
LEE JONG HO 2002.04.01 - 2003.03.30韓国 受入： 助手 吉川　章
ﾌｧﾗｼﾞｬﾝ ｱﾐｰﾙ ｱﾊﾞｽ 2002.04.01 - 2003.03.30イラン 受入： 教授 川添　良幸
ﾍﾞﾛｽﾙﾄﾞﾌ ﾛﾃﾞｨｵﾝ ﾌﾞﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨｯﾁ 2002.04.01 - 2003.03.30ロシア 受入： 教授 川添　良幸
クマール　ヴイジェイ 2002.12.01 - 2003.03.22インド 受入： 教授 井上　明久
ﾁｪﾝ　ﾎｰ 2003.04.01 - 2003.08.31中国 受入： 教授 川添　良幸
ﾌｧﾗｼﾞｬﾝ ｱﾐｰﾙ ｱﾊﾞｽ 2003.04.01 - 2004.03.30イラン 受入： 教授 川添　良幸
ﾍﾞﾛｽﾙﾄﾞﾌ ﾛﾃﾞｨｵﾝ ﾌﾞﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨｯﾁ 2003.04.01 - 2004.03.30ロシア 受入： 教授 川添　良幸
王　山鷹 2003.09.01 - 2004.03.30中国 受入： 教授 川添　良幸
ﾌﾟﾋﾟｼｪﾊﾞ ｵﾙｶﾞ 2003.12.16 - 2004.03.30ロシア 受入： 教授 川添　良幸
ｲﾝﾈﾙﾊﾞｴﾌﾞ ﾀﾙｶﾞﾄｳ 2003.12.18 - 2004.03.30ロシア 受入： 教授 川添　良幸
ﾜﾝﾅﾗｯﾄ ｿﾝﾃﾌﾟ 2004.01.09 - 2004.03.30タイ 受入： 教授 川添　良幸
研究支援者
ドン　ジンミン 2002.10.16 - 2002.12.31中国 受入： 教授 川崎　雅司
李　祥 2002.11.01 - 2003.02.28
GaN表面に対する金属の接合の研究
中国 受入： 教授 櫻井　利夫
ﾊﾟﾗﾆﾁｬﾐｰ ﾑﾙｶﾞﾝ 2003.01.16 - 2003.03.31インド 受入： 教授 川添　良幸
ﾙﾌﾟ ﾆｺﾚﾀ 2003.02.12 - 2003.03.30ルーマニア 受入： 教授 遠藤　康夫
呉　克輝 2003.04.01 - 2003.11.30
半導体-金属界面の微視的研究
中国 受入： 教授 櫻井　利夫
ﾙﾌﾟ ﾆｺﾚﾀ 2003.04.01 - 2003.12.15ルーマニア 受入： 教授 井上　明久
ﾊﾟﾗﾆﾁｬﾐｰ ﾑﾙｶﾞﾝ 2003.04.01 - 2004.03.30インド 受入： 教授 川添　良幸
ｶｽﾃﾚｰﾛ　ｱﾙﾍﾞﾙﾄ 2003.08.01 - 2004.02.06イタリア 受入： 教授 井上　明久
講師（中核的研究機関研究員）
PANG Shujie 2002.04.01 - 2003.03.31中国 受入： 教授 井上　明久
曽　忠 2002.04.01 - 2003.03.31中国 受入： 教授 川添　良幸
陳　平平 2002.04.01 - 2003.03.31中国 受入： 教授 八百　隆文
呉　克輝 2002.04.01 - 2003.03.31
半導体-金属界面の微視的研究
中国 受入： 教授 櫻井　利夫
陳　顔堂 2002.04.01 - 2003.03.31
バルク金属ガラスの微視的構造の研究
中国 受入： 教授 櫻井　利夫
王　建立 2002.10.01 - 2003.03.31
Si表面上に対する化合物半導体の接合の研究
中国 受入： 教授 櫻井　利夫
ｵﾘｼｭｷﾝ ｱﾝﾄﾞﾚｲ ｲﾜﾉﾋﾞｯﾁ 2002.10.07 - 2003.03.31
Si表面上に対するアルカリ金属の蒸着の研究
ロシア 受入： 教授 櫻井　利夫
周　剛 2002.10.16 - 2003.03.31中国 受入： 教授 川添　良幸
講師i（研究機関研究員）
ｵﾚｼｭｷﾝ ｱﾝﾄﾞﾚｲ 2003.04.01 - 2003.06.30ロシア 受入： 教授 櫻井　利夫
王　建立 2003.04.01 - 2003.12.31
Si表面上に対する化合物半導体の接合の研究
中国 受入： 教授 櫻井　利夫
塗　溶 2003.04.01 - 2004.03.3１
CVD法による熱遮蔽ジルコニア膜の合成
中国 受入： 教授 後藤　孝
李　文軍 2003.10.16 - 2004.03.31
溶融凝固法による非酸化物共晶セラミックスの作製
中国 受入： 教授 後藤　孝
成　旻錫 2003.11.01 - 2004.03.31韓国 受入： 助教授 吉見　享祐
ルプ　ニコレタ 2003.12.16 - 2004.02.10ルーマニア 受入： 教授 井上　明久
ｶﾙﾂﾊﾟﾅﾝ ｾﾝﾃｨﾙ 2004.01.16 - 2004.03.31インド 受入： 教授 末光　真希
産学官連携研究員
李　文軍 2002.10.01 - 2003.03.31
溶融凝固法による非酸化物共晶セラミックスの作製
中国 受入： 教授 後藤　孝
李　文軍 2003.06.11 - 2003.10.15
溶融凝固法による非酸化物共晶セラミックスの作製
中国 受入： 教授 後藤　孝
ﾛﾏﾉﾌｽｷｰ ｳﾗｼﾞﾐｰﾙ ﾚﾑ 2003.07.01 - 2003.10.31ロシア 受入： 教授 渡辺　和雄
ハディ　ｽﾜﾙﾉ 2003.10.01 - 2003.12.31ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 受入： 助教授 栗下　裕明
陳　春玲 2003.11.01 - 2004.03.30中国 受入： 教授 井上　明久
産学連携研究員
ﾊﾞﾙｶﾞｽ ｶﾞﾙｼｱｼﾞｮｰｼﾞ ﾛﾍﾞﾙﾄ 2002.04.01 - 2002.09.30
CVD法による貴金属触媒材料の開発
メキシコ
メキシコ国立工科大学
受入： 教授 後藤　孝
張　波萍 2002.04.01 - 2003.03.31
ヘリコンスパッタ法による非線形光学材料の合成
中国 受入： 教授 後藤　孝
Ａ　　ノーベル賞受賞者等招へい事業
KOHN, Walter　 2002.07.20 2002.07.27 教授 川添　良幸
米国 カルフォル二ア州立大学サンタバーバラ校名誉教授
受入：-
LAUGHLIN, Robert B. 2003.03.31 2003.04.12 教授 前川　禎通
米国 スタンフォード大学教授
受入：-
A2   外国人著名研究者招へい事業
ROHRER, Heinrich Hans 2002/09/29 2002/11/23 教授 櫻井　利夫
スイス 回折結晶学研究部門 IBMチューリッヒ
受入：-
ROHRER, Heinrich Hans 2003/01/25 2003/02/22 教授 櫻井　利夫
スイス 回折結晶学研究部門 IBMチューリッヒ
受入：-
ROHRER, Heinrich Hans 2003/10/19 2003/11/09 教授 櫻井　利夫
スイス 回折結晶学研究部門 IBMチューリッヒ
受入：-
ROHRER, Heinrich Hans 2004/01/26 2004/02/21 教授 櫻井　利夫
スイス 回折結晶学研究部門 IBMチューリッヒ
受入：-
B    日本学術振興会　外国人特別研究員（ＣＮＲＳ）
ERNULT, Franck 2002.11.22 2004.11.21
自己形成による磁性ナノドットの作製とスピン依存単一電子トンネルの研究
教授 高梨　弘毅
フランス
受入：-
B    日本学術振興会　外国人特別研究員（学術創成）
JAIN, Amit 2002.08.07 2004.07.31
スーパーコンピューター・ネットワーキングによる超大規模材料設計シミュレーション
教授 川添　良幸
インド
受入：-
C    日本学術振興会　外国人特別研究員
KO, HangJu（高　恒柱） 2000.01.01 2002.09.30
ＺnO薄膜へのＰ型ドーピング
教授 八百　隆文
韓国
受入：-
MA, Liqun（馬　立群）　　　　　　　 2000.06.28 2002.06.27
高性能バルクアモルファス合金の形成と物性に関する研究
教授 井上　明久
中国 東南大学 副教授
受入：-
WANG, Jingyun（王　晶雲） 2001.03.02 2003.03.01
磁性体多層膜界面の原子レベル構造とその特性の研究
教授 桜井　利夫
中国
受入：-
DELALIEUX, Ｆｉｌｉｐ 2001.11.29 2002.12.02
新しい微小領域分析法の開発とその石造物分析への応用
教授 我妻　和明
ベルギー
受入：-
WANG, JianTao (王　建涛） 2002.06.01 2003.02.10
第一原理計算によるナノサイズ物質の磁性の研究
教授 川添　良幸
中国
受入：-
YUAN, Guangyin (袁 　广銀) 2002.09.18 2004.09.17
その場反応により形成したナノ粒子分散強化型マグネシウム合金の開発
教授 井上　明久
中国
受入：-
ZENG, Zhong 2003.04.01 2005.03.31
チョクラルスキー法による大口径品質単結晶作製の為の対流制御と最適育成条件探索
教授 川添　良幸
中国
受入：-
d1   日本学術振興会　外国人招へい研究者（長期）
MITRA, Amitava 2002.12.02 2003.06.01
強磁性バルクガラスおよびナノ構造合金の開発とその性質
教授 井上　明久
インド 国立冶金研究所 副所長
受入：-
KUMAR, Vijay 2003.04.01 2003.09.30
クラスターの構造と物性に関するシミュレーション研究
教授 川添　良幸
インド クマール ヴィジェイ博士財団 財団代表
受入：-
TROIANOVSKI, Alecei M. 2004.01.19 2004.04.16
低温STM/STSによる超伝導体の渦糸構造とダイナミクスの研究
教授 小林　典男
ロシア ロシア科学アカデミーカピッツァ物理問題研究所 上級研究員
受入：-
d2   日本学術振興会　外国人招へい研究者（短期）
HA, JaeGeun　(河　在根） 2002.07.01 2002.08.29
スピン依存トンネル伝導におけるスピン注入効果の研究
教授 高梨　弘毅
韓国 光云大学 助教授
受入：-
KIM, Hyoung　Seop 2003.01.10 2003.02.09
Zr基アモルファス合金複合材料の開発と理論的考察
教授 井上　明久
韓国 忠南大学 助教授
受入：-
LEVY, Peter　Michael 2003.10.05 2003.11.08
ナノ構造磁性体におけるスピン輸送現象に関する理論的研究
教授 前川　禎通
ドイツ ニューヨーク大学 教授
受入：-
BELOSLUDOV,　Vladimir　 2004.03.12 2004.05.22
結晶崩壊機構決定のための機械的安定限界付近の結晶振動局在化の研究
教授 川添　良幸
ロシア ロシア科学アカデミー無機化学研究所シベリア支部 研究室長
受入：-
d3   日本学術振興会　アジア諸国との対応機関との覚書等
ZHANG, Sam Shanyong 2002/11/17 2002/12/16
マグネトロンスパッタにより作製したジルコニア膜の熱伝導解析
教授 後藤　孝
シンガポール ナンヤン工科大学 助教授
受入：-
PHILPOTT, Michael Ronald 2002/12/01 2002/12/08 教授 川添　良幸
シンガポール 国立シンガポール大学 教授
受入：-
VO, Vong 2003/01/02 2003/03/31 教授 平賀　贒二
ベトナム ベトナム国立自然科学技術センター 教授
受入：-
PHILPOTT, Michael Ronald 2003/05/03 2003/06/28 教授 川添　良幸
シンガポール 国立シンガポール大学 教授
受入：-
d4   日本学術振興会　対応機関との覚書等
RIERA, Jose A. 2002/05/28 2002/06/26 教授 前川　禎通
アルゼンチン ロザリオ大学 助教授
受入：-
JIANG, Jianzhong 2002/09/01 2002/09/30 教授 井上　明久
中国 デンマーク工科大学 助教授
受入：-
JIRSA, Milos 2002/09/01 2002/09/30
高温超伝導体の臨界電流とその高性能化および安定化
教授 小林　典男
チェコ チェコ科学アカデミー物理研究所 上級物理研究員
受入：-
JIRSA, Milos 2003/05/30 2003/06/28
点状欠陥及び双晶面による複合ピン止め構造を持つ純良YbaCuO単結晶における渦糸相
図と緩和現象
教授 小林　典男
チェコ チェコ科学アカデミー物理研究所 上級物理研究員
受入：-
Ｅ　　戦略的事業推進研究研究員
ZHANG,  Wei（張　偉） 2003.01.25 2004.03.31
自己構造・組織創成型過冷金属の応用展開
教授 井上　明久
（　　　　　）
受入：-
沈　宝龍 2003.04.01 2004.03.31
自己構造・組織創成型過冷金属の応用展開
教授 井上　明久
（　　　　　）
受入：-
SHARMA, Parmanannd 2003.05.19 2004.03.31
自己構造・組織創成型過冷金属の応用展開
教授 井上　明久
（　　　　　）
受入：-
Ｆ　　客員研究員
PENG, Lian-Mao（彭　練矛） 2001.04.01 2002.05.31
STM(走査トンネル顕微鏡)とHRTEM(高分解能透過電子顕微鏡)を用いたシリコン表面研究
教授 櫻井　利夫
中国 北京大学　電子工業科研究所研究部門　　　　教授
受入：-
RADNY, Marian 2002.09.22 2002.12.20
カーボンナノチューブの変形挙動に関する第一原理シミュレーション
教授 川添　良幸
オーストラリア ニューキャッスル大学講師
受入：-
Ｇ　　外国人研究者
CHANG, Ｊｉｈｏ（張　志豪）　　　　 2003.01.06 2003.03.31
分子線エピタキシ-による化合物半導体結晶成長
教授 八百　隆文
韓国 韓国海洋大学　助教授
受入：-
 WAGHMARE, Umesh V. 2003.06.30 2003.08.31
全電子混合基底第一原理シミュレーション計算プログラム開発
教授 川添　良幸
インド J.ネールー高度科学研究センター助教授
受入：-
BELOSLOUDOV, Vladimir 2003.07.25 2003.09.08
結晶崩壊機構決定のための機械的安定限界付近の結晶振動局在化の研究
教授 川添　良幸
ロシア ロシア科学アカデミーシベリア支部無機化学研究所・研究
室長
受入：-
HOSSAIN, MD. Faruque 2003.10.01 2004.03.31
酸化物半導体電子デバイスのシミュレーション
教授 川崎　雅司
バングラデシュ バングラデシュ科学・産業調査協議会　燃料研究開発協会
科学官
受入：-
PHILPOTT, Michael 2003.10.16 2003.11.14
生体無機ナノクラスターに関する第一原理シミュレーション計算
教授 川添　良幸
米国 シンガポール国立大学・材料科学学部
受入：-
VANNARAT, Sornthep 2003.12.01 2004.02.27
半導体表面への原子吸着に関する第一原理シミュレーション研究
教授 川添　良幸
タイ 国立電気コンピューターテクノロジーセンター研究者
受入：-
BELOSLOUDOV, Vladimir 2003.12.13 2004.02.15
結晶崩壊機構決定のための機械的安定限界付近の結晶振動局在化の研究
教授 川添　良幸
ロシア ロシア科学アカデミーシベリア支部無機化学研究所・研究
室長
受入：-
呉　健 2004.03.23 2004.03.31
水素誘起による半導体表面の金属化
教授 川添　良幸
中国 清華大学高等研究中心助教授
受入：-
3．本研究所教官の在外研究（3ヶ月以上）
外国出張/文部省在外研究員（若手）
原子力材料物性学研究部門 助手 土屋　文
スペイン（スペイン国原子力研究所）
2003.06.01 2003.11.30
セラミックスに対する動的照射効果を利用した新エネルギー変換システムの開発
に関する研究のため
-
渡航先：
目　的 ：
外国出張/文部省在外研究員（若手）
超高圧化学研究部門 助手 福村　知昭
アメリカ合衆国（カリフォルニア大学サンタバーバラ校）
2003.06.16 2004.06.15
有機デバイスと無機材料の融合に関する研究のため
-
渡航先：
目　的 ：
外国出張/文部省在外研究員（若手）
溶解凝固制御工学研究部門 助手 明石　孝也
アメリカ合衆国（カリフォルニア大学バークレー校）
2003.07.17 2004.09.24
高温における物質移動の現象に関する研究のため
-
渡航先：
目　的 ：
外国出張/日本学術振興会特定国派遣研究員
低温物理学研究部門 助手 西嵜　照和
オランダ（ライデン大学カマリン・オンネス研究所）
2001.11.01 2002.10.31
STM/STSを用いた超伝導体の渦糸構造の研究のため
-
渡航先：
目　的 ：
外国出張
名誉教授 本河　光博
ドイツ（フンボルト大学）
2003.06.02 2003.09.01
サイクロトロン共鳴に関する共同研究
-
渡航先：
目　的 ：
外国出張
放射線金属物理学研究部門 助手 平賀　晴弘
アメリカ合衆国（ブルックヘブン国立研究所）
2003.10.19 2004.03.21
日米協力「中性子散乱」研究事業の一環として、Crの反強磁性状態における磁気
励起をはじめ、超伝導体、磁性体、誘導体のスピン・格子ダイナミックスを研究す
る
-
渡航先：
目　的 ：
海外研修
合金設計制御工学研究部門 助手 孫　強
アメリカ（ヴァージニア・コモンウェルス大学）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2002.05.06 2001.03.01-
渡航先：
目　的 ：
第６章　　学会等の研究活動
１．　国際会議における発表状況
2002年度【 ／184件 】
金属物性論研究部門
前川　禎通 1　　教授
CERC-ERATO International Conference
Hawaii 2002 5 22 2002 5 25
Nonlinear optical response and spin-charge separation in Mott insulators
口頭（招待・特別）
-USA
International Workshop on Electronic structure of solids
Dresden 2002 7 3 2002 7 5
Electronic Excitations in Mott Insulators
口頭（招待・特別）
-Germany
Workshop on Nanopatterned Magnetic Systems
Orsay 2002 10 6 2002 10 9
Spin Injection into Magnetic Nanostructures
口頭（招待・特別）
-France
Symposium on Spin-Charge-Photon Coupled Systems
Tokyo 2002 11 18 2002 11 20
Electronic Excitations and Resonant Inelastic X-Ray Scattering in High-Tc Cuprates and
Other Transition Metal Oxides
口頭（招待・特別）
-Japan
MRS Meetong
Boston 2002 12 1 2002 12 5
Magnetoelectronics and Novel Magnetic Phenomena in Nanostructures
口頭（招待・特別）
-USA
IXS-CAT Workshop
Argonne 2003 1 27 2003 1 28
Theory of Resonant Inelastic X-ray Scattering in High-Tc Cuprates and Other Transition
Metal Oxides
口頭（招待・特別）
-USA
Workshop on Orbital Ordering and Fluctuations in d- and f-electron Systerms
Tokai 2003 2 17 2003 2 19
Effects of Orbitals in Transition Metal Oxides
口頭（招待・特別）
-Japan
遠山 貴己 2　　助教
授
FERLIN International Workshop, Bled 2002, “Non-Fermi-Liquid Physics in
Transition Metal and Rare Earth Compounds”
Bled 2002 5 23 2002 5 25
Charge and spin in the stripe phase of high Tc cuprates
口頭（招待・特別）
-Slovakia
International Conference on Frontiers in Condensed Matter Physics: Electronic
Structure and Properties (FESP02)
Groningen 2002 6 10 2002 6 14
Nonlinear optical response in one- and two-dimensional Mott insulators
口頭（一般）
-Netherlands
The 23rd International Conference on Low Temperature Physics (LT23)
Hiroshima 2002 8 20 2002 8 27
Difference of electronic states between hole- and electron-doped cuprates
ポスター（一般）
-Japan
Workshops of The Advanced Light Source Users' Meeting
Berkeley 2002 10 10 2002 10 12
Mott gap and resonant inelastic X-ray scattering in cuprates
口頭（招待・特別）
-USA
8th International Workshop on Chemical Designing and Processing of High-Tc
Superconductors and Related Materials (Chem-HTSC VIII)
Yokohama 2002 11 8 2002 11 9
Electronic states of the stripe phase in high-Tc cuprates
口頭（招待・特別）
-Japan
The 15th International Symposium on Superconductivity (ISS2002)
Yokohama 2002 11 11 2002 11 13
Difference of thermodynamic properties between hole- and electron-doped high-Tc
cuprates
口頭（一般）
-Japan
Fourth International Conference on New Theories, Discoveries and Applications
of Superconductor and Related Materials (New3SC-4)
San Diego 2003 1 16 2003 1 21
Difference of electronic states between hole- and electron-doped cuprates
口頭（招待・特別）
-USA
高橋　三郎 4　　助手
23rd International Conference on Low Temperature Physics
Hiroshima 2002 8 20 2002 8 27
Spin-current induced Hall effect in superconductors
口頭（招待・特別）
-Japan
小山　富男 4　　助手
The 15th International Symposium on Superconductivity
Yokohama 2002 11 11 2002 11 13
I-Vcharacteristics and Optical Properties oin High-Tc Superconductors with Alternating
Junction Parameters
ポスター（一般）
-Japan
New Theories, Discussion and Applications of Superconductors and Related
Materials
San Diego 2003 1 16 2003 1 21
Friedel Oscillation in a Vortex State of Type II Superconductors
口頭（招待・特別）
-USA
小椎八重　航 4　　助手
Moscow International Symposium on Magnetism
Moscow 2002 6 20 2002 6 24
口頭（招待・特別）
-Russia
The 23rd International Conference on Low Temperature Physics
Hiroshima 2002 8 20 2002 8 27
Exact-diagonalization Study of Thermoelectric Response in Strongly Correlated Electron
Systems
ポスター（一般）
-Japan
CREST INTERNATIONAL WORKSHOP
Sendai 2002 8 29 2002 8 31
Theory of thermoelectric response in strongly correlated electron systems
ポスター（一般）
-Japan
IMR Workshop on Studies of Novel Quantum "Orbital" State in Strongly
Correlated Electron Systems
Sendai 2002 8 28
Theory of thermopower in strongly correlated electron systems
口頭（招待・特別）
-Japan
結晶物理学研究部門
中嶋　一雄 1　　教授
the 5th China-Japan Workshop on Microgravit Sciences
Dunhuang, Gansu Province 2002 9 3 2002 9 6
Impurity effect on the quality of protein crystals evaluated by the X-ray diffraction
method: dependency on the supersaturation
口頭（招待・特別）
T. Matsui, G. Sazaki, T. Sato, T. Ujihara, K. Fujiwara, N.Usami
-China
PV in Europe from PV Technology to Energy Solutions Conference and Exhibition
Palazzo dei Congressi, 2002 10 7 2002 10 11
Growth and optical properties of SiGe multicrystals with microscopic compositional
distribution for new Si/SiGe heterostructural solar cells
口頭（一般）
N. Usami, K. Fujiwara, T. Takahashi, T. Ujihara, G. Sazaki, and T. Shishido
-Italy
宇佐美　徳隆 2　　助教
授
29th IEEE Photovoltaic Specialists Conference
New Orleans 2002 5 20 2002 5 24
Si/multicrystalline-SiGe heterostructure as a candidate for solar cells with high
conversion efficiency
ポスター（一般)
N. Usami, T. Takahashi, K. Fujiwara, T. Ujihara, G. Sazaki, Y. Murakami, and K.
Nakajima
-USA
First International Symposium on Crystal Science and Technology
Kofu 2002 6 5
Growth of　SiGe bulk crystal with uniform composition by
utilizing in situ monitoring of the crytal-solution interface
口頭（招待・特別）
N. Usami, Y. Azuma, K. Fujiwara, T. Ujihara, G. Sazaki, Y. Murakami, and K.Nakajima
-Japan
second　international workshop on new group-IV
semiconductors
Kofu 2002 6 2 2002 6 4
Fabrication of SiGe substrate with uniform composition and its application to
strain-controlled epitaxy for group-IV heterostructures
ポスター（一般)
N. Usami, K. Kutsukake, Y. Azuma, K. Fujiwara, T. Ujihara, G. Sazaki, Y.Murakami, K.
Nakagawa, and　K. Nakajima
-Japan
26 th International Conference on Physics of Semiconductors
Edinburgh 2002 7 29 2002 8 2
Built-in strain modulation in multicrystalline SiGe with microscopic compotional
distribution
ポスター（一般)
N. Usami, T. Takahashi, K. Fujiwara, T. Ujihara, G. Sazaki, and K. Nakajima
-UK
International Conference on SiGe(C) Epitaxy and Heterostructures
Santa Fe 2003 3 9 2003 3 12
Impact of the annealing temperature on the homogeneity of SiGe-on-insulator
ポスター（一般)
N. Usami, K. Kutsukake, K. Fujiwara, T. Ujihara, G. Sazaki, S. Ito, B. P. Zhang and K.
Nakajima
-USA
宇治原　徹 4　　助手
29th IEEE Photovoltaic Specialists Conference
New Orleans 2002 5 20 2002 5 24
Grain growth of polycrystalline Si thin film for solar cells and its properties
ポスター（一般)
T. Ujihara, E. Kanda, K. Fujiwara, G. Sazaki, N. Usami, Y. Murakami, K. Kitahara, and
K. Nakajima
-USA
PV in Europe from PV Technology to Energy Solutions Conference and Exhibition
Rome 2002 9 3 2002 9 6
Effect of growth temperature on surface morphology and crystal quality of Si thin-film by
liquid phase epitaxial growth technique
ポスター（一般)
T. Ujihara, E. Kanda, K. Fujiwara, G. Sazaki, N. Usami, K. Nakajima
-Italy 
沓掛　健太朗 9　　大学
院生
First International SiGe Technology and Device Meeting (ISTDM 2003)
Nagoya 2003 1 15 2003 1 17
Fabrication SiGe-on-insulator by rapid thermal annealing of Ge thin film on
Si-on-insulator substrate
ポスター（一般)
K.Kutsukake, N.Usami, K.Fujiwara, T.Ujihara, G.Sazaki, B.P.Zhang and K.Nakajima
-Japan
磁気物理学研究部門
野尻　浩之 1　　教授
International Conference on Low temperature physics 23
Hiroshima 2002 8 20 2002 8 27
口頭（招待・特別）
-Japan
International workshop on quantum dynamics on nano-scale magnets
Awaji 2002 12 1 2002 12 4
口頭（招待・特別）
-Japan
先端物性学研究部
平賀　晴弘 4　　助手
CREST International Workshop on Novel Phenomena in Transition Metal
Compounds
Sendai 2002 8 29 2002 8 31
Magnetic excitations in the spin-glass phase of LSCO
ポスター（一般)
-Ｊapan
Annual American Physical Society March Meeting 2003
Austin 2003 3 3 2003 3 7
New Magnetic Excitaions in the Spin Density Wave of Cr
口頭（招待・特別）
-USA
回折結晶学研究部門
櫻井　利夫 1　　教授
Asia SPM4 and Taipei Symposium on Nanotechnology
Taipei 2002 8 13 2002 8 15
Mobile Invisible Alkali Metal Atoms and Magic Clusters on Si(111)-7x7 Surface
口頭（招待・特別）
-China
藤川　安仁 4　　助手
Symposium on Surface Physics 2003 (SSP '03)
Shizukuishi 2003 3 10 2003 3 13
Strained atomic structure of the Ge(105) surface
口頭（招待・特別）
-Japan
低温物理学研究部門
小林　典男 1　　教授
International Conference on Physics and Chemistry of Molecular and Oxide
Superconductors
Hsinchu 2002 8 13 2002 8 18
Vortex Phase Diagram in Zn-Doped YBa2Cu3Oy Crystals
ポスター（一般）
N. Kobayashi, T. Sato, T. Nishizaki, K. Shibata, M. Maki, T. Sasaki
-Taiwan
23nd International Conference on Low Temperature Physics
Hiroshima 2002 8 20 2002 8 27
LT-STM Observation of YBa2(Cu1-xZnx)3Oy3-d Single Crystals
ポスター（一般）
M. Maki, T. Nishizaki, N. Kobayashi
-Japan
4th International Conference on New Theoryis, Discoveries, and Applications of
Superconductors and Related Materials
San Diego 2003 1 16 2003 1 21
STM/STS Studies of Electronic and Vortex Structures in YBCO
口頭（招待・特別）
N. Kobayashi, K. Shibata, M. Maki, T. Nishizaki, T. Sasaki
-USA
佐々木　孝彦 2　　助教
授
Multilateral Symposium between the Korean Academy of Science and Technology
and the Foreign Academies
Seoul 2002 5 8 2002 5 10
Quantum vortex liquid state in the quasi two dimensional organic superconductor
k-(BEDT-TTF)2Cu(NCS)2
ポスター（一般）
-Korea
International Conference on Science and Technology of Synthetic Metals
ICSM2002
Shanghai 2002 6 29 2002 7 5
Quantum magnetic oscillations in the quantum vortex liquid state of
k-(BEDT-TTF)2Cu(NCS)2
ポスター（一般）
-China
The 23rd International Conference on Low Temperture Physics LT23
Hiroshima 2002 8 21 2002 8 27
Quantum vortex liquid state in the quasi two dimensional organic superconductor
k-(BEDT-TTF)2Cu(NCS)2
ポスター（一般）
-Japan
工藤　一貴 4　　助手
2002 International Conference on Physics and Chemistry of Molecular and Oxide
Superconductor
National Tsing Hua 2002 8 13 2002 8 18
Thermal conductivity of the four-leg spin-ladder system La2Cu2O5 single crystal
ポスター（一般）
K. Kudo, T. Noji, Y. Koike, T. Nishizaki and N. Kobayashi
-Taiwan
23th International Conference on Low Temperature Physics
Hiroshima 2002 8 20 2002 8 27
Zn-substitution effect on the thermal conductivity of the two-dimensional spin-gap
system SrCu2(BO3)2 and the two-dimensional antiferromagnetic system Cu3B2O6
single-crystals
ポスター（一般）
K. Kudo, T. Noji, Y. Koike, T. Nishizaki, N. Kobayashi
-Japan
西嵜　照和 4　　助手
The 23nd International Conference on Low Temperature Physics (LT-23)
Hiroshima 2002 8 20 2002 8 27
STM Imaging of Vortex Structures in NbN Thin Films
ポスター（一般）
A.M. Troyanovski, G.J.C. van Baarle, P. H. Kes and J. Aarts
-Japan
The 2002 International Conference on Physics and Chemistry of Molecular and
Oxide Superconductors (MOS2002)
Hsinchu 2002 8 13 2002 8 18
Vortex Phase Transition and Universal Threshold of Critical Points in YBa2Cu3Oｙ
口頭（招待・特別）
-Taiwan
米山　直樹 4　　助手
The International Conference on the Science and Technology of Synthetic Metals
2002 (ICSM2002)
Shanghai 2002 6
Magnetic phase diagram and superconductivity in kappa-type ET salts
ポスター（一般）
Sasaki T, Kobayahi N
-China
低温電子物性学研究部門
岩佐　義宏 1　　教授
Materials Research Society 2002 Spring Meeting
San Francisco 2002 4 2 2002 4 6
New Redox-Active Compounds with High Capacity: Sulfer Containing Heterocyclic
Copolymers for Lithium Secondary Batteries
口頭（招待・特別）
H. Uemachi and T. Mitani
-USA
The 200th Electrochemical Scociety Meeting
Philadelphia 2002 5 13 2002 5 16
Solid State Properties of Metallofullerenes
口頭（招待・特別）
-USA
International Conference on Science and Technology of Synthetic Metals 2002
(ICSM2002)
Shanghai 2002 7 1
Extraordinarily high reducrion states of fullerenes produced by intercalation
口頭（一般）
T.Ito, T.Takenobu, and T.Mitani
-China
International Conference on Science and Technology of Synthetic Metals 2002
(ICSM2002)
Shanghai 2002 7 1
Dielectric and magnetic properties of metallofullerene La@C82 solid
口頭（一般）
C.J.Nuttall
-China
The 2nd Hiroshima Workshop - Transport and Thermal Properties of Advanced
Materials
Higashi-Hiroshima 2002 8 16 2002 8 19
Current status of superconductivity and metal-insulator transition in C60
口頭（招待・特別）
-Japan
The 23rd International Conference on Low Temperature Physics
Hiroshima 2002 8 20 2002 8 27
Metal-Insulator Transition in C60 Fullerides
口頭（招待・特別）
T. Takenobu
-Japan
田口　康二郎 2　　助教
授
The Physics of Frustration: from Proteins to Pyrochlores
Santa Fe 2002 6 19
Unconventional behaviors of anomalous Hall effect in pyrochlore-type molybdates
口頭（招待・特別）
Y. Oohara, H. Yoshizawa, N. Nagaosa, and Y. Tokura
-USA
American Physical Society, 2003 March meeting
Austin 2003 3 4
High magnetic-field study on the anomalous Hall effect and magnetization in Nd2Mo2O7
口頭（一般）
T. Sasaki, S. Awaji, Y. Iwasa, T. Tayama, T. Sakakibara, S. Iguchi, T. Ito, and Y.
Tokura
-USA
竹延　大志 4　　助手
International Coference on Science and Technology of Synthetic Metals
2002(ICSM2002)
Shanghai 2002 7 1
Hydrogen strage at moderated temperature in SWNT bundles and peapods
ポスター（一般）
T. Takenobu, M. Shiraishi, A. Yamada, M. Ata, H. Kataura, and Y. Iwasa
-China
XVIIth International Winterschool Euroconference of Novel Materials
Kirchberg/Tirol 2003 3 8 2003 3 15
Carrier doping with organic molecules in SWNT
口頭（招待・特別）
-Austria
放射線金属物理学研究部門
山田　和芳 1　　教授
CERC-ERATO 2002 International Workshop on “Phase Control of Correlated
Electron System
Hawaii 2002 5 2002 5
Freezing and melting of charge stripes in La2-x(Sr, Ba)x(Cu, Ni)O4
口頭（招待・特別）
-USA
The 23th International Conference on Low Temperature Physics
2002 8 2002 8
A comparative study on the magnetic order in hole- and electron-doped cuprates
口頭（招待・特別）
-Japan
大山　研司 2　　助教
授
The 3rd International Symposium on Advanced Science Research 2002
(ASR2002),
2002 11 12 2002 12 13
Anomalous Magnetic Scattering in Tetragonal RB2C2 (R=rare earth) Observed by Neutron
Diffraction
ポスター（一般）
K. Ohoyama, K. Indoh, A. Tobo, K. Kaneko, H. Onodera and Y. Yamaguchi
-Japan
結晶欠陥物性学研究部門
米永　一郎 2　　助教
授
Nato Advanced Research Workshop on Extended Defects in Wide gap Materials
and Extended Defects in Semiconductors
Bologna 2002 6 1 2002 6 6
Impurity Effects on Dislocation Activities in Si
ポスター（一般）
-Italy
European Materials Research Society Spring Meeting
Strasburg 2002 6 17 2002 6 21
Dislocation Behavior in nHeavily Germanium-doped Silicon Crystals
口頭（一般）
-France
4th International Conference on Materials and Nanoengineering
Espoo(Helsinki) 2002 6 10 2002 6 12
High temperature strength of bulk single crystals of III-V Nitrides
口頭（一般）
-Finland
Nato Advanced Research Workshop on Extended Defects in Wide gap Materials
and Extended Defects in Semiconductors
Bologna 2002 6 1 2002 6 5
High Temperature Strength of III-V Nitride Crystals
口頭（一般）
-Italy
The 12th International Semiconducting and Insulating Materials Conference
Smolenice 2002 6 30 2002 7 5
Growth and fundamental properties of GeSi bulk crystals
口頭（招待・特別）
-Slovakia
Materials Research Scoiety 2002 Fall Meeting
Boston 2002 12 1 2002 12 6
Dislocation mobility and yield strength of bulk single-crystal GaN
口頭（一般）
-USA
1st International SiGe Technology and Device Meeting
Nagoya 2003 1 15 2003 1 17
Local atomic structure in Czochralski-grown Ge1-xSix bulk alloys
口頭（一般）
-Japan
1st International Symposium on Point Defects and Nonstoichiometry
Sendai 2003 3 20 2003 3 22
Dislocation-Impurity Interaction in Si
口頭（一般）
-Japan
American Physical Society 2003 Spring Meeting
Austin 2003 3 2 2003 3 7
A scaling rule of indentation hardness of semiconductors
口頭（一般）
-USA
13th International Conference on MIcroscopy of Semiconducting Materials
Cambridge 2003 3 31 2003 4 3
Dislocation-Impurity interaction in Si
口頭（一般）
-UK
高純度金属材料学研究部門
吉見　享祐 2　　助教
授
2002 MRS Fall Meeting
Boston 2002 12 2 2002 12 6
Nanoporous Behavior Induced by Excess Vacancy Clustering in Rapidly －Solidified B2
FeAl Ribbons
ポスター（一般)
Tomohide Haraguchi, Hidemi Kato, Shuji Hanada, Akihisa Inoue
-USA
TMS2003 132nd Annual Meeting
San Diego 2003 3 2 2003 3 6
Surface Nanostructure Controlling of B2 FeAl Single Crystal by Vacancy Clustering
口頭（招待・特別）
Shuji Hanada, Tomohide Haraguchi
-USA
TMS2003 132nd Annual Meeting
San Diego 2003 3 2 2003 3 6
Nanopore Formation in B2 Aluminide by Vacancy Clustering
口頭（一般）
Tomohide Haraguchi, Hidemi Kato, Shuji Hanada, Akihisa Inoue
-USA
合金設計制御工学研究部門
川添　良幸 1　　教授
MRS 2002 (Spring Meeting)
2002 4 1 2002 4 5
Simulation Study on Structure and Electrical Conductivity of Aromatic Molecules for
Nanoscale Device
口頭（一般）
Hiroshi Mizuseki, Chiranjib Majumder, Rodion V. Belosloudov, Amir A. Farajian,
Jian-Tao Wang, Hao Chen and Yoshiyuki Kawazoe
-
MRS 2002 (Spring Meeting)
2002 4 1 2002 4 5
Hybrid Model Simulation on Cluster Growth and Deposition Processes
口頭（一般）
Hiroshi Mizuseki, Kenta Hongo, Yoshiyuki Kawazoe and Luc T. Wille
-
International Symposium on Novel Materials
2002 6 3 2002 6 6
Molecular Electronics
口頭（招待・特別）
Yoshiyuki Kawazoe
-
The European Materials Research Society '02
2002 6 18 2002 6 21
Theoretical Study of Alkyl Derivative C37H50N4O4 Molecule for Stable Molecular Rectifier:
Geometric and Electronic Structures
口頭（一般）
Hiroshi Mizuseki, Kenji Niimura, Chiranjib Majumder and Yoshiyuki Kawazoe
-
ICNME 2002 (The 5th International Conference on Nano-Molecular Electronics)
2002 12 10 2002 12 12
Theoretical Study of Donor-Spacer-Acceptor Structure Molecule for Use as Stable
Molecular Rectifier: Geometric and Electronic Structures
口頭（一般）
Hiroshi Mizuseki, Kenji Niimura, Chiranjib Majumder and Yoshiyuki Kawazoe
-
NanoTech 2003 (2003 Nanotechnology Conference and Trade Show)
2003 2 23 2003 2 27
Theoretical Study of Donor-Spacer-Acceptor Structure Molecule for Stable Molecular
Rectifier
口頭（一般）
H. Mizuseki, K. Niimura, C. Majumder, R. V. Belosludov, A. A. Farajian and Y.
Kawazoe
-
March Meeting 2003 (Bulletin of The American Physical Society)
2003 3 3 2003 3 7
Stabilization of Si60 Cage Structure: The Agony and the Ecstasy
口頭（招待・特別）
Y. Kawazoe, Q. Sun, Q. Wang, B. K. Rao and P. Jena
-
March Meeting 2003 (Bulletin of The American Physical Society)
2003 3 3 2003 3 7
Theoretical Study of Donor-Spacer- Acceptor Structure Molecule for Molecular Rectifier
口頭（一般）
Hiroshi Mizuseki, Kenji Niimura, Rodion V. Belosludov, Amir A. Farajian and
Yoshiyuki Kawazoe
-
材料照射工学研究部門
長谷川　雅幸 1　　教授
The 2003 Annual TMS Meeting Symposium
San Diego 2003 3 2 2003 3 3
Microstructual Processes in Irradiated Materials
口頭（招待・特別）
M. Hasegawa, Y. Nagai, Z. Tang,, T. Chiba, E. Kuramoto and M. Takenaka
-USA
永井　康介 2　　助教
授
IGRDM-10
Awaji 2002 5 19 2002 5 24
Ultrafine Cu particles and vacancy Cu complexes induced by irradiation in FeCu and
FeCu-X (X=Ni, Mn, P) model alloys studied by PA
口頭（一般）
-Japan
21stSymposium on the Effects of Radiation on Materials
Arizona 2002 6 18 2002 6 20
Irradiation Induced Vacancy-Cr Aggregations in Fe-Cu and Fe-Cu-Ni Model Alloys of
Reactor Pressure Vessel Steels Studied
口頭（一般）
-USA
The 7th International Workshop on Positron and Positronium Chemistry
Knoxville, Tennessee 2002 7 7 2002 7 12
Elemental Analysis of Positron Affinitive Site in Materials by Coincidence Doppler
Broadening Spectroscopy
口頭（招待・特別）
-USA
The 3rdInternational Workshop on Positron Studies of Semiconductor Defects
Sendai 2002 9 29 2002 10 4
Positron Trapping at Defects in FZ- and CZ-Si at Low Temperatures
口頭（一般）
-Japan
唐　政 4　　助手
The 3rd International Workshop on Positron Studies of Semiconductor Defects
Sendai 2002 9 29 2002 10 4
Ab Initio calculations of positron annihilation in defects of silicon: The approach and the
comparison with experiments
口頭（招待・特別）
-Japan
原子力材料物性学研究部門
四竃　樹男 1　　教授
15th Technology of Fusion Energy
Washington D.C. 2002 12 17 2002 12 21
Gas Nuclear Transmutation Effects in Aluminum Nitride
口頭（一般）
S. Nagata, B. Tsuchiya, K. Toh
-USA
American Nuclear Society Winter Meeting
Washington D.C. 2002 12 17 2002 12 21
Gas Nuclear Transmutation Effects in Aluminum Nitride
ポスター（一般)
S．Nagata，B．Tsuchiya，K．Toh
-USA
永田　晋二 2　　助教
授
15th International Conference on Plasma Surface Interactions in Controlled
Fusion Devices
Gifu 2002 5 24 2002 5 29
Hydrogen and deuterium uptake in helium implanted layer of Mo and W
ポスター（一般）
S. Nagata, B. Tsuchiya, N. Ohtsu, T. Sugawara, T. Shikama, K. Tokunaga, M.
Takenaka, E. Kuramoto
-Japan
Annual Meeting of the Internatioal Society of Optical Enginnering
Seattle 2002 7 9 2000 7 11
Studies of behavior of hydrogen in fused silica by ion beam analysis techniques
口頭（一般）
S. Nagata, B. Tsuchiya, K. Toh, N. Ohtsu, T. Kakuta, T. Shamoto, T. Shikama
-USA
International Conference on Metal-Hydrogen Systems
Annecy 2002 9 15 2002 9 20
Hydrogen accumulation in the helium implanted surface of Mo single crystals
ポスター（一般）
S. Nagata, K. Tokunaga, N. Ohtsu, T. Kakuta, T. Shamoto, T. Shikama
-France
土屋　文 4　　助手
15th Int. Conf. on Plasma Surface Interaction
Gifu 2002 5 27 2002 5 31
Re-Emission of Hydrogen Implanted into Graphite by Helium Ion Bombardment
ポスター（一般）
K. Morita, S. Yamamoto, S. Nagata, N. Ohtsu, T. Shikama and H. Naramoto
-Japan
SPIE’s 47th Annual Meeting
Siattle 2002 7 7 2002 7 11
Radiation Effects of 14 MeV Fusion Neutrons on Optical Transmission Properties of
Fused Silica Core Optical Fibers
ポスター（一般）
T. Kakuta, S. Nagata, J. Hori, T. Nishitani, K. Toh and T. Shikama
-USA
14th Int. Conf. on Inelastic Ion-Surface Collisions
Ameland 2002 9 8 2002 9 13
Hydrogen Desorption in The Surface Layer of Titanium Hydride
ポスター（一般）
S. Nagata, T. Shikama and M. Asari
-Netherlands
Int. Conf. on Metal-Hydrogen Systems
Annecy 2002 9 2 2002 9 6
Heat Conductions Due to Electrons and Phonons for Titanium Hydride and Deuteride
ポスター（一般）
S. Nagata, T. Shikama, K. Konashi and M. Yamawaki
-France
7th World. Conf. on Neutron Radiography
Roma 2002 9 15 2002 9 20
Evaluation of Hydrogen Concentration in Zirconium Hydride and Deuteride Using Neutron
Radiography
ポスター（一般）
R. Yasuda, M. Teshigawara, K. Konashi, S. Nagata, T. Shikama and M. Yamawaki
-Italy
20th Int. Conf. on Atomic Collisions in Solids
Puri 2003 1 19 2003 1 24
Oxygen Ion-Induced Detrapping of Hydrogen Retained in Graphite
ポスター（一般）
S. Nagata and T. Shikama
-India
藤　健太郎 4　　助手
International Symposium on Optical Science and Technology
Seattle 2002 7 7 2002 7 11
Studies of radioluminescences in fused silica core fibers 
ポスター（一般)
T. Shikama, S. Nagata, B. Tsuchiya
-USA
15th Technology of Fusion Energy  
Washington D.C. 2002 12 17 2002 12 21
Search for radioluminescent materials working at elevated temperature
口頭（一般）
T. Shikama, S. Nagata, B. Tsuchiya
-USA
American Nuclear Society winter meeting
Washington D.C. 2002 12 17 2002 12 21
Search for radioluminescent materials working at elevated temperature
ポスター（一般)
T. Shikama, S. Nagata, B. Tsuchiya
-USA
原子力材料工学研究部門
松井　秀樹 1　　教授
6th International Symposium on Fusion Nuclear Technology
San Diego, California 2002 4 7 2002 4 12
Progress in IFMIF Project
口頭（招待・特別）
-USA
21st Symposium on the Effects of Radiation on Materials
Tucson, Arizona 2002 6 18 2002 6 20
Dislocation channel formation process in neutron irradiated vanadium alloys by using
in-situ SEM obsevation
口頭（一般）
-USA
6th IEA&JUPITER Joint Workshop on Vanadium Alloys for Fusion Applications
Tucson, Arizona 2002 6 21 2002 6 22
Microstructural Evolution
口頭（一般）
-USA
Second IEA Fusion Materials Agreement Workshop on Modeling and Experimental
Validation
Les Diablerets 2002 9 30 2002 10 4
Evolution at large plastic strains and fracture
口頭（一般）
-Switzerland
ランダム構造物質学研究部門
松原　英一郎 1　　教授
Nanostructured advanced manetic materials
Irsee 2002 6 9 2002 6 13
3D Local Structure Analysis in FePt ilms by Laboratory X-ray Fluorescence Holography
ポスター（一般）
Y. Takahashi, K. Hayashi, E Matsubara, T. Shima, K. Takanashi
-Germany
International Workshop on Nanostructured Metallic Materials
2003 3 9 2003 3 12
Local Atomic Structures in Bulk Metallic Glasses
口頭（招待・特別）
-Japan
林　好一 2　　助教
授
The 4th International Conference on Materials for Microelectronics and
Nanoengineering
Espoo 2002 6 9 2002 6 13
Three dimentional atomic imaging of SiGe system by X-ray fluorescence holography
ポスター（一般）
K. Hayashi, Y.Takahashi, E. Matsubara, N. Usami, K. Nakajima
-Finland
超高圧化学研究部門
川崎　雅司 1　　教授
ONR Workshop on Ferroelectric Semiconductor Interface
Hawaii 2002 4 7 2002 4 11
Interface Engineered Perovskite Heterostructures
口頭（招待・特別）
-USA
ONR Workshop on Ferroelectric Semiconductor Interface
Hawaii 2002 4 7 2002 4 11
ZnO Field Effect Devices
口頭（招待・特別）
-USA
CERC-ERATO Workshop on “Phase Control of Correlated Electron Systems”
Hawaii 2002 5 22 2002 5 25
Interface Engineered Perovskite Heterostructures
口頭（招待・特別）
-USA
Int'l Union of Materials Research Societies International Conference on Advanced
Materials 2002
Xi'an 2002 6 10 2002 6 14
Triphase Pulsed Laser Epitaxy of Single Crystalline RBa#D2#DRCu#D3#DRO#D7#DR Thin
Films
口頭（招待・特別）
-China
3rd Int’l Conf. on Inorganic Materials
Konstanz 2002 9 7 2002 9 10
Combinatorial Synthesis and High Throughput Characterization of Functional Oxide Thin
Films
口頭（招待・特別）
-Germany
Augsburg Univ. Physics Seminar
Augsburg 2002 9 12 2002 9 13
Interface issues of Correlated Electron Systems
口頭（招待・特別）
-Germany
2nd International Workshop on Zinc Oxide
Ohio 2002 10 23 2002 10 25
ZnO Field Effect Devices
口頭（招待・特別）
-USA
9th International Workshop on Oxide Electronics
Florida 2002 10 20 2002 10 23
Challenges and Opportunities of Spintronics in Semiconducting Oxides
口頭（招待・特別）
-USA
Dr. Pohrer’s JSPS Aword Workshop II
Sendai 2002 11 11 2002 11 12
Interface Magnetism in Nanostructures and Devices of Correlated Electron Oxides
口頭（招待・特別）
-Japan
American Physical Society, March Meeting
Austin 2003 3 3 2003 3 7
Superstructures of Magnetoresistive Oxides
口頭（招待・特別）
-USA
The 1st NIMS International Conference on Materials Solutions for Photonics
Tsukuba 2003 3 17 2003 3 19
Combinatorial Exploration of Oxide Semiconductor Nanotechnology
口頭（招待・特別）
-Japan
大友　明 4　　助手
2002 MRS Fall Meeting
Boston 2002 12 2 2002 12 6
Electronic properties of valence mismatched perovskite heterointerfaces
口頭（一般）
D. A. Muller, H. Y. Hwang, D. R. Hamann
-USA
2002 MRS Fall Meeting
Boston 2002 12 2 2002 12 6
Growth kinetics and interface chemistry of substitutional doping in SrTiO#D3#DR films
ポスター（一般）
H. Y. Hwang, D. A. Muller
-USA
福村　知昭 4　　助手
The 2nd US-Japan Workshop on Combinatorial Materials Science and Technology
Winter Park, Colorado 2002 12 9 2002 12 11
Exploration of magnetic oxide semiconductors toward transparent spintronics
口頭（招待・特別）
-USA
大谷　亮 9　　大学
院生
The second U.S.-Japan Workshop on Combinatorial Materials Science and
Technology
Winterpark 2002 12 9 2002 12 11
Synthesis and characterization of composition-spread (Sr, Ca)2CuO3 thin films with
gigantic third-order optical nonlinearity
口頭（一般）
M. Ohtani, T. Fukumura, J. Nishimura, T. Makino, K. Yamamoto, K. Kimura, Y.
Segawa, H. Koinuma, M. Kawasaki
-USA
田村　謙太郎 9　　大学
院生
2nd International Workshop on Zinc Oxide
Ohio 2002 10 23 2002 10 25
Optical properties of nitrogen-doped ZnO films on lattice-matched ScAlMgO#D4#DR
substrates
口頭（一般）
K. Tamura, A. Tsukazaki, T. Makino, Y. Segawa, M. Sumiya, S. Fuke, H. Koinuma, M.
Kawasaki
-USA
非平衡物質工学研究部門
井上　明久 1　　教授
The 11th International Conference on Rapidly Quenched and Metastable
Materials (RQ 11)
Oxford 2002 8 26
Recent Progress in Bulk Glassy, Nanoquasicrystalline and Nanocrystalline Alloys in Sendai
Group
口頭（基調）
-UK
Tohoku Univ. and Goettingen Univ. Forum
Goettingen 2002 10 23
Bulk Nonequilibrium Metallic Materials by Stabilization of Supercooled Liquid:
口頭（招待・特別）
-Germany
LOUZGUINE　Dmitri　Valentinovich 4　　助手
11-th International Conference on Rapidly Quenched and Metastable Materials,
RQ 11, Oxford, UK
Oxford 2002 8 25 2002 8 30
Influence of a supercooled liquid on devitrification of Cu-, Hf- and Ni- based metallic
glasses
口頭（一般）
D. V. Louzguine and A. Inoue
-UK
9th International Symposium on Metastable, Mechanically Alloyed and
Nanocrystalline Materials ISMANAM 2002, Seoul, Korea
Seoul 2002 9 8 2002 9 12
Influence of Ni and Co additions on supercooled liquid region, devitrification behaviour and
mechanical properties of Cu-Zr-Ti bulk metallic glass
口頭（一般）
D. V. Louzguine and A. Inoue
-Korea
9th International Symposium on Metastable, Mechanically Alloyed and
Nanocrystalline Materials
Seoul 2002 9 8 2002 9 12
New Cu- and Ni-based Bulk Glassy Alloys with High Strength of 2500 to 3000 MPa
口頭（一般）
-Korea
加藤　秀実 4　　助手
11 th Internetional Conference on Rapidly Quenched & Metastable Materials
Oxford 2002 8 25 2002 8 30
Heat evolution and structural analysis on the non-Newtonian viscous flow of
Pd40Ni40P20 glassy alloy
口頭（一般）
Ei-ichiro Matsubara, Akihisa Inoue, Nobuyuki Nishiyama, H. S. Chen
-UK
9 th International Symposium on Metastable, Mechanically Alloyed &
Nanocrystalline Materials
Seoul 2002 9 8 2002 9 12
Effect of μm-ZrC Dispersoids and Nanoprecipitates on Mechanical Properties of CuZrTi
Bulk Glasses
ポスター（一般）
Dmitri. V. Louzguine, Akihisa Inoue, H.S. Kim, S. I. Hong
-Korea
MRS Fall2002
Boston 2002 12 2 2002 12 6
Observation of stress-induced structural disorder and fictive stress in bulk metallic
glasses
口頭（招待・特別）
H. S. Chen, Akihisa Inoue
-USA
MRS Fall 2002
Boston 2002 12 2 2002 12 6
CORRELATION BETWEEN THERMAL EXPANSION AND GLASS TRANSITION
TEMPERATURE OF BULK GLASSY ALLOYS
ポスター（一般）
Nobuyuki Nishiyama, Baolong Shen, Akihisa Inoue, H.S. Chen
-USA
竹内　章 4　　助手
The 11th International Conference on Rapidly Quenched and Metastable
Materials (RQ 11)
Oxford 2002 8 26 2004 8 30
Size Dependence of Soft to Hard Magnetic Transition in (Nd,Pr)-Fe-Al Bulk Amorphous
Alloys
口頭（一般）
Akira Takeuchi and Akihisa Inoue
-UK
The 11th International Conference on Rapidly Quenched and Metastable
Materials (RQ 11)
Oxford 2002 8 26 2002 8 30
Calculations of Dominant Factors of Glass-Forming Ability for Metallic Glasses from
Viscosity
口頭（一般）
Akira Takeuchi and Akihisa Inoue
-UK
MRS Fall Meeting 2002
Boston 2002 12 2 2002 12 6
Computer-Aided Development of Multicomponent Metallic Glasses
口頭（招待・特別）
Akira Takeuchi and Akihisa Inoue
-USA
磁性材料学研究部門
高梨　弘毅 1　　教授
The United Engineering Foundation (UEF) Conference on Nanostructured
Advanced Magnetic Materials
Irsee 2002 6 9 2002 6 13
Fabrication of Magnetic Ordered Alloys by Alternate Monatomic Layer Deposition
口頭（招待・特別）
-Germany
The Abdus Salam International Centre for Theoretical Physics
Trieste 2002 8 19 2002 8 22
Spin dependent single electron tunneling in microfabricated granular systems
口頭（招待・特別）
-Italy
The 47th Annual Conference on Magnetism & Magnetic Materials (MMM'02)
Tampa 2002 11 11 2002 11 15
Tunnel magnetoresistance in Fe/MgO/FeCo(100) epitaxial tunnel junctions prepared by
plasma oxidation
ポスター（一般）
-USA
The 47th Annual Conference on Magnetism & Magnetic Materials (MMM'02)
Tampa 2002 11 11 2002 11 15
Perpendicular magnetic anisotropy and chemical order in L10 FePt alloy films fabricated
by monatomic layer control
ポスター（一般）
-USA
COE International Workshop on Physics of Confined Electron Systems
Osaka 2003 2 19 2003 2 20
Spin-dependent single electron tunneling in granular systems
口頭（招待・特別）
-Japan
International Workshop on Nanostructured Metallic Materials
Sendai 2003 3 9 2003 3 12
Structure and magnetic properties of highly coercive FePt films
口頭（招待・特別）
-Japan
三谷　誠司 2　　助教
授
8th IUMRS International Conference on Electronic Materials (IUMRS-ICEM2002)
Xi'an 2002 6 10 2002 6 14
Spin dependent single electron tunneling in geometrically restricted granular systems
口頭（招待・特別）
-China
NEDO Colloquium on Nanopatterned Magnetic Systems: Magnetic Structures and
Dynamical Behaviors
Les Vaux de Cernay 2002 10 6 2002 10 9
Enhancement and Oscillation of TMR in geometrically restricted granular systems
口頭（招待・特別）
-France
小尾　俶久 4　　助手
International Conference on Strongly Correlated Electron Systems
Cracow 2002 7 10 2002 7 13
Dense Kondo like Behavior in Electric Resistivity of Amorphous Mn100-xCex
ポスター（一般）
S.Murayama, S.Kikegawa and T.Matsumura
-Poland
23rd International Conference on Low Temperature Physics
Hiroshima 2002 8 20 2002 8 27
Pauli Paramagnetic Effect and Spin-Orbit Scattering Time in Nb/Al2O3 Superconducting
Multilayers
ポスター（一般）
M.Ikebe and H.Fujishiro
-Japan
嶋　敏之 4　　助手
The United Engineering Foundation (UFF) Conference on Nanostructured
Advanced Magnetic Materials
Irsee 2002 6 9 2002 6 13
High coercive FePt alloy films with discontinuous structure
ポスター（一般）
-Germany
International Conference on Fine Particle Magnetism
Pittsburgh 2002 8 14 2002 8 16
Huge coercivity in single crystalline FePt thin films with discontinuous structure
口頭（一般）
-USA
47th Annual Conference on Magnetism & Magnetic Materials
Tempa 2002 11 11 2002 11 15
Fabrication of L1#D0#DR ordered FePt alloy films by monatomic layer sputter-deposition
ポスター（一般）
-USA
結晶材料化学研究部門
黄　晋二　 4　　助手
2nd International WorkShop on New Group IV (Si-Ge-C) Semiconductors Control
of Properties and Applications to Ultrahigh Speed and Opto-Electronic Devices
Kofu 2002 6 2 2002 6 4
Irvin’s Curves for B-Doped Relaxed Si0.7Ge0.3
口頭（一般）
K. Murata, T. Irisawa, Y. Shiraki, and K. Nakagawa
-Japan
International Conference on Molecular Beam Epitaxy
サンフランシスコ 2002 9 15 2002 9 20
Hole transport proper-ties of B-doped relaxed Si0.7Ge0.3epitaxial films grown by MBE
口頭（一般）
K. Murata, T. Irisawa, K. Nakagawa, and Y. Shiraki
-USA
特殊耐熱材料学研究部門
折茂　慎一 2　　助教
授
The 14th World Hydrogen Energy Conference
2002 6 9 2002 6 13
Nanostructured Carbon-related Materials for Hydrogen Storage
口頭（一般）
-
Italian National Institute for the Physics of Matter,Annual Meeting
Bari 2002 6 24 2002 6 28
Hydrogen in Carbon-related Materials Enhanced by Defective Structures
口頭（招待・特別）
-Italy
International Symposium on Metal-Hydrogen Systems-Fundamental and
Applications-(MH2002)
Annecy 2002 9 2 2002 9 6
Hydrogen in Nanostructured Magnesium-and Carbon-based Materials
口頭（招待・特別）
-France
ASM(American Society for Metals) International Conference,Processing and
Fabrication of Advanced Materials(PFAM-XI)
Columbus 2002 10 7 2002 10 12
Nanostructured Carbon-related Materials FOR Hydrogen Storage
口頭（招待・特別）
-USA
溶解凝固制御工学研究部門
後藤　孝 1　　教授
International Materials Research Congress 2002
Cancun 2002 8 25 2002 8 29
High-temperature oxidation behavior of chemical vapor deposited silicon carbide
口頭（招待・特別）
-Mexico
世方化（Globalization）を目指す日韓共同学術シンポジウム
Busan 2002 9 13 2002 9 13
High-temperature oxidation behavior of chemical vapor deposited silicon carbide
口頭（招待・特別）
-Korea
増本　博 2　　助教
授
International Joint Conference on the Applications of Ferroelectrics 2002 (IFFF
2002)
Nara 2002 5 28 2002 6 2
Preparation of BaTiO3-BaZrO3 films by metal-organic chemical vapor deposition
ポスター（一般）
-Japan
International Joint Conference on the Applications of Ferroelectrics 2002 (IFFF
2002)
Nara 2002 5 28 2002 6 2
Preparation of Ag alloy top electrodes for ferroelectric Pb(Zr, Ti)O3 film
ポスター（一般）
-Japan
明石　孝也 4　　助手
The 2nd International symosium on Advanced Ceramics -The Leading materials
in 21st Century-
Shanghai 2002 11 19 2002 11 22
Characterization of directionally solidified B4C-TiB2-SiC eutectic composites prepared by
floating zone method
口頭（一般）
T. Akashi, I. Gunjishima and T. Goto
-China
當間　哲朗 9　　大学
院生
International Joint Conference on the Applications of Ferroelectrics 2002 (IFFF
2002)
Nara 2002 5 28 2002 6 1
PREPARATION OF BaTiO3-BaZrO3 FILMS BY METAL-ORGANIC CHEMICAL VAPOR
DEPOSITION
ポスター（一般)
T. Tohma, H. Masumoto and T. Goto
-Japan
加工プロセス工学研究部門
花田　修治 1　　教授
TMS2003 132nd Annual International Meeting & Exhibition
San Diego 2003 3 2 2003 3 6
Surface Nanostructure Controlling of B2 FeAl Single Crystal by Vacancy Clustering
口頭（招待・特別）
-USA
正橋　直哉 2　　助教
授
International Conference on Designing of Interfacial Structures in Advanced
Materials and their Joints (DIS')
Osaka 2002 11 26 2002 11 29
MICROSTRUCTURAL EVOLUTION AT JOINT INTERFACE
口頭（招待・特別）
-Japan
International Conference on Designing of Interfacial Structures in Advanced
Materials and their Joints (DIS')
Osaka 2002 11 27 2002 11 29
MICROSTRUCTURAL EVOLUTION AT JOINT INTERFACE　BETWEEN Fe AND Fe3Al
INTERMETALLIC ALLOYS
口頭（招待・特別）
S. Hanada
-Japan
International Symposium on Intermetallic and Advanced Materials - A Smposium
Dedicated to Dr. C. T. Liu
San Diego 2003 3 3 2003 3 6
Laminates based on an iron aluminide intermetallic alloy and a CrMo steel
口頭（招待・特別）
S. Watanabe, N. Nomura, S. Semboshi and S. Hanada
-USA
放射線金属化学研究部門
山村　朝雄 4　　助手
23rd International Conference on Low Temperature Physics
Hiroshima 2002 8 20 2002 8 27
Spin-glass Behavior in Ternary Uranium Compound U2AuGa3, LT23 
ポスター（一般)
T.Yamamura, X.X.Li, Y. Shiokawa
-Japan
李　徳新 4　　助手
The Third International Symposium on Advanced Science Research
(ASR2002):Advances in the Physics of f-Electron Systems―Japan Atomic
Energy Research Institute
Tokai, Ibaraki 2002 11 12
Metastable Magnetic Behavior in UFe4Al8
シンポジウム、ワーク
ショップ、パネル（公
募）
D.X.Li, Y.Shiokawa
-Japan
The 23rd International Confernce on Low Temperature Physics
Hiroshima 2002 8 20 2002 8 27
Magnetic Behavior in Nonmagnetic Atom Disorder System Ce2CuSi3
口頭（一般）
李　徳新, 塩川　佳伸, 二森　茂樹, 芳賀　芳範, 山本　悦嗣, T. D. Matsuda, 大貫　
惇睦
-Japan
分析科学研究部
我妻　和明 1　　教授
International Symposium on GDOES for surface analysis
Yokohama 2002 11 19 2002 11 21
Application of modulation technique to glow discharge optical emission spectrometry
口頭（招待・特別）
-Japan
The 8th International Symposium on Advanced Analytical Techniques and
Applications
Masan 2002 11 4 2002 11 5
Application of modulation technique to dc- and rf-powered glow discharge optical
emission spectrometry
口頭（招待・特別）
-South Korea
European Winter Conference on Plasma Spectrochemistry:
Garmisch-Partenkirchen 2003 1 12 2003 1 17
Radio-frequency glow discharge emission source boosted by bias-current introduction
and its application to determination of minor elements in steel
口頭（一般）
-Germany
奥　正興 2　　助教
授 助
14 International Symposium on Boron and Realated Compoumds
Petersuburg 2002 6
Hardness of the Compounds in RE-Rh-B (RE=Rare Earth) Systems
ポスター（一般）
T. Shishido, S. Obara, K. Kudou, J. Ye, I. Higashi, H. Horiuchi, K. IIzumi, Y. Ishizawa,
K. Obara, T. Sugawara, M. Tanaka, A. Yoshikawa, Z. Zeng, H. Mizuseki, S. Kohiki, Y.
Kawazoe and K. Nakajima
-Russia
14th International Symposium on Boron, Borides and Realted Compounds
St. Petersburg 2002 6
Crystal growth and anisotoropy of ErRh3B2
ポスター（一般）
T. Shishido, J. Ye, S. Okada, K. Kudou, K. IIZumi, T. Sasaki, T. Sugawara, K. Obara,
T. Amano, I. Higashi, S. Kohiki, K. Nakajima
-Russia
14th International Sysmposium on Boronm Borides and Related Compounds
St. Petersburg 2002 6 9
Electron Desnisty Studies of RERh3Bx (RE=Rare Eartth element, x=0.0-1.0) Using Powder
X-ray Diffraction
口頭（一般）
M. Tanaka, T. Shishido
-Russia
14th International Symposium on Boron, Bprodes and Related Compounds
St. Petersburg 2002 6 9
Effect of Non-stoichiometry of Boron on B-site in Perovskite Type Structure ScBxRh3
and CeBx on Charge of Sc and Ce Atoms on A-site
ポスター（一般）
T. Shishido, T. Shinohara, Q. Sun, Y. Kawazoe and K. Wagatusma
-Russia
2003 MRS Spring Meeting
San Francisco 2003 3
Maganetic properties of La1-xSrxMnO3 nanocrystals embeded in a mesoporous silicate
口頭（一般）
S. Kohiki, Y. Ishida, S. Nogami, H. Shimooka, T. Tajiri, H. Deguchi, M. Mitome
-USA
高田　九二雄 3　　講師
9-th International Conference on Ultra-High Purity Base Metals UHPM-2002
Sebdai 2002 10 14 2002 10 18
Chemical separation for determination of trace elements in high purity iron and
iron-chromium alloy by spectrochemical analysis
口頭（一般）
Takada K., Syoji T., Ishikuro M., Danzaki Y., Ashino T., Itagaki T., Wagatsuma K.,
Akiko K.
-Japan
9-th International Conference on Ultra-High Purity Base Metals UHPM-2002
Sendai 2002 10 14 2002 10 18
How are We going to Analyze Ultra-high Purity Iron?
口頭（一般）
TSNOYAMA K., TAKADA K., ASHINO T., SHIMADA Y., FUJIMOTO K., MORIMOTO
Y., HORINO Y.
-Japan
9-th International Conference on Ultra-High Purity Base Metals UHPM-2002
Sendai 2002 10 14 2002 10 18
Determination of trace amounts of Pt, Pd, Rh and Ir in high purity iron by ICP atomic
emission spectrometry by coprecipitation with Te
ポスター（一般）
SHIMADA Y., TSUMOYAMA K., TAKADA K., ABIKO K.
-Japan
9-th International Conference on Ultra-High Purity Base Metals UHPM-2002
Sendai 2002 10 14 2002 10 18
Determination of trace elements of sulfur in high-purity iron and steel by
combustion-infrared absorption method
ポスター（一般）
ASHINO T., SAKAMOTO F., TAKADA K.,MORIMOTO Y., WAGATSUMA K., ABIKO
K.
-Japan
9-th International Conference on Ultra-High Purity Base Metals UHPM-2002
Sendai 2002 10 14 2002 10 18
Determination of As, Sb, Sn in high purity iron and low alloy steel by ICP atomic emission
spectrometry after coprecipitation separation with manganese(IV) oxide
ポスター（一般）
ITAGAKI T., TAKADA K., WAGATSUMA K., ABIKO K.
-Japan
辻　幸一 4　　助手
European Conference on Energy Dispersive X-Ray Spectrometry (EDXRS 2002)
Berlin 2002 6 16 2002 6 21
TXRF analysis using an adjustable reflector
ポスター（一般）
F. Delalieux, K. Wagatsuma
-Germany
European Conference on Energy Dispersive X-Ray Spectrometry (EDXRS 2002)
Berlin 2002 6 16 2002 6 21
Calculation of GE-EPMA intensities and thin film analysis
ポスター（一般）
F. Delalieux, K. Wagatsuma, S. Sato
-Germany
2003年度【 ／229件 】
金属物性論研究部門
前川　禎通 1　　教授
NEDO Meeting
Shanghai 2003 4 2 2003 4 5
Electronic Excitations in Cuprates
口頭（招待・特別）
-China
7th International Conference on Materials and Mechanisms of Superconductivity
and High Temperature Superconductors
Rio de Janeiro 2003 5 25 2003 5 30
Charge Excitations in Cuprates
口頭（招待・特別）
-Brazil
International Conference on Magnetism
Roma 2003 7 27 2003 8 1
Spin Dependant Transport in Magnetic Nanostructures
口頭（招待・特別）
-Italy 
Kaya Conference
Yatsugatake 2003 8 20 2003 8 23
Elementary Excitations and their application in Strongly Correlated Electron Systems
口頭（招待・特別）
-Japan
International Advanced Research Workshop
Erice 2003 10 4 2003 10 10
Electronic States in Cuprates and Cobaltates
口頭（招待・特別）
-Italy
International Workshop on Nano-scale Magetoelectronics
Nagoya 2003 11 25 2003 11 25
Spin Injection in Magnetic Nanohybrids
口頭（招待・特別）
-Japan
JAERI International Workshop on X-Ray Scattering and Electronic Structure
Spring 8 2003 12 11 2003 12 12
Mott Gap and Resonant Inelastic X-Ray Scattering in Transition Metal Oxides
口頭（招待・特別）
-Japan
Meeting of Physical Society of Japan
Kyushu 2004 3 27 2004 3 30
Perspective of Photomission Spectroscopy 
口頭（招待・特別）
-Japan
Meeting of Physical Society of Japan
Kyushu 2004 3 27 2004 3 30
Perspective of Spin Injection
口頭（招待・特別）
-Japan
遠山 貴己 2　　助教授
The 16th International Symposium on Superconductivity (ISS2003)
Tsukuba 2003 10 27 2003 10 29
Doping dependence of spectral function in hole- and electron-doped high-Tc cuprates
口頭（一般）
-Japan
The 3rd International Workshop on Novel Quantum Phenomena in Transition
Metal Oxides
Sendai 2003 11 5 2003 11 8
Mott gap and photoexcited states in cuprates
口頭（招待・特別）
-Japan
2004 APCTP Winter Workshop on Strongly Correlated Electron System
Pohang 2004 2 16 2004 2 20
Mott gap and photoexcited states in cuprates; Electron-hole asymmetry in high-Tc
cuprates
口頭（招待・特別）
-Korea
2004 March Meeting of The American Physical Society
Montreal 2004 3 22
Doping Dependence of the Spectral Function in Hole- and Electron-Doped High-Tc
Cuprates
口頭（一般）
-Canada
高橋　三郎 4　　助手
The 18th International Colloquium on Magnetic of Films and　Surfaces
Madrid 2003 7 22 2003 7 25
ポスター(一般)
-Spain
The International Conference on Magnetism
Roma 2003 7 27 2003 8 2
ポスター(一般)
-Italy 
The 3rd International Workshop on Novel Quantum　Phenomena in Transition
Metal Oxides and The 1st Asia-Pacific Workshop on Strongly Correlated Electron
Systems
Sendai 2003 11 5 2003 11 8
ポスター(一般)
-Ｊapan
International Symposium on Advanced Magnetic Technologies
Taipei 2003 11 13 2003 11 16
Spin injection and spin transport in magnetic nanostructures
口頭（招待・特別）
-China
小山　富男 4　　助手
Highlights in Condensed Matter Physics
Salerno 2003 5 9 2003 5 11
Charge and Phase Dynamics in a Stack of Intrinsic Josephson Junctions
口頭（招待・特別）
-Italy
The 16th International Symposium on Superconductivity 
Yokohama 2003 10 27 2003 10 29
Phase Dynamics in a d-dot Embedded in a s-wave Superconductor
口頭(一般)
-Japan
小椎八重　航 4　　助手
The 3rd International Workshop on Novel Quantum Phenomena in Transition
Metal Oxides and The 1st Asia-Pacific Workshop on "Strongly Correlated
Electron Systems"
Sendai 2003 11 5 2003 11 8
Electronic state of CoO2 layer
口頭（招待・特別）
-Japan
Japan-Taiwan Joint Seminar -Towards Formation New Network between Physics
and Chemistry - on the Frontiers of Material Science
Taipei 2003 12 4 2003 12 7
ポスター（一般）
-China
結晶物理学研究部門
中嶋　一雄 1　　教授
Fifteenth American Conference on Crystal Growth and Epitaxy
Keystone, 2003 6 20 2003 6 24
Growth and properties of SiGe multicrystals with microscopic compositional distribution
for new Si/SiGe heterostructural solar cells
口頭（一般）
K. Fujiwara, N. Usami, T. Takahashi, T. Ujihara, G. Sazaki, and T. Shishido
-USA
2003 TMS Electronic Materials Conference
Salt Lake City, 2003 6 25 2003 6 27
Phase diagram of the Stranski-Krastanov mode for the SiGe/Si heterostructure system
and application for solar cells with self-assembled Ge quantum dots
口頭（一般）
T. Ujihara, N. Usami, A. Alguno, K. Fujiwara, and G. Sazaki
-USA
Romanian Conference on Advanced Materials: ROCAM 2003
Constantza 2003 9 15 2003 9 18
Melt growth of SiGe bulk crystals with uniform composition and SiGe multicrystals with
microscopic Compositional distribution for new Si/SiGe heterostructural solar cells
口頭（招待・特別）
K.,Fujiwara, Y. Azuma, N. Usami, T. Ujihara, and G. Sazaki
-Romania
宇佐美　徳隆 2　　助教授
3rd World Conference on Photovoltaic Energy Conversion
Osaka 2003 5 11 2003 5 18
Spatial distribution of composition and strain in multicrystalline SiGe bulk crystal and their
impact on solar cell application
ポスター（一般)
N. Usami, T. Takahashi, A. Alguno, K. Fujiwara, T. Ujihara, G. Sazaki, and K.
Nakajima
-Japan
European Materials Research Society 2003 Spring Meeting
Strasbourg 2003 6 10 2003 6 13
Fabrication of solar cell with stacked Ge islands for enhanced absorption in the infrared
regime
口頭（一般）
N. Usami, A. Alguno, K. Fujiwara, T. Ujihara, G. Sazaki, K. Nakajima, and Y. Shiraki
-France
佐崎　元 3　　講師
Crystallogenesis and Protein Crystallography
Mexico City 2003 6 23
How to grow a protein crystal of better quality: proposals from crystal growth physics
口頭（招待・特別）
-Mexico
The Fourth Romanian Conference on Advanced Materials
Constanta 2003 9 15
Control of the Grain Orientations of Organic Semiconductor PTCDA Thin Film Crystals
Epitaxially Grown on Hydrogen-Terminated Si(111) Substrate
口頭（招待・特別）
-Romania
宇治原　徹 4　　助手
3rd World Conference on Photovoltaic Energy Conversion
Osaka 2003 5 11 2003 5 18
What is the most important growth parameter on crystal quality of the silicon layer by
LPE method
ポスター（一般)
T. Ujihara, K. Obara, N. Usami, K. Fujiwara, G. Sazaki, T. Shishido, K. Nakajima
-Japan
Fifteenth American Conference on Crystal Growth and Epitaxy
Keystone 2003 7 20 2003 7 24
Way to choose appropriate solvents to prepare high-quality crystalline-silicon layers by
LPE method for photovoltaic materials
口頭（一般）
T. Ujihara, K. Obara, K. Fujiwara, G. Sazaki, N. Usami, T. Shishido, and K. Nakajima
-USA
Fifteenth American Conference on Crystal Growth and Epitaxy
Keystone 2003 7 20 2003 7 24
Prediction of strain induced poly-crystallization during crystal growth
口頭（一般）
T. Ujihara, K. Fujiwara, G. Sazaki, N. Usami, and K. Nakajima
-USA
International Conference on Silicon Carbide and Related Materials 2003
Lyon 2003 8 25 2003 8 29
Crystal quality evaluation of 6H-SiC layers grown by liquid phase epitaxy around
micropipes using micro-Raman scattering spectroscopy
ポスター（一般)
T. Ujihara, S. Munetoh, K. Kusunoki, K. Kamei, N. Usami, K. Fujiwara, G. Sazaki, and
K. Nakajima
-France
藤原　航三 4　　助手
3rd World Conference on Photovoltaic Energy Conversion
Osaka 2003 5 11 2003 5 18
Direct observations of crystal growth from silicon
ポスター（一般)
Kozo Fujiwara, Keiji Nakajima, Toru Ujihara, Noritaka Usami, Gen Sazaki, Hajime
Hasegawa, Shozo Mizoguti and Kazuo Nakajima
-Japan
3rd World Conference on Photovoltaic Energy Conversion
Osaka 2003 5 11 2003 5 18
Structure and property of directionally grown SiGe multicrystals with microscopic
compositional distribution
ポスター（一般)
K. Fujiwara, T. Takahashi, N. Usami, T. Ujihara, G. Sazaki and K. Nakajima
-Japan
Fifteenth American Conference on Crystal Growth and Epitaxy
Keystone 2003 7 20 2003 7 24
In situ observation of solid-liquid interface during crystal growth from silicon melt
口頭（一般）
K. Fujiwara, T. Ujihara, N. Usami, G. Sazaki, and K. Nakajima
-USA
Arnold Alguno 9　　大学院生
3rd World Conference on Photovoltaic Energy Conversion
Osaka 2003 5 11 2003 5 18
IMPROVED QUANTUM EFFICIENCY OF SOLAR CELL SBY Ge DOTS STACKED IN
MULTILAYERED STRUCTURE
ポスター（一般)
A. Alguno, N. Usami, T. Ujihara, K. Fujiwara, G. Sazaki, Y. Shiraki and K.Nakajima
-Japan
我妻　幸長 9　　大学院生
Fifteenth American Conference on Crystal Growth and Epitaxy
Keystone 2003 7 20 2003 7 24
Observation of geometrical selection of SiGe bulk crystal using EBSP measurement and
its utilization for restraining polycrystallization
口頭（一般）
Y. Azuma, N. Usami, K. Fujiwara, T. Ujihara, G. Sazaki,Y. Murakami, and K. Nakajima
-USA
回折結晶学研究部門
櫻井　利夫 1　　教授
International Symposium on Physical Chemistry of Surface Nanostructures and
Related Nanomaterials
Xiamen 2003 10 18 2003 10 21
Na Adsorption on the Si(111)-(7x7) Surface: From a Two Dimensional Gas to Magic
Clusters
口頭（基調）
-China
藤川　安仁 4　　助手
4th International Symposium on Atomic Level Characterizations for New
Materials and Devices (ALC '03)
Kauai Island 2003 10 5 2003 10 10
STM study on the atomic structure of Ge(105) surface
口頭（招待・特別）
-USA
International Symposium on Physical Chemistry of Surface Nanostructures and
Related Nanomaterials
Xiamen 2003 10 18 2003 10 21
Strained atomic structure of the Ge(105) surface
口頭（招待・特別）
-China
International Workshop on Smart Interconnects (IWSI)
Atami 2003 11 6 2003 11 8
Role of strained surface structure in self-organized growth of Ge on Si
口頭（招待・特別）
-Japan
American Physical Society March Meeting 2004
Montreal 2004 3 22 2004 3 26
The Strained Surface Structure of Ge Quantum Dots
口頭（招待・特別）
-Canada
低温物理学研究部門
小林　典男 1　　教授
7th International Symposium on Resdearch in High Magnetic Fields
Toulouse 2003 7 20 2003 7 23
Vortex State in YBa2Cu3Oy Crystals: Vortex Phase Diagram and Tunneling Spectrpscopy
in Magnetic Field
ポスター（一般）
N. Kobayashi, T. Nishizaki, K. Shibata, T. Sasaki
-France
11th International Workshop on Critical Current in Superconductors
Tokyo 2003 7 28 2003 7 31
Pinning Effects of Zn Impurities in YBa2Cu3Oy Single Crystals
口頭（一般）
N. Kobayashi, T. Sato, T. Nishizaki, T. Sasaki
-Japan
佐々木　孝彦 2　　助教授
7th International Symposium on Research in High Magnetic Fields RHMF2003
Toulouse 2003 7 20 2003 7 23
Quantum oscillations in the vortex liquid state of the organic superconductor
k-(BEDT-TTF)2Cu(NCS)2
ポスター（一般）
-France
工藤　一貴 4　　助手
International Conference on Magnetism (ICM 2003)
Palazzo dei 2003 7 27 2003 8 1
Thermal Conductivity in the Bose-Einstein Condensed State of  TlCuCl3
ポスター（一般）
K. Kudo, M. Yamazaki, T. Kawamata, T. Noji, Y. Koike, T. Nishizaki, N. Kobayashi, H.
Tanaka
-Italy
The 3rd International Workshop on Novel Quantum Phenomena in Transition
Metal Oxides
Sendai 2003 11 5 2003 11 8
Single crystal growth of Pb, La doped Bi2201 system
ポスター（一般）
K. Kudo, Y. Miyoshi, R. Kawai, T. Sasaki, N. Kobayashi
-Japan
The 3rd International Workshop on Novel Quantum Phenomena in Transition
Metal Oxides
Sendai 2003 11 5 2003 11 8
Field-induced magnetic order in La2-xSrxCuO4 studied by the thermal conductivity
ポスター（一般）
K. Kudo, M. Yamazaki, T. Kawamata, T. Adachi, T. Noji, Y. Koike, T. Nishizaki, N.
Kobayashi
-Japan
西嵜　照和 4　　助手
The 9th Joint Vortex Dynamics and Vortex Matter Workshop
d'Oleron 2003 6 22 2003 6 27
The Effects of Weak Disorder on the Vortex Structure and the Phase Diagram in
YBa2Cu3Oｙ Single Crystals
口頭（招待・特別）
-France
JSPS-Tohoku University Seminar "--The Grand Challenge in a Pervasive
Nanotechnology--"
Sendai 2003 10 31
Low Temperature STM/STS Studies on High-Tc Superconductor YBa2Cu3Oｙ
ポスター（一般）
K. Shibata, M. Maki, and N. Kobayashi
-Japan
The 3rd International Workshop on Novel Quantum Phenomena in Transition
Metal Oxides and The 1st Asia-Pacific Workshop on "Strongly Correlated
Electron Systems"
Sendai 2003 11 5 2003 11 8
Thermodynamic and STM/STS Studies of Vortex Matter in  YBa2Cu3Oｙ
ポスター（一般）
K. Shibata, M. Maki, and N. Kobayashi
-Japan
Japan-Australia Workshop on Advanced Materials
Sendai 2004 1 15 2004 1 19
LT-STM/STS Studies on  YBa2Cu3Oｙ Single Crystals
ポスター（一般）
K. Shibata, M. Maki, and N. Kobayashi
-Japan
米山　直樹 4　　助手
The fifth international symposium on crystalline organic metals, superconductors,
and ferromagnets, 2003 (ISCOM2003)
PortBourgenay 2003 9
Cooling rate dependence of the in-plane magnetic penetration depth in kappa-type
BEDT-TTF superconductors
ポスター（一般）
Higashihara A, Sasaki T, Nojima T, Kobayashi N
-France
低温電子物性学研究部門
岩佐　義宏 1　　教授
203th Electrochemical Scociety Meeting
Paris 2003 5 6 2003 5 10
Structural properties of rare earth metal doped fullerides in the electron density level
口頭（一般）
Dam Hieu Chi
-France
Workshop on Electronic Properties of Organic Semiconductors
Leiden 2003 6 7 2003 6 10
Doping Properties and Field Effect on Carbon Cluster Solids
口頭（招待・特別）
-Netherlands
WORKSHOP ON ELECTRONIC PROPERTIES OF ORGANIC SEMICONDUCTORS
2003 7 8
Doping Properties and Field Effect On Carbon Cluster Solids
口頭（一般）
-Netherlands
3rd Workshop of Creative Basic Research Project "Elucidation and Control of
Interfaces Related to Electronic Devices"：International Discussion Meeting on
Organic Electronic Devices and Organic　Interfaces
Sendai 2003 8 1 2003 8 1
Fabrication of organic thin film transistors and effects of self-assembled monolayers
口頭（招待・特別）
-Japan
8th International Conference on Advanced Materials
Yokohama 2003 10 9 2003 10 11
Carrier Doping of Single Walled Carbon Nanotubes: from Outside and Inside
口頭（招待・特別）
-Japan
1st Tohoku-Gottingen Furum on Advanced Materials
Goettingen 2003 10 22 2003 10 23
Functionalization of Nanocarbon Materials by Integration with Organic Molecules
口頭（招待・特別）
-Germany
MAX-PLANCK-INSTITUT FUR PHYSIK KOMPLEXER SYSTEME DRESDEN
Dresden 2004 2 27 2004 2 27
Structure and transport properties of doping controlled carbon nanotube by encapsulation
of organic molecules, Advances in Molecular Electronics:From molecular materials to
single molecule devices
口頭（一般）
T. Takenobu, T. Takano, M. Shiraishi, M. Ata
-Germany
XVIII International Winterschool/ Euroconference on Electronic Properties of
Novel Materials
Tirol 2004 3 6 2004 3 16
Quantum Chemical Study on La2@C80: Configuration of Endohedral Metals
ポスター（一般）
H.Shimotani, T.Ito, A.Taninaka, H.Shinohara, Y.Kubozono and M.Takata
-Austria
Workshop for Japan-US Research Collaboration for Synchrotron Radiation
Nanomaterials Sceince
Tokyo 2004 3 13 2004 3 14
Molecule-Nanocarbon Composites
口頭（招待・特別）
-Japan
田口　康二郎 2　　助教授
International summer school for young researchers on quantum transport in
mesoscopic scale and low dimensions
Kashiwa 2003 8 20
Spin-chirality induce anomalous Hall effect in pyrochlore ferromagnets
口頭（招待・特別）
Y. Oohara, H.Yoshizawa, N. Nagaosa, T. Sasaki, S. Awaji, Y. Iwasa, T. Tayama, T.
Sakakibara, T. Ito, S. Iguchi, K.Ohgushi, and Y. Tokura
-Japan
Highly Frustrated Magnetism 2003
Grenoble 2003 8 30
Spin-chirality induced anomalous Hall effect in pyrochlore ferromagnets
口頭（招待・特別）
Y. Oohara, H. Yoshizawa, N. Nagaosa, T. Sasaki, S. Awaji, Y. Iwasa, T. Tayama, T.
Sakakibara, T. Ito, S. Iguchi, K. Ohgushi, and Y. Tokura
-France
American Physical Society, 2004 March meeting
Montreal 2004 3 23
High pressure study on layered nitride superconductors
口頭（一般）
M. Hisakabe, Y. Ohishi, S. Yamanaka, and Y. Iwasa
-Canada
竹延　大志 4　　助手
Advances in Molecular Electronics:From molecular materials to single molecule
devices
Dresden 2004 2 23
Structure and transport properties of doping controlled carbon nanotube by encapsulation
of organic molecules
ポスター（一般）
T. Takenobu, T. Takano, M. Shiraishi, M. Ata, and Y. Iwasa
-Germany
American Physical Society, 2004 March meeting
Montreal 2004 3 23
Structure and transport properties of doping controlled carbon nanotube by encapsulation
of organic molecules
口頭（一般）
T. Takenobu, T. Takano, M. Shiraishi, M. Ata, and Y. Iwasa
-Canada
放射線金属物理学研究部門
山田　和芳 1　　教授
Workshop on self organaized strongly correlated electron systems
Santorini 2003 8 2003 8
Recent studies on spiu correlation and excitation of electron-doped high-Tc cuprates
口頭（招待・特別）
-Greece
The 3rd International Workshop on Novel Quantum Phenomena in Transition
Metal Oxides and The 1st Asia-Pacific Workshop on "Strongly Correlated
Electron Systems
Sendai 2003 11 2003 11
Stability of magnetic order in high Tc cuprates
口頭（招待・特別）
-Japan
Annual American Physical Society March Meeting 2004
Montreal 2004 3 2004 3
Effect of Magnetic Field on Antiferromagnetism in Electron-Doped Superconductor
Pr1-xLaCexCuO4
口頭（招待・特別）
-Canada
大山　研司 2　　助教授
International Conference of Magnetism 2003
Roma 2003 7 26 2003 8 13
Development of Magnetic Correlations around the Transition Temperatures in ErB2C2
ポスター（一般）
K. Ohoyama, A. Hino, K. Indoh, A. Tobo, H. Onodera, and Y. Yamaguchi
-Italy
The 3rd International Workshop on Novel Quantum Phenomena in Transition
Metal Oxides and The 1st Asia-Pacific Workshop on "Strongly Correlated
Electron Systems"
Sendai 2003 11 5 2003 11 8
Anomalous Ising Characters in ErB2C2
ポスター（一般)
A. Hino, K. Indoh, A. Tobo and H. Onodera
-Ｊapan
藤田　全基 4　　助手
Workshop on UK-Japan Collaboration on Neutron Scattering
Izura 2003 10 30 2003 11 01
Spin Fluctuations in Electron-Doped Superconductor, Pr0.89LaCe0.11CuO4
ポスター（一般)
K. Yamada, B. Fak, C.D. Frost
-Japan
藤田　全基　 4　　助手
The 3rd International Workshop on Novel Quantum Phenomena in Transition
Metal Oxides and The 1st Asia-Pacific Workshop on "Strongly Correlated
Electron Systems"
Sendai 2003 11 5 2003 11 8
Spin Correlations in the Electron-Doped Superconductor, Pr0.89LaCe0.11CuO4-delta
ポスター（一般)
M. Matsuda and K. Yamada
-Ｊapan
平賀　晴弘 4　　助手
7th International Conference on Materials and Mechanisms of Superconductivity
and High Temperature Superconductors
Rio de Janeiro 2003 5 25 2003 5 30
Effect of Magnetic impurities on Spin Fluctuations in La2-xSrxCuO4
口頭（一般）
-Brazil
The 3rd International Workshop on Novel Quantum Phenomena in Transition
Metal Oxides and The 1st Asia-Pacific Workshop on "Strongly Correlated
Electron Systems"
Sendai 2003 11 5 2003 11 8
Ni-substitution Effect on Antiferromagnetic Spin Structure in Lightly Hole-doped
La2-xSrxCuO4
ポスター（一般)
A. Fukaya, K. Yamada, T. Machi, N. Watanabe, Y. Itoh and M. Matsuda
-Ｊapan
結晶欠陥物性学研究部門
米永　一郎 2　　助教授
Workshop on Structural Defects in Wide Gap Semiconductors
Tokyo 2003 7 4 2003 7 4
Dislocation mobilities in wide-bandgap semiconductors
口頭（一般）
-Japan
10th International Symposium on Plasticity and its Current Applications
Quebec City 2003 7 7 2003 7 11
Plastic Deformation and Dislocation Dynamics in Semiconductors
口頭（招待・特別）
-Canada
22nd International Conference on Defects in Semiconductors
Aarhus 2003 7 28 2003 8 1
Hydrogen behaviour in bulk Si1-xGex alloys as modeled by muonium
ポスター（一般）
-Denmark
22nd International Conference on Defects in Semiconductors
Aarhus 2003 7 28 2003 8 1
Dislocations in plastically deformed GaN
ポスター（一般）
-Denmark
22nd International Conference on Defects in Semicoductors
Aarhus 2003 7 28 2003 8 1
Local strain relaxation in Czochralski-grown GeSi bulk alloys
ポスター（一般）
-Denmark
22nd International Conference on Defects in Semiconductors
Aarhus 2003 7 28 2003 8 1
Jahn-Teller distrotion of neutral divacancy
口頭（一般）
-Denmark
22nd International Conference on Defects in Semiconductors
Aarhus 2003 7 28 2003 8 1
Dislocation-impurity interaction in Si
口頭（一般）
-Denmark
52nd Annual Denver X-ray Coference
Denver 2003 8 4 2003 8 8
Observation of atomic arrangements in SixGe1-x crystals by X-ray fluorescence
holography
口頭（一般）
-USA
22nd International Conference on Thermoelectrics
La Grande 2003 8 17 2003 8 21
Magnetic field for improvement of thermoelectric conversion: aproposal for
Nernst-Seebeck element
ポスター（一般）
-France
The 10th International Autumn Meeting on Gettering and Defect Engineering in
Semiconductor Technology
Zeuthen/Berlin 2003 9 21 2003 9 26
Dislocation-Impurity Interaction in Silicon
口頭（招待・特別）
-Germany
8th Wide-Bandgap III-Nitride Workshop
Richmond 2003 9 29 2003 10 2
Photoluminescence study of plastically deformed GaN
ポスター（一般）
-USA
8th IUMRS international Conference on Advanced Materials
Yokohama 2003 10 12 2003 10 13
Magnetic firld effect for thermoelectric conversion: Aproposal for Nernst-Seebeck
element
ポスター（一般）
-Japan
Japan-Australia Workshop on Advanced Materials
Sendai 2004 1 15 2004 1 17
Atomic structure and strain relaxation in Czochralski-grown SixGe1-x bulk alloys
ポスター（一般）
-Japan
高純度金属材料学研究部門
吉見　享祐 2　　助教授
2003 MRS Spring Meeting
San Francisco 2003 4 21 2003 4 25
Nanostructure of Surface Formed by Vacancy Clustering in FeAl
ポスター（一般)
Tomohide Haraguchi, Tomohisa Ogawa, Takayuki Kobayashi, Min-Seok Sung, Shuji
Hanada
-USA
TMS2004 133rd Annual Meeting
Charlotte 2004 3 14 2004 3 18
Effect of Al Addition on Ultra-high Temperature Performance of Mo/Mo5SiB2 In-situ
Composites
口頭（一般）
Akira Yamauchi, Masafumi Tsunekane, Shuji Hanada
-USA
合金設計制御工学研究部門
川添　良幸 1　　教授
4th International Conference on Intelligent Processing and Manufacturing of
Materials IPMM'03
2003 5 18 2003 5 23
Theoretical Study of Unimolecular Rectifying Function of A Donor-Spacer-Acceptor
Structure Molecule
口頭（一般）
H. Mizuseki, Y. Kikuchi, K. Niimura, C. Majumder, R. V. Belosludov, A. A. Farajian
and Y. Kawazoe
-
The European Materials Research Society '03 (E-MRS)
2003 6 10 2003 6 13
Theoretical Study on Junction of Metal Porphyrin Oligomer for Molecular Nanoelectronics
口頭（一般）
Hiroshi Mizuseki, Yoshiyuki Kikuchi, Rodion V. Belosludov, Amir A. Farajian and
Yoshiyuki Kawazoe
-
International Conference on Materials for Advanced Technologies 2003 (ICMAT)
and International Conference in Asia 2003 (IUMRS-ICA)
2003 12 7 2003 12 12
All-Electron Mixed-Basis Ab initio Simulation Program Applied to Cluster Based
Nanostructured Materials
口頭（招待・特別）
Yoshiyuki Kawazoe, Vijay kumar, Hiroshi Mizuseki, Marcel Sluiter, Sun Qiang,
Rodion Belosludov, Amir Farajian, Sou Ishii, Kaoru Ohno, Tina Marie Briere,
Abhishek Kumar Singh
-
Nanoscience and Nanotechnology on Quantum Particles (NNQP)
2003 12 15 2003 12 17
Ultimate Ab Initio Materials Design Based on an Advanced Density Functional Theory
口頭（招待・特別）
Yoshiyuki Kawazoe
-
材料照射工学研究部門
長谷川　雅幸 1　　教授
The 11th International Group on Radiation Damage Mechanisms in Pressure
Vessel Steels
San Diego 2003 9 11 2003 9 16
Positron Annihilation Studies of Nanostructure in RPV Steels and Their Model Alloys
口頭（招待・特別）
M. Hasegawa, Y. Nagai and Z. Tang
-USA
The 11th International Group on Radiation Damage Mechanisms in Pressure
Vessel Steels (IGRDM-11)
San Diego 2003 9 11 2003 9 16
Positron Annihilation Studies of Nanostructure in RPV Steels and Their Model Alloys
口頭（招待・特別）
M. Hasegawa, Y. Nagai and Z. Tang
-USA
Positron Annihilation CNRS School
Orleans 2003 11 20 2003 11 21
Nanoprecipitates
口頭（招待・特別）
M. Hasegawa, Y. Nagai and Z. Tang
-France
Positron Annihilation CNRS School
Orleans 2003 11 20 2003 11 20
Nanoprecipitates
口頭（招待・特別）
M. Hasegawa, Y. Nagai and Z. Tang
-France
永井　康介 2　　助教授
The 22nd International Conference on Defects in Semiconductors
Aarhus 2003 7 28 2003 8 1
Jahn ?Teller distortion of the neutral divancancy in Si
口頭（一般）
-Denmark
The 13th International Conference on Positron Annihilation
Kyoto 2003 9 7 2003 9 13
Application of Coincidence Doppler Broardening Spectroscopy to Materials Science
口頭（招待・特別）
-Japan
The 13th International Conference on Positron Annihilation (ICPA-13)
Kyoto 2003 9 7 2003 9 13
Application of Coincidence Doppler Broardening Spectroscopy to Materials Science
口頭（招待・特別）
Y. Nagai,, Z. Tang and M. Hasegawa
-Japan
唐　政 4　　助手
The 13th International Conference on Positron Annihilation
Kyoto 2003 9 7 2003 9 13
First-Principles Calculations of Positron Annihilation Characteristics in Solids: From
Positron to Positronium
口頭（招待・特別）
-Japan
The 13th International Conference on Positron Annihilation (ICPA-13)　
Kyoto 2003 9 7 2003 9 13
First-Principles Calculations of Positron Annihilation Characteristics in Solids: From
Positron to Positronium
口頭（招待・特別）
Z. Tang, M. Hasegawa, Y. Nagai and M. Saito
-Japan
原子力材料物性学研究部門
四竃　樹男 1　　教授
International Symposium on Optical Science and Technology
San Diego 2003 8 3 2003 8 8
Optical dosimetry in high temperature gas cooled reactor
口頭（一般）
S. Nagata, B. Tsuchiya, K. Toh
-USA
The Third Information Exchange Meeting on Basic Studies in the Field of High
Temperature Engineering
Oarai 2003 9 11 2003 9 12
In-reactor optical dosimetry in High Temperature Engineering Test Reactor (HTTR)
口頭（招待・特別）
S. Nagata, B. Tsuchiya, K. Toh
-Japan
四竈　樹男 1　　教授
6th ITPA Diagnostics Meeting
Naka, Ibaraki 2004 2 18 2004 2 20
Radiation Effeects in Diagnostic Components and Materials
口頭（招待・特別）
-Japan
永田　晋二 2　　助教授
Annual Meeting of the Internatioal Society of Optical Engineering
San Diego 2003 8 6 2003 8 8
S. Nagata, K. Toh, B. Tsuchiya, N. Ohtsu, T. Shikama
口頭（一般）
-USA
11th International Conference on Fusion Reactor Materials
Kyoto 2003 12 7 2003 12 12
ポスター（一般）
-Japan
土屋　文 4　　助手
1st Int. Meet. on Applied Physics
Badajoz 2003 10 13 2003 10 18
Electrical Property of Calcium-Zirconium-Indium Oxide by Irradiation
ポスター（一般）
S. Nagata, K. Saito, K. Toh and T. Shikama
-Spain
1st Int. Meet. on Applied Physics
Badajoz 2003 10 13 2003 10 18
Radiation Effects on Electrical Conductivity of Proton Conducting Oxide Ceramics
ポスター（一般）
A. Morono, E. R. Hodgson and T. Shikama
-Spain
11th Int. Conf. on Fusion Reactor Materials
Kyoto 2003 12 7 2003 12 12
Electrical Conductivities of Dense and Porous Alumina under Reactor Irradiation
ポスター（一般）
T. Shikama, S. Nagata, K. Toh, M. Narui and M. Yamazaki
-Japan
藤　健太郎 4　　助手
International Symposium on Optical Science and Technology
San Diego 2003 8 3 2003 8 8
Infrared luminescence of rare earth oxide materials
口頭（一般）
T. Shikama, S. Nagata, B. Tsuchiya
-USA
The Third Information Exchange Meeting on Basic Studies in the Field of High
Temperature Engineering
Oarai 2003 9 11 2003 9 12
Study on high-temperature radio-luminescent ceramics for HTTR applications
口頭（招待・特別）
T. Shikama, S. Nagata, B. Tsuchiya
-Japan
11th International Conference on Fusion Reactor Materials
Kyoto 2003 12 7 2003 12 12
Optical Characteristics of Aluminum Coated Fused Silica Core Fibers under 14 MeV
Fusion Neutrons Irradiation
ポスター（一般)
T. Shikama, S. Nagata, B. Tsuchiya
-Japan
原子力材料工学研究部門
佐藤　裕樹 2　　助教授
the eleventh international conference on fusion reactor materials　（ICFRM-11)
kyoto 2003 12 7 2003 12 12
Cascade and subcascade structure in fission neutron irradiated fcc metals and their
correlation to fusion neutron irradiation
口頭（一般）
M.Tsukada, H. Matsui, T. Yoshiie
-Japan
二田　伸康 4　　助手
10th International Conference on Fusion Reactor Materials
2003 12 8
ポスター（一般）
-
10th International Conference on Fusion Reactor Materials
2003 12 8
Impact of irradiation on the microstructural behavior of
ポスター（一般）
-
ランダム構造物質学研究部門
松原　英一郎 1　　教授
2003 Denver x-ray conference
Colorado 2003 8 4 2003 8 8
Development and application of laboratory x-ｒay fluorescence holography equipment
ポスター（一般）
Y. Takahashi, K. Hayashi, E. Matsubara
-USA
Yazawa International Symposium, Metallurgical and Materials Processing:
Priciplesand Technologies, TMS
San Diego 2003 8 4 2003 8 8
Deposition of multilayered titanium thin film by　Nd:YAG laser ablation
口頭(一般)
T. Nakamura, H. Takahashi, K. Yamamoto, N. Sato, A. Muramatsu and E. Matsubara
-USA
林　好一 2　　助教授
2003 Denver x-ray conference
Colorado 2003 8 4 2003 8 8
Observation of atomic arrangements in Si1-xGex crystals by X-rtay fluorescence
holography
口頭(一般)
K. Hayashi, Y. Takahashi, I. Yonenaga, E. Matsubara
-USA
超高圧化学研究部門
川崎　雅司 1　　教授
International Conference on Electroceramics 2003(ICE 2003)
Massachusetts 2003 8 3 2003 8 7
Combinatorial Approach for the Challenges and Exploration of Oxide Semiconductors
口頭（招待・特別）
-USA
IUMRS-ICAM 2003
Yokohama 2003 10 8 2003 10 13
Combinatorial Exploration of ZnO Electro-photonics
口頭（招待・特別）
-Japan
The 3rd International Workshop "Novel Quantum Phenomena in Transition Metal
Oxides" and The 1st Asia-Pacific Workshop on "Strongly Correlated Electron
Systems"
Sendai 2003 11 5 2003 11 8
Interface magnetism in perovskite heterostructures as observed by nonlinear
magneto-optical effect
口頭（招待・特別）
-Japan
2003 MRS Fall Meeting
Boston 2003 12 1 2003 12 5
Triphase Epitaxy and Interface Dislocation Engineering for Fabricating Oxide Thin Films
Free From Defects or Strain
口頭（招待・特別）
-USA
1st Japan-Australia Workshop on Advanced Materials
Sendai 2004 1 16 2004 1 17
Combinatorial Exploration of Oxide Semiconductor Technology
口頭（招待・特別）
-Japan
1st Japan-Australia Workshop on Advanced Materials
Sendai 2004 1 16 2004 1 17
Interface Engineered Perovskite Heterostructures
ポスター（一般）
-Japan
Gordon Conference on Combinatorial & High Throughput Materials Science
Santa Barbara 2004 1 25 2004 1 30
Combinatorial exploration of oxide semiconductors
口頭（招待・特別）
-USA
大友　明 4　　助手
15th American Conference on Crystal Growth and Epitaxy
Keystone 2003 7 20 2003 7 24
Nanometer-scale interface engineering and electronic properties in perovskite oxide
superlattices
口頭（招待・特別）
-USA
10th International Workshop on Oxide Electronics
Augsburg 2003 9 11 2003 9 13
Wide-gap oxide semiconductor field effect transistors
口頭（一般）
J. Nishimura, J. Nishii, Y. Murakami, H. Ohno, H. Y. Hwang, M. Kawasaki
-Germany
福村　知昭 4　　助手
2003 MRS Fall Meeting
Boston 2003 12 1 2003 12 5
Epitaxial Combinatorial Library for Oxide Electronics
口頭（一般）
T. Fukumura, M. Ohtani, Y. Yamada, J. Nishimura, H. Sakurada, X. Zhao, H. Sugaya,
K. Nakajima, A. Ohtomo, A. Yamamoto, Y. Matsumoto, T. Chikyow, T. Hasegawa, H.
Koinuma, M. Kawasaki
-USA
Gordon Conference on Combinatorial & High Throughput Materials Science
Santa Barbara 2004 1 25 2004 1 30
Epitaxial Combinatorial Library of Transition Metal Oxides and Oxide Semiconductors for
Opto-and Spin- Electronics
ポスター（一般）
T. Fukumura, A. Ohtomo, M. Ohtani, Y. Yamada, J. Nishimura, Y. Toyosaki, H.
Koinuma, Y. Matsumoto, A. Yamamoto, K. Nakajima, T. Chikyow, T. Hasegawa
-USA
上野　和紀 8　　機関研究員（講師）
10th International Workshop on Oxide Electronics
Augsburg 2003 9 11 2003 9 13
Field Effect Transistors on Perovskite Single Crystals
ポスター（一般）
K. Ueno, I. H. Inoue, H. Akoh, Y. Tokura, H. Takagi, M. Kawasaki
-Germany
ホサイン　ファルク 9　　大学院生
The 11th International Conference on Modulated Semiconductor Structures
Nara 2003 7 14 2003 7 18
Modeling of grain boundary barrier modulation in ZnO invisible thin film transistors
ポスター（一般）
F. M. Hossain, J. Nishii, S. Takagi, T. Sugihara, A. Ohtomo, T. Fukumura, H.
Koinuma, H. Ohno, M. Kawasaki
-Japan
山田　康博 9　　大学院生
IUMRS-ICAM 2003
Yokohama 2003 10 8 2003 10 13
Combinatorial fabrication of transparent oxide semiconductor multi-doped with 3d and 4d
transition elements
ポスター（一般）
Y. Yamada, T. Fukumura, W. Yoshida, M. Ohtani, A. Ohtomo, H. Sugaya, T.
Hasegawa, Y. Yamamoto, H. Koinuma, M. Kawasaki
-Japan
西村　潤 9　　大学院生
Annual APS March Meeting 2004
Montreal 2004 3 22 2004 3 26
Field effect control of carrier confinement at a polarity discontinuity-engineered
perovskite heterointerfaces
口頭（一般）
J. Nishimura, A. Ohtomo, A. Ohkubo, Y. Murakami, M. Kawasaki
-Canada
大谷　亮 9　　大学院生
Gordon Conference on Combinatorial & High Throughput Materials Science
Santa Barbara 2004 1 25 2004 1 30
High Throughput Characterization Tools For Combinatorial Epitaxial Thin Films
ポスター（一般）
M. Ohtani, T. Fukumura, Y. Yamada, H. Koinuma, M. Kawasaki
-USA
塚崎　敦 9　　大学院生
The 11th International Conference on Modulated Semiconductor Structures
Nara 2003 7 14 2003 7 18
Atomically controlled epitaxy of ZnO for robust doping and modulated heterostructures
ポスター（一般）
A. Tsukazaki, S. Yoshida, A. Ohtomo, C. Chin Hau, T. Makino, T. Koida, S. Chichibu,
Y. Segawa, M. Kawasaki, M. Kawasaki
-Japan
10th International Workshop on Oxide Electronics
Augsburg 2003 9 11 2003 9 13
Molecular Layer-by-Layer Growth of High Quality ZnO Films Compatible with
Semiconductor Technology
ポスター（一般）
A. Tsukazaki, A. Ohtomo, S. Yoshida, C. H. Chia, T. Makino, T. Koida, S. F.
Chichibu, Y. Segawa, H. Koinuma, M. Kawasaki
-Germany
豊崎　秀海 9　　大学院生
The 9th Symposium on the Physics and Application of Spin-Related Phenomena
in Semiconductors (PASPS-9)
Tokyo 2003 6 11 2003 6 12
The carrier concentration dependence of ferromagnetism in Co-doped rutile TiO#D2#DR
epitaxial thin film
ポスター（一般）
H.Toyosaki, Y.Yamada, T.Fukumura, T.Hasagawa, H.Koinuma, M. Kawasaki
-Japan
1st Japan-Australia Workshop on Advanced Materials
Sendai 2004 1 16 2004 1 17
Ferromagnetic Oxide Semiconductors
口頭（一般）
H. Toyosaki, T. Fukumura, Y. Yamada, A. Ohtomo, M. Kawasaki
-Japan
Annual APS March Meeting 2004
Montreal 2004 3 22 2004 3 26
Magneto-transport and magneto-optical properties of ferromagnetic semiconductor rutile
Ti1-xCoxO#D2#DR-δ epitaxial thin films
口頭（一般）
H. Toyosaki, Y. Yamada, T. Fukumura, M. Kawasaki
-Canada
非平衡物質工学研究部門
井上　明久 1　　教授
The 4th International Conference on Intelligent Processing and Manufacturing of
Materials (IPMM'03)
2003 5 22
口頭（招待・特別）
-Japan
The Fifth Kelly Lecture
Cambridge 2003 6 12
口頭（招待・特別）
-UK
International Conference on PROCESSING & MANUFACTURING OF ADVANCED
MATERIALS Processing, Fabrication, Properties, Applications (THERMEC'2003)
Madrid 2003 7 11
口頭（基調）
-Spain
10th International Symposium on Metastable, Mechanically Alloyed and
Nanocrystalline Materials (ISMANAM2003)
Foz do Iguacu 2003 8 25
Fabrication and Functional Properties of Bulk Glassy Alloys in Late Transition Metal Base
Systems
口頭（一般）
-Brazil
Bulk Metallic Glasses III
Beijing 2003 10 13
Recent Progress in Fe- and Cu-based Bulk Glassy Alloys
口頭（基調）
-China
The 3rd International Symposium on･Slow Dynamics in Complex Systems
2003 11 8
Stabilization of Supercooled Metallic Liquid and Bulk Glassy Alloys
口頭（基調）
-Japan
FIMS/ITSNs 2003 (Joint Meeting of the 2nd International Symposium on
"Fugure-oriented Interdisciplinary Materials Science" and the 1st International
Tukuba-Symposium on "NanoScience")
2003 11 17
Nanoscale Structure-Controlled Alloys Fabricated by Stabilization of Supercooled Liquid:
Properties and Applications
口頭（基調）
-Japan
MRS Fall Meeting 2003
Boston 2003 12 2
Icosahedral Transformation from Supercooled Liquid in Metal-Metal Type Bulk Glassy
Alloys
口頭（基調）
-USA
First Japan-Australia Workshop on Advanced Materials
2004 1 16
Formation and High-Strength Characteristics of Cu-based Bulk Glassy Alloys Containing
Nanocrystalline and Nanoquasicrystalline Particles
口頭（招待・特別）
-Japan
第７回大学等発新素材シーズプラザ
2004 3 10
過冷却液体の安定化を利用した
口頭（招待・特別）
-Japan
LOUZGUINE　Dmitri 4　　助手
10th International Symposium on Metastable, Mechanically Alloyed and
Nanocrystalline Materials, Foz do Iguacu, Brazil
Foz do Iguacu 2003 8 24 2003 8 28
“Nanoscale icosahedral phase formation in Cu-based bulk glass formers
ポスター（一般）
Dmitri V. Louzguine and Akihisa Inoue
-Brazil
Conference Materials Science and Technology 2003, Fall Meeting of TMS
Society, Chicago Illinois
Chicago 2003 11 9 2003 11 12
Investigations of Glassy and Nanostructured Metal-Metal Type Alloys
口頭（一般）
D. V. Louzguine, S. Ranganathan and A. Inoue
-USA
加藤　秀実 4　　助手
IUMRS-ICAM2003
Yokohama 2003 10 8 2003 10 13
Constitutive model and finite element analysis of deformation behaviour of bulk metallic
glasses
口頭（招待・特別）
H. S. Kim, Akihisa Inoue, H. S. Chen
-Japan
IUMRS-ICAM2003
Yokohama 2003 10 8 2003 10 13
Influence of in-situ nanoprecipitation on constant load deformation in the glass transition
region in a Cu60Zr30Ti10 bulk metallic glass
ポスター（一般）
Dmitri. V. Louzguine, Akihisa Inoue, H. S. Kim, H. S. Chen
-Japan
MRS Fall 2003
Boston 2003 12 1 2003 12 5
Heating and structural disordering effects of the nonlinear viscous flow in a
Zr55Al10Ni5Cu30 bulk metallic glass
ポスター（一般）
Akihisa Inoue, H. S. Chen
-USA
竹内　章 4　　助手
ANMM03 (International Workshop for Amorphous and Nano Magnetic Materisls)
Iasi 2003 9 15 2003 9 17
Computer-Aided Development of Multicomponent Metallic Glasses
口頭（招待・特別）
-Romania
磁性材料学研究部門
高梨　弘毅 1　　教授
18th International Colloquium on Magnetic Films and Surfaces (ICMFS 2003)
Madrid 2003 7 22 2003 7 25
L10 ordering of off-stoichiometric FePt(001) thin films at reduced temperature
ポスター（一般）
-Spain
International Conference on Magnetism (ICM’03)
Rome 2003 7 28 2003 8 1
Inverse tunnel magnetoresistance associated with Coulomb staircases in micro-fabricated
granular systems
ポスター（一般）
-Italy
International Conference on Magnetism (ICM’03)
Rome 2003 7 28 2003 8 1
Enhanced coercivity of L10 ordered FePt thin films fabricated by alternate monatomic
layer deposition on stepped Pt(001)
ポスター（一般）
-Italy
The 8th IUMRS International Conference on Advanced Materials (IUMRS-ICAM
2003)
Yokohama 2003 10 8 2003 10 13
Magnetic tunnel junctions with L10 ordered FePt electrodes
ポスター（一般）
-Japan
International Workshop on Nano-scale Magnetoelectronics
Nagoya 2003 11 25 2003 11 27
Spin depedent single electron tunneling in self-assembled magnetic nanoparticles
口頭（招待・特別）
-Japan
International Symposium on Magnetic Materials and Applications and Winter
Conference of the Korean Magnetics Society
Daejeon 2003 12 3 2003 12 6
Spin depedent single electron tunneling in self-assembled magnetic nanoparticles
口頭（招待・特別）
-Korea
Japan-Australia Workshop on Advanced Materials
Sendai 2004 1 16 2004 1 17
Spin dependent single electron tunneling in self-assembled magnetic nanoparticles
口頭（招待・特別）
-Japan
三谷　誠司 2　　助教授
International Symposium on Advanced Magnetic Technologies
Taipei 2003 11 13 2003 11 16
Spin dependent single electron tunneling in self-assembled magnetic nanoparticles: Effect
of spin accumulation
口頭（招待・特別）
K. Yakushiji, F. Ernult, K. Yamane, K. Takanashi and H. Fujimori
-China
小尾　俶久 4　　助手
International Conference on Magnetism
Rome 2003 7 27 2003 8 1
Evidence for Zero and Pi Phase from Superconducting Transition Temperature in Nb/Co
superconducting Films including one or two Superconducting Layers
ポスター（一般）
M.Ikebe and H.Fujishiro
-Italy
嶋　敏之 4　　助手
18th International Colloquium on Magnetic Films and Surfaces (ICMFS 2003)
Madrid 2003 7 22 2003 7 25
Nano-structure and huge coercivity for epitaxially grown FePt sputtered films
ポスター（一般）
-Spain
18th International Colloquium on Magnetic Films and Surfaces (ICMFS 2003)
Madrid 2003 7 22 2003 7 25
L10 ordering of off-stoichiometric FePt(001) thin films at reduced temperature
ポスター（一般）
-Spain
International Conference on Magnetism (ICM2003)
Rome 2003 7 27 2003 8 1
Fabrication of L1#D0#DR ordered FePt thin films with a canted easy magnetization axis
on MgO (001) substrates
ポスター（一般）
-Italy
International Symposium on Advanced Magnetic Materials 2003 (IUMRS-ICAM
2003)
Yokohama 2003 10 8 2003 10 10
Magnetization process of highly coercive FePt sputtered films
口頭（一般）
-Japan
9th Joint MMM-Intermag Conference
Anaheim 2004 1 7 2004 1
Optimum compositions for the low temperature fabrication of highly ordered FePt (001)
and FePt (110) films
口頭（一般）
-USA
9th Joint MMM-Intermag Conference
Anaheim 2004 1 7 2004 1
Huge coercivity for epitaxially grown FePt sputtered films prepared at MgO (001)
substrate
ポスター（一般）
-USA
Magneto-Optical Recording International Symposium (MORIS2004)
Yokohama 2004 3 16 2004 3 19
Magnetic properties of FePt (001) films with a variety of compositions sputter-deposited
at reduced temperature
口頭（一般）
-Japan
薬師寺　啓 4　　助手
The 18th international colloquium on magnetic films and surfaces
Madrid 2003 7 22 2003 7 25
Inverse TMR in microfabricated granular systems: Effect of spin accumulation in
nano-particles
口頭（一般）
-Spain
International Conference on Magnetism 2003
Rome 2003 7 29
Spin-dependent single-electron tunneling phenomena in nanofabricated granular systems
ポスター（一般）
-Italy
The 8th IUMRS International Conference on Advanced Materials
Yokohama 2003 10 9
Inverse tunnel magnetoresistance associated with Coulomb staircases in microfabricated
granular systems
口頭（一般）
-Japan
9th Joint MMM-Intermag Conference
Anaheim 2004 1 9
Inverse TMR in microfabricated granular systems: Effect of spin accumulation in
nano-particles
口頭（一般）
-USA
結晶材料化学研究部門
宇田　聡 1　　教授
韓国結晶成長学会
ソウル 2003 5 22 2003 5 24
Growth of langasite crystal from melt
口頭（招待・特別）
-Korea
15th American Conference on Crystal Growth and Epitaxy
Keystone 2003 7 20 2003 7 24
Incongruency and Liquid Immiscibility of Langasite
口頭（一般）
S.Q. Wang
-USA
黄　晋二　 4　　助手
11th Modulated Semiconductor Structures
Nara 2003 7 14 2003 7 18
Growth of small and high-density GeSiC dots by gas source molecular beam epitaxy
ポスター（一般)
K. Konishi, and Y. Shiraki
-Japan
恒川　信 4　　助手
ICMAT 2003
Singapore 2003 12
Influence of surface modification on shapes and structures of nanocrystalline SnO2
particles
ポスター（一般）
J.-T. Wang, Y. Kawazoe
-Singapore
特殊耐熱材料学研究部門
折茂　慎一 2　　助教授
The European Material Research Society 2003 Spring meeting, 20th Anniversary
Strasbourg 2003 6 10 2003 6 13
Material properties of MBH4 (M = Li, Na, and K)
ポスター（一般）
-France
First Japan-Australia Workshop on Advanced Materials
Sendai 2004 1 16 2004 1 17
Lithium-based Complex Hydrides for Hydrogen Storage Technology
口頭（招待・特別）
-Japan
UK-Japan WS on Solid-State Hydrogen Storage Materials
Birmingham 2004 2 26 2004 2 27
Lithium-based Hydrogen Storage Materials
口頭（招待・特別）
-UK
2004TMS Annual Meeting
Charlotte 2004 3 14 2004 3 18
Hydrogen Storage Properties of Lithium-based Complex Hydrides
口頭（招待・特別）
-USA
中森　裕子 4　　助手
Ｔｈｅ European Material Research Society 2003,Spring meeting,20thAnniversary
Strasbourg 2003 6 10 2003 6 13
Li-N based hydrogen storage materials
口頭（一般）
Y.Nakamori,S.Orimo
-France
ASM-International Conference,Processing and Fabricaton of Advanced
Materials(PFAM XII)
Pittsburgh 2003 10 13 2003 10 15
Lithium based materials with hydrogen clusters
口頭（招待・特別）
Y. Nakamori,S.Orimo
-USA
溶解凝固制御工学研究部門
後藤　孝 1　　教授
Thermal and Environmental Barrier Coatings
Irsee 2003 8 17 2003 8 22
High-speed deposition of YSZ coatings by laser CVD
ポスター（一般）
-Germany
The 1st International Symposium on Nano and Bio Materials (ISNB 2003)
Chungnam 2003 9 22 2003 9 22
A new coating process-laser induced plasma CVD
口頭（招待・特別）
-Korea
The 5th Int.Meeting of Pacific Rim Ceramic Societies (PacRim5)
Nagoya 2003 9 29 2003 10 2
Chemical vapor deposition of YSZ films for thermal barrier coating
口頭（招待・特別）
-Japan
The 8th IUMRS International Conference on Advanced Materials(IUMRS-ICAM
2003)
Yokohama 2003 10 8 2003 10 13
A new laser CVD process for thermal barrier coatings
口頭（一般）
T. Kimura, H. Miyazaki
-Japan
XVth International Symposium on the Reactivity of Solids (ISRS 2003)
Kyoto 2003 11 9 2003 11 13
High-speed depostion of zirconia films by laser-induced plasma assisted MOCVD
口頭（招待・特別）
T. Kimura, H. Miyazaki
-Japan
MPE-SIMTech-IMR Thin films and Coating Workshop
Singapore 2004 1 8 2004 1 9
Status of the proptective coatings
口頭（基調）
-Singapore
増本　博 2　　助教授
The 4th International Conference on Intelligent Processing and Manufacturing
of Materials, Nano-Biological Systems
Sendai 2003 5 1 2003 5 6
Interactions of Bacteriorhodopsin Polypeptides in a　Langmuir-Blodgett Film on a
Hydrogenated Amorphous Si Thin Film
口頭（一般）
-Ｊapan
KINKEN-KIST Joins Seminar
Sendai 2003 7 3 2003 7 4
Optical propertie of Au nano-particle dispersed SiO2R films prepared by
induction-coil-coupled plasma sputtering
口頭（一般）
-Japan
The 5th Int.Meeting of Pacific Rim Ceramic Societies (PacRim5)
Nagoya 2003 9 29 2003 10 2
Electrical properties of YSZ and Sr-doped YSZ films prepared by MOCVD
ポスター（一般）
-Japan
The 5th Int.Meeting of Pacific Rim Ceramic Societies (PacRim5)
Nagoya 2003 9 29 2003 10 2
Preparation of BaO-Bi2O3-TiO2 system films by MOCVD and their microstructure and
dielectric properties
口頭（一般）
-Japan
The 5th Int.Meeting of Pacific Rim Ceramic Societies (PacRim5)
Nagoya 2003 9 29 2003 10 2
Effect of annealing atmosphere on the orientation of PZT films prepared by RF magnetron
sputtering
ポスター（一般）
-Japan
2003 MRS Fall Meeting
Boston 2003 12 1 2003 12 5
Effect of piezoelectric vibration on electrical properties of YSZ film prepared by MOCVD
口頭（招待・特別）
-USA
The 5th International Conference on Nano-Molecular Electronics
Kobe 2003 12 10 2003 12 12
Preparation of Thin Films of Amorphous Silicon and Hydrogenated Amorphous Silicon by
ECR Plasma Sputtering and the Effect on Membrane Protein Polypeptides Jointed with
Hydrogenated Amorphous Silicon Thin Films
ポスター（一般）
-Japan
宮崎　英敏 4　　助手
The 5th Int.Meeting of Pacific Rim Ceramic Societies (PacRim5)
Nagoya 2003 9 29 2003 10 2
Effect of annealing atmosphere on the orientation of PZT films prepared by RF magnetron
sputtering
ポスター（一般)
H. Miyazaki, T. Maruyama, H. Masumoto and T. Goto
-Japan
The 5th Int.Meeting of Pacific Rim Ceramic Societies (PacRim5)
Nagoya 2003 9 29 2003 10 2
Effect of titania content on the thermal conductivity of YSZ ceramics
ポスター（一般)
 H. Miyazaki, J. Nakano,T. Kimura and T. Goto
-Japan
塗　溶 8　　研究機関研究員
The 8th IUMRS International Conference on Advanced Materials(IUMRS-ICAM
2003)
Yokohama 2003 10 8 2003 10 13
Microstructure of YSZ films prepared by MOCVD
口頭（一般）
R. Tu, T. Kimura and T. Goto
-Japan
中野　淳一 9　　大学院生
The 5th Int.Meeting of Pacific Rim Ceramic Societies (PacRim5)
Nagoya 2003 9 29 2003 10 2
Thermal conductivity measurements by a laser-heating AC method for yttria-stabilized
zirconia thin films
ポスター（一般)
J. Nakano, H. Miyazaki, T. Kimura and T. Goto
-Japan
加工プロセス工学研究部門
花田　修治 1　　教授
Shape Memory and Superelastic Technologies:Engineering and Biomedical
Applications
モントレー 2003 5 4 2003 5 8
口頭（一般）
-USA
THERMEC'2003
2003 7 7 2003 7 11
Composition Dependence of Young's Modulus in Beta Titanium Binary Alloys
口頭（一般）
-Spain
EUROMAT2003
2003 9 1 2003 9 5
Mechanical Properties and Oxidation Resistance in Mo-Si-B Alloys
口頭（一般）
-Swiss
正橋　直哉 2　　助教授
The Twelfth International Symposium on Processing and Fabrication of　
Advanced Material (PFAM XII) on ASM Materiaks Solution Conference
Pittsburgh 2003 10 15 2003 10 18
Effect of composition and microstructure on hydrogen absorbing
口頭（招待・特別）
S. Semboshi, T. J. Konno, M. Sakurai and S. Hanada
-USA
放射線金属化学研究部門
塩川　佳伸 1　　教授
Inetrnational　IUPAC conference on High temprature Materials chemistry XI
Tokyo 2003 5 20 2003 5 23
Hydrometallurgical preparation of actinide metals and　actinide　redox batteries
口頭（招待・特別）
Y.Shiokawa
-Japan
日本原子力研究所先端基礎研究センター・国際ワークショップ
2004 2 23 2004 2 24
Preparation of actinide metals by hydrometallurgy
口頭（招待・特別）
-
山村　朝雄 4　　助手
5th Internationa Conference on f-elements (ICfe'5), 
Geneva 2003 8 24 2003 8 29
Electrochemical Investigation of Uranium Tetraketone Complexes For all-Uranium Redox
Flow Battery
ポスター（一般)
T.Yamamura, K. Shirasaki, Y.Shiokawa
-Switzerland
5th Internationa Conference on f-elements (ICfe'5)
Geneva 2003 8 24 2003 8 29
Spin-Glass Behavior In Ternary Uranium Compound U2CuGa3
ポスター（一般)
T. Yamamura, D. X. Li, Y. Shiokawa
-Switzerland
李　徳新 4　　助手
5th Internationa Conference on f-elements (ICfe'5)
Geneva 2003 8 24 2003 8 29
Spin-Glass Behavior In Ternary Uranium Compound U2CuGa3, 5th Internationa
Conference on f-elements (ICfe'5)
口頭（一般）
T.Yamamura, D.X.Li, Y.SHiokawa
-Switzerland
分析科学研究部
我妻　和明 1　　教授
Colloquium Spectroscopicum Internationale XXXIII (CSI 2003)
Granada 2003 9 7 2003 9 12
Emission intensity modulation of radio frequency helium glow-discharge emission source
by laser ablation
ポスター（一般）
-Spain
Colloquium Spectroscopicum Internationale XXXIII (CSI 2003)
Granada 2003 9 7 2003 9 12
Enhancement factor in the intensities of emission lines excited by radio-frequency glow
discharge plasma associated with bias-current introduction
口頭（一般）
H. Matsuta
-Spain
10th International Beijing Conference and Exhibition on Instrumental Analysis
(BCEIA 2003)
Beijing 2003 10 13 2003 10 16
Comparative study of excitation mechanisms in argon radio-frequency
inductively-coupled plasma, nitrogen high-power microwave induced plasma, and argon or
nitogen glow discharge plasmas
口頭（招待・特別）
Y. Danzaki, T. Nakahara
-China
10th International Beijing Conference and Exhibition on Instrumental Analysis
(BCEIA 2003)
Beijing 2003 10 13 2003 10 16
Determination of metal pollutants in industrial wastewater by high power microwave
induced air plasma atomic emission spectrometry
口頭（一般）
Z. Zhang
-China
奥　正興 2　　助教授
14th International Conference on Solid Compounds of Transition Elements
Linz 2003 10
<olten metal flux growth and properties of CrSi2
ポスター（一般）
T. Shishido, S. Obara, Ishizawa, K. Kudou, Iizumi, H. Horiuchi, Inaba, T. Sekiguchi, J.
Ye, S. Miyashita, A. Nomura, T. Sugawara, K. Obara, K. Fujiwara, T. Ujihara, G.
Sazaki, N. Usami, S. Kohiki, Y. Kawazoe, K. Naskajima
-Austria
14th International Conference on Solid Compounds of transition Elements
Linz 2003 10
Search for perovskite-type new borides in the Sc-TM-B (TM=Ti,V,Vr,Mn,Fe,Co,Ni)
systems
ポスター（一般）
T. Shishido, K. Kudou, T. Sasaki, S. Okada, J.Ye, K. Iizumi, A. Nomura, T. Sugawara,
K. Obara, M. Tanaka, S. Kohiki, Y. Kawazoe, K. Nakajima
-Austria
高田　九二雄 3　　講師
10th International Conference on Ultra-High Purity Metallic-Base Materials
UHPM-2003
Saint-Etienne 2003 6 16 2003 6 20
Determination of trace As, Sb and Sn in high-purity iron and low alloy steel by ICP-OES
from axial view after the separation of coprecipitation with manganese dixide
口頭（一般）
ITAGAKI T., TAKADA K., WAGATSUMA K., ABIKO K.
-France
10th International Conference on Ultra-High Purity Metallic-Base Materials
UHPM-2003
Saint-Etienne 2003 6 16 2003 6 20
Results of Japanese RRT on Fe-C and Fe-S alloys
口頭（一般）
TSUNOYAMA K., TAKADA K., ABIKO K.
-France
10th International Conference on Ultra-High Purity Metallic-Base Materials
UHPM-2003
Saint-Etienne 2003 6 16 2003 6 20
Determination of ultra-trace rare earth elements in high purity iron by high-resolution
ICP-mass spectrometry
ポスター（一般）
ASHINO T., TAKADA K., WAGATSUMA K., ABIKO K.
-France
10th International Conference on Ultra-High Purity Metallic-Base Materials
UHPM-2003
Saint-Etienne 2003 6 16 2003 6 20
Determination pf trace amounts of Pt, Pd, Rh and Ir in high-purity iron by ICP-MS and
ICP-OES after separation by the coprecipitation process using Te snd Sn(II) chloride
ポスター（一般）
SHIMADA Y., TSUNOYAMA K., TAKADA K., ABIKO K.
-France
松田　秀幸 4　　助手
Colloquium Spectroscopicum Internationale XXXIII
Granada 2003 9 7 2003 9 12
EMISSION INTENSITY MODULATION OF RADIO FREQUENCY HELIUM
GLOW-DISCHARGE EMISSION SOURCE BY LASER ABLATION
ポスター（一般）
T. M. Naeem, K. Wagatsuma
-Spain
朴　賢國 4　　助手
10th Symposium on Laser Spectroscopy
Daejeon 2003 11 7 2003 11 8
Study on Emission Characteristics in Glow Discharge Plasma by Using Voltage Modulation
Technique
ポスター（一般）
K. Wagatsuma
-Korea
後澤　洋平 9　　大学院生
10th Symposium on Laser Spectroscopy
Daejeon 2003 11 7 2003 11 8
Development of radio-frequency-powered helium glow discharge optical emission source
associated with sampling by laser ablation
ポスター（一般）
H. Matsuta, K. Wagatsuma
-Korea
児玉　憲治 9　　大学院生
10th Symposium on Laser Spectroscopy
Daejeon 2003 11 7 2003 11 8
Excitation mechanism of nickel and argon emission lines excited by radio-frequency glow
discharge plasma associated with bias current introduction
ポスター（一般）
K. Wagatsuma
-Korea
前田　哲男 9　　大学院生
10th Symposium on Laser Spectroscopy
Daejeon 2003 11 7 2003 11 8
Emission Characteristics of High-powered Microwave Induced Plasma by Using
Nitrogen-Oxygen Mixture Gas
ポスター（一般）
K. Wagatsuma
-Korea
２．　学会等の役員・委員
（１）　学会活動［国内］
金属物性論研究部門 前川　禎通1　　教授
(社)日本物理学会 論文賞選考委員会委員 2001 9 2003 8-
(社)日本物理学会 理事 2003 9 2005 8-
(社)日本物理学会　 受賞候補等推薦委員会委員 2003 1 2003 12-
金属物性論研究部門 高橋　三郎4　　助手
(社)日本応用磁気学会 編集委員・論文委員 2000 4 2005 3-
結晶物理学研究部門 中嶋　一雄1　　教授
人工結晶工学会 評議員 2002 4 2005 3-
日本結晶成長学会 理事 2004 4 継続中-
結晶物理学研究部門 佐崎　元3　　講師
日本結晶成長学会 評議員 2003 1 継続中-
低温物理学研究部門 小林　典男1　　教授
(社)日本物理学会 代議員 2003 9 2005 8-
低温物理学研究部門 西嵜　照和4　　助手
(社)日本物理学会 第58回年次大会組織委員会委員 2002 12 2003 3-
低温電子物性学研究部門 岩佐　義宏1　　教授
フラーレン・ナノチューブ研究会 幹事 2002 8 継続中-
放射線金属物理学研究部門 山田　和芳1　　教授
日本中性子科学会 評議員 2003 4 2005 3-
放射線金属物理学研究部門 大山　研司2　　助教授
日本中性子科学会 地区編集委員 2003 4 2004 3-
結晶欠陥物性学研究部門 米永　一郎2　　助教授
(社)日本金属学会 男女共同参画委員会幹事 2003 10 継続中-
合金設計制御工学研究部門 川添　良幸1　　教授
ナノ学会 監事 1997 4 継続中-
(社)日本化学会 学術研究活性化委員会委員 2000 9 継続中-
(社)日本金属学会 評議員 2002 4 2004 3-
(社)日本金属学会 欧文誌編集委員 2002 4 継続中-
材料照射工学研究部門 永井　康介2　　助教授
(社)日本物理学会 （領域10）世話人 2002 11 2003 10-
磁性材料学研究部門 高梨　弘毅1　　教授
(社)日本応用磁気学会 評議員 2003 6 継続中-
(社)日本金属学会 会報編集委員 1997 5 継続中-
(社)日本金属学会 会誌・欧文誌編集委員 2002 6 継続中-
磁性材料学研究部門 三谷　誠司2　　助教授
(社)日本応用磁気学会 編集委員 2001 4 継続中-
(社)日本金属学会 会報編集委員 2001 6 2003 6-
(社)日本金属学会 会誌・欧文誌編集委員 2003 6 継続中-
結晶材料化学研究部門 宇田　聡1　　教授
人工結晶工学会 評議員 2002 4 継続中-
日本結晶成長学会 理事 2002 4 継続中-
特殊耐熱材料学研究部門 折茂　慎一2　　助教授
(社)日本金属学会 第一分科会幹事 2001 4 2003 3-
(社)日本金属学会 中国四国支部理事 2001 4 2003 3-
(社)日本金属学会 第一分科会委員 2003 4 継続中-
(社)日本金属学会 会報編集委員 2003 6 継続中-
溶解凝固制御工学研究部門 後藤　孝1　　教授
(社)日本セラミックス協会 連載講座小講座委員会委員 2002 5 継続中-
(社)日本セラミックス協会 セラミックス編集委員会講座小講座委員
会
2002 7 継続中-
(社)日本セラミックス協会 賞選考委員会（学術賞・進歩賞選考分科
会）委員
2003 10 継続中-
(社)日本セラミックス協会 学術論文誌編集委員 1993 4 継続中-
(社)日本金属学会 会誌・欧文誌編集委員会委員 2002 6 継続中-
(社)日本金属学会 男女共同参画検討委員会委員 2003 10 継続中-
(社)日本金属学会 分科会委員（第I総合分科） 1993 3 継続中-
(社)日本金属学会 会報編集委員 1997 6 2003 5-
(社)日本金属学会 第50回論文審査委員 2002 4 2002 12-
溶解凝固制御工学研究部門 増本　博2　　助教授
(社)日本セラミックス協会 東北北海道支部委員 2002 4 継続中-
(社)日本セラミックス協会 行事企画委員 2002 4 継続中-
(社)日本セラミックス協会 IT推進委員 2002 4 継続中-
加工プロセス工学研究部門 花田　修治1　　教授
(社)日本金属学会 理事 2003 4 2005 3-
加工プロセス工学研究部門 正橋　直哉2　　助教授
(社)日本金属学会 会誌・欧文誌編集委員 2002 4 継続中-
放射線金属化学研究部門 塩川　佳伸1　　教授
(社)日本原子力学会 「アクチニドの物性科学」研究専門委員会
委員
2003 4 2005 3-
放射線金属化学研究部門 山村　朝雄4　　助手
(社)日本原子力学会 東北支部役員会幹事 2003 5 継続中-
分析科学研究部 我妻　和明1　　教授
(社)日本金属学会 第五分科会委員 2003 4 2005 3-
(社)日本金属学会 会報編集委員 2003 4 継続中-
(社)日本金属学会 評議員 2004 4 継続中-
(社)日本鉄鋼協会 学会部門評価・分析・解析部会運営委員 1999 4 継続中-
(社)日本鉄鋼協会 生産技術部会委員 1999 4 継続中-
(社)日本鉄鋼協会 評議員 2000 4 継続中-
(社)日本鉄鋼協会 講演大会協議会委員 2000 4 2004 12-
(社)日本鉄鋼協会 「微量元素機器分析セミナー」プログラム
編成責任者
2002 7 -
(社)日本鉄鋼協会 「次世代オンサイト分析法の実用化」研究
会主査
2003 4 継続中-
(社)日本分析化学会 東北支部幹事 1999 4 継続中-
(社)日本分析化学会 第５２回年会実行委員 2003 9 2003 9-
日本鉄鋼連盟標準化センター めっき分析技術ISO規格化委員会委員 2000 4 2004 3-
分析科学研究部 奥　正興2　　助教授
(社)日本分析化学会 X線分析研究懇談会幹事 2000 4 継続中-
分析科学研究部 松田　秀幸4　　助手
(社)日本鉄鋼協会 「次世代鉄鋼迅速分析の実用化」研究会
幹事
2003 4 -
（２）　学会活動［国際］
金属物性論研究部門 前川　禎通1　　教授
International Union of Pure and
Applied Physics
専門委員会委員 2001 1 継続中-
Journal of Magnetism and
Magnetic Meterials
Advisory Editor 2003 1 継続中-
Physica C Editor 1988 3 継続中-
結晶物理学研究部門 中嶋　一雄1　　教授
Journal of Crystal Growth
(Elsevier Science)
Board Editor 2002 3 継続中-
結晶欠陥物性学研究部門 米永　一郎2　　助教授
International Conference on
Extended Defects in
Semiconductors
国際諮問委員 2000 7 継続中-
International Conference on
Materials for Microelectronics
and Nanoengineering
国際諮問委員 1999 7 継続中-
超高圧化学研究部門 川崎　雅司1　　教授
International Workshop on
Oxide Electronics
国際諮問委員 2002 4 2003 3-
Journal of Crystal Growth Associated Editor 2002 1 継続中-
Special Issue in Semiconductor
Science and Technology
Guest Editor 2004 2 継続中-
U.S.-Japan Workshop on
Combinatorial Materials
Science and Technology
国際諮問委員 2002 4 2003 3-
（３）　外部評価関連活動［国内］
金属物性論研究部門 前川　禎通1　　教授
京都大学基礎物理学研究所　 運営委員会   2003 8 2005 7-
東京工業大学応用セラミックス
研究所　
運営協議会委員  2002 9 2004 3-
東京大学物性研究所　 スーパーコンピューター共同利用課題審
査委員会委員
1998 4 2004 3-
東京大学物性研究所　 人事選考協議会委員 1999 4 2003 3-
東京大学物性研究所 協議会委員 2000 9 2004 8-
(独)科学技術振興事業団  領域アドバイザー  2000 4 2006 3-
日本学術会議　 物理学研究連絡委員会  2000 10 2006  10-
日本学術会議　  物性委員会委員 2000 9 2003 8-
日本学術会議　  物性物理専門委員会 2001 4 継続中-
日本学術振興会　 科学研究費委員会専門委員会  委員  2000 1 2003 9 -
日本学術振興会　 特別研究員等審査会専門委員会  委員  2003 8 2005 7-
日本原子力研究所　  研究評価委員会専門部会委員  2001 4 2004 3-
日本原子力研究所　  先端基礎研究専門部会委員  2002 4 2004 3-
理化学研究所　  連携型研究課題審査委員会委員  2000 4 2003 9-
理化学研究所　 基礎科学特別研究員制度推進委員会 審
査委員会委員
2000 4 2003 3-
理化学研究所　 独立主幹研究員制度推進委員会委員  2001 8 2004 3-
理化学研究所　  ジュニア・リサーチ・アソシエイト制度推進
委員会委員
2002 4 2003 3-
理化学研究所　 ＪＲＡ制度推進委員会  2002 4 2004 3-
放射線金属物理学研究部門 山田　和芳1　　教授
高エネルギー加速器研究機構
　　　物質構造研究所
人事委員会委員 2003 4 継続中-
高エネルギー加速器研究機構
　　物質構造研究所
運営協議員会委員 2003 4 継続中-
東京大学物性研究所 物質設計評価運営委員会委員 2003 4 継続中-
東京大学物性研究所 共同利用施設専門委員会委員 2003 4 継続中-
東京大学物性研究所 附属中性子科学研究施設運営委員会委
員
2003 4 継続中-
東京大学物性研究所 日米協力「中性子散乱」研究計画委員会
委員
2003 4 継続中-
日本原子力研究所 原研施設利用協議会専門委員会委員 2003 4 継続中-
合金設計制御工学研究部門 川添　良幸1　　教授
科学技術庁 原子力用計算科学研究評価委員会委員 1996 4 継続中-
東京大学物性研究所 スーパーコンピュータ共同利用委員会委
員
2002 4 継続中-
非平衡物質工学研究部門 井上　明久1　　教授
京都賞審査委員会 委員 2002 12 継続中-
(財)ホソカワ粉体工学振興財団 選考委員 2002 5 継続中-
(財)宇宙環境利用推進センター 研究推進委員会委員 2002 5 継続中-
(財)金属系研究開発センター 評議員 2002 3 継続中-
(財)金属研究助成会 理事 2002 6 継続中-
松範科学技術賞審査会 評議員 2002 12 継続中-
大阪大学接合科学研究所 運営委員会委員 2002 12 継続中-
東レ科学技術賞審査委員会 委員 2002 12 継続中-
東京大学物性研究所 協議会委員 2002 12 継続中-
日本原子力研究所 参与 2002 3 継続中-
物質・材料研究機構 ナノヘテロ金属材料研究委員会委員 2002 12 継続中-
溶解凝固制御工学研究部門 後藤　孝1　　教授
熱電変換研究会 運営委員 2001 8 2004 7-
放射線金属化学研究部門 塩川　佳伸1　　教授
(財)金属研究助成会　 原田研究奨励賞審査委員 2002 7 2002 9-
日本原子力研究所 燃料サイクル安全研究委員会専門委員 2002 7 2003 3-
日本原子力研究所　 博士研究員研究業績評価委員会　委員 2002 11 -
日本原子力研究所　 博士研究員研究業績評価委員会　委員 2004 2 2004 3-
分析科学研究部 我妻　和明1　　教授
日本学術振興会 科学研究費委員会専門委員 2002 1 2002 12-
（４）　外部評価関連活動［国際］ (3)
特殊耐熱材料学研究部門 折茂　慎一2　　助教授
国際エネルギー機関（IEA）
Hydrogen Implemanting
Agreement, Task 17
研究専門委員 2003 1 継続中-
（５）　会議やシンポジウム［国内規模］
低温物理学研究部門 佐々木　孝彦2　　助教授
(社)日本物理学会大58回年次大会
2003 3 28 2003 3 31実行委員会委員 Japan     Sendai -
低温電子物性学研究部門 岩佐　義宏1　　教授
第23回フラーレン・ナノチューブ総合シンポジウム
2002 7 17 2002 7.実行委員長 Japan　　Matsushima -
結晶欠陥物性学研究部門 米永　一郎2　　助教授
東北大学金属材料研究所研究会ナイトライド結晶の欠陥の発生、構造および物性
2004 1 8 2004 1 9委員長 Japan     Sendai -
特殊耐熱材料学研究部門 折茂　慎一2　　助教授
(社)日本金属学会　2002年春期大会公募テーマシンポジウム
2002 3 28 2002 3 30企画提案者 -
(社)日本金属学会　2003年秋期大会宿題テーマシンポジウム
2003 10 11 2003 1013責任者 -
溶解凝固制御工学研究部門 後藤　孝1　　教授
(社)日本セラミックス協会　第15回秋季シンポジウム
　　　　セッション「資源・環境・エネルギーとセラミックス材料／エネルギー変換とセラミックス材料」
2002 9 22座長 Japan     Akita -
(社)日本セラミックス協会　2003年年会
　　セッション「電子材料／機能・デバイス／誘電体・絶縁体」
2003 3 24 2003 3 24座長 Japan     Hachioji -
(社)日本金属学会　2003年春期（第132回）大会
　　セッション「コーティング材料の新たな展開-ナノ構造制御のプロセス・材料・評価技術-」、「ナノ萌芽材
2003 3 29 2003 3 29座長 Japan     Chiba -
溶解凝固制御工学研究部門 増本　博2　　助教授
(社)日本セラミックス協会　第15回秋期シンポジウム
2002 9 22 2002 9 24高温・構造材料イノベーション テー
マ責任者
Japan 　 Akita -
(社)日本セラミックス協会第15回秋季シンポジウム
2002 9 22 2002 9 24座長(反応場制御による新しい材
料プロセッシング)　
Japan     Akita -
(社)日本セラミックス協会　平成14年度東北北海道支部研究発表会
2002 10 27 2002 1028オーラルセッション　座長 Japan 　　Hakodate -
(社)日本セラミックス協会　平成15年度東北北海道支部研究発表会
2003 8 6 2003 8 7実行委員会委員 Japan 　　Sendai -
(社)日本セラミックス協会　第４１回セラミックス基礎科学討論会
2003 1 22 2003 1 23薄膜・PVD２＆液相合成　座長 Japan     Kagoshima -
放射線金属化学研究部門 塩川　佳伸1　　教授
日本原子力研究所　第3回先端基礎研究国際シンポジウム
2002 5 31 2003 3 31組織委員会委員 -
京都大学原子炉実験所　専門研究会　
2001 2003開催責任者 -
分析科学研究部 我妻　和明1　　教授
(社)日本分析化学会第52年会
2003 9 23 2003 9 25-
シンポジウム「製鋼工程管理分析の高速化・高感度化」
2002 7 2002 7プログラム編成副責任者 -
（６）　会議やシンポジウム［国際規模］
金属物性論研究部門 前川　禎通1　　教授
The 3rd International Workshop on Novel Quantum Phenomena in Transition Metal Oxides and The 1st
Asia-Pacific Workshop on "Strongly Correlated Electron Systems"
2003 11 5 2003 118オーガナイザー Japan     Sendai -
金属物性論研究部門 遠山 貴己2　　助教授
The 15th International Symposium on Superconductivity (ISS2002)
2002 11 11 2002 1113プログラム委員 Japan     Yokohama -
CREST International Workshop on Novel Quantum Phenomena in Transition Metal Compounds
2002 8 29 2002 8 31プログラムおよび組織委員 Japan     Sendai -
金属物性論研究部門 小山　富男4　　助手
The 1st NANOFAB Workshop "Theoretical Developments of Nanosuperconductoors and its Applications
2003 11 11 2003 1112Japan     Kyoto -
磁気物理学研究部門 野尻　浩之1　　教授
Quantum magnetism in spin, charge and orbital systems
2003 10 1 2003 104France    Paris -
低温物理学研究部門 小林　典男1　　教授
15th International Symposium on Superconductivity
2002 11 11 2002 1113プログラム委員、座長 Japan     Yokohama -
23nd International Conference on Low Temperature Physics
2002 8 20 2002 8 27座長 Japan     Kyoto -
11th International Workshop on Critical Current in Superconductors
2003 7 28 2003 7 31プログラム委員 Japan     Tokyo -
低温電子物性学研究部門 岩佐　義宏1　　教授
200th Electrochemical Society Meeting
2002 5 13 2002 5 16セッションオーガナイザー（Solid
State Physics of Fullerenes)
USA         Philadelphia -
203th Electrochemical Society Meeting
2003 5 6 2003 5 10セッションオーガナイザー（Solid
State Physics of Fullerenes)
France    Paris -
結晶欠陥物性学研究部門 米永　一郎2　　助教授
Extended Defects in Semicondutors
2002 6 1 2002 6 6国際諮問委員 Italy       Bologna -
International Conference on Materials for Microelectronics and Nanoengineering
2002 6 10 2002 6 12国際諮問委員 Finland   Espoo -
Workshop on Structural Defects in Wide Band Gap Semiconductors
2003 7 4 2003 7 4委員長 Japan     Tokyo -
合金設計制御工学研究部門 川添　良幸1　　教授
The International Conference on Intelligent Processing and Manufacturing of Materials(IPMM)
1996 4 継続プログラム委員 -
Asian Consortium on Computational Materials Science (ACCMS)」
2000 4組織委員 -
ICAM 及び E-MRS Symposium
1996 4 継続組織委員会委員 -
Intelligent Processing and Manufacturing of Materials
2003 5 18 2003 5 23主催者 Japan     Sendai -
材料照射工学研究部門 長谷川　雅幸1　　教授
The 13th International Conference on Positron Annihilation (ICPA-13),
2003 9 7 2003 9 13-
The 3rd International Workshop on Positron Studies of Semiconductor Defects (PSSD-2002),
2002/09/29 ? 10/04, Sendai, Japan
2002 9 29 2002 104-
原子力材料工学研究部門 二田　伸康4　　助手
ICFRM-11
2003 12 8 -
超構造薄膜化学研究部門 川崎　雅司1　　教授
U.S.-Japan Workshop on Combinatorial Materials Science and Technology
2002 12 9 2002 1211Organizing Committee USA         Winterpark -
International Workshop on Oxide Electronics
2002 10 20 2002 1023International Program Committee USA         Florida -
非平衡物質工学研究部門 井上　明久1　　教授
MRS Fall会議｢過冷液体、ガラス遷移およびバルク金属ガラス｣
2002 12 2 2002 126-
第６回ナノ組織材料国際会議
2002 6 16 2002 6 21-
第９回ナノ機械合金化およびナノ構造物質国際シンポジウム
2002 9 8 2002 9 12-
MRS Fall会議｢アモルファスおよびナノ結晶合金｣
2003 12 1 2003 124-
第10回ナノ機械合金化およびナノ構造物質国際シンポジウム
2003 8 24 2003 8 28-
磁性材料学研究部門 高梨　弘毅1　　教授
International Conference on Magnetism (ICM 2003)
2003 7 28 2003 8 1International Advisory Committee Italy      Rome  -
International Symposium on Magnetic Materials, Symposium B-9 of IUMRS-ICAM2003
2003 10 8 2003 1010Organizing Committe Japan     Yokohama -
結晶材料化学研究部門 宇田　聡1　　教授
15th American Conference on Crystal Growth and Epitaxy
2003 7 20 2003 7 24プロシーディングス編集者 USA         Keystone -
結晶材料化学研究部門 黄　晋二4　　助手
2nd International WorkShop on New Group IV (Si-Ge-C) Semiconductors Control of Properties and
Applications to Ultrahigh Speed and Opto-Electronic Devices
2002 6 2 2002 6 4経理 Japan     Kofu -
特殊耐熱材料学研究部門 折茂　慎一2　　助教授
欧州材料学会E-MRS2003（20th Anniversary）"Symposium on Nanoscale Materials for Energy Storage"
2003 6 10 2003 6 13Organizer -
溶解凝固制御工学研究部門 後藤　孝1　　教授
The 19th Meeting on Ferroelectric Materials and Their Applications (FMA-19)
2002 5 2002 6現地準備委員会委員 -
International Symposium on Material Chemistry in Nuclear Environment (MATERIAL CHEMISTRY '02)
2002 3 13 2002 3 15座長 Japan     Tsukuba -
13th International Symposium on Applications of Feroelectrics (ISAF'02)
2002 5 28 2002 6 1組織委員 Japan     Nara -
14th International Symposium on Integrated Feroelectrics (ISIF2002)
2002 5 28 2002 6 1組織委員 Japan     Nara -
14th International Symposium on Integrated Feroelectrics (ISIF2002)
2002 5 28 2002 6 1現地準備委員会委員 Japan     Nara -
1st International Conference on Materials Processing for Properties and Performance (MP3)
2002 8 1 2002 8 3組織委員 Singapore -
XVth International Symposium on the Reactivity of Solids (ISRS 2003)
2003 11 13 2003 1113Session chair Japan     Kyoto -
The 5th International Meeting of Pacific Rim Ceramic Societes (PacRim 5)
2003 9 30 2003 9 30Chairperson (Symposium Topic 12:
Nano Materials and Nano
Technology)
Japan     Nagoya -
The 8th IUMRS International Conference on Advanced Materials(IUMRS-ICAM 2003)
2003 10 10 2003 1010Session chair (process and design
for nanocoating)
Japan     Nagoya -
The 1st International Symposium on Nano and Bio Materials (ISNB 2003), Chunnang, Korea
2003 9 22 2003 9 22セッション座長 Korea      Chunnang -
MPE-SIMTech-IMR Thin fioms and Coatings Workshop
2004 1 8 2004 1 9Organizing Committee Singapore -
溶解凝固制御工学研究部門 増本　博2　　助教授
International Joint Conference on the Applications of Ferroelectrics 2002
2002 5 28Thin films (VI) Chairman Japan     Nara -
放射線金属化学研究部門 塩川　佳伸1　　教授
第3回先基礎研究国際シンポジウム
2002 4 2003 3組織委員会委員 -
分析科学研究部 我妻　和明1　　教授
International Symposium on GDOES for surface analysis
2002 11 19 2002 1121Vice Chairman Japan     Yokohama -
IUPAC International Congress on Analytical Sciences 2001
2002 8 5 2002 8 9Session Organizer Japan     Tokyo -
（7）　行政機関・企業・NPO等における活動
金属物性論研究部門 前川　禎通1　　教授
金属助成会 評議委員  2002 9 2004 9-
日本原子力研究所  客員研究員  2002 4 2003 3-
日本原子力研究所　  先端基礎研究センター客員研究
員
2002 4 2004 3-
文部科学省 科学技術・学術審議会専門委員
会委員
2003  2 2005 1-
低温物理学研究部門 小林　典男1　　教授
国際超伝導産業技術研究センター 超電導応用基盤技術動向調査
委員会委員
2002 4 2003 3-
合金設計制御工学研究部門 川添　良幸1　　教授
Advance in Materials Research, Springer Series-Editor-in Chief 1997 1 継続中-
Phase Diagrams and Physical Properties
of Nonequilibrium Alloys
編集長 1997 1 継続中-
スーパーＳＩＮＥＴ推進協議会 委員 2001 4 継続中-
科学技術庁「科学技術会議専門委員会」 委員 1999 4 継続中-
宮城県における医療ASP網の構築運営
委員会
アドバイザー 2001 4 継続中-
(財)未来工学研究所 ナノテクノロジー・材料分科会委
員
2003 11 2004 3-
大和町 道の駅構想策定委員会委員長 1993 4 継続中-
中国重慶西南師範大学 顧問教授 1998 4 継続中-
中国上海復旦大学 顧問教授 1994 4 継続中-
中国南京大学物理学系 容座教授 2001 4 継続中-
通産省名古屋工業技術研究所 アトムクラスター研究委員会委
員
1994 4 継続中-
特定非営利活動法人　科学協力学際セ
ンター　
理事長 2003 4 継続中-
特定非営利活動法人　日本語e-learning
センター　
副理事長 2003 4 継続中-
日本遺伝子研究所 研究顧問 2002 4 継続中-
日本科学技術情報センター 合金データベース開発委員会委
員
1995 4 2004 3-
文部科学省 科学技術・学術審議会臨時委員
（研究計画・評価分科会委員）
2003 3 2005 1-
文部科学省 科学技術・学術審議会専門委員 2003 4 2004 3-
文部省 学術審議会学術情報資料分科
会委員
1996 4 継続中-
超高圧化学研究部門 川崎　雅司1　　教授
(財)神奈川科学技術アカデミー 非常勤研究員 2003 11 継続中-
新エネルギー・産業技術総合開発機構
（NEDO）
産業技術研究助成事業選考委
員・評価委員
2002 4 継続中-
(独)科学技術振興機構 戦略的創造研究推進事業選考
委員
2002 11 2003 3-
(独)産業技術総合研究所 強相関エレクトロニクス研究セン
ター（CERC)研究チーム長
2001 5 継続中-
(独)日本学術振興会 科学研究費委員会専門委員 2002 1 継続中-
(独)日本学術振興会 特別研究員等審査会専門委員 2002 11 2003 3-
(独)物質・材料研究機構 コンビナトリアル先導プロジェク
トグループリーダー
1999 4 継続中-
非平衡物質工学研究部門 井上　明久1　　教授
(財)次世代金属・複合材料研究開発協会 固体高分子形燃料電池要素技
術開発技術委員会委員
2002 12 継続中-
(財)次世代金属・複合材料研究開発協会 金属ガラス成形加工プロジェクト
技術委員会委員
2002 12 継続中-
大阪出版会 評議員 2002 12 継続中-
東北出版会 評議員 2002 3 継続中-
文部科学省 文部科学科学官 2001 4 継続中-
文部科学省 科学技術・学術審議会専門委員
(学術分科会)
2002 4 継続中-
文部科学省研究振興局 文部科学事務官 2002 4 継続中-
文部科学省研究振興局 科学技術・学術審議会専門委員 2002 4 継続中-
磁性材料学研究部門 高梨　弘毅1　　教授
(独)日本学術振興会 学術システム研究センター研究
員
2003 9 2006 3-
特殊耐熱材料学研究部門 戸叶　一正1　　教授
(財)無人宇宙実験システム開発機構　 USERS技術委員会委員 2002 4 継続中-
(社）未踏科学技術協会　 事業委員会　委員 2003 4 継続中-
新エネルギー・産業技術総合開発機構
（NEDO）
超伝導応用基盤研究開発プロ
ジェクト推進委員会委員
2003 4 継続中-
(独)物質・材料研究機構　 客員研究員 2003 4 2004 3-
特殊耐熱材料学研究部門 折茂　慎一2　　助教授
平成15-16年度NEDO受託事業「水素安
全利用等基盤技術開発」水素に関する
共通基盤技術開発　－
無機系水素貯蔵材料調査委員
会委員
2003 4 継続中-
平成15-16年度NEDO受託事業「水素安
全利用等基盤技術開発」水素に関する
共通基盤技術開発　－国際標準点国際
協力の研究
IEA水素実施協定対応委員 2003 4 継続中-
溶解凝固制御工学研究部門 後藤　孝1　　教授
宇宙開発事業団 客員開発部員 1999 4 2004 3-
航空宇宙技術研究所 客員研究員 2003 4 2004 3-
(財)原子力環境整備促進・資金管理セン
ター
地層処分記録保存システム検
討委員会委員
2002 7 2003 3-
(財)日本ファインセラミックス協会 平成14年度ナノコーティングに
関する調査応用・市場調査研究
委員会委員長
2002 5 2003 3-
(社）未踏科学技術協会 傾斜機能材料研究会　幹事、企
画委員会委員、新規プロジェクト
WG委員、国際交流委員
2002 4 継続中-
新エネルギー・産業技術総合開発機構
（NEDO）
技術委員 2002 10 2004 3-
新エネルギー・産業技術総合開発機構
（NEDO）
平成14年度プロセシングワーキ
ンググループ委員会委員
2002 4 2003 3-
(独)日本学術振興会 科学研究費委員会専門委員 2002 4 2003 9-
(独)日本学術振興会 高温セラミックス材料124委員会
運営委員会委員
2003 5 2004 5-
(独)日本学術振興会 科学研究費委員会専門委員 2004 1 2004 12-
日本原子力研究所 高温ガス炉技術開発研究委員
会専門委員
2001 9 継続中-
溶解凝固制御工学研究部門 増本　博2　　助教授
文部科学省 科学技術専門家ネットワーク平
成14年度専門調査員
2002 4 2003 3-
文部科学省 科学技術専門家ネットワーク平
成15年度専門調査員
2003 4 2004 3-
放射線金属化学研究部門 塩川　佳伸1　　教授
(財)金属研究助成会 監事 2002 4 2004 9-
日本原子力研究所 第１種客員研究員 2002 4 2004 3-
日本原子力研究所 NUCEF利用研究委員会　委員 2002 7 2003 3-
日本原子力研究所 NUCEF利用委員会委員 2002 7 2003 3-
日本原子力研究所 超ウラン化合物研究グループ
リーダー
2003 4 2004 3-
日本原子力研究所 アクチノイド元素の物理化学挙
動調査専門部会委員
2003 4 継続中-
日本原子力研究所 燃料サイクル安全研究委員会
専門委員
2003 7 2005 3-
日本原子力研究所 NUCEF利用研究委員会　委員 2004 2 2004 3-
分析科学研究部 我妻　和明1　　教授
日本規格協会 ISO-WG8国内委員会委員 1999 4 継続中-
   附属材料試験炉利用施設         施設長(併) 松井 秀樹 
 
【構成員】 
助教授：三頭 聰明、 助教授：小無 健司、 助教授：川嶋 朝日、 助教授：栗下 裕明、 
助教授：佐藤 伊佐務  
助手(兼)：山村 朝雄、 助手(兼)：二田 伸康 
 
【研究成果：2002 年度】 
 当施設の研究としては関係する４つの原子力関係部門や外来の共同利用者の研究があるが、ここで
は人事組織として施設に在籍する職員が得た成果について述べる。分野としては材料関係と燃料関係
の２種類に大別される。材料関係としてはまずＭＡ法による耐熱・耐照射材料の開発がある。栗下ら
のグループが微細結晶粒・粒子分散組織をもつ試作 Mo-0.5％TiC 合金で以前に見出した、JMTR 高速中
性子照射による顕著な延性向上について、代表的な Mo 合金である市販の TZM では発現しないこと、試
作合金の析出物に関する TEM 観察を通して観察された照射誘起延性向上の現象を（照射促進）粒界析
出による弱い粒界強化の観点から論じた研究 1)が代表的なものである。２番目は核融合炉用鉄鋼材料
の照射後疲労試験についてである、放射化された照射材に対する疲労試験は放射線被曝の観点等から
これまで困難であったが、試験片微小化により放射能を低減することにより、可能となった。新たに
開発した疲労試験器を施設のホットセル中に設置し、核融合炉用低放射化鉄鋼材料の照射後試料に関
するはじめてのデータ 2)を得ることが出来た。 
 クリーンエネルギー源としての水素を得る方法として地球上に大量に存在する海水を電気分解する
方法がある。この場合アノードでは有害な塩素を発生せず、酸素のみ発生させなければならない。MnO2
のみの電極では 91%の発生効率でしかも剥離や溶解が生じる。電着条件を工夫し、Mo および W を含む
マンガン酸化物電極は酸素発生効率が 100%でかつ耐久性が極めて高いことを明らかにした 3)。 
 核燃料関係の成果としてはまず水素化物新型燃料の開発がある。これには施設も強力にバックアッ
プしたが、その５年にわたる原子炉用新型水素化物燃料の開発成果をまとめたものが論文 4)である。
この成果は海外でも高く評価されており、IAEA 主催の国際会議において招待講演を行った。 
 金属に微量に含まれるアルファ放射体元素は、高度集積回路等を作成する上でソフトエラー等の原
因となるため、極めて厳しい規準で除去・純化する必要がある。論文 5)では純度 5N の市販のアルミニ
ウムをNF法で純化し、残留抵抗比11000以上の製品を得た。この高純度製品のα放射体濃度は10μBq/g
未満であり、次世代高密度集積回路の配線材料として利用可能であるとの成果を得た。 
  
1.  H. Kurishita  
Improvement in Ductility of Refractory Metals by Neutron Irradiation,  : Basic Studies in the 
Field of High-Temperature Engineering, OECD, 103-112 (2002) 
 
2.  NARUI, M.. 
Radiation effects on low cycle fatigue properties of reduced activation ferritic/martensitic 
steels, Journal of Nuclear Materials, vol.307  (2002)  304-307 
 
3.  KAWASHIMA, A. 
Anodically deposited manganese-molybdenum-tungsten oxide anodes for oxygen evolution in 
seawater electrolysis 
J. Appl. Electrochem., 32, 993-1000, 2002 
4.  KONASHI, K. 
Development of Thorium Hydride Fuel’, "Characterisation and The Quality Control of Nuclear 
Fuels" (CQCNF-2002) 2002/12/10 - 12/12, Hyderabad, India.（Invited talk） 
 
5.  MITSUGASHIRA, T.. 
Some characteristics of highly purified aluminum 
Phy. Status Solidi A-APPLIED RESEARCH, 189 (1): 149-158 JAN 16 2002 
 
【研究成果：2003 年度】 
 核融合実験炉 ITER においては種々のプラズマ診断機器が炉内に設置されるが、これらの放射線によ
る劣化が懸念されている。当施設が主導して JMTR に開発・設置した炉内その場測定用の設備を利用し
て、診断機器の原子炉内での劣化特性を調べた一連の研究は国際的に非常に高く評価されている。そ
の一部が論文 1)に記載されている。 
 ＭＷクラスの核破砕中性子源ターゲット材料の開発研究の成果を記載したのが論文 2)である。固体
タングステンの高温水に対する耐食性を改善するための Ta 板によるクラッデイングの製造方法、およ
びタングステンの耐食性についての研究で成果を得ている。 
 原子力からは離れるが、生体用材料に関する研究も行って成果を得ている。NiTi 合金は生体用形状
記憶合金として実用化されているが Ni の強いアレルギー性あるいは細胞毒性が懸念されている。最近
花田らが開発した細胞毒性が少ない合金元素より構成されたTi-Nb-Sn系形状記憶合金の高耐食性の原
因を XPS により調べた結果、ニオブ、スズイオンが濃縮し、しかもチタンイオンも含む複オキシ水酸
化物という新しい物質からなる不働態皮膜が形成されることが原因であることを明らかにした 3)。 
 原子炉で燃料や減速材に使用されるジルコニウム水素化物の熱伝導現象を、分子動力学を用いて解
析した 4)。高温での水素化物の分子動力学解析は他に例が無く、水素挙動を知る上で重要なデータで
ある。 
 Th-229m の励起エネルギーは、精密γ線スペクトロスコピーで間接的に 3.5 eV と決定 
されている。このことは、外殻電子と原子核の原子架橋相互作用が大きいことを意味しているが、3.5 
eV のγ線、電子架橋遷移のサテライトフォトンともに検出が困難で、Th-229m からの放射線の直接検
出に今回初めて成功し、半減期約 14 時間であることを確かめた点が重要な成果である。 
 
1.  NARUI, M. 
Irradiation test of diagnostic components for ITER application in the Japan Materials Testing 
Reactor 
Nuclear Fusion, vol.43  (2003)  517-521 
 
2.  KURISHITA, H.. 
R&D of a MW-Class Solid-Target for a Spallation Neutron Source, M. 
J. Nucl. Mater., 318, 38-55 (2003). 
 
3.  KAWASHIMA, A. 
XPS study of corrosion behavior of Ti-18Nb-4Sn shape memory alloy in a 0.05 mass% HCl 
solution 
Mater. Trans., 44, 1405-1411, 2003 
 
4.  KONASHI, K.. 
A molecular dynamics study of thermal conductivity of zirconium hydride 
J. Alloys Compd. (Switzerland), 279-82, vol.356-357, 11 Aug. 2003 
 
 
5.  MITSUGASHIRA, T.. 
A molecular dynamics study of thermal conductivity of zirconium hydride 
Alpha-decay from the 3.5 eV isomer of 229Th. 
J. Radioanal. Nucl. Chem. 255(1) 63-66(2003) 
 
   附属新素材設計開発施設         施設長(併) 花田 修治（2002.4～） 
 
【構成員】 
教授：浅見 勝彦、 助教授：スルイター マーセル ヘンリカス フランシスカス、 助教授：宍戸 統悦、 助教授：張 涛、  
助教授：木村 久道、 助手：大森 守、 助手：菊地 迪夫、助手：水関 博志、 助手：山浦 真一、  
助手：湯葢 邦夫、 その他（客員教官 ２名、 技官 11 名、 技術補佐員 ３名、 事務補佐員 ２名） 
 
教授(兼)：花田 修治、 教授(兼)：井上 明久、 教授(兼)：川添 良幸、 教授(兼)：後藤 孝、  
教授(兼)：中嶋 一雄、 教授(兼)：松原 英一郎、 教授(兼)：高梨 弘毅、 教授(兼)：八百 隆文、 
教授(兼)：宇田 聡、 助教授(兼)：奥 正興、 助教授(兼)：米永 一郎、 助教授(兼)：正橋 直哉、  
助教授(兼)：長谷川 正、 助教授(兼)：大砂 哲、 助教授(兼)：折茂 慎一 
 
【研究成果：2002 年度】 
本施設は開発研究部、応用研究部、産学協同研究部、研究ステーションからなる。また、開発研究
部はナノ構造制御機能材料研究部、ミクロ組織制御材料合成研究部および材料設計研究部からなって
おり、研究の主体を担っている。また、研究ステーションは結晶作製研究、物質合成研究および性能
評価研究の各ステーションからなり、本施設の開発研究部、応用研究部、産学協同研究部における研
究ならびに共同利用研究を支えている。以下に、開発研究部(ナノ構造制御機能材料研究部、ミクロ組
織制御材料合成研究部)、応用研究部および産学協同研究部における研究成果を述べる。また研究ステ
ーションのうちの結晶作製研究ステーションは独自の研究も行っているので、これについても述べる。 
 
Ⅰ-1. 開発研究部：ナノ構造制御機能材料研究部 
（1 ）では、高い熱的安定性を有するNi基Ni-Nb-Ti３元バルクガラス合金系を見出した。大きな過
冷却液体域、優れた機械的性質および抜群の耐食性を同時に有しており、新しい工業材料として有望
視されている。これらの研究結果に基づき、企業と共同で燃料電池部品用材料などの共同研究、開発
を行ってきている。（2 ）では、大きな過冷却液体域を有する新規なCu基のCu-Zr-Alバルクガラス合
金系を開発した。この優れた機械的性質、および70K以上の過冷却液体域を兼備した低コストの合金
は、新しい高強度・粘性流動加工材として注目されている。 
（3 ）高B濃度の(Fe, Co)-RE-Bガラス合金系において、大きな過冷却液体域を示し、優れた軟磁気
特性を有することを報告している。また、(Fe、Co)-RE-B金属ガラス合金において少量な遷移金属の
添加により、新たなFe基バルクガラス軟磁性材料を創製した。このガラス合金は87Kの過冷却液体域
を示し、直径1.2ｍｍの棒材の金属ガラスが作製でき、優れた軟磁気特性を有している。 
（4, 5 ）では、過冷却液体域を示す Fe-Co-Nd-Dy-B ガラス合金において、結晶化することにより、
Fe3B、 Nd2Fe14B、および-Fe からなるナノコンポジット組織が得られ、良好な硬質磁気特性を有し
ていることを報告した。鋳造法により金属ガラスのバルク材が作製され、熱処理によりバルクナノコ
ンポジット磁石の作製に成功した。金属ガラス特有な粘性流動加工特性を活かし、三次元的に複雑な
形状を有するマイクロマシン用永久磁石などの工業的応用が考えられる。さらに、この金属ガラスの
粉末を過冷却液体域の温度範囲で熱間圧縮固化する方法、99％以上の相対密度を有する塊状ガラス試
料を作製するとともに、熱処理を施することにより、大寸法のナノコンポジット磁石の作製にも成功
し、工業的応用に期待されている。 
 
 
1. ZHANG W. and INOUE A. 
Effects of Ti on the thermal stability and glass-formation ability of Ni-Nb glassy alloy,  
Mater. Trans. 43 (2002), 2342-2345. 
 
2. INOUE A. and ZHANG W. 
Formation, Thermal Stability and Mechanical Properties of Cu-Zr-Al Bulk Glassy Alloys,  
Mater. Trans, 43 (2002), 2921-. 
 
3. ZHANG W., LONG Y., IMAFUKU M. and INOUE A.,  
Thermal stability and soft Magnetic properties of (Fe,Co)-(Nd,Dy)-B Glassy Alloys with High 
Boron Concentrations.  
Mater. Trans. 43 (2002), 1974 . 
 
4. ZHANG W. and INOUE A., 
Bulk Nanocomposite Permanent Magnets Produced by Crystallization of (Fe,Co)-(Nd,Dy)-B 
Bulk Glassy Alloy 
Appl. Phys. Lett. 80 (2002), 1610-1612. 
 
5. ISIHARA S., ZHANG W. and INOUE A. 
Hot-Pressing of Fe-Co-Nd-Dy-B Glassy Powders in Supercooled Liquid state and Hard 
Magnetic Properties of the Consolidated Alloys 
Scripta. Mater. 47(2002), 231-. 
 
Ⅰ-2. 開発研究部：ミクロ組織制御材料合成研究部 
この期間の主な研究対象は[1]高耐食性バルク金属ガラスの研究（1, 2 ）、[2]生体材料の研究（3 ）、
[3]耐候性鋼の評価（4 ）、[4]エネルギー関連材料の研究（5 ）であった。またこれらの他に耐硫化ア
モルファススパッター合金、特殊な酸化機構を示すCu-Ta系アモルファススパッター合金、新たな表
面分析法に関する研究、ナノ結晶粒における紫外吸収の特異性に関する研究、チタン表面のアノード
酸化皮膜の研究などを行った。 
この期間における高耐食性バルク金属ガラスの研究では主にFe-Cr-Mo-P-B-C系合金の金属ガラス
化可能組成領域の探索ならびに耐食性を検討した。この合金系は超急冷することによりアモルファス
化することが知られており、特に半金属としてPおよびCのみを含む場合に、高温濃厚塩酸中でも自己
不働態化するほどの優れた耐食性を示すことが知られている。しかし、バルク化は困難であるとして
見逃されていた合金系であったが、張涛らの研究によりバルク化が可能性な組成が見いだされた。し
かし、耐食性は比較的低く、これの高耐食化をはかった。他に高耐食性Ni基合金の研究も行った。 
生体材料に関する研究はアモルファス合金の生体材料としての可能性を探ったもので、Zr-Al-(Ni, Cu)
合金は希薄硫酸環境中では優れた耐食性を示すが、実際の生体環境中では塩化物イオンも存在し、充
分な耐食性を持つか否かには疑問があった。そこで、細胞培養液中に浸漬し、耐食性を評価したもの
であり、高電位まで分極しなければ耐食性は充分であることを示すことが出来た。 
耐候性鋼は通常の環境では設置後10年程度を経ると一般の鐵鋼に比較しさびの成長速度が著しく小
さくなり、各地の鋼橋に大量使用されている。しかし、最近、冬季の融雪剤散布に伴い耐候性鋼に異
常なさびが見られるようになり、その評価ならびに対策が急がれている。耐候性鋼の評価研究はこの
ような背景のもとに行われたものであり、特にさび断面の透過電子顕微鏡による詳細な検討を行った。 
エネルギー関連材料の研究では地球温暖化現象と密接な関係を持つと考えられている二酸化炭素の
リサイクルに関する研究を行った。 
 
1. PANG S.-J., ZHANG T., ASAMI K. and INOUE A. 
Synthesis of Fe-Cr-Mo-C-B-P Bulk Metallic Glasses with High Corrosion Resistance 
Acta Materialia, 50 (2002), 489-497. 
 
2. PANG S.-J., ZHANG T., ASAMI K. and INOUE A. 
Bulk Glassy Fe-Cr-Mo-C-B Alloys with High Corrosion Resistance 
Corros. Sci., 44 (2002), 1847-1856. 
 
3. HIROMOTO S., ASAMI K., TSAI A -P., SUMITA M. and HANAWA T.  
Surface Composition and Anodic Polarization Behavior of Zirconium-Based Amorphous Alloys 
in a Phosphate-Buffered Saline Solution 
J. Electrochem. Soc., 149 (2002), B117-B122. 
 
4. ASAMI K. and KIKUCHI M. 
Characterization of Rust Layers on Weathering Steels Air-Exposed for a Long Period 
Mater. Trans., 43 (2002), 2818-2825. 
 
5. ABDEL GHANY N. A. , KUMAGAI N., MEGURO S., ASAMI K. and HASHIMOTO K.  
Oxygen Evolution Anodes Composed of Anodically Deposited Mn-Mo-Fe Oxides for Seawater 
Electrolysis 
Electrochimica Acta, 48 (2002), 21-28. 
 
Ⅰ-3. 開発研究部：材料設計研究部 
(1)東北大学混合基底法計算コードTohoku Mixed Basis electronic structure code (TOMBO)コード
の開発、(2)幾つかの特定の材料に関するシミュレーション、を行った。 
(1)に関しては、コードをプログラム言語 Fortran90 へ更新を行った。さらに、計算パフォーマンス
を非常に向上させる幾つかのサブルーチンを新規に加えた。これらは(a) 電荷密度の自己無頓着な収
束をさらに高速化するためにブロイデン法を導入する、(b)原子軌道の一電子波動関数展開の自動最適
化、および平面波のオーバーコンプリートに対する自動的な評価、つまり、原子軌道のオーバーコン
プリートの自動的な補正を行う、ルーチンである。特に後者は、計算をより安定にし、かつ、計算速
度と精度を向上させた。 
(2)に関しては、(a) 合金に関する理論においては、非常に効率的な置換型合金の混合エンタルピー
評価法を考案したが、これは、ガーネットのような非常に複雑な構造を持つ材料に対して応用が可能
である。本手法は、2005 年の現時点においては、計算鉱物学において応用を探し始めているところで
ある。(b)ナノテクノロジーの分野においては、マンガンクラスター(Mn13-Mn23)の磁気特性を詳細に
調べた。本研究は、過去 2 年間に他の研究グループにより約 20 回、被引用されている。これに加えて、
単層カーボンナノチューブバンドルの形状変態についても研究を行った。密度凡関数法に基づく本シ
ミュレーションにより、お互いに非常に不一致の多いようにみえた実験結果について、理論的説明を
行うことができた。 
 
1. M. Sluiter and Y. Kawazoe, 
Prediction of the Mixing Enthalpy of Alloys, 
Europhys. Lett. 57, 526-532 (2002). 
 
2. Marcel Sluiter, V. Kumar and Yoshiyuki Kawazoe, 
Phase transformations in Single Wall Carbon Nanotube Bundles, 
Phys. Rev. B 65 , 161402(R)1-4 (2002). 
3. Marcel Sluiter, V. Kumar and Y. Kawazoe, 
Electronic Structure of Single Wall Carbon Nanotubes under Compression as compared to 
Graphite and Hexagonal Graphene Stacking, 
Physica B 323 , 203-205 (2002). 
 
4. Tina M. Briere, Marcel H.F. Sluiter, V. Kumar, and Y. Kawazoe, 
Atomic Structures and Magnetic Behavior of Mn Clusters, 
Phys. Rev. B 66, 064412 1-6 (2002). 
 
5. C. Berne, M.H.F. Sluiter, and A. Pasturel, 
Theoretical approach of Phase Selection in Refractory Metals and Alloys, 
J. Alloys Comp. 334, 27-33 (2002). 
 
Ⅱ. 研究ステーション：結晶作製研究ステーション 
物質合成、性能評価、結晶作製の三つのステーションは施設内の開発、応用、産学研究部の研究者
および客員教官(国内、外国)の行う研究を支援した。更に、全国共同利用研究、所内研究部との共同
利用研究を並行して進めた。ステーションで得られた研究成果は多岐に亘るが主なものを記す。
(1)B4C は超硬物性、高い中性子吸収能、低電気抵抗等の特徴をもつ。B4C-TiB2 の複合材を帯域溶融
装置を用いて一方向凝固法で作製した。TiB2相はロッド状で B4C マトリックス中に成長方向に沿って
並行に分布した。TiB2 の割合を任意に変えることができ、更に複合材の成長方向とそれに対して垂直
な方向で電気抵抗、熱伝導、硬さ等に大きな異方性を付与可能となった。(2)III-V 族半導体の高温に
おける機械的性質を知ることは結晶の育成や結晶を高温で使用する際に極めて重要である。AlN と
GaN のバルク結晶の高温ビッカース硬度を測定した。更に GaN の高温での圧縮強度を調べた。転移
導入や塑性変形を、計算の結果も参考にして究明した。(3)ナノテクノロジーデザイン素材のフラーレ
ン及びその誘導体の研究は重要である。C60S16、C70S16の単結晶を新手法であるトルエン希薄溶液・共
沈法で 1mm 長さまでに成長させることに成功し、これまでに結晶構造を明らかにした。(4)エネルギ
ー関連を中心に光触媒の研究は大切である。InVO4 を光触媒として水の分解・水素発生の実験を行っ
た。その結果、紫外域のみならず 600nm の可視領域の光も反応に利用できる事実を確認した。(5)全
率固溶型状態図を有する多元系バルク単結晶の成長に関して、成長界面温度の直接観察による制御と
溶質元素の補給方法を両立させた独自の成長方法を開発し、極めて均一な組成を有する SiGe バルク単
結晶の成長を実現した。 
 
1. GUNJISHIMA I., AKASHI T. and GOTO T. 
Characterization of directionally solidified B4C-TiB2 composites prepared by a floating zone 
method 
 
Materials Transactions, 43 (2002), 712-720. 
2. YONENAGA I. 
High-temperature strength of III-V nitride crystals 
Phys.: Condens.Matter, 14 (2002), 12947-12951. 
 
3. TAKAHASHI H., MATSUBARA E., HIRAO M., MATSUBARA S., SATO N., MURAMATSU A. 
and TOHJI K. 
Co-deposition of fullerenes and sulfur from diluted solution 
Fullerenes, nanotubes, and carbon nanostructures, 10 (2002), 217-226.  
 
 
4. YE J., ZOU Z., OSHIKIRI M., MATSUSHITA A., SHIMODA M., IMAI M. and SHISHIDO T. 
A novel hydrogen-evolving photocatalyst InVO4 active under visible light irradiation 
Chemical Physics Letters, 356 (2002), 221-226.  
 
5. NAKAJIMA K., KUSUNOKI T., AZUMA Y., USAMI N., FUJIWARA K., UJIHARA T., 
SAZAKI G., SHISHIDO T. 
Compositional variation in Si-rich SiGe single crystals grown multi-component zone melting 
method using Si seed and source crystals 
J. Crystal Growth, 240 (2002),373-381. 
 
【研究成果：2003 年度】 
Ⅰ-1. 開発研究部：ナノ構造制御機能材料研究部 
（1 ）では、3000 MPa 以上の破壊強度および良好な靭性を有する Ni 基バルクガラス合金が世界的
に初めて報告している。（2 ）では、Cu-Zr-Al 系バルク金属ガラスにおいて、Hf の添加により、過冷
却液体域、硬さ、ヤング率及び圧縮破壊強度は、ともに直線的に増加することを報告している。Cu50(Z
ｒ1-xHfx)45Al5 (x=0-1) ガラス合金において、最初に析出する結晶相は共に Cu10(Zr,Hf)7相であることが
明らかになって、Hf 量の増加により、熱的安定性が増大するのは、Hf の添加により Cu10(Zr,Hf)7 相
の安定性が増大するためであると示唆された。（3 ）では、90K 以上の過冷却液体域および優れた機
械的性質を有する新規な Cu 基の Cu-Hf-Al バルクガラス合金系を開発し、そのガラス相の形成範囲、
熱的安定性、バルクガラス形成の臨界サイズおよび機械的性質などを明らかになった。（4, 5 ）では、
Cu-Hf-Al バルクガラス合金において、少量の貴金属の Ag, Pd, Au, At の添加により、過冷却液体域は
大幅に増加することを報告している。この中、Cu45Hf45Al5Ag5 ガラス合金では、ΔＴx が 110Ｋの最
大値が得られ、Cu45Hf45Al5M5 (Ｍ＝Pd, Au, At) ガラス合金でも、94-101Ｋの大きなΔＴx を示し、
Zr 基以外合金系で、100Ｋ以上の過冷却液体域を示すのは、世界的に初めて報告している。また、少
量の貴金属の添加により過冷却液体域は大幅に増加する原因は、異なる結晶化挙動によるものである
ことを明らかにした。 
 
1. ZHANG W. and INOUE A. 
Formation and mechanical properties of Ni-Based Ni-Nb-Ti-Hf Bulk Glassy Alloys, 
Scripta. Mater. 48(2003), 641. 
 
2. ZHANG W. and INOUE A. 
Thermal Stability and mechanical properties of Cu-Based Cu50Zr45-xHfxAl5 Bulk Glassy Alloys 
Mater. Trans, 44 (2003), 2220-2223. 
 
3. INOUE A. and ZHANG W., Formation and Mechanical Properties of Cu-Hf-Al Bulk Glassy 
Alloys with a Large Supercooled Liquid Region of Over 90 K 
J. Mater. Res., 18 (2003), 1435-1440. 
 
4. ZHANG W. and INOUE A. 
Thermal stability and mechanical properties of Cu-Hf-Al base glassy alloys with a large 
supercooled liquid region of over 100 K 
Mater. Trans, 44 (2003) 2346-2349. 
 
5. INOUE A. and ZHANG W. 
Bulk Glassy Cu-based Alloys with a Large Supercooled Liquid Region of 110 K 
Appl. Phys. Lett. 83 (2003), 2351-2353. 
 
Ⅰ-2. 開発研究部：ミクロ組織制御材料合成研究部 
この期間の主な研究対象は[1]金属ガラスの研究（1, 2 ）、[2]生体材料の研究（3 ）、[3]耐候性鋼
の評価（4 ）、[4]エネルギー関連材料の研究（5 ）であった。またこれらの他にメッキ法による高飽
和磁化材料および高強度材料の開発、ステンレス鋼の耐候性に関する研究、非晶質合金を前駆体とし
たナノ金属粒子触媒、チタン合金表面のアノード酸化皮膜の研究などを行った。 
バルク金属ガラスの高耐食化の研究ではCu-Hf-Ti合金の高耐食化をはかった。Cu-Hf-Ti合金はガラ
ス形成能が高く銅鋳型鋳込み法により、直径4mmφの棒状試料を作製できる。しかし、その耐食性は
高くなく、特に塩素イオン存在下で激しく腐食される。これらの合金に各種の元素を添加し、ガラス
形成能の変化と各種の溶液中における耐食性への影響を調べ、数％のNb添加が最も効果的であること
を見いだした。さらに数％のNiを複合添加することで、さらに耐食性の向上が可能であることを見い
だした。バルク金属ガラスとしてはその他にNi-Ta-Ti-Zr(-Co)、Zr-Al-Co-Nb、Ni-Cr-Ta-Mo-Nb-P 系
に関しても高耐食合金を見いだした。また、その他の金属ガラスの研究としては、燃料電池用水素透
過膜として開発に成功すると同時に、50mm幅Ni-Nb-Zrアモルファス合金の機械的性質および機械的
性質を明らかにした。 
生体材料の研究としてはTi表面の生体適合性向上、特に骨伝導性の向上をはかるための表面処理法
に取り組んだ。この目的には一般にハイドロキシアパタイトをチタン表面に被覆する方法がよく行わ
れ、市販もされているが、実際は剥離しやすく生体内で溶解しやすく、そのための毒性も懸念されて
おり、より安定なチタン表面改質法が求められている。ここではチタン表面にCaTiO3をスパッター法
で蒸着し、同時にTiをイオン注入してアトミックミキシングした被覆を作製し、その評価を模擬体液
中で試みた。Tiイオン注入により簡単には溶解しなくなることを見いだした。また、Fe-Cr-Mo-N系合
金の疑似体液中における振る舞いについても検討を行った。 
エネルギー関連材料の研究では前年に引き続き地球温暖化現象と密接な関係を持つと考えられてい
る二酸化炭素のリサイクルに関する研究を行った。特に海水電解によって水素を得る際に、アノード
から副次的に発生する塩素をなくす必要があり、酸素発生のみを行う Mn-Mo-Fe 酸化物系触媒アノー
ドの開発を行った。さらに水素発生触媒カソードの開発も行った。 
 
1. QIN C.-L.,ASAMI K. ,ZHANG T.,ZHANG W. and INOUE A.  
Effects of Additional Elements on the Glass Formation and Corrosion Behavior of Bulk Glassy 
Cu-Hf-Ti Alloys 
Mater. Trans., 44 (2003,) 1042-1045. 
 
2. “Thermal Stability and Mechanical Properties of Glassy and Amorphous Ni-Nb-Zr Alloys 
Produced by Rapid Solidification” 
Mater. Trans., 44 (2003), 1167-1171. 
KIMURA H. M., INOUE A.,YAMAURA S., SASAMORI K.,NISHIDA M., SHIMPO Y. and 
OKOUCHI H. 
 
3. ASAMI K.,SAITO K. ,OHTSU N.,NAGATA S. and HANAWA T. 
Titanium-Implanted CaTiO3 Films and Their Changes in Hanks’ Solution 
Surf. Interface Anal., 35 (2003), 483-488. 
 
4. ASAMI K. and KIKUCHI M.  
In-Depth Distribution of Rusts on a Plain Carbon Steel and Weathering Steels Exposed to 
Coastal-Industrial Atmosphere for 17 Years" 
Corros. Sci., 45 (2003), 2671-2688. 
5. ABDEL GHANY N. A., MEGURO S., KUMAGAI N., ASAMI K. and HASHIMOTO K. 
Anodically Deposited Mn-Mo-Fe Oxide Anodes for Oxygen Evolution in Hot Seawater 
Electrolysis 
Mater. Trans., 44 (2003), 2114-2123. 
 
Ⅰ-3. 開発研究部：材料設計研究部 
TOMBO コードにより、(a)メタン-ゼオライト間の分子ポテンシャルの開発、(b)各々のケージにつ
いて複数個の水素分子を吸蔵できる水素ハイドレートクラストレートの水素吸蔵に関する理論的理解
を行い、多大なる成功を収めた。これらの二つの大きな問題解決に向けて、我々の開発したコードは
理想的に適用でき、我々のアプローチ法の有用性を確認できた。さらに、シリコンへの格子間自己不
純物を TOMBO コードによりモデル化した。我々は、全電子の形式を用いる本コードにより、シリコ
ン 2p コア軌道レベルの分光による欠陥を含む構造を解明できた。 
合金の理論の分野においては、(a)Frank-Kasperμ相について、合金の構成元素の格子占有選択性
に対してクラスター展開法を適用し、本手法がその説明に耐えうることを示した。本相は、高純度鉄
やコバルト内において非常にやっかいな相であることが知られている。本研究による洞察と詳細なエ
ネルギー解析は、CALHPAD(コンピューター支援による状態図計算)グループに対して大きな貢献を
した。 
さらに、クラスター展開法を初めて、化学吸着/物理吸着による二次元規則化過程に適用した。本研
究により、非常に強く再配列された表面(グラファイト上への水素の化学吸着)においてさえも、クラ
スター展開法が有用であることを示した。このことは、合金の表面に凝集された最安定な規則的形状
とパターンを見つける際に、これまで行われてきた試行錯誤的なシミュレーションを脱却することが
可能であることを暗に示している。 
 
1. Pradip Kr. Ghorai, Marcel Sluiter, Subramanian Yashonath and Yoshiyuki Kawazoe, 
An accurate intermolecular methane-zeolite potential from ab initio calculations, 
J. Am. Chem. Soc. 125, 16192-16193 (2003). 
 
2. Marcel H.F. Sluiter, R.V. Belosludov, A. Jain, V.R. Belosludov, H. Adachi, Y. Kawazoe, K. 
Higuchi, and T. Otani, 
Ab Initio Study of Hydrogen Hydrate Clathrates for Hydrogen Storage within the ITBL 
Environment, 
Lecture Notes in Computer Science Vol. 2858, 330-341 (ISBN: 3-540-20359-1, Springer-Verlag 
Heidelberg, 2003). 
 
3. M.H.F. Sluiter, A. Pasturel, and Y. Kawazoe, 
Site occupation in the Ni-Nb m phase, 
Phys. Rev. B 67, 174203 1-10 (2003). 
 
4. M.H.F. Sluiter and Y. Kawazoe, 
Cluster Expansion Method for Adsorption: Application to Hydrogen Chemisorption on 
Graphene , 
Phys. Rev. B 68, 085410 1-7 (2003). 
 
5. T. Nishimatsu, M.H.F. Sluiter, H. Mizuseki, Y. Kawazoe, Y. Sato, M. Miyata, M. Uehara, 
Prediction of XPS spectra of silicon self-interstitials with the all-electron mixed-basis method, 
Physica B 340-342, 570-574 (2003). 
 
Ⅱ. 応用研究部および産学協同研究部 
１．本所で見出され、優れた特性を持つ金属ガラス合金の応用研究として、産学連携共同研究および
受託研究を行った。現在までの所、製品化には到達していないが、一部で企業化の可能性が出てき
た。共同研究先はトヨタ自動車（株）、日産自動車（株）、（株）本田技術研究所、キャノン（株）、
トピー工業（株）を含め15社である。 
２．燃料電池用水素透過膜金属ガラス・アモルファス合金および高強度・高導電率ナノメタルの開発
として、それぞれ（財）次世代金属・複合材料研究開発協会、（財）金属系材料研究開発センター
から委託を受けて研究を行った。その結果、商用の高価な Pd-Ag 合金水素透過膜に比べ、同等な特
性を持つアモルファス Ni-Nb-Zr 合金膜（1 ）、およびそれを上回るアモルファス Ni-Nb-Zr-Co 合金
膜（論文投稿準備中）の開発が出来た。また、導電率および引張強度が、それぞれ 20%、1500MPa
を上回る急冷凝固 Cu-Zr 合金線材（論文投稿準備中）の開発が出来た。 
 
1. YAMAURA S., SHINPO Y., OKOUCHI H., NISHIDA M., KAJITA O., KIMURA H.M. and 
INOUE A.  
Hydrogen permeation characteristics of melt-spun Ni-Nb-Zr amorphous alloy membranes 
Mater. Trans., 44 (2003), 1885-1890. 
 
Ⅲ. 研究ステーション：結晶作製研究ステーション 
今年度、ステーションで得られた研究成果のうち主なものを記す。（1 ）では太陽電池用新規結晶と
して Si 基板上の Ge のエピタキシーにより形成される Ge 島状結晶の利用を提案し、吸収波長可能領
域の拡大が可能であることを実証した。（2 ）では BaO-TiO2 系に存在する BaTi2O5 を帯域溶融法を
用いて初めて良質単結晶化することに成功し、これを報告した。強誘電的性質、電気的性質の異方性
の最も正確なデータを提示した。全率固溶型 Ge1-xSix 系合金はオプトエレクトロニクス等の応用面で
重要である。（3 ）は 0＜x＜1 の範囲で組成を変えてチョクラルスキー法で単結晶を作製し、各 Si 濃
度における結晶の原子間距離、原子間角度等の局所構造を計算結果も参考に究明したものである。
ABO2 型化合物（A:アルカリイオン,B:3 価イオン）は電気的な応用面で重要であるが単一相を得るこ
とが容易でない。（4 ）では均一組成の LiInO2、NaInO2 を合成し、電気的性質を究明した。希土類
元素-遷移金属-ホウ素の三元系には多くの有用な化合物が潜在している。系統的な化合物探索と性質解
明を行ってきた。これまでに、例えば Pr-Rh-B 系で特徴的な層状構造をもつ斜方晶の新化合物 PrRh5B2
を報告したが、今回、（5 ）で Sc-Ni-B 系においてペロブスカイト型構造の化合物 ScNi3B0.5を見出し
基本的性質を究明し、報告した。 
 
1. ALUGUNO A., USAMI N., UJIHARA T., FUJIWARA K., SAZAKI G., SHIRAKI Y. and 
NAKAJIMA K. 
Enhanced Quantum Efficiency of solar cells with self-assembled Ge dots stacked in multi layer 
structure 
Applied Physics Lett., 83(2003), 1258-1260. 
 
2. AKASHI T., IWATA H. and GOTO T. 
Preparation of BaTi2O5 single crystal by a floating method 
Materials Transactions, 44(2003), 802-804. 
 
3. YONENAGA I., SAKURAI M., NONAKA M., AYUZAWA T., SLUITER M. and KAWAZOE Y. 
Local strain relaxation in Czochralski-grown GeSi bulk alloys 
Physica B, 340-342 (2003), 854-857.  
4. KAWAKAMI S., SASAKI M., TABATA H., SHIMOOKA H., KOHIKI S., MATSUSHIMA S., 
OKU M., SHISHIDO T. 
Comparison of electronic structure of LiInO2 with NaInO2 
J.Alloys and Compounds, 359(2003)278-280. 
 
5. SHISHIDO T., KUDOU K., SASAKI T., OKADA S., YE J., IIZUMI K., NOMURA A., 
SUGAWARA T., OBARA K.,  TANAKA M., KOHIKI S., KAWAZOE Y., OKU M. and 
NAKAJIMA K. 
Search for perovskite-type new boride in the Sc-Ni-B system  
Jpn. J. Appl. Phys., 42 (2003), 7464-7466. 
 
 
  附属強磁場超伝導材料研究センター   センター長(併) 小林 典男（2001.4～） 
 
【構成員】 
教授：渡辺 和雄、 教授（併）：小林 典男、 助教授：小山 佳一、 助教授：淡路 智、  
助教授（兼）：佐々木 孝彦、 助教授（兼）：野島 勉、 助手：高橋 弘紀、 助手：西島 元、  
助手（兼）：茂木 巌、 講師（研究機関研究員）：石川 文洋、  
その他（技官 ２名、 技術補佐員 １名、 事務補佐員 ２名） 
 
【研究成果：2002 年度】 
強磁場センターでは、「強磁場発生技術」、「強磁場中の材料科学」、「多重極限環境を用いた新
現象発見」の3つの重要分野を中心に専任教員各自の研究を推進すると共に、センター共同利用の管理
運営及び共同利用者の受け入れとして重要分野に関連した共同研究を行っている。これまでの10年間
における主要な研究成果21件を定常強磁場における材料科学と題する本（英文、全325ページ）にまと
めて出版した（1 ）。 
超伝導材料を開発し、それを用いた強磁場発生技術は、強磁場センターにおいて最も重要な分野で
ある。強磁場センターでは、次世代の高性能超伝導線材として高強度Nb3Sn線材の開発に成功してき
た。これを用いたリアクト＆ワインド法によるコイル作製技術の開発研究を行っている（2 ）。また、
無冷媒超伝導マグネットの先駆的研究では、世界的な先導的役割を果たしてきた。この実績が認めら
れて、概算要求として計画していた18T無冷媒超伝導マグネットの建設及び30T無冷媒ハイブリッドマ
グネットの建設を開始した（3 ）。 
強磁場を用いた材料科学に関しては、結晶成長や膜成長プロセスなどの材料合成プロセスにおいて
強磁場は様々な効果をもたらすことを明らかにしてきた。長時間の実験が必要なものが多く、磁場発
生に液体寒剤を使わない無冷媒超伝導マグネットが活用された（4 ）。 
 多重極限環境を用いた物性研究では、高周波・高感度マイクロ波共鳴装置を開発し、15T, 100mK の
極低温下において強磁場電子スピン共鳴および強磁場サイクロトロン共鳴実験を実現した｡このよう
な特殊装置は世界的に類を見ない独創的な実験装置である（5 ）。 
 センター共同利用に関しては、採択された 81 件の研究課題について共同利用報告書（掲載 73 件，
全 247 ページ）を出版した。また、報告書のトピックスとして 11 件を主要な共同利用研究成果として
選定した英文（和文併記）パンフレットを作成し、報告書と共に国内外の主な研究機関に配布した。 
 
1. Editors: WATANABE K., MOTOKAWA M.,  
Materials Science in Static High Magnetic Fields,  
Springer-Verlag, Berlin (2002) pp1-325. 
 
2. AWAJI S., WATANABE K., NISHIJIMA G., TAKAHASHI K., MOTOKAWA M., JIKIHARA K., 
SUGIZAKI H., SAKURABA J.,  
Performance Test of a CuNb Reinforced (Nb, Ti)3Sn Coil Fabricated by the React and Wind 
Method, 
IEEE Trans. Appl. Supercond. 12 (2002) 1697-1700. 
 
3. WATANABE K., AWAJI S., TAKAHASHI K., NISHIJIMA G., MOTOKAWA M., SASAKI Y., 
ISHIKAWA Y., JIKIHARA K., SAKURABA J., 
Construction of the Cryogen-Free 23 T Hybrid Magnet,  
IEEE Trans. Appl. Supercond. 12 (2002) 678-681. 
4. WATANABE K., MA Y., AWAJI S., MOTOKAWA M.,  
YBa2Cu3O7 Films Processed by CVD in High Magnetic Fields,  
Supercond. Sci. Technol. 15 (2002) 411-415. 
 
5. KOYAMA K., YOSHIDA M., TOMIMATU T., SAKON T., LI D.X., OCHIAI A., MOTOKAWA M., 
Observation of Cyclotron Resonance in Rare-Earth Monopnictides by Millimeter Microwave 
Region 
J. Phys. and Chem. of Solids. 63 (2002) 1227-1230. 
 
【研究成果：2003 年度】 
 強磁場センターでは、「強磁場発生技術」、「強磁場中の材料科学」、「多重極限環境を用いた新
現象発見」の3つの重要分野を中心に専任教員各自の研究を推進すると共に、センター共同利用の管理
運営及び共同利用者の受け入れとして重要分野に関連した共同研究を行った。 
強磁場発生技術分野では、概算要求で認められた30T無冷媒ハイブリッドマグネット建設の進捗状況
として外コイルの性能試験結果を報告した（1 ）。さらに、本センターが世界に先駆けて開発してきた
無冷媒超伝導マグネットの現状をまとめた（2 ）。また、強磁場センターで開発に成功した高強度Nb3Sn
線材を用いた研究では、室温で繰返し曲歪を印加した場合には臨界電流密度や機械特性の向上が起こ
ることをモデル計算によって予測していた（3 ）。今回、室温での繰返し曲歪印加によって臨界電流密
度の向上ができることを世界で初めて実験的に示すことができた（4 ）。これによって、実用高強度
Nb3Sn線材の特性向上方法や新たなコイル作製方法を考案して特許を出願した。 
本センターが世界で初めて開発した強磁場低温 X 線回折装置を用いて、磁気冷凍材料用磁性体の磁
場サイクルにおける構造特性のその場観察を行い、磁場誘起磁気相転移に伴う構造相転移を明らかに
した｡これまで、磁場下での構造解析に関しては、X 線回折を用いた系統的な材料特性評価は殆ど行わ
れていない｡強磁場低温 X 線回折装置は、体積変化や磁気相転移に機能性を持たせるような新規な磁性
材料特性評価に極めて有効であることを示した（5 ）｡ 
 センター共同利用に関しては、採択された 86 件の研究課題について共同利用報告書（掲載 64 件，
全 231 ページ）を出版した。また、報告書のトピックスとして 13 件を主要な共同利用研究成果として
選定した英文（和文併記）パンフレットを作成し、報告書と共に国内外の主な研究機関に配布した。 
 
1. WATANABE K., AWAJI S., TAKAHASHI K., NISHIJIMA G., MOTOKAWA M., JIKIHARA K., 
ISHIZUKA M., SAKURABA J.,  
First Performance Test of the Cryogenfree Hybrid Magnet, 
IEEE Trans. Appl. Supercond. 13 (2003) 1632-1635. 
 
2. WATANABE K., AWAJI S.,  
Cryogen-Free Superconducting and Hybrid Magnets,  
J. Low Temp. Phys. 133 (2003) 17-30. 
 
3. AWAJI S., WATANABE K., KATAGIRI K.,  
Improvement of Mechanical and Superconducting Properties in CuNb/(Nb, Ti)3Sn Wires by 
Applying Bending Strain at Room Temperature, 
Supercond. Sci. Technol. 16 (2003) 733-738. 
 
4. AWAJI S., WATANABE K., NISHIJIMA G., KATAGIRI K., MIYOSHI K., MEGURO S.,  
Enhancement of Critical Current Densities by the Prebending Strain at Room Temperature 
for Nb3Sn Wires, 
Jpn. J. Appl. Phys. 42 (2003) L1142-L1144. 
5. ISHIKAWA F., KOYAMA K., WATANABE K., WADA H.,  
Field Induced Structural Transformation in MnAs,  
Jpn. J. Appl. Phys 42, (2003) L918-L920. 
 
 
  附属材料科学国際フロンティアセンター    
 
【構成員】 
教授(併)：櫻井 利夫、 教授(兼)：井上 明久、 教授(兼)：前川 禎通、 教授 福山 秀敏（2003.10～）、 
教授 陳 明 偉（2003.11～）、 研究支援者：LUPU Nicoleta、 研究支援者：呉 克輝、  
その他（客員教官（外国人研究員）15 名、 事務補佐員 １名） 
 
【研究成果：2002 年度】 
Ⅰ. 井上プロジェクト 
ジルコニウム基及びハフニウム基バルク金属ガラスの生成能及びナノ結晶相の生成に対するガリウ
ムの添加効果を明らかにした。さらに、その場高温放射光 X 線回折実験によって、ガラス転移現象を
熱膨張係数との相関を明らかにした。また、鉄基バルクガラス合金を作製し、従来材以上の高強度を
示す材料の開発に成功した。また、銅基バルクガラス合金についても、ナノメートルサイズの析出相
を含む新規材料の開発に成功した。 
 
1. YAVARI A.R., BOTTA FILHO W.J., RODRIGUES C.A.D., GREER A.L., URIARTE J.L., 
HUENEN G., VAUGHAN G. and INOUE A.  
FeNiB-Based Metallic Glasses with fcc Crystallisation Products 
Journal of Non-Crystlline Solids, 304(2002), 44-50. 
 
2. YAVARI A.R. and INOUE A. 
Ductilisation of Fe-Based Metallic Glasses 
Materials Science Forum, 386-388(2002), 3-10. 
 
3. BENAMEUR T., HAJLAOUI K., YAVARI A.R., INOUE A. and REZGUI B.  
On the Characterization of Plastic Flow in Zr-Based Metallic Glass through 
Micro-Indentation: an Atomic Force Microscopy Analysis 
Materials Transactions, 43[10] (2002), 2617-2621. 
 
4. DE OLIVEIRA MF, BOTTA FILHO W.J., KIMINAMI CS, INOUE A. and YAVARI A.R. 
Electromechanical engraving and writing on bulk metallic glasses 
Applied Physics Letters, 81 [9] (2002), 1606-1608. 
 
5. YAVARI A.R., LE MOULEC A., INOUE A., VAUGHAN G., and KVICK A. 
Processing of bulk glass forming alloys in high energy synchrotron beams 
Annales de Chimie-Science des Materiaux, 27[5](2002), 107-112 
 
Ⅱ. 櫻井プロジェクト 
In this year, a significant development took place in our continuing project on the high-index 
surfaces of group IV semiconductors.  Collaborating with Professor Lagally at University of 
Wisconsin-Madison and Professor Terakura’s group at AIST, we successfully determined the 
structure of the Ge(105) surface, which is known as the side facet of Ge quantum dot structure on 
Si(001) studied intensively in this decade (1, 2 ).  We clarified that this surface has a strained 
structure which can be relaxed by the lattice mismatch strain between overlayer Ge and substrate 
Si.  This work was presented as an invited talk in Symposium on Surface Physics 2003 (SSP '03) 
センター長(併) 遠藤 康夫（～2003.3） 
センター長(併) 櫻井 利夫（～2004.3） 
as the paper was published, indicating its quick recognition among the surface science field.  We 
also continued basic researches on high-index Si surfaces collaborating with Prof. Yang’s group at 
Peking University, which contributed much for our understanding of the instability of the Si(105) 
surface before the deposition of Ge on it to fabricate the Ge(105) surface (3 ). 
We also started a project on the fabrication of molecular nanostructure on semiconductor surface.  
We found that fluorinated C60 molecules deposited on the Si(111)-7x7 surface “print” fluorine 
atoms on the surface to make locally fluorinated surface around the molecule (4 ).  The STM 
observation of the etching process of the Si(111)-7x7 surface by the fluorine atoms printed by 
fluorinated C60 molecules revealed that a significant diffusion process of fluorine takes place before 
the etching proceeds on the surface (5 ). 
 
1. FUJIKAWA Y., AKIYAMA K., NAGAO T., SAKURAI T., LAGALLY M.G., HASHIMOTO T., 
MORIKAWA Y., TERAKURA K. 
Origin of the Stability of Ge(105) on Si: A New Structure Model and Surface Strain Relaxation  
Phys. Rev. Lett. 88(2002), 176101.  
 
2. HASHIMOTO T., MORIKAWA Y., FUJIKAWA Y., SAKURAI T., LAGALLY M.G., 
TERAKURA K. 
Rebonded SB step model of Ge/Si(105)1x2: A first-principles theoretical study  
Surf. Sci. 513(2002), L445-L450.  
 
3. ZHAO R.G., GAI Z., LI W.J., JIANG J.L., FUJIKAWA Y., SAKURAI T., YANG W.S.  
Nanofaceting of unit cells and temperature dependence of the surface reconstruction and 
morphology of Si(1 0 5) and (1 0 3)  
Surf. Sci. 517(2002), 98-114.  
 
4. FUJIKAWA Y., SADOWSKI J.T., KELLY K.F., NAKAYAMA K.S., MICKELSON E.T., 
HAUGE R.H., MARGRAVE J.L., SAKURAI T.  
Adsorption of Fluorinated C60 on the Si(111)-(7 x 7) Surface Studied by Scanning Tunneling 
Microscopy and High-Resolution Electron Energy Loss Spectroscopy 
Jpn. J. Appl. Phys. 41(2002), 245-249.  
 
5. FUJIKAWA Y., SADOWSKI J.T., KELLY K.F., NAKAYAMA K.S., NAGAO T., SAKURAI T. 
Fluorine etching on the Si (111)-7x7 surfaces using fluorinated fullerene  
Surf. Sci. 521(2002), 43-48. 
 
Ⅲ. 前川プロジェクト 
当プロジェクトでは、ナノ構造物質及びナノデバイスにおける新しい量子現象の開発のための材料
探索の指導原理の構築を行っている。2002 年度では、次の 2 テーマの研究を行った。 
 
(1) 磁性ナノ構造物質のスピン依存伝導： 
磁性体及び超伝導体を含むナノ構造デバイスではスピン流により様々な新しい量子 
伝導が現れる。その総合的な解析を行った。（1, 2, 3 ）さらに、スピン依存伝導のための教科書を完
成させ、Taylor and Francis 社（イギリス）より出版した。（1 ） 
(2) 遷移金属酸化物の軌道の観測理論： 
遷移金属酸化物は次世代のエレクトロニクス材料や環境調和型材料として注目されているがその基
本的な物性研究では多くの課題を抱えている。特にその物性を支配する重要な自由度である電子の
軌道について観測手法が確立していない。ここでは放射光による軌道観測理論を提案し、実験グル
ープとの実証研究を行った。（4, 5 ） 
 
1. MAEKAWA S. and SHINJO T.  
Spin dependent transport in magnetic nanostructures 
Vol.3 of Advances in Condensed Matter Science 
(Taylor & Francis, London and New York, 2002), pp.143-235 
 
2. TAKAHASHI S. and MAEKAWA S. 
Hall Effect Induced by a Spin-Polarized Current in Superconductors. 
Phys. Rev. Lett. 88(2002), 116601  
 
3. MAEKAWA S., TAKAHASHI S. and IMAMURA H.  
Spin Injection into Superconductors. 
J. Phys. D: Appl. Phys. 35 (2002) 2452-2456  
 
4. ISHIHARA S. and MAEKAWA S. 
Resonant X-ray Scattering in Manganites: Study of the Orbital Degree of Freedom 
Rep. Prog. Phys. 65, No 4 (2002) 561-598  
 
5. OKAMOTO S., ISHIHARA S. and MAEKAWA S.  
Orbital Ordering in LaMnO3: Electron-Electron and Electron-Lattice Interactions 
Phys. Rev. B 65 (2002) , 144403 
 
【研究成果：2003 年度】 
Ⅰ. 井上プロジェクト 
シンクロトロン放射光を用いた精密な X 線構造解析法により、熱膨張などの外的因子を除去した平
均原子感覚の変化から金属ガラスに含まれる自由体積の定量化に成功した、また、ジルコニウムおよ
びパラジウム基バルク金属ガラスに対して、自由体積とガラス転移現象との相関を明らかにした。さ
らに、新規 Co 基金属ガラスの作製に成功した。また、希土類基アモルファス材料を作製し、その磁気
的性質について調査を行った結果、従来材以上の良好な硬質磁性もしくは軟磁性を示す材料の開発に
成功した。 
 
1. INOUE A., SHEN B.L., KOSHIBA H., KATO H. and YAVARI A.R.  
Ultra-High Strength above 5000 MPa and Soft Magnetic Properties of Co-Fe-Ta-B Bulk 
Glassy Alloys 
Acta Materialia, 52(2004), 1631-1637. 
 
2. YAVARI A.R., PANG S., LOUZGUINE D.V., INOUE A., LUPU N., NIKOLOV N. and 
HEUNEN G.  
Change in Thermal Expansion Coefficient of Bulk Metallic Glasses T g Measured by 
Real-Time Diffraction Using High-Energy Synchrotron Light 
Journal of Metastable and Nanocrystalline Materials, 15-16(2003), 105-110. 
 
3. INOUE A., SHEN B.L., YAVARI A.R., and GREER A.L. 
Mechanical Properties of Fe-Based Bulk Glassy Alloys in Fe-B-Si-Nb and Fe-Ga-P-C-B-Si 
Systems 
Journal of Materials Research, 18(2003), 1487-1492. 
 
 
4. INOUE A., SHEN B.L., KOSHIBA H., KATO H. and YAVARI A.R. 
Cobalt-Based Bulk Glassy Alloy with Ultrahigh Strength and Soft Magnetic Properties 
Nature Materials, 2(2003), 661-663. 
 
5. LOUZGUINE D.V., YAVARI A.R. and INOUE A. 
Mischmetal as an Alloying Addition to Amorphous Materials and Glass Formers 
Journal of Non-Crystlline Solids, 316(2003), 255-260. 
 
Ⅱ. 前川プロジェクト 
当プロジェクトでは、ナノ構造物質及びナノデバイスにおける新しい量子現象の開発のための材料
探索の指導原理の構築を行っている。2003 年度では、次の２テーマの研究を行った。 
 
(1) ナノ構造物質のスピン依存伝導： 
磁性体及び超伝導体を含むナノ構造デバイスでは、スピン流により様々な量子伝導が現れる。最近、
2 つの磁性体が常伝導体で結合した非局所デバイスのスピン伝導の実験が世界各地で行われている。
2003 年度にはこの非局所デバイスのスピン伝導に対する理論を構築した。また 2 つの磁性体を超伝
導体で結合することにより、スピン流によるシグナルが増強されることを予言した。（1, 2, 3 ） 
(2) 次世代エレクトロニクス材料としての遷移金属酸化物： 
遷移金属酸化物は次世代のエレクトロニクス材料や環境調和型材料として注目されているがその基
本的な物性研究では多くの課題を抱えている。特に、遷移金属酸化物では電子の軌道の自由度がこ
れまで隠れた変数であると考えられていた。そこで放射光によるその観測理論を構築し、実験グル
ープと Mn 酸化物（4 ）及び Cu 酸化物（5 ）において実証研究を行った。 
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2. MARTINEK J., UTSUMI Y., IMAMURA H., BARNAS J., MAEKAWA S., KöNIG J., and 
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Kondo Effect in Quantum Dots Coupled to Ferromagnetic Leads 
Phys. Rev. Lett. 91(12) (2003), 127401  
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Andreev reflection in ferromagnet/superconductor/ferromagnet double junction systems. 
Phys. Rev. B 67(2003), 094515  
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Ⅲ. 櫻井プロジェクト 
Our work on the Ge(105) surface published in the previous year continuously received much 
attention and was presented as invited talks in American Physical Society March Meeting 2004 
and several other international conferences in surface science and nanostructure fields.  
In the meantime, we concentrated on the atomic-level characterizations of the 
metal-semiconductor interface in this year.  We found a two dimensional gas phase of alkali metal 
formed on the Si(111)-7x7 surface, which transforms to the cluster-formation phase by the increase 
of the alkali-metal coverage (1 ).  This work was presented as an invited talk in International 
Symposium on Physical Chemistry of Surface Nanostructures and Related Nanomaterials, 
indicating its high-level recognition.  The initial formation process of Ag layers on the GaN 
surface was also investigated to document that the Ag growth can proceed in the layer-by-layer 
manner, which is desirable for the fabrication of uniform contact to the GaN surface (2, 3 ).  In 
addition to these works, we also started to investigate the stability and initial growth process of 
semimetallic Bi on the Si(111)-7x7 surface motivated by the unique electronic property of Bi (4, 5 ).  
We found an interesting structural transition by the increase of Bi coverage to obtain well 
connected Bi layer after finishing the transition at the higher coverage range.  Annealing of this 
Bi film resulted in the formation of perfectly connected Bi layer with large domain size, which 
seems suitable for the growth template of molecular materials because of the low reactivity of Bi 
surface. 
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Ⅳ. 福山プロジェクト 
電子系の量子効果に関する理論的な研究。具体的な対象は以下の通り； 
(1) 小さな系における軌道磁性 
マクロな系における軌道磁性はランダウ反磁性としてよく知られている。しかし、この反磁性の理
論的な導出に際して波動関数に課せられる境界条件は通常極めて物理的でない。有限系においては、
この「境界条件」を正しく考慮する必要があり、それに伴い軌道磁性に対して多様な特徴が現れる。
その背後にあるのは「量子的なコヒーレンス」である。このことをメソスコピックなリングについ
て詳細に調べた。 
(2) 強相関電子系、とくに「分子性結晶」、の電子物性 
「分子性結晶」の物性は分子の多様性を反映して実にさまざまであり、従って材料としても驚くべ
き可能性を秘めている。この「分子性結晶」の中でとくに A2B タイプの電荷移動錯体に関しては四
半世紀に亘って精力的な研究が展開されてきた。当初、個々の系が別個に議論されそのため見通し
のない各論的な研究が展開されていたが、1990 年代中葉から、多様性を統一的な見地から捉える研
究を我々のグループが開始した。その結果を踏まえて、π電子ばかりでなく、局在スピンを含む「π
-ｄ系」、さらには非晶質系にも研究が展開されるようになった。バイオ系への展開が視野に入って
きた。 
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Ⅴ. 陳プロジェクト 
Research Achievements from 2002-2003 
1 ) Fabrication of bimodal nano-materials. (2002-2003) 
In this project, a new technique has been developed to fabricate nano-metals by 
low-temperature constrained cold rolling (Wang, Chen, Ma, Appl. Phys. Lett). Using this 
technique, we have successfully produced nano-Cu with a combination of high strength and good 
ductility. The main point of this work is to demonstrate a new concept and a new method to 
manipulate the microstructure in nanostructured metals to achieve high tensile ductility while 
maintaining the high strength known for nanomaterials. (Wang, Chen, Zhou, Ma, Nature, 2002). 
This alleviates a main problem plaguing nanostructured metals so far, i.e., the disappointingly low 
tensile ductility at room temperature. The approach we developed paves the way for many 
applications of nanostructured metals, including those in micromachining, electronic packaging, 
nanostructures for biomedical applications, and structural uses in general.  
2 ) Deformation mechanism of nanocrystalline materials (2003) 
Various novel deformation models have been suggested by recent computer simulations, but few 
of them have been confirmed through definitive experiments. Through systematic TEM 
observations, we provided experimental evidence on deformation twinning in plastically deformed 
nanocrystalline aluminum. The presence of these twins is directly related to the nanocrystalline 
structure because they are not observed in coarse-grained pure aluminum. A dislocation-based 
model was proposed to explain the preference for deformation twins and stacking faults in 
nanocrystalline materials. These results underscore a transition from normal slip to partial 
dislocation controlled deformation mechanisms when a grain size decreases to tens of nanometers 
and have implications in interpreting the unusual mechanical behavior of nanocrystalline 
materials (Science, 2003).  
3 ) Shock induced nano-scaled amorphization in boron carbide (2002~2003) 
In this project, shock induced nano-scaled amorphization was found by my HREM observations 
(M. W. Chen, et al, Science 299, 1563(2003)). This discovery is extremely noteworthy for the 
following reasons:  i) the amorphization of crystalline materials at high pressures has been 
reported for silicon, ice and a number of minerals, but this is the first observation of amorphization 
of a high performance structural ceramic with super-hardness, ii) the observed amorphization 
provides the key to explain the well documented, but previously not understood, poor ballistic 
performance of boron carbide at high impact pressures (>20 GPa), iii) the observations of 
extremely localized amorphization indicate that we have captured the event in progress, which 
provides unique insight into the amorphization process, iv) our observations unambiguously 
identifies the high pressure damage mechanism in B4C that will allow for more robust models and 
may be generically applicable to other ceramic materials in similar environments and will lead the 
way toward processing improved materials, and v) the shock and pressure induced phase 
transformation in the super-hard materials with strong covalent bonding is also a very interesting 
topic for the synthesizing new phases and substantially altering mechanical and physical 
properties of the materials, which could not be achieved by conventional means. 
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第２章　　特　許
＊　2002-2003年度内に登録または公開された特許：12件
31　　　材料試験炉利用施設
モリブデン合金及びその製造方法 特許第3271040号
32　　　新素材設計開発施設
高飽和磁化および良好な軟磁性特性を有する Fe基非晶質合金 （公開：2002年度）
Cu基非晶質合金（公開番号：2002-256401） （公開：2002年度）
Cu-BASED　 AMORPHOUS ALLOY（公開番号：ＷＯ　 02/053791 A1） （公開：2002年度）
高水素吸蔵合金とその製造方法（公開番号：2002-105609） （公開：2002年度）
Cu基非晶質合金（公開番号：2004-091868） （公開：2003年度）
Cu-BASED　 AMORPHOUS ALLOY（公開番号：ＷＯ　 2004/022811 A1） （公開：2003年度）
高水素吸蔵合金とその製造方法（公開番号：PCT/JP 03/04416） （公開：2003年度）
水素分離膜及びその製造方法 （公開：2003年度）
33　　　強磁場超伝導材料研究センター
歪み依存性を示す化合物系超電導線及び歪み依存性を示す化合物系超電導線を
用いた超電導マグネット
（公開：2003年度）
METHOD OF PRODUCING A SUPERCONDUCTING MAGNET 6,467,151
METHOD FOR FABRICATING AN YTTRIUM-BASED HIGH TEMPERATURE
SUPERCONDUCTING TAPE
6,569,812 B2
第３章　受賞状況
2002年度【 】
本間記念賞
2002 5 21
東北大学金属材料研究所
木村　久道 32　　　新素材設計開発施設 助教授
2003年度【 】
講演奨励賞
2003 4 1
(社)日本金属学会
宍戸　統悦 32　　　新素材設計開発施設 助教授
第１回日本金属学会ポスター賞
2003 10
(社)日本金属学会
栗下　裕明31　　　材料試験炉利用施設 助教授
第１回日本金属学会ポスター賞
2003 10
(社)日本金属学会
鳴井　實31　　　材料試験炉利用施設 助手
原田研究奨励賞
2003 10 31
（財）金属研究助成会
小山　佳一33　　　強磁場超伝導材料研究センター 助教授
第１回 PM研究促進展奨励賞
2003 11
日本粉末冶金工業会
木村　久道 32　　　新素材設計開発施設 助教授
金属研究助成会原田研究奨励賞
2003 11 1
金属研究助成会
小山　佳一 33　　　強磁場超伝導材料研究センター 助教授
日本金属学会春期講演大会第２回優秀ポスター賞
2004 3 31
(社)日本金属学会
宍戸　統悦 32　　　新素材設計開発施設 助教授
日本金属学会春期講演大会第２回優秀ポスター賞
2004 3 31
(社)日本金属学会
木村　久道 32　　　新素材設計開発施設 助教授
日本金属学会春期講演大会第２回優秀ポスター賞
2004 3 31
(社)日本金属学会
木村　久道 32　　　新素材設計開発施設 助教授
日本金属学会春期講演大会第２回優秀ポスター賞
2004 3 31
(社)日本金属学会
山浦　真一 32　　　新素材設計開発施設 助手
１．共同利用採択専門委員会採択の共同研究
受付№ 研究代表者 研　 究　 課 　題
M35－1 九州大学応用力学研究所　蔵元英一 Ｆｅ－Ｃｕ合金の中性子照射効果
M35－2 山形大学理学部　齋藤和男 40Ar-39Ar法による岩石・鉱物の年代測定
M35－3 東京大学地震研究所　兼岡一郎 40Ar-39Ar法による岩石・隕石等の年代測定
M35－4 京都大学原子炉実験所　義家敏正 中性子照射による金属・合金中の欠陥構造発達とその照射損傷量依存
M35－5 九州大学応用力学研究所　渡辺英雄 カプリング照射による核融合炉構造材料の損傷発達機構
M35－6 九州大学応用力学研究所　吉田直亮 パルス温度変動照射下での点欠陥蓄積過程
M35－7 茨城大学工学部　車田　亮 炭素系複合材料及びセラミックスの熱・力学特性に及ぼす照射損傷の影響
M35－8 広島大学工学部　向田一郎 核分裂中性子で高温重照射した金属材料中の損傷発達点欠陥過程
M35－9 東北大学金属材料研究所　深田直樹 中性子照射によりシリコン結晶中に形成される点欠陥の研究
M35－10 東北大学金属材料研究所　栗下裕明 耐照射特性に優れたナノ組織制御ステンレス鋼の開発
M35－11 九州大学工学研究院　木下智見 電場中で中性子照射した絶縁性セラミックスの微細組織
M35－12 東北大学工学研究科　長谷川晃 SiCおよびSiC複合材料における中性子照射効果
M35－13 核融合科学研究所　室賀健夫 温度変動照射効果の低線量―高線量相関
M35－14 東北大学金属材料研究所小野寺秀也 希土類化合物磁性体の希土類核メスバウアー分光
M35－15 東北大学金属材料研究所　四竈樹男 耐照射特性に優れる光ファイバーの開発と新発光体の照射誘起発光の研究
第４章　国内の共同研究の実施状況
【2002年度】
（１）附属材料試験炉利用施設
受付№ 研究代表者 研　 究　 課 　題
M35－16 東北大学金属材料研究所　永田晋二 原子炉照射によるセラミックス単結晶および多層膜の電気的特性変化
M35－17 東北大学金属材料研究所　土屋　文 中性子照射されたプロトン伝導性酸化物の熱および電気特性
M35－18 北海道大学工学研究科　大貫惣明 中性子照射したフェライト鋼の溶接部のヘリウム効果
M35－19 日本原子力研究所物質科学研究部實川資朗 低放射化フェライト鋼の照射後疲労特性評価
M35－20 愛媛大学工学部　仲井清眞 微細結晶粒・粒子分散組織をもつ高融点金属の微細組織に及ぼす中性子照射の効果
M35－21 京都大学エネルギー理工学研究所木村晃彦 核融合炉用低放射化フェライト鋼の開発
M35－22 京都大学エネルギー理工学研究所木村晃彦
原子力エネルギーの高効率安全利用に関する材料照射
研究
M35－23 物質・材料研究機構材料研究所藤塚正和 タングステン系高融点合金の開発研究
M35－24 岡山大学環境理工学部吉尾哲夫
多段内部窒化処理により再結晶制御した高融点高Ｚ合
金の耐照射特性
M35－25 東京大学工学系研究科　寺井隆幸 機能性材料（酸化物高温超伝導体）への中性子照射効果
M35－26 東北大学金属材料研究所　栗下裕明 組織制御による耐照射性に優れた高融点金属の開発
M35－27 東北大学金属材料研究所　永井康介 陽電子消滅法による原子炉圧力容器鋼の照射脆化メカニズムの研究
M35－28 東北大学金属材料研究所長谷川雅幸 半導体およびシリカの照射欠陥
M35－29 東北大学金属材料研究所　福元謙一 TEM内引張試験「その場」観察法を用いた中性子照射バナジウム合金中の転位チャネリング形成過程の研究
M35－30 東北大学金属材料研究所　福元謙一 温度変動中性子照射実験によるバナジウム合金中の組織発達過程に及ぼす温度変動効果
M35－31 東北大学金属材料研究所　川嶋朝日 高延性・高耐食クロム基合金の開発とその照射特性
M35－32 京都大学エネルギー理工学研究所香山　晃 核融合炉用SiC/SiC複合材料の中性子照射効果
M35－33 京都大学エネルギー理工学研究所香山　晃 フェライト系共通試料の中性子照射効果
M35－34 近畿大学理工学部　渥美寿雄 核融合炉用炭素材料中の水素拡散に及ぼす中性子照射効果
受付№ 研究代表者 研　 究　 課 　題
M35－35 東北大学金属材料研究所　鳴井　實 鉄系モデル合金の中性子照射脆化に及ぼす侵入型不純物元素の影響
M35－36 東北大学金属材料研究所　松井秀樹 軽水炉圧力容器鋼の照射脆化に関する研究
M35－37 東北大学金属材料研究所　松井秀樹 核融合炉用低放射化フェライト鋼の中性子照射効果
M35－38 姫路工業大学工学部　寺澤倫孝 ボールミリングによるTiC分散型SUS316鋼の中性子照射効果に関する研究
M35－39 東北大学金属材料研究所　小無健司 高強度中性子源用熱中性子吸収材の開発
F35－1 東北大学金属材料研究所　李　徳新 強相関電子系ウラン金属間化合物におけるＳｐｉｎ－Ｆｒｕｓｔｒａｔｉｏｎ効果の研究
F35－2 東北大学工学研究科　杤山　修 アクチノイドと自然界の錯生成物質との相互作用
F35－3 東京工業大学原子炉工学研究所藤井靖彦 陰イオン交換法による超ウラン元素の相互分離
F35－4 日本原子力研究所先端基礎研究センター中村　彰夫
ウラン（Ｕ）及びネプツニウム（Ｎｐ）化合物系の合
成と物性研究
F35－5 東北大学理学研究科　関根　勉 テクネチウムコロイドの生成・成長過程の研究
F35－6 北海道大学工学研究科　佐藤正知 鉱物に対するアクチニド元素の吸着に与えるフミン酸の影響
F35－7 九州大学工学研究院　出光一哉 緩衝材中のアクチノイド元素の移動に関する研究
F35－8 東北大学金属材料研究所　三頭聰明 各種材料中のアルファー核種の放射非平衡に関する研究
F35－9 東北大学金属材料研究所　三頭聰明 アクチノイド元素の高度化分離分析に関する研究
F35－10 東北大学金属材料研究所　三頭聰明 229ｍTｈの崩壊特性の研究
F35－11 東京大学工学系研究科　山脇道夫 アクチノイド水素化合物の物理化学的特性
F35－12 群馬大学工学部　伊藤正久 放射光Ｘ線を用いたアクチノイド化合物の磁性の研究
F35－13 東北大学金属材料研究所　山村朝雄 非水溶媒を用いたウラン二次電池の開発
F35－14 東北大学金属材料研究所　原　光雄 放射性焼却灰からのアクチニド元素の分離回収法の研究
受付№ 研究代表者 研　 究　 課 　題
F35－15 東北大学金属材料研究所　原　光雄 アクチニド金属の調製
F35－16 東北大学金属材料研究所　小無健司 アクチノイド水素化物の照射挙動の研究
F35－17 名古屋大学大学院理学研究科佐藤憲昭 ウラン超伝導化合物の単結晶育成
F35－18 東北大学金属材料研究所　佐藤伊佐務 アクチノイド及びランタノイドの水溶液化学
F35－19 金沢大学医学部保健学科　鷲山幸信 放射免疫療法に有望なα放出核種の探索
F35－20 東北大学金属材料研究所　塩川佳伸 物性研究のためのネプツニウム金属調整法の開発
F35－21 武蔵工業大学工学部　平井昭司 高純度物質中の極微量なα放射体の定量に関する研究
F35－22 東北大学金属材料研究所　本間佳哉 ネプツニウム２元系化合物の単結晶育成
F35－23 東北大学金属材料研究所　本間佳哉
Th2Ni17型およびThMn12型ウラン化合物の結晶磁気異方
性
受付№ 研究代表者 研究課題
M36－ 1 九州大学応用力学研究所　蔵元英一 Ｆｅ－Ｃｕ合金の中性子および電子線照射効果
M36－ 2 東北大学金属材料研究所　四竈樹男 照射下における酸化物セラミックス材料の電気および光特性に関する研究
M36－ 3 東北大学金属材料研究所　土屋　文 水素雰囲気照射下における酸化物セラミックスの動的照射効果
M36－ 4 東北大学金属材料研究所　藤健太郎 耐放射線光ファイバ、および蛍光体の開発研究
M36－ 5 九州工業大学工学部　赤星保浩
陽電子消滅法による原子炉圧力容器鋼モデル合金中の
ナノスケールCu析出物の観察結果と数値解析結果との
比較検討
M36－ 6 東北大学金属材料研究所　栗下裕明 耐照射特性に優れたナノ組織制御ステンレス鋼の開発
M36－ 7 東北大学金属材料研究所　永井康介 陽電子消滅法と３次元アトムプローブによる原子炉圧力容器鋼の照射脆化メカニズムの解明
【2003年度】
受付№ 研究代表者 研　 究　 課 　題
M36－ 8 東京大学地震研究所　兼岡一郎 40Ar-39Ar法による岩石・隕石等の年代測定
M36－ 9 九州大学応用力学研究所　吉田直亮 温度変動照射環境下での核融合炉構造材料の点欠陥蓄積過程の解明
M36－10 九州大学応用力学研究所　渡辺英雄 レーザー溶接されたＶ-４Ｃｒ-４Ｔｉ合金の照射特性評価
M36－11 姫路工業大学工学研究科　山崎　徹 ボールミリングによるTiC分散型SUS316鋼の中性子照射効果に関する研究
M36－12 山形大学理学部　齋藤和男 40Ar-39Ar法による岩石・鉱物の年代測定
M36－13 愛媛大学工学部　仲井清眞 微細結晶粒・粒子分散組織をもつ高融点金属の微細組織に及ぼす中性子照射の効果
M36－14 茨城大学工学部　車田　亮 炭素系複合材料及びセラミックスの熱・力学特性に及ぼす照射損傷の影響
M36－15 京都大学原子炉実験所　義家敏正 金属・合金中の照射欠陥構造発達と中性子照射量との相関
M36－16 京都大学エネルギー理工学研究所木村晃彦
原子力エネルギーの高効率安全利用に関する材料照射
研究
M36－17 京都大学エネルギー理工学研究所木村晃彦 核融合炉用低放射化フェライト鋼の開発
M36－18 東北大学金属材料研究所　川嶋朝日 高延性・高耐食クロム基合金の開発とその照射特性
M36－19 東北大学金属材料研究所　松井秀樹 軽水炉圧力容器鋼の照射脆化に関する研究
M36－20 東北大学金属材料研究所　福元謙一 内部摩擦法を用いたバナジウム合金中の不純物-欠陥集合体の挙動に関する研究
M36－21 東北大学金属材料研究所　福元謙一 ３Ｄ-ＡＰＭによるバナジウム合金中の照射誘起析出の研究
M36－22 東北大学金属材料研究所　福元謙一 TEM内引張試験「その場」観察法を用いた中性子照射バナジウム合金中の転位チャネリング形成過程の研究
M36－23 核融合科学研究所　室賀健夫 核融合炉液体ブランケット要素部材の照射効果
M36－24 京都大学エネルギー理工学研究所香山　晃 フェライト系共通試料の中性子照射効果
M36－25 京都大学エネルギー理工学研究所香山　晃 核融合炉用SiC/SiC複合材料の中性子照射効果
M36－26 岡山大学環境理工学部　吉尾哲夫 多段内部窒化処理により再結晶制御した高融点高Ｚ合金の耐照射特性
受付№ 研究代表者 研　 究　 課 　題
M36－27 物質・材料研究機構材料研究所宝野和博
３次元アトムプローブと陽電子消滅法による溶質原子
のクラスター挙動の解明
M36－28
日本原子力研究所原子炉安全工学部
西山裕孝
原子炉圧力容器鋼のミクロ組織変化に基づく中性子照
射脆化評価
M36－29 物質・材料研究機構材料研究所藤塚正和 タングステン系高融点合金の開発研究
M36－30 東北大学工学研究科　佐藤　学 バナジウム合金中の中性子照射効果に及ぼす希土類添加元素の影響
M36－31 東北大学金属材料研究所　小無健司 高強度中性子源用熱中性子吸収材の開発
M36－32 東北大学金属材料研究所　栗下裕明 組織制御による耐照射性に優れた高融点金属の開発
M36－33 東北大学工学研究科　阿部勝憲 核融合炉用高融点金属合金における照射効果に及ぼす固体核変換元素の影響
M36－34 東北大学工学研究科　長谷川晃 SiCの弾性定数に及ぼす中性子照射効果と注入HeとHの影響
M36－35 東北大学金属材料研究所　鳴井　實 鉄系モデル合金の中性子照射脆化に及ぼす侵入型不純物元素の影響
M36－36 東北大学金属材料研究所　長谷川雅幸 シリコンおよびガラスの照射欠陥：陽電子消滅、電子スピン共鳴、光吸収実験
M36－37 北海道大学工学研究科　柴山環樹 核融合固体ブランケット用先進中性子増倍材Ｂe12Ｔiの照射効果
M36－38 岩手大学工学部　高橋正氣 Ａ533Ｂ鋼の照射脆化と磁化過程の相関に関する研究
M36－39 北海道大学工学研究科　大貫惣明 中性子照射したフェライト鋼の溶接部のヘリウム効果
F36－ 1 東北大学理学研究科　関根　勉 テクネチウムコロイドの生成・成長過程の研究
F36－ 2 東京工業大学原子炉工学研究所藤井靖彦
陰イオン交換法を用いたランタノイドとアクチノイド
の分離
F36－ 3 名古屋大学大学院理学研究科佐藤憲昭 ウラン磁性超伝導化合物の単結晶育成
F36－ 4 九州大学工学研究院　出光一哉 緩衝材中のアクチノイド元素の移動に関する研究
F36－ 5 群馬大学工学部　伊藤正久 放射光Ｘ線を用いたアクチノイド化合物の磁性の圧力変化に関する研究
F36－ 6 東北大学金属材料研究所　青木　大 フラックス法によるネプツニウム化合物の純良単結晶育成と異方的超伝導の探索
受付№ 研究代表者 研　 究　 課 　題
F36－ 7 東北大学金属材料研究所　三頭聰明 高純度材料中のアルファー核種の放射非平衡に関する研究
F36－ 8 東北大学金属材料研究所　三頭聰明 229ｍTｈの崩壊特性の研究
F36－ 9 東北大学金属材料研究所　佐藤伊佐務 アクチノイド及びランタノイドの水溶液化学
F36－10 北海道大学工学研究科　佐藤正知 鉱物に対するアクチニド元素の吸着挙動に関する研究
F36－11 東京大学工学系研究科　寺井隆幸 アクチノイド水素化合物の物理化学特性
F36－12 金沢大学医学部保健学科　鷲山幸信 ネプツニウム系列核種の核医学治療への応用
F36－13 日本原子力研究所先端基礎研究センター中村彰夫 ウラン化合物、ネプツニウム化合物の合成と物性研究
F36－14 東北大学工学研究科　杤山　修 アクチノイドと自然界の錯生成物質との相互作用
F36－15 東北大学金属材料研究所　原　光雄 アクチニド金属の調製
F36－16 東北大学金属材料研究所　原　光雄 放射性焼却灰からのアクチニド元素の分離回収法の研究
F36－17 東北大学金属材料研究所　本間佳哉 微小試料によるｆ電子系化合物の構造と物性の研究
F36－18 東北大学金属材料研究所　小無健司 アクチノイド水素化物の照射挙動の研究
F36－19 武蔵工業大学工学部　平井昭司 高純度物質中の極微量なα放射体及び微量不純物の定量に関する研究
F36－20 東北大学金属材料研究所　山村朝雄 エネルギー効率の高いウラン電池の開発に関する研究
F36－21 東北大学金属材料研究所　李　徳新 強相関５ｆ電子系金属間化合物におけるＳｐｉｎ－Ｆｒｕｓｔｒａｔｉｏｎ効果の研究
F36－22 東北大学金属材料研究所　塩川佳伸 ネプツニウム化合物の基礎物性の研究
所　　　　　　属 官職等 氏　　　名
101 新規 表面修飾とアノード酸化による新規アルミニウム電解コンデ
ンサー皮膜の作成
北海道大学
大学院工学研究科
教　 授 高橋　英明 永田　晋二
102 新規 ナノ結晶チタン単相合金の作製とアノード酸化 北海道大学
大学院工学研究科
助教授 幅崎　浩樹 浅見　勝彦
永田　晋二
103 継続 石英ガラスのヘリウムイオン照射損傷 金沢工業大学・光電磁
場科学応用研究所
教　 授 那須　昭一 永田　晋二
104 新規 イオン照射下における固体中原子移動機構の研究 東北大学留学生セン
ター／工学研究科
教　 授 藤野　 　豊 永田　晋二
105 新規 金属中のガス原子の照射欠陥発達に及ぼす影響について 京都大学
原子炉実験所
教　 授 義家　敏正 永田　晋二
106 継続 SiO2－GeO2系ガラスの衝撃圧縮
金沢大学　大学院
自然科学研究科
助教授 奥野　正幸 阿藤　敏行
107 新規
衝撃圧縮を用いたGGG(Gd3Ga5O12)の状態方程式と高圧相
転移の研究
熊本大学、衝撃・極限環
境研究センター
助教授 真下　 　茂 阿藤　敏行
108 新規 衝撃波による超伝導体MgB2バルク材の創製 山梨大学 教　 授 松沢　秀典
大森　　 守
阿藤　敏行
109 新規 衝撃圧縮法によるW-Cr混合微粒子の合金化 東京工科大学
工学部
助教授 毛塚　博史 阿藤　敏行
110 新規 Y6(Mn1-xMx)23化合物(M＝Al,Fe)の高温磁化測定
東北大学
大学院工学研究科
教　 授 深道　和明 井上　明久
111 継続 非平衡相よりなるMg合金粉末の固化成形による高比強度
材料の創製
日本大学
生産工学部
教　 授 金子　純一 井上　明久
112 継続 金属ガラス薄膜の水素透過特性に関する研究 (独)産業技術総合研究
所
主　 任
研究員
原　 　重樹 井上　明久
113 新規
加速器でヘリウムイオンを照射したベリリウム金属間化合物
(Be12Ti)の機械特性評価
日本原子力研究所
大洗研究所
室　長 河村　　 弘 井上　明久
114 継続 Pd40Cu30Ni10P20金属ガラスの構造緩和挙動 東京理科大学 助教授 春山　修身 井上　明久
115 新規 電子ビーム蒸着法によるTi系金属ガラスの作成と特性 (独)産業技術総合研究
所
ｸﾞﾙｰﾌﾟ
ﾘｰﾀﾞｰ
松崎　邦男 井上　明久
116 新規 超高強度ナノ結晶マグネシウム合金の開発 熊本大学
工学部
助教授 河村　能人 井上　明久
浅見　勝彦
117 継続 アモルファス合金を原料とするメタノール水蒸気改質用触媒
の調製
鹿児島大学
工学部
教　 授 高橋　武重 井上　明久
118 新規 高保磁力FePt合金薄膜の低温合成及び微細磁区観察 秋田大学
工学資源学部
教　 授 石尾　俊二 高梨　弘毅
浅見　勝彦
119 継続 高圧下におけるグラニュラー系のトンネル型GMR 九州大学
大学院理学研究院
教　 授 巨海　玄道 高梨　弘毅
120 継続 磁性人工格子およびグラニュラー構造薄膜の微細構造解析 (独)物質・材料研究機構
材料研究所
ｻﾌｸﾞﾙｰ
ﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ
宝野　和博 高梨　弘毅
（２）附属新素材設計開発施設
装置責任者
【2002年度　所外】
課題
番号 研　　　　究　　　　題　　　　目
研　　究　　代　　表　　者新規
継続
の別
所　　　　　　属 官職等 氏　　　名
装置責任者課題番号 研　　　　究　　　　題　　　　目
研　　究　　代　　表　　者新規
継続
の別
121 継続 炭化ケイ素ネガティブクリスタルの表面プロセス変形機構
東北大学
大学院工学研究科 助教授 成島　尚之
後藤　　 孝
浅見　勝彦
大森 　　守
122 新規 水素化アモルファスシリコン膜と生体膜の接合による複合材
料の創製
秋田大学
工学資源学部
講 　師 辻内　 　裕 後藤　　 孝
123 新規
La添加Ba2NaNb5O15系薄膜の分極疲労特性に及ぼす電極
材料の影響
八戸工業大学 教　 授 増田陽一郎 後藤　　 孝
124 継続 Nb基合金用耐酸化コーティング皮膜の作製と評価 (独)産業技術総合研究
所
主　 任
研究員
菖蒲　一久 花田　修治
浅見　勝彦
125 新規
高融点金属のロケット燃焼器遮熱コーティングへの適用に
関する研究
航空宇宙技術研究所
ロケット推進研究センター
主　 任
研究員 森谷　信一 花田　修治
126 継続 スパッタリング法を用いた金属材料の生体親和性表面の創
出
(独)物質・材料研究機構 副セン
ター長
塙　　 隆夫 浅見　勝彦
奥　 　正興
127 継続 窒化物硬質材料の設計とPVD法による合成 大阪大学
接合科学研究所
助教授 巻野勇喜雄 浅見　勝彦
128 継続 不働態皮膜の半導体構造におよぼす微量元素の効果
大阪大学
大学院工学研究科 助教授 藤本　慎司 浅見　勝彦
129 継続 高結晶磁気異方性ナノC0系合金粒子膜のｃ軸配向
山形大学
工学部 助 　手 小池　邦博 浅見　勝彦
130 新規 高耐食性傾斜組成コーティングの作製
金属材料研究所附属材
料試験炉利用施設 助教授 川嶋　朝日
浅見　勝彦
奥　 　正興
131 新規 アモルファスバルクチタン合金の研究 東北工業大学 教　 授 橋本　功二 浅見　勝彦
132 継続 放電プラズマ焼結によるバイオマテリアルの作製と物性評価 北海道大学
大学院歯学研究科
教　 授 亘理　文夫 大森 　　守
133 継続　ウイスカーセラミックスによる機能性材料の作製と評価 琉球大学
工学部
教　 授 銘苅　春榮 大森 　　守
浅見　勝彦
134 新規 不定比組成の混合ペロブスカイト型酸化物の合成 千葉工業大学
研究所
教　 授 山口　貞衛 大森 　　守
135 新規 急冷凝固センサ・アクチュエータ材料のバルク複合化に関
する研究
弘前大学
理工学部
教　 授 古屋　泰文 大森 　　守
136 継続 放電プラズマ焼結によるサイアロン系セラミックスの創製
横浜国立大学
大学院環境情報研究院 教　 授 米屋　勝利 大森 　　守
137 新規 透明酸化物磁性体の合成に関する研究
九州工業大学
工学部 教　 授 古曳　重美 宍戸　統悦
138 新規
希土類－マンガン－ケイ素系化合物の単結晶育成と物理・
化学的性質
国士舘大学
工学部 助教授 岡田　 　繁 宍戸　統悦
139 新規
Zn-Mg-RE系単準結晶のセルフクルーシブルチョクラルス
キー法による育成 姫路工業大学 助 　手 横山　嘉彦 宍戸　統悦
140 新規 傾斜組成のプロトン伝導性酸化物ペレットの作製 千葉工業大学
研究所
教　 授 山口　貞衛 宍戸　統悦
所　　　　　　属 官職等 氏　　　名
装置責任者課題番号 研　　　　究　　　　題　　　　目
研　　究　　代　　表　　者新規
継続
の別
141 継続 金属ケイ化物結晶の輸送現象 いわき明星大学 教　 授 石沢　芳夫 宍戸　統悦
142 新規
水熱法による高品質ZnO単結晶の育成と不純物添加による
新機能探索 (独)物質・材料研究機構
ｻﾌｸﾞﾙｰ
ﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ 関口　隆史 宍戸　統悦
143 継続
ホモエピタキシー成長技術を目指したZnO基板用バルク結
晶の育成
富山医科薬科大学
医学部 助教授 宮下　 　哲 宍戸　統悦
144 継続
走査型近接場光学顕微鏡とラマン分光によるリラクサー強誘
電体単結晶の研究
埼玉大学
理学部 教　 授 森岡　義幸 宍戸　統悦
145 継続
環境負荷が小さいフラックスからの機能性酸化物単結晶の
育成
信州大学
工学部 教　 授 大石　修治 宍戸　統悦
146 継続 遷移金属ホウ化物の合成と焼結
東京工芸大学
工学部 助教授 飯泉　清賢 宍戸　統悦
147 継続
ランタンドイオン含有フォトニクス結晶の育成と光物性の評
価
大阪大学　先端科学技
術共同研究センター 教　 授 町田　憲一 宍戸　統悦
148 新規 ハーフメタリック遷移金属化合物の結晶育成
東北学院大学
工学部 教　 授 鹿又　 　武 宍戸　統悦
149 継続
Pd,Pt-3d遷移金属合金の構造ゆらぎと磁性の関連性につ
いての研究
筑波大学
物質工学系 教　 授 大嶋　建一 宍戸　統悦
150 新規
核融合炉用構造材料としての耐食性高純度バナジウム基合
金の開発に関する研究
東北大学
大学院工学研究科 助 　手 藤原　充啓 宍戸　統悦
151 新規 希土類系セラミックスの単結晶育成 豊橋技術科学大学 教　 授 亀頭　直樹 宍戸　統悦
152 新規 レーザー用Euチオガレート単結晶の育成と評価 長岡技術科学大学 助 　手 加藤　有行 宍戸　統悦
153 新規
微量の硫黄を添加したアルミナ形成ステンレス鋼の長時間
酸化 湘南工科大学 教　 授 天野　忠昭 宍戸　統悦
154 新規
ペロブスカイト型ボロンカーバイト化合物のボロンとカーボン
の置換率に及ぼす機械的および電気的・熱的性質との関連
神奈川大学
工学部 助 　手 工藤　邦男 宍戸　統悦
155 継続
低放射化バナジウム合金の高純度化による機械的特性の
変化
核融合科学研究所
炉工学研究センター 助 　手 長坂　琢也 宍戸　統悦
156 継続 メスバウアー分光法による希土類化合物の研究
東邦大学
理学部 助教授 高橋 　　正 宍戸　統悦
157 新規 銅単結晶基板上へのダイヤモンドの配向制御
佐賀大学
理工学部 教　 授 芳尾　真幸 宍戸　統悦
158 新規 イオン置換によるペロブスカイト型ABO3の構造特性
弘前大学
教育学部 教　 授 堀内　弘之 宍戸　統悦
159 新規 ハーフメタル酸化物の高密度焼結体作製 (独)産業技術総合研究所強相関電子技術研究センター
セン
ター長 十倉　好紀
大森 　　守
阿藤　敏行
160 新規
含Ｂ三元系金属間化合物（REMe3Bx)の合成と放射光による
構造物性評価
高エネルギー加速器研究
機構物質構造科学研究
所
助 　手 田中　雅彦 宍戸　統悦
161 新規 酸化物半導体光触媒材料の高品質化及び高活性化研究 (独)物質・材料研究機構
主　 任
研究員 葉　 　金花 宍戸　統悦
所　　　　　属 官職等 氏　　名
101 継続 表面修飾とアノード酸化による新規アルミニウム電解コンデ
ンサー用被膜の作成
北海道大学
大学院工学研究科
教　 授 高橋　英明 永田　晋二
102 継続 ハーフメタル酸化物の高密度焼結体作製 産業技術総合研究所
つくば中央第４
主　 任
研究員
富岡　泰秀 阿藤　敏行
103 継続 衝撃圧縮法によるW-Cr混合微粒子の合金化 東京工科大学
工学部
助教授 毛塚　博史 阿藤　敏行
104 継続 アモルファス合金を原料とする高機能メタノール水蒸気改質
触媒の開発
鹿児島大学
工学部
教　 授 高橋　武重 井上　明久
105 新規
R6(Mn1-xSix)23化合物（R=希土類）の常磁性温度領域におけ
るスピン揺らぎ特性
東北大学
大学院工学研究科
教　 授 深道　和明 井上　明久
106 新規 電子ビーム蒸着によるMg基準結晶合金膜の作成と特性 産業技術総合研究所
つくばセンター東
ｸﾞﾙｰﾌﾟ
長
松崎　邦男 井上　明久
107 新規 非晶質素材の焼鈍による「遷移金属－シリコン系」ナノクリス
タルの輸送特性
琉球大学
理学部
教　 授 矢ヶ崎克馬 井上　明久
108 新規 強磁性形状記憶合金スパッタ膜の機械的特性 東北大学
多元物質科学研究所
助 　手 大塚　　誠 井上　明久
109 継続 金属ガラス薄膜の水素透過特性に関する研究 産業技術総合研究所
つくば中央第５
主　 任
研究員
原　 　重樹 井上　明久
110 新規 Pd40Cu40P20金属ガラスの構造緩和挙動 東京理科大学 助教授 春山　修身 井上　明久
111 継続 急冷凝固センサ・アクチュエータ材料のバルク複合化に関
する研究
弘前大学
理工学部
教　 授 古屋　泰文 井上　明久
112 新規 交換スプリング薄膜磁石およびグラニュラー磁性薄膜の構
造と特性
物質・材料研究機構 デイレ
クター
宝野　和博 高梨　弘毅
113 継続 高圧下におけるグラニュラー系のトンネル型GMR 九州大学
大学院理学研究院
教　 授 巨海　玄道 高梨　弘毅
114 継続 高保磁力FePt合金薄膜の低温合成及び微細磁区観察
秋田大学
工学資源学部 教　 授 石尾　俊二
高梨　弘毅
浅見　勝彦
井上　明久
115 新規 クロムカルコゲン化合物の電気伝導と磁性 山形大学
工学部
助教授 安達　義也 高梨　弘毅
浅見　勝彦
116 新規 有機分子／水素化アモルファスシリコン／導電性透明無機
化合物ハイブリッド薄膜の構造特性
秋田大学
工学資源学部
講 　師 辻内　 　裕 後藤　　孝
117 新規 アルミナの表面・界面異方性に関する研究
東北大学
大学院工学研究科 助教授 成島　尚之
後藤　　 孝
浅見　勝彦
大森 　　守
118 新規 光導波路用強誘電体薄膜材料の研究 八戸工業大学 教　 授 増田陽一郎 後藤　　 孝
119 継続 Nb基合金用耐酸化コーティング皮膜の作製と評価 産業技術総合研究所
九州センター
主　 任
研究員
菖蒲　一久 花田　修治
浅見　勝彦
120 新規 ナノ結晶ジルコニウムアノード酸化被膜の誘電特性に及ぼ
す添加元素の効果
北海道大学
大学院工学研究科
助教授 幅崎　浩樹 浅見　勝彦
永田　晋二
【2003年度　所外】
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121 新規 微量の活性元素を添加したFe-Cr-Al-S合金の初期酸化機
構
湘南工科大学 教　 授 天野　忠昭 朝見　勝彦
122 継続 高結晶磁気異方性ナノCo系合金粒子膜のｃ軸配向 山形大学
工学部
助 　手 小池　邦博 浅見　勝彦
123 新規
傾斜組成を有する単結晶の作製とそれを用いた新規結晶
材料探索
東北大学
多元物質科学研究所 助 　手 吉川　　彰
浅見　勝彦
大森　 　守
宍戸　統悦
124 新規 Ti系生体材料接合の為の生体安全性に優れたアモルファス
ろう材の開発
長崎大学　大学院
医歯薬学総合研究科
助　手 三浦　永理 浅見　勝彦
125 新規 燃料電池用アモルファス合金触媒の研究 東北工業大学
環境情報工学科
教　 授 橋本　功二 浅見　勝彦
126 継続 スパッタリング法を用いた金属材料の生体親和性表面の創
出
物質・材料研究機構 副セン
ター長
塙　　隆夫 浅見　勝彦
奥　 　正興
127 継続 高耐食性傾斜組成コーテイングの作製
金属材料研究所
附属材料試験炉
利用施設
助教授 川嶋　朝日
浅見　勝彦
奥　 　正興
128 新規 放電プラズマ焼結を用いた機能性バイオマテリアルの作製
とその評価
北海道大学
大学院歯学研究科
教　 授 亘理　文夫 大森 　　守
129 新規 放電プラズマ焼結による高機能ナノセラミックスの創製 横浜国立大学
大学院環境情報研究院
教　 授 米屋　勝利 大森 　　守
130 新規 Silicon Carbide熱電発電材料の研究開発 北海道大学エネルギー
先端工学研究センター
助教授 青木　義明 大森 　　守
131 新規 Pd,Pt-3d遷移金属合金の構造ゆらぎと磁性の関連性につ
いての研究
筑波大学
物質工学系
教　 授 大嶋　建一 宍戸　統悦
132 新規 ペロブスカイト型ホウ化物のボロンの不定比性と機械的およ
び電気的性質との関連
神奈川大学
工学部
助　手 工藤　邦男 宍戸　統悦
133 新規 ペロブスカイト型YRh3BxC1-x(0≦X≦１）の輸送現象
いわき明星大学
理工学部
教　 授 石沢　芳夫 宍戸　統悦
134 新規
強磁性形状記憶合金Ni2Mn1-xFexGa(0≦ｘ≦１）の単結晶育
成
東北学院大学
工学部
教　 授 鹿又　　武 宍戸　統悦
135 新規 対流制御による水熱法ZnO単結晶の高品質化の研究 物質・材料研究機構 主 　席
研究員
関口　隆史 宍戸　統悦
136 新規 フェイゾン歪みのほとんど無い準結晶の単結晶育成 姫路工業大学 講 　師 横山　嘉彦 宍戸　統悦
137 新規 傾斜組成のプロトン伝導性酸化物薄膜の作製 千葉工業大学
研究所
教　 授 山口　貞衛 宍戸　統悦
138 新規 酸化インジウム系透明導電性結晶の作製と評価 東京工芸大学
工学研究科
教　 授 澤田 　　豊 宍戸　統悦
139 新規 軽元素を含有した高ホウ化物の結晶育成と物理化学的性
質
国士舘大学
工学部
教　 授 岡田　　繁 宍戸　統悦
140 新規 モリブデン酸塩単結晶のフラックス成長 信州大学
工学部
教　 授 大石　修治 宍戸　統悦
141 新規
新規超硬度材料開発のためのホウ素化合物REMe3Bx(RE=
希土類,Me=金属,x=0.0-1.0)の電子密度分布解析と結合様
式の研究
高エネルギー
加速器研究機構 助 　手 田中　雅彦 宍戸　統悦
所　　　　　属 官職等 氏　　名
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142 新規 マンガン系複合酸化物の単結晶育成 豊橋技術科学大学 教　 授 亀頭　直樹 宍戸　統悦
143 新規 レーザー用ストイキオメトリックEu化合物単結晶の高品質化
とその評価
長岡技術科学大学 助 　手 加藤　有行 宍戸　統悦
144 継続 イオン置換によるペロブスカイト型ABO3の構造特性
弘前大学
教育学部
教　 授 堀内　弘之 宍戸　統悦
145 新規 核融合炉における核変換を模擬したタングステン合金の製
造とその照射挙動に関する研究
東北大学
大学院工学研究科
助教授 長谷川　晃 宍戸　統悦
146 継続 新規単結晶の作製とその発光特性に関する研究 早稲田大学各務記
念材料技術研究所
教　授 一ノ瀬　昇 宍戸　統悦
147 新規 (Sr,La)(Nb,Ta)O3の合成に関する研究
九州工業大学
工学部
教　 授 古曳　重美 宍戸　統悦
148 継続 酸化物半導体光触媒材料の高品質化及び高活性化研究 物質・材料研究機構 主　 幹
研究員
葉　 　金花 宍戸　統悦
【2002年度　所外】
所　　　　　属 官職等 氏　　名
1187 継続　希土類永久磁石材料の巨大磁気異方性と保磁力機構 東北大学大学院工学研究科 助教授 加藤　宏朗 小山　佳一
1198 継続 強磁場下の有機伝導体のフェルミ面効果の研究 大阪市立大学大学院理学研究科 教   授 村田　恵三 佐々木孝彦
1205 継続 半導体量子井戸および磁性半導体における量子輸送現象 東北大学電気通信研究所 助教授 大野　裕三 小山　佳一
1212 継続 擬一次元有機導体におけるスピン密度波転移の磁場依存
性と小周期振動
北海道大学
大学院理学研究科 教   授 野村　一成 佐々木孝彦
1215 継続 Nd-Fe-B系薄膜の保磁力機構の研究 名古屋工業大学工学部 教   授 奥田　高士 渡辺　和雄
1216 継続 強磁場による電析薄膜の構造制御 京都大学、大学院エネルギー科学研究科 助教授 福中　康博 茂木 　　巌
1225 継続 強磁場中のネルンスト係数 中部大学、工学部 教   授 山口作太郎 米永　一郎
1234 継続 強磁場中での高配向Bi系超伝導体の育成 秋田大学工学資源学部 教   授 永田　明彦 渡辺　和雄
1236 継続 低次元量子スピン系のNMR 上智大学、理工学部 助教授 後藤　貴行 小林　典男
1237 継続 液体・固体状態における電気伝導のダイナミクス 静岡大学、工学部 教   授 荻田　正巳 淡路　　 智
1241 継続 高強度超伝導線材開発とその応力／ひずみ特性評価の標
準化
岩手大学、工学部 教   授 片桐　一宗 渡辺　和雄
1242 継続 層状ペロブスカイト型強相関物質の強磁場熱物性 岩手大学、工学部 助教授 松川　倫明 小林　典男
1262 継続 Inをベースとする窒化物半導体の超伝導特性の研究 東海大学　　電子情報学部 教   授 犬島　　　喬 小山　佳一
1265 継続 イッテルビウム磁性ホウ化物群の強磁性と近藤効果の強磁
場特性
広島大学、大学院
先端物質科学研究科 助教授 伊賀　文俊 小山　佳一
1267 継続 高温超伝導膜における強磁場中での磁束系相転移 東北大学極低温科学センター 助教授 野島　　　勉 西嵜　照和
1268 継続 高周波電磁応答で見た電荷及び軌道整列の研究 大阪府立大学大学院工学研究科 助教授 野口　　　悟 小山　佳一
1269 継続
酸化物超伝導繊維及びMgB2新超伝導繊維の磁場中での
臨界電流密度の測定
名古屋工業大学　工学部 助教授 後藤　共子 渡辺　和雄
1271 継続 強磁場下でのカーボンマイクロコイルの気相成長、キラル分
割・配向および磁気特性評価
岐阜大学、工学部 教   授 元島　栖二 淡路　　 智
1272 継続 BEDT-TTF塩の磁気光学測定 神戸大学、分子フォトサイエンス研究センター 教   授 太田　　　仁 小山　佳一
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1273 継続　
Sm2Fe17Nx(0＜x＜3)窒素濃度中間領域試料における磁気
異方性
静岡理工科大学　理工学
部 助教授 小林久理真 渡辺　和雄
1274 継続 低次元量子スピン系におけるマグノン熱伝導の磁場効果 東北大学　大学院工学研究科 教   授 小池　洋二 小林　典男
1275 継続 Bi-2212超伝導厚膜の磁束ピン止め特性におけるMgO粒子
の添加効果
福岡工業大学　工学部 教   授 倪　　　宝栄 淡路　　 智
1279 継続 イットリウム系次世代線材の高磁界中における臨界電流特
性
九州大学、大学院
システム情報科学研究院 教   授 竹尾　正勝 渡辺　和雄
1280 継続 高強度複合超電導線の熱的安定性 岡山大学、工学部 教   授 村瀬　　　暁 渡辺　和雄
1281 継続 La1-xCaxMnO3のX
～ 0.5試料を用いた磁場中結晶構造解析 岩手大学、工学部 助教授 藤代　博之 高橋　弘紀
1282 継続 強磁場下における電荷移動錯体の結晶成長 熊本大学、工学部 教   授 黒田　規敬 渡辺　和雄
1285 継続 Bi(2223)Agテープ線材の通電臨界電流の歪、磁場、温度依
存性の研究
岩手大学、工学部 教   授 能登　宏七 亀掛川尚子
1286 継続 強磁場下における高温超伝導薄膜の電流-電圧特性に対
する重イオン照射効果
熊本大学、工学部 助教授 藤吉　孝則 淡路　　 智
1287 継続 強磁場によるTCNQ塩の電子構造の改質 大阪府立大学先端科学研究所 教   授 杉本　豊成 渡辺　和雄
1291 継続 マイクロクラスター磁性体の高磁場NMR 北海道大学大学院理学研究科 教   授 熊谷　健一 小林　典男
1293 継続 氷結晶の成長機構及びパターン形成に対する磁場の効果 北海道大学　低温科学研究所 助教授 古川　義純 茂木 　　巌
1295 継続 フェトム秒レーザー照射による強磁場中に置かれた半導体
からの高強度テラヘルツ電磁波の発生
岡崎国立共同研究機構、
分子科学研究所 助教授 猿倉　信彦 渡辺　和雄
1296 新規 Bi系超伝導体ウイスカーの強磁場中育成 北見工業大学　工学部 教   授 佐藤　充典 渡辺　和雄
淡路　 　智
1297 新規 分子集合系の磁場誘起構造変化 信州大学、工学部 教   授 尾関寿美男
渡辺　和雄
高橋　弘紀
茂木　 　巌
1298 新規 スピン依存伝導物質の強磁場下磁気輸送特性の研究 北陸先端科学技術大学院大学 教   授 堀　　秀信 岩佐　義宏
1299 新規 熱電変換材料Bi2Te3,MnSi2の磁場中輸送現象
北陸先端科学技術大学
院大学 助教授 岩崎　秀夫 小林　典男
1300 新規 遷移金属FeSi型化合物の強磁場下における磁気特性 東北学院大学　工学部 教   授 鹿又　　武 小山　佳一
1301 新規 ホウ素化合物の電子状態と超伝導特性に関する研究 東北大学極低温科学センター 教   授 青木　晴善 小林　典男
1302 新規 Y1248単結晶の磁束相図 大阪府立大学大学院工学研究科 助教授 石田　武和 小林　典男
1303 新規 ナノ分子磁性体の超低温超強磁場ESR 岡山大学、理学部 教   授 野尻　浩之 小山　佳一
1304 新規 分子性金属・超伝導体の結晶成長 岡崎国立共同研究機構、分子科学研究所 教   授 小林　速男 茂木　 　巌
1305 新規 多重磁気状態が縮重したFe系遍歴電子磁性体の強磁場中
物性異常
東北大学
大学院工学研究科 教   授 深道　和明 小山　佳一
1306 新規 マイクロ波、ミリ波による低次元電子系の集団励起の研究 東北大学大学院理学研究科 教   授 豊田　直樹 小山　佳一
1307 新規 分散型ナノ粒子磁性薄膜の強磁場による組織制御 大阪大学、大学院基礎工学研究科 助   手 市坪　　　哲
渡辺　和雄
高橋　弘紀
1308 新規
遍歴4f電子メタ磁性体Ce（Fe1-xCox）2の強磁場低温X線回
折
九州共立大学　　工学部 教   授 牧原　義一 高橋　弘紀
1309 新規 熱CVD薄膜製造に及ぼす強磁場印加効果 東北大学大学院工学研究科 助   手 吉川　　　昇 淡路　　 智
1310 新規 高磁場・高周波ESRによる磁場誘起量子現象の研究 九州大学大学院理学研究院 教   授 網代　芳民 小山　佳一
1311 新規 超低温に於ける低次元磁性体のESR 秋田大学　工学資源学部 助教授 左近　拓男 小山　佳一
1312 新規 遷移金属系非平衡固溶体の磁性 熊本大学、衝撃・極限環境研究センター 助教授 真下　　　茂 小山　佳一
1313 新規 (DMET-TSeF)2 I3の磁気抵抗角度依存振動
岡山大学、
大学院自然科学研究科 教   授 大嶋　孝吉 佐々木孝彦
1314 新規 強磁場下での分子磁石物質の合成 岡崎国立共同研究機構、分子科学研究所 教   授 西　　信之 茂木　 　巌
1315 新規 次世代Nb3Sn超伝導線材の基礎的研究 東海大学、工学部 教   授 太刀川恭治 渡辺　和雄
1316 新規 パイロクロア型モリブデン酸化物における強磁場中でのホー
ル効果と磁化
東京大学、
大学院工学系研究科 助   手 田口康二郎 岩佐　義宏
1317 新規
3d-3d強磁性相互作用と3d-4f混成に起因した反強磁性相
関の競合系YbMn2Ge2の物性研究
広島大学　　総合科学部 教   授 藤井　博信 小山　佳一
1318 新規 超伝導単電子素子に関する研究 東北大学　電気通信研究所 教   授 山下　　努 淡路　　智
所　　　　　属 官職等 氏　　名
3301 継続 磁気浮遊状態における非晶質物質の創製 産業技術総合研究所 主　 任
研究員
北村　直之 茂木　 　巌
所　　　　　属 官職等 氏　　名
4412 継続 高強度Nb3Sn線材の開発研究
古河電気工業(株)
研究開発本部
超電導
開　 発
部　 長
目黒信一郎 渡辺　和雄
4413 継続
高強度Nb3Sn線材を用いたR&W法によるNb3Snコイルの開
発
住友重機械工業(株)
技術開発センター
主　 任
研究員
直原　和哲 渡辺　和雄
4414 継続 高温超伝導線材の巻線時性能劣化の評価研究 (株)東芝　京浜事業所 主　査 花井　　哲 渡辺　和雄
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1198 継続 強磁場下の有機伝導体のフェルミ面効果の研究 大阪市立大学大学院理学研究科 教   授 村田　恵三 佐々木孝彦
1205 継続
半導体量子井戸および磁性半導体における量子輸送
現象
東北大学　電気通信研究所 助教授 大野　裕三 小山　佳一
1212 継続
擬一次元有機導体におけるスピン密度波の磁場依存
性と小周期振動
北海道大学
大学院理学研究科 教   授 野村　一成 佐々木孝彦
1216 継続 強磁場による電析薄膜の構造制御
京都大学、
大学院エネルギー科学研究科 助教授 福中　康博 茂木 　　巌
1234 継続
強磁場・温度勾配下でのBi-2223高温超伝導相の生
成と配向性制御
秋田大学　工学資源学部 教   授 永田　明彦 渡辺　和雄
1236 継続 低次元量子スピン系のNMR 上智大学、理工学部 助教授 後藤　貴行 小林　典男
1237 継続 液体・固体状態における電気伝導のダイナミクス 静岡大学、工学部 教   授 荻田　正巳 淡路　　 智
1241 継続
高強度超伝導線材開発とその応力／ひずみ特性評
価の標準化
岩手大学、工学部 教   授 片桐　一宗 渡辺　和雄
1242 継続 層状ペロブスカイト型強相関物質の強磁場熱物性 岩手大学、工学部 助教授 松川　倫明 小林　典男
1262 継続
InNをベースとするナイトライド化合物半導体の低温高
磁場電気伝導の研究
東海大学　　電子情報学部 教   授 犬島　　　喬 竹延　大志
1269 継続
酸化物超伝導繊維及びMgB2新超伝導繊維の磁場中
での臨界電流密度の測定
名古屋工業大学　工学部 助教授 後藤　共子 渡辺　和雄
1271 継続 強磁場下でのカーボンマイクロコイルの気相成長、キ
ラル分割・配向および磁気特性評価
岐阜大学、工学部 教   授 元島　栖二 淡路　　 智
1272 継続 BEDT-TTF塩の磁気光学測定 神戸大学、分子フォトサイエン
ス研究センター
教   授 太田　　　仁 小山　佳一
1273 継続　
Sm2Fe17Nx(0＜x＜3)窒素濃度中間領域試料における
磁気異方性
静岡理工科大学　理工学部 助教授 小林久理真 小山　佳一
1274 継続
低次元量子スピン系におけるマグノン熱伝導の磁場
効果
東北大学　大学院工学研究科 教   授 小池　洋二 小林　典男
1279 継続
イットリウム系次世代線材の高磁界中における臨界電
流特性
九州大学、大学院
システム情報科学研究院 教   授 竹尾　正勝 渡辺　和雄
1280 継続 高強度複合超電導線の熱的安定性 岡山大学、工学部 教   授 村瀬　　　暁 渡辺　和雄
1282 継続 強磁場下における電荷移動錯体の結晶成長 熊本大学、工学部 教   授 黒田　規敬 渡辺　和雄
1286 継続 柱状欠陥を有する高温超伝導薄膜の強磁場下におけ
る電圧ー電流特性とその角度依存性
熊本大学、工学部 助教授 藤吉　孝則 淡路　　 智
1293 継続 不凍糖タンパク質の氷／水界面吸着状態に対する強
磁場の効果
北海道大学　低温科学研究所 助教授 古川　義純 茂木 　　巌
1295 継続 フェムト秒レーザー照射による強磁場中に置かれた半
導体からの高強度テラヘルツ電磁波の発生
岡崎国立共同研究機構、
分子科学研究所 助教授 猿倉　信彦 渡辺　和雄
1298 継続 スピン依存伝導物質の強磁場下磁気輸送特性の研究
北陸先端科学技術
大学院大学 教   授 堀　　秀信 岩佐　義宏
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1302 継続 Y1248単結晶の磁束相図
大阪府立大学
大学院工学研究科 教   授 石田　武和 小林　典男
1303 継続 ナノ分子磁性体の超低温超強磁場ESR 岡山大学、理学部 教   授 野尻　浩之 小山　佳一
1306 継続
マイクロ波、ミリ波による低次元電子系の集団励起の
研究
東北大学　大学院理学研究科 教   授 豊田　直樹 小山　佳一
1309 継続 熱CVDプロセスにおける強磁場印加効果 東北大学　大学院工学研究科 助   手 吉川　　　昇 淡路　　 智
1311 継続
低次元量子スピン系磁性体の極低温でのESR及び磁
化の研究
秋田大学　工学資源学部 助教授 左近　拓男 小山　佳一
1312 継続 遷移金属系非平衡固溶体の磁性
熊本大学、
衝撃・極限環境研究センター 助教授 真下　　　茂 小山　佳一
1315 継続 次世代Nb3Sn超伝導線材の基礎的研究 東海大学、工学部 教   授 太刀川恭治 渡辺　和雄
1314 継続 強磁場下での分子磁石物質の合成
岡崎国立共同研究機構
分子科学研究所 教   授 西　　信之 茂木 　　巌
1316 新規
超高圧・強磁場下での磁性半導体の磁気光スペクト
ル
岡山大学、理学部 助教授 松田　康弘 小山　佳一
1317 新規
強磁場プロセッシングによる高性能希土類永久磁石
材料の創製
東北大学　大学院工学研究科 助教授 加藤　宏朗 小山　佳一
1318 新規
特異な磁気相転移を示すFe系遍歴電子磁性体の強
磁場中物性測定
東北大学　大学院工学研究科 教   授 深道　和明 小山　佳一
1319 新規
熱処理条件に依存したネオジム鉄ボロン薄膜磁石の
垂直磁化特性に関する研究
名古屋工業大学　工学部 助　手 安達　信泰 茂木　 　巌
1320 新規
オーバードープLSCO単結晶の高磁場における渦糸
状態
北陸先端科学技術
大学院大学 助教授 岩崎　秀夫 小林　典男
1321 新規
傾斜磁場下における酸化物高温超伝導体の磁束相
図
北陸先端科学技術
大学院大学 助   手 内藤　智之 小林　典男
1322 新規 極端条件下ESRにおける磁場誘起量子現象の研究 九州大学　大学院理学研究院 教   授 網代　芳民 小山　佳一
1323 新規
高強度Nb3Sn線材を用いた超伝導コイルの軸圧縮応
力特性
岩手大学、工学部 教   授 片桐　一宗 西島　　　元
1324 新規 非晶質UPd2Al3のメタマグ転移の測定 徳島大学、工学部 教   授 大野 　　隆 小山　佳一
1325 新規
Pr1-xCaxMnO3の磁場中における強磁性金属相の出現
と構造相転移
岩手大学、工学部 助教授 藤代　博之 高橋　弘紀
1326 新規
強磁場による中性金属錯体ポリマーの薄膜構造の改
質
大阪府立大学
先端科学研究所 教   授 杉本　豊成 渡辺　和雄
1327 新規 MgB2薄膜の極低温における磁束系相転移の研究
東北大学
極低温科学センター 助教授 野島 　　勉 西嵜　照和
1328 新規
アンチドット構造を有するW/Si多層膜におけるポル
テックスﾀﾞｲﾅﾐｸｽの研究
千葉大学、工学部 助教授 山本　和貫 佐々木孝彦
1329 新規
磁気的層構造をもつMn希土類合金の強磁場誘起磁
気相転移
芝浦工業大学
システム工学部 教   授 堀　　　富栄 小山　佳一
1330 新規
強磁場を用いた層状窒化物超伝導体の上部臨海磁
場の決定
広島大学　大学院
先端物質科学研究科 助教授 藤　　　秀樹 佐々木孝彦
所　　　　　属 官職等 氏　　名
共同研究を
行う金研の
教官名
課題
番号 研　　　　究　　　　題　　　　目
研　　究　　代　　表　　者新規
継続
の別
1331 新規 パイロクロア系超伝導体の強磁場物性
岡山大学　大学院
自然科学研究科 教   授 大嶋　孝吉 佐々木孝彦
1332 新規 マンガンを含む擬２次元強磁性化合物の磁性の研究 岡山大学、理学部 教   授 小野　文久 小山　佳一
1333 新規
MM'1-ｘX(M,M'：3d金属、X:Si,Ge)のマルテンサイト変
態と磁性
東北学院大学
工学部 教   授 鹿又　　武 小山　佳一
1334 新規 TbB6およびTbxR1-xB6の磁化測定
東北大学
大学院理学研究科 教   授 國井　　暁 高橋　弘紀
1335 新規
磁場により非双晶化したLa2-xSrxCuO4単結晶の磁場
中物性測定
京都大学
化学研究所 助   手 藤田　全基 平賀　晴弘
1336 新規
強磁場下におけるネルンスト・ゼーべック複合効果の
研究
中部大学、工学部 教   授 山口作太郎 米永　一郎
1337 新規 MgB2の強磁場低温X線回折
九州共立大学
大学院工学研究科 教   授 牧原　義一 小山　佳一
1338 新規 強磁場が骨格筋のCa
2+チャンネル並びに筋細胞内膜
系の構造特性に及ぼす影響
東北大学
大学教育研究センター 講　師 藤本　敏彦 淡路　　智
1339 新規 光触媒用TiO2ナノクリスタルの電磁プロセッシング 東北大学　大学院工学研究科 助教授 滝沢　博胤 淡路　　智
所　　　　　属 官職等 氏　　名
3301 継続 磁気浮遊状態における非晶質物質の創製
産業技術総合研究所
関西センター
主　 任
研究員 北村　直之 茂木　 　巌
3302 新規
ガスアトマイズMg粉末より作製したMgB2線材の超伝導
特性
産業技術総合研究所
つくばセンター東
グルー
プ長 松崎　邦男 渡辺　和雄
所　　　　　属 官職等 氏　　名
4412 継続 高強度Nb3Sn線材の開発研究
古河電気工業(株)
研究開発本部
超電導
開発
部長
目黒信一郎 渡辺　和雄
4413 継続
高強度Nb3Sn線材を用いたR&W法によるNb3Snコイル
の開発
住友重機械工業(株)
技術開発センター 研究員 石塚　正之 渡辺　和雄
4414 継続 高温超伝導線材の巻線時性能劣化の評価研究 (株)東芝　京浜事業所 主　査 花井　　哲 渡辺　和雄
4415 新規 NEG系123超伝導体の強磁場輸送特性の研究 （財）国際超伝導産業技術研究センター
所　長
代　理
腰塚　直己 淡路　 　智
4416 新規 Bi系高温超伝導パンケーキコイルの開発 昭和電線電纜（株）超伝導プロジェクト 主　任 大谷　　望 渡辺　和雄
共同研究を
行う金研の
教　官　名
共同研究を
行う金研の
教　官　名
新規
継続
の別
研　　　　究　　　　題　　　　目
研　　究　　代　　表　　者
課題
番号
新規
継続
の別
研　　　　究　　　　題　　　　目
研　　究　　代　　表　　者
【2003年度　独立行政法人】
【2003年度　受託研究員等】
課題
番号
第５章　　海外との共同研究の実施状況
１．海外との交流協定
＊2003年度現在継続中のもの
世話部門 世話教官国名協定研究機関 協定締結年月日
カリフォルニア大学サンタバーバラ校工
学部
アメリカ 材料試験炉利用施設 松井教授 2004.3.12
ﾓｽｸﾜ大学 ﾛｼｱ連邦 強磁場超伝導材料研究セン
ター
渡辺教授 1998.2.19
韓国科学技術院電子部品･材料設計人
力教育ｾﾝﾀｰ
大韓民国 新素材設計開発施設 浅見助教授 2001.4.24
成均館大学校技術革新ｾﾝﾀｰ 大韓民国 新素材設計開発施設 浅見助教授 2000.6.20
韓国科学技術院 大韓民国 新素材設計開発施設 花田教授 2003.12.18
スタンフォード大学ジボール先端材料学
研究所
ｱﾒﾘｶ合衆国 国際フロンティアセンター
（IFCAM）
遠藤教授 2003.2.11
中国科学院物理学研究所 中国 国際フロンティアセンター
（IFCAM）
遠藤教授 2003.2.20
中国科学院物理学研究所 中国 国際フロンティアセンター
（IFCAM）
櫻井教授 2004.2.16
２．　外国人研究者の受け入れ実績
（１）　新素材設計開発施設
外国人研究員
楊　冠軍 2002.04.08 - 2002.10.07
高強度材料、省エネルギー材料および生体材料の高機能性材料への応用
井上　明久
中国 中国・西北有色金属研究員助教授
受入： 教授
ﾊﾞﾙｶﾞｽ ｶﾞﾙｼｱ ｼﾞｮｰｼﾞ ﾛﾍﾞﾙﾄ 2003.01.01 - 2003.03.31
レーザー誘起プラズマ及びＥＣＲプラズマを用いた新しい気相析出プロセスの開発とセラミック
ス被覆の高速合成プロセスへの応用
後藤　孝
メキシコ ﾒｷｼｺ・国立工科大学金属工学科教授
受入： 教授
ランガナサン　スリニヴァサ 2003.04.17 - 2003.09.30
過冷却液体の組成、構造制御による金属ガラス、ナノ結晶材料及び準結晶材料の創製と諸性
質の解析
井上　明久
インド インド科学研究所教授
受入： 教授
ｸﾏｰﾙ　ｳﾞｨｼﾞｴｲ 2003.10.01 - 2004.03.31
第一原理計算によるマイクロクラスターの構造決定とクラスター基有用物質創成シュミレーショ
ン
川添　良幸
インド ｸﾏｰﾙ・ｳﾞｨｼﾞｪｲ博士財団代表
受入： 教授
外国人研究者
李　福山 2003.05.01 -
バルク金属ガラスに関する研究
張　涛
中国
受入：
（２）　強磁場超伝導材料研究センター
外国人研究者
ROMANOVSKⅡ,ViadmirRem 2003.07.01 - 
酸化物超伝導線材の熱的安定性
渡辺　和雄
ロシア
受入：
戦略的事業推進研究研究員
MA, Yan　Wei 2002.04.01 - 2002.07.06
強磁場における新素材の創製（磁場中CDV法YBa２Cu３０７膜作製プロセス開発
渡辺　和雄
中国
受入：
（３）　材料科学国際フロンティアセンター
外国人研究員
ﾊﾞｰﾝｽﾞ　ｽﾁｭﾜｰﾄ　ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ 2002.06.01 - 2002.08.31
高温超伝導体の超伝導特性の研究
前川 禎通/遠藤 康
連合王国 マイアミ大学物理学部教授
受入： 教授
ｶﾘｳﾘﾝ　ｷﾞﾆﾔｯﾄ 2002.06.01 - 2002.08.31
遷移金属酸化物の軌道量子状態の研究
前川 禎通/遠藤 康
ロシア ドイツ・マックスプラン研究所教授
受入： 教授
ﾔﾊﾞﾘ ｱﾗﾝ ﾚｻﾞ 2002.06.01 - 2002.11.30
金属ガラスをベースとするナノ結晶相に関する研究及び先端的非平衡相材料に関する研究
井上　明久
フランス ｸﾞﾙﾉｰﾌﾞﾙ国立総合技術研究所教授
受入： 教授
ｸﾏｰﾙ　ｳﾞｨｼﾞｴｲ 2002.09.01 - 2002.11.30
第一原理計算によるマイクロクラスターの構造決定とクラスター基有用物質創成シュミレーショ
ン
川添　良幸
インド ｸﾏｰﾙ・ｳﾞｨｼﾞｪｲ博士財団代表
受入： 教授
ﾄﾛﾝﾌﾟ ﾙﾄﾞﾙﾌ ﾏﾘｱ 2002.09.11 - 2002.12.10
有機半導体良質薄膜結晶の育成原理の確立
中嶋　一雄
オランダ ＩＢＭ　ＴＪワトソン研究センター主任研究員
受入： 教授
ウエムラ　ヤストモ 2003.01.01 - 2003.03.31
高温超伝導発現機構に関する研究
小林　典男
日本 ｱﾒﾘｶ･ｺﾛﾝﾋﾞｱ大学物理学科教授
受入： 教授
ｼﾞｪｵﾝ　ﾄﾞﾝｷﾞﾙ 2003.01.01 - 2003.03.31
低温STMによるNa/Si(111)3xl表面の量子ワイアー及び量子ドットに関する研究
櫻井　利夫
韓国 韓国・明智大学物理学科教授
受入： 教授
ﾘｴﾗ ﾎｾ ｱルﾊﾝﾄﾞﾛ 2003.01.15 - 2003.04.15
遷移金属酸化物の計算物理学的研究
前川　禎通
ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ・ﾛｻﾞﾘｵ大学物理学科教授
受入： 教授
ヤン　ウェイシｪン 2003.04.01 - 2003.06.30
シリコン高指数面上のヘテロエピタクシャル層の構造と安定性に関する研究
櫻井　利夫
中国 北京大学物理学科教授
受入： 教授
ﾊﾞｸﾁｼﾞﾝﾗﾙﾌザギドヴィッチ 2003.04.16 - 2003.07.15
シリコン表面に吸着した分子の２次元構造研究
櫻井　利夫
ロシア ﾛｼｱ・バシュキル国立大学物理学教授
受入： 教授
モッシェ　クニッツ 2003.04.18 - 2003.09.30
ウラン化合物の物性
塩川　佳伸
イスラエル ｲｽﾗｴﾙ・ゲネブ原子力研究所研究員
受入： 教授
ﾊﾞｰﾝｽﾞ　ｽﾁｭﾜｰﾄ　ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ 2003.07.01 - 2003.09.30
高温超伝導体の電子状態の研究
前川　禎通
連合王国 マイアミ大学物理学部教授
受入： 教授
プッチ　アネマリー 2003.07.16 - 2003.10.15
量子ナノ薄膜表面のナノモフォロジーと電気特性に関する研究
櫻井　利夫
ドイツ ハイデルベルグ大学教授
受入： 教授
ｶﾘｳﾘﾝ　ｷﾞﾆﾔｯﾄ 2003.10.01 - 2003.12.31
遷移金属酸化物の量子相転移の研究
前川　禎通
ロシア ドイツ・マックスプラン研究所教授
受入： 教授
ヤン　ウェイシｪン 2003.10.01 - 2003.12.31
シリコン高指数面上のヘテロエピタクシャル層の構造と安定性に関する研究
櫻井　利夫
中国 北京大学物理学科教授
受入： 教授
ジー　ジァン 2003.10.23 - 2004.01.22
ファトニッククリスタルの物理に関する研究
櫻井　利夫
中国 中国・復旦大学表面物理研究所所長
受入： 教授
ﾏﾙﾃｨﾈｸ　ﾔﾝ　ｱﾙﾋﾞﾝ 2004.01.01 - 2004.03.31
ナノ磁性構造体のスピン依存伝導の理論的研究
前川　禎通
ポーランド ﾄﾞｲﾂ・ｶｰﾙｽﾙｰｴ大学理論物理学研究所　助教授
受入： 教授
ﾊﾟﾉﾌ ｳﾗｼﾞﾐﾙ ｲﾜﾉﾋﾞｯﾁ 2004.01.01 - 2004.03.31
Si(111)7x7表面の吸着現象についての研究
櫻井　利夫
ロシア M.V.ﾛﾓﾉｿﾌﾓｽｸﾜ州立大学教授/QAD･SPM所長
受入： 教授
ﾔﾊﾞﾘ ｱﾗﾝ ﾚｻﾞ 2004.01.27 - 2004.03.31
金属ガラス、過冷却液体の組織制御に関する研究
井上　明久
フランス ｸﾞﾙﾉｰﾌﾞﾙ国立総合技術研究所教授
受入： 教授
第６章　　学会等の研究活動
１．　国際会議における発表状況
2002年度【 ／31件 】
附属材料試験炉利用施設
栗下　裕明 2　　助教授
5th International Conference on Plasma Surface Interactions in Controlled Fusion
Devices
Gifu 2002 5 27 2002 5 31
Current Status of Ductile Tungsten Development by Mechanical Alloying
口頭（一般）
Y.Ishijima, M.Hasegawa, Y.Hiraoka, T.akida, K.Okamoto
-Japan
The 4th KAERI/JAERI Joint Seminar on the Post Irradiation Examination
Technology
Taejon 2002 10 16 2002 10 18
Current Status of Specimen Miniaturization in Mechanical Testing for Irradiated Materials
口頭（一般）
H. Kurishita, T. Yamamoto, M. Narui, M. Yamazaki, A. Kawashima, H. Matsui
-Korea
2002 Japan-US Workshop on High Heat Flux Components and Plasma Surface
Interactions in Next Fusion Devices
Nagoya 2002 12 9 2002 12 12
Development of Tungsten Materials for PFC
口頭（一般）
H. Kurishita, Y. Ishijima, M. Hasegawa, Y. Hiraoka,  T. Takida, K. Okamoto
-Japan
川嶋　朝日 2　　助教授
15 th International Corrosion Congress
Granada 2002 9 22 2002 9 27
口頭（一般）
S. Watanabe, S. Hanada
-Spain
第４回照射後試験技術に関するKAERI/JAERI日韓セミナー
太田 2002 10 15 2002 10 17
口頭（一般）
H. Kurishita
-Korea
附属新素材設計開発施設
浅見　勝彦 1　　教授
11th International Conference on Rapidly Quenched and Metastable Materials
Oxford 2002 8 25 2002 8 30
Effect of Additional Elements On The Corrosion Behavior of a Cu-Zr-Ti Bulk Metallic
Glass
口頭（一般）
K. Asami, C.-L.Qin, T. Zhang and A. Inoue
-UK
15th International Corrosion Congress
Granada 2002 9 11 2002 9 27
TEM Investigation of Rusts on Weathering Steels Exposed for 17 Years
口頭（一般）
K. Asami, M. Kikuchi, T. Sato and S. Itoh
-Spain
15th Inretnational Corrosion Congress
Granada 2002 9 11 2002 9 27
Change in Ti-Implanted CaTiO3 Films in Hanks’ Solution
口頭（一般）
K. Asami, K. Saito, N. Ohtsu, S. Nagata and T. Hanawa
-Spain
International Symposium on GDOES for Surface Analysis
Yokohama,
Japan
2002 11 19 2002 11 21
Air formed Film on a 304 Type Stainless Steel Studied by rf-GDOES and ARXPS
口頭（一般）
K. Asami and K. Shimizu
-Japan
International Conference on Designing of Inerfacial Structures in Advanced
Materials and Their Joints
Osaka 2002 11 26 2002 11 28
Oxidation Behavior of Rapidly Quenched Binary Valve Metal Alloys
口頭（招待・特別）
K. Asami
-Japan
宍戸　統悦 2　　助教授
14th International Symposium on Boron, Borides and Related Compounds
St. Petersburg 2002 6 9 2002 6 14
Effect of Non-stoichiometry of Boron on B-site in Perovskite Type Structure ScBxRh3
and CeBxRh3 on Charge of Sc and Ce Atoms on A-site: Study by X-ray Photoelectron
and Nuclear Magnetic Resonance Spectroscopies
ポスター（一般）
M. Oku, T.Shishido, T. Shinohara, Q. Sun, Y. Kawazoe and K.Wagatsuma
-Russia
14th International Symposium on Boron, Borides and Related Compounds
St. Petersburg 2002 6 9 2002 6 14
Crystal Growth and Anisotropy of ErRh3B2
ポスター（一般）
T.Shishido, J.Ye, S, Okada, K. Kudou, M.Oku, K.Iizumi,T.Sasaki, T.Sugawara, K.
Obara, T.Amano, I.Higashi, S. Kohiki and K. Nakajima
-Russia
14th International Symposium on Boron, Borides and Related Compounds
St. Petersburg 2002 6 9 2002 6 14
Hardness of the Compounds in RE-Rh-B (RE=Rare Earth) Systems
ポスター（一般）
T.Shishido, S. Okada, K.Kudou, J.Ye, M. Oku,I.Higashi, H. Horiuchi, K.Iizumi, Y.
Ishizawa, K. Obara, T.Sugawara, M.Tanaka, A. Yoshikawa, Z.Zeng, H.Mizuseki, S.
Kohiki, Y. Kawazoe and K. Nakajima
-Russia
山浦　真一 4　　助手
2002 MRS Fall Meeting
Boston 2002 12 2 2002 12 6
Mechanical properties of Nb-based amorphous thin ribbons as the hydrogen permeable
membrane
ポスター（一般）
-USA
水関　博志 4　　助手
MRS
2002 4 1 2002 4 5
Simulation Study on Geometric and Electronic Structure of Photovoltaic Molecules
口頭（一般）
H. Mizuseki, N. Igarashi, C. Majumder, R. V. Belosludov, A. A. Farajian, J. -T. Wang,
H. Chen and Y. Kawazoe
-
The European Materials Research Society '02
2002 6 18 2002 6 21
Theoretical Study of Phthalocyanine-Fullerene Complex for High Efficient Photovoltaic
Device: Ab-Initio Electronic Structure Calculation
口頭（一般）
Hiroshi Mizuseki, Nobuaki Igarashi, Rodion V. Belosludov, Amir A. Farajian and
Yoshiyuki Kawazoe
-
Shanghai International Nanotechnology Cooperation Symposium74
2002 7 30 2002 8 1
Theoretical Study of Organic Molecule-Fullerene Mixture for a High Efficiency
Photovoltaic Device
口頭（一般）
Hiroshi Mizuseki, Nobuaki Igarashi, Rodion V. Belosludov, Amir A. Farajian and
Yoshiyuki Kawazoe
-
The 2002 International Conference on Solid State Devices and Materials
2002 9 17 2002 9 19
Theoretical Study on Chlorin-Fullerene Supramolecular Complex for Photovoltaic Device
口頭（一般）
Hiroshi Mizuseki, Nobuaki Igarashi, Rodion V. Belosludov, Amir A. Farajian and
Yoshiyuki Kawazoe
-
6th Engineering Foundation Conference on Molecular-Scale Electronics
2002 12 15 2002 12 19
Theoretical Study of π-Conjugated Molecule-Fullerene Mixture for a High Efficiency
Photovoltaic Device
口頭（一般）
H. Mizuseki, N. Igarashi, R. V. Belosludov, A. A. Farajian and Y. Kawazoe
-
NanoTech 2003 (2003 Nanotechnology Conference and Trade Show)
2003 2 23 2003 2 27
An Organic Molecule - Fullerene Mixture for a High Efficiency Photovoltaic Device: A
Theoretical Study
口頭（一般）
H. Mizuseki, N. Igarashi, R. V. Belosludov, A. A. Farajian and Y. Kawazoe
-
March Meeting 2003 (Bulletin of The American Physical Society)
2003 3 3 2003 3 7
Theoretical Study on Metal Porphyrin Chain for Use as a Nanoscale Device
口頭（一般）
Hiroshi Mizuseki, Nobuaki Igarashi, Rodion V. Belosludov, Amir A. Farajian and
Yoshiyuki Kawazoe
-
附属強磁場超伝導材料研究センター
渡辺　和雄 1　　教授
Topical Conference of International Cryogenic Materials Conference
Xi'an 2002 6 16 2002 6 20
Cryogen-Free Hybrid Magnet for Magnetic Levitation
口頭（招待・特別）
-China
Nineteenth International Cryogenic Engineering Conference
Grenoble 2002 7 22 2002 7 26
YBa2Cu3O7 Measuring Leads Unit of 60 Terminals
ポスター（一般）
-France
Applied Superconductivity Conference
Texas 2002 8 4 2002 8 9
First Performance Test of the Cryogen-Free Hybrid Magnet
口頭（一般）
-USA
23rd International Conference on Low Temperature Physics
広島 2002 8 20 2002 8 27
Cryogen-Free Superconducting Magnets
口頭（招待・特別）
-Japan
小山　佳一 2　　助教授
23rd International Conference of Low Temperature Physics
Hiroshima 2002 8 20 2002 8 27
Magnetic Properties of Weak Itinerant Ferromagnet Ni-Pt Alloys
ポスター（一般）
-Japan
淡路　智 2　　助教授
Multilateral Symposium between the Korean Academy of Science and the Foreign
Academies
ソウル 2002 5 8 2002 5 10
Magnetic Field Effects on Synthesis Process of High-Tc Superconducntors
ポスター（一般）
S. Awaji, Y. Ma, W. P. Chen, H. Maeda, K. Watanabe　and M. Motokawa
-Korea
Applied Superconductivity Conference 2002
Houston,TX 2002 8 4 2002 8 9
Improvement of Mechanical and Superconducting Properties in Bronze-route composite
Nb3Sn Wires by Applying Bending Strain at Room Temperature
ポスター（一般）
S. Awaji, K. Watanabe and M. Motokawa
-USA
23rd International Conference on  Low Temperature Physics
広島 2002 8 20 2002 8 22
High Field and Low Temperature X-ray Study on Phase Segregation for
Nd0.5Sr0.5MnO3 Powder and Single Crystal
ポスター（一般）
S. Awaji, Y. Watanabe, T. Masaki, M. Fujiwara, N. Kobayashi and K. Watanabe
-Hiroshima
西島　元 4　　助手
Applied Superconductivity Conference
Houston, TX 2002 8 4 2002 8 9
Thermal Stability of Oxide Superconductors in Flux Flow State
ポスター（一般)
Satoshi Awaji, Kazuo Watanabe
-USA
The 2nd International Workshop on Mechano-Electromagnetic Properties of
Composite Superconductors (MEM03)
Kyoto 2003 3 3 2003 3 5
Transport characteristics of CuNb/Nb3Sn superconducting coil fabricated by react and
wind method
口頭（一般）
S. Awaji, K. Watanabe, K. Miyoshi, A. Kimura
-Japan
2003年度【 ／33件 】
附属材料試験炉利用施設
栗下　裕明 2　　助教授
第６回核破砕中性子源材料工学に関する国際シンポジウム（IWSNS-6）
Hayama 2003 11 30 2003 12 5
Microstructural Control to Improve the Resistance to Radiation Embrittlement in
Refractory Metals
口頭（一般）
H. Kurishita, T. Kuwabara, M. Hasegawa, S. Kobayashi, K. Nakai
-Japan
第11回核融合炉材料国際会議（ICFRM-11）
Kyoto 2003 12 7 2003 12 12
Specimen Size Effects on Ductile-Brittle Transition Temperature in Charpy Impact Tesing
ポスター（一般）
H. Kurishita, T. Yamamoto, M. Narui, H. Suwarno, T. Yoshitake, Y. Yano, M.
Yamazaki, H. Matsui
-Japan
第11回核融合炉材料国際会議（ICFRM-11）
Kyoto 2003 12 7 2003 12 12
Current Status of Ductile Tungsten Alloy Development by Mechanical Alloying
口頭（一般）
Y. Ishijima, H. Kurishita, K. Yubuta, H. Arakawa, M. Hasegawa, Y. Hiraoka, T. Takida,
K. Takebe
-Japan
IEA/JUPITER-II Workshop on Critical Issues of Vanadium Alloy Development for
Fusion Reactor Applications
Toki 2003 12 15 2003 12 16
Fabrication and Characterization of Advanced Vanadium Alloys
口頭（一般）
H. Kurishita, T. Kuwabara, M. Hasegawa, H. Matsui, K. Nakai, S. Kobayashi
-Japan
Japan-EU-Meeting on Refractory Alloys
Garching 2004 3 15 2004 3 16
Refractory Alloy Development
口頭（招待・特別）
H. Kurishita, Y. Ishijima, S. Kannari, K. Yubuta, H. Arakawa, M. Hasegawa, H. Matsui,
Y. Hiraoka, T. Takida, K. Takebe
-Germany
川嶋　朝日 2　　助教授
第１０回チタン国際会議
ハンブルグ 2003 7 17
Corrosion behavior of newly developed shape memory Ti-Nb-Sn alloys
口頭（一般）
S. Watanabe, K. Asami, S. Hanada
-Germany
附属新素材設計開発施設
浅見　勝彦 1　　教授
International Conference on Environmental Degradation of Engineering Materials
2003
Bordeaux 2003 6 29 2003 7 2
Formation of Corrosion Resistant Cu-Base Metallic Glasses
口頭（一般）
K. Asami, C-L. Qin, T. Zhang and A. Inoue
-France
7th International Symposium  on Electrochemical/Chemical Reactivity of
Metastable Materials
Warsaw 2003 8 19 2003 8 23
Formation and Characterization of Cu-Based Bulk Metallic Glasses
口頭（一般）
K. Asami, C.-L. Qin, T. Zhang and A. Inoue
-Poland
The 8th IUMRS International Conference on Advanced Materials
Yokohama, 2003 10 8 2003 10 13
Formation and Corrosion Resistance of Cu-Zr-Ti-Nb and Cu-Hf-Ti-Nb Metallic Glasses
口頭（一般）
K. Asami, C.-L. Qin, T. Zhang and A. Inoue
-Japan
13th Asian-Pacific Corrosion Control Conference
Osaka 2003 11 16 2003 11 21
XPS Characterization of Cu-Zr-Ti-Nb and Cu-Hf-Ti-Nb Bulk Metallic Glasses
口頭（一般）
K. Asami, C.-L. Qin, T. Zhang and A. Inoue
-Japan
宍戸　統悦 2　　助教授
14th International Conference on Solid Compounds of Transition Elements
Linz 2003 7 6 2003 7 11
Search for perovskite-type new borides in the Sc-TM-B(TM=Ti,V,Cr,Mn,Fe,Co,Ni)
Systems
ポスター（一般）
T.Shishido, S.Okada, J.Ye, T.Sasaki, K.Kudou, K.Iizumi, M.Tanaka, T.Sugawara,
A.Nomura, S.Kohiki, M.Oku, Y.Kawazoe and K.Nakajima
-Austria
14th International Conference on Solid Compounds of Transition Elements
Linz 2003 7 6 2003 7 11
Crystal growth and properties of CrSi2
ポスター（一般）
T.Shishido, Y.Ishizawa, S.Okada, K.Kudou, H.Horiuchi, K.Inaba, T.Sekiguchi,
S.Miyashita, K.Fujiwara, T.Ujihara, T.Sugawara, A.Nomura, G.Sazaki, N.Usami and
K.Nakajima
-Austria
3rd International Symposium on designing and Properties of Advanced
Engineering Materials
Jeju Island 2003 11 5 2003 11 8
Crystal growth of aluminum magnesium borides by Al-Mg-B ternary system solutions and
properties of the crystals
ポスター（一般）
T.Shishido,S.Okada, K.Kudou, K.Iizumi and K.Nakajima
-Korea
山浦　真一 4　　助手
IUMRS-ICAM 2003
横浜 2003 10 8 2003 10 13
Hydrogen Permeation Characteristics of Melt-Spun Amorphous Alloy Membranes
ポスター（一般）
-Japan
水関　博志 4　　助手
The European Materials Research Society '03 (E-MRS)
2003 6 10 2003 6 13
Genetic Algorithm Approach on Organic Molecules for Nanoscale Device
口頭（一般）
Hiroshi Mizuseki, Nobuaki Igarashi, Rodion V. Belosludov, Amir A. Farajian and
Yoshiyuki Kawazoe･
-
The European Materials Research Society '03 (E-MRS)
2003 6 10 2003 6 13
Theoretical Study on Junction of Porphyrin Chain for Nanoscale Device 
口頭（一般）
Hiroshi Mizuseki, Nobuaki Igarashi, Rodion V. Belosludov, Amir A. Farajian,
Chiranjib Majumder and Yoshiyuki Kawazoe･･
-
Nanoscience and Nanotechnology on Quantum Particles (NNQP)
2003 12 15 2003 12 17
Genetic Algorithm Approach to Nanoscale Devices: A Case Study of Molecular Wire
口頭（一般）
Hiroshi Mizuseki, Nobuaki Igarashi, Rodion V. Belosludov, Amir A. Farajian and
Yoshiyuki Kawazoe
-
張　偉 9　　戦略的事業推進研究研究員
The 8th IUMRS International Conference on Adanvanced Materials
2003 10 8 2003 10 13
ポスター（一般）
-Japan
附属強磁場超伝導材料研究センター
渡辺　和雄 1　　教授
7th International Symposium on Research in High Magnetic Fields
Toulouse 2003 7 20 2003 7 23
Magnet Technology and Materials Research at the High Field Laboratory for
Superconducting Materials
口頭（招待・特別）
K. Watanabe, S. Awaji, G. Nishijima, K. Takahashi, K. Koyama, N. Kobayashi
-France
6th European Conference on Applied Superconductivity
Napoli 2003 9 14 2003 9 18
Highly Strengthened CuNb/Nb3Sn Supercondcuting Magnet Wound with a React and Wind
Technique for a Cryogen-Free Superconducting Magnet
口頭（招待・特別）
K. Watanabe, G. Nishijima, S. Awaji, K. Miyoshi, A. Kimura, M. Ishizuka, T. Hasebe
-Italy
18th International Conference on Magnet Technology
盛岡 2003 10 20 2003 10 24
Advances in the First Cryogen-Free Hybrid Magnet
口頭（招待・特別）
K. Watanabe, G. Nishijima, S. Awaji, K. Takahashi, K. Koyama, M. Motokawa, M.
Ishizuka, T. Hasebe and J. Sakuraba
-Japan
ICMC 2004-Topical Workshop, Materials Processing, Microstructures and Critical
Current of Superconductors
Wollongong 2004 2 10 2004 2 13
Current-Carrying Properties  in a Low Resistive State for Ag-Sheathed Bi2Sr2CuCu2O8
Tape
口頭（招待・特別）
K. Watanabe, V.R. Romanovskii, Ken-ichiro Takahashi, G. Nishijima, S. Awaji
-Australia
小山　佳一 2　　助教授
7th International Symposium of Research in High Magnetic Fields
Toulouse 2003 7 20 2003 7 23
High Field X-ray Diffraction and High Pressure Magnetization Measurements of the
Pseudobinary Compound Ce(Fe0.9Co0.1)2
ポスター（一般）
-France
International Conference on Magnetism
Rome 2003 7 27 2003 8 1
Magnetic Transitions in Mn3Ga1-xAlxC
ポスター（一般）
-Italy 
International Conference on Infrared and Millimeter Waves
Shiga 2003 9 29 2003 10 2
ESR measurements of GdBi by VNA
口頭発表（一般）
-Japan
淡路　智 2　　助教授
11th International Workshop on Critical Current
船橋市 2003 6 28 2003 6 30
Transport properties for (Nd, Eu, Gd)Ba2Cu3O7 bulk with a high irreversibility field
口頭（一般）
S. Awaji, K. Watanabe, M. Muralidhar, M. Mukarami, N. Koshizuka and K. Noto
-Japan
18th International Conference on Magnet Technology
盛岡市 2003 10 20 2003 10 24
Improvement of Ic by Loading and Unloading Bending Strain for High Strength Nb3Sn Wires
口頭（一般）
S. Awaji, K. Watanabe, K. Katagiri, K. Miyoshi, A. Kimura and S. Meguro
-Japan
11th US-Japan Workshop on High-Tc Superconductors
藤沢市 2003 10 31 2003 11 2
Bose Glass Behavior in (Nd, Eu, Gd)Ba2Cu3O7 Bulk with High Irreversibility Field
口頭（招待・特別）
S. Awaji, N. Isono and K. Watanabe, M. Muralidhar, M. Murakami, N. Koshizuka, K.
Noto
-Japan
International Workshop on Progress of Nb-based Superconductors
つくば市 2004 2 2 2004 2 3
Prebending Effects on Critical Currents in Bronze Route Nb3Sn Wires
口頭（招待・特別）
S. Awaji, H. Oguro, G. Nisijima, K. Watanabe, K. Katagiri, K. Miyoshi, S. Meguro
-Japan
Int. Workshop on Crystal Growth and Characterization of Technologically
Important Materials
Chennai 2004 2 24 2004 2 28
Magnetic Field Effects on Crystal and Film Growth of YBa2Cu3O7
口頭（招待・特別）
S. Awaji, Y. Ma, K. Watanabe and M. Motokawa
-India
高橋　弘紀 4　　助手
7th International Symposium of Research in High Magnetic Fields
Toulouse 2003 7 20 2003 7 23
Magnetic orientation of paraffin in a magnetic levitation furnace
ポスター（一般）
K. Takahashi, C. Umeki, I. Mogi, K. Koyama, S. Awaji, M. Motokawa, K. Watanabe
-France
西島　元 4　　助手
18th International Conference on Magnet Technology (MT-18)
Morioka 2003 10 20 2003 10 24
Mechanical and superconducting properties of Bi-2223 tape for 19 T cryogen-free
superconducting magnet
口頭（一般）
S. Awaji, K. Watanabe, K. Hiroi, K. Katagiri, T. Kurusu, S. Hanai, H. Takano
-Japan
2004 International Cryogenics Meterials Conference (ICMC) topical workshop,
Materials Processing, Microstructures and Critical Current of Superconductors
Wollongong, 2004 2 10 2004 2 13
Mechanical characteristics of Bi-2223 tape with low matrix ratio
ポスター（一般)
S. Awaji, K. Watanabe, K. Hiroi, K. Katagiri
-Australia
２．　学会等の役員・委員
（１）　学会活動［国内］
附属材料試験炉利用施設 栗下　裕明2　　助教授
(社)日本金属学会 欧文誌編集委員 1998 4 継続中-
(社)日本原子力学会 照射損傷評価研究専門委員会委員 1999 4 継続中-
(社)日本原子力学会 材料部会委員 2000 4 継続中-
(社)日本原子力学会 核融合工学部会運営委員 2002 4 2004 3-
附属新素材設計開発施設　　 浅見　勝彦1　　教授
(社)日本金属学会 東北支部　評議委員 2000 4 2004 3-
(社)腐食防食協会 東北支部　幹事 1998 2003-
(社)腐食防食協会 金属関係学協会連絡委員 2001 2003-
(社)腐食防食協会 評議委員 2001 4 2003 3-
附属強磁場超伝導材料研究センター 渡辺　和雄1　　教授
(社)応用物理学会 東北支部幹事 2003 4 継続中-
附属強磁場超伝導材料研究センター 小山　佳一2　　助教授
強磁場フォーラム事務局 委員 2002 10 -
(社)日本金属学会 欧文誌編集委員 2002 6 -
(社)日本物理学会 領域3（磁性、磁気共鳴分野）世話人 2002 10 2003 9-
附属強磁場超伝導材料研究センター 淡路　智2　　助教授
(社)低温工学協会 東北・北海道支部　幹事 1999 継続中-
(社)低温工学協会 基盤強化・活性化事業準備委員会委員 2004 4 継続中-
（２）　学会活動［国際］
（データなし） -
（３）　外部評価関連活動［国内］
附属材料試験炉利用施設 栗下　裕明2　　助教授
中性子源専門部会・大強度陽
子加速器施設放射線等安全検
討委員会
委員 2003 4 継続中-
附属新素材設計開発施設　 浅見　勝彦1　　教授
(独)物質・材料機構 腐食データシート検討委員会委員 2003 2004-
附属強磁場超伝導材料研究センター 渡辺　和雄1　　教授
NEDO 研究評価委員会 評価委員、NEDO技術委員 2003 5 2006 3-
（４）　外部評価関連活動［国際］ (3
（データなし） -
（５）　会議やシンポジウム［国内規模］
附属材料試験炉利用施設 栗下　裕明2　　助教授
金属学会宿題テーマシンポジウム「微細組織、微細粒の制御とその実用化への応用」
2003 7企画世話人 Japan     Matsuyama -
高Zプラズマ対向壁材料の開発と総合的評価
2003 5委員長 Japan     Oarai -
附属新素材設計開発施設 宍戸　統悦2　　助教授
The 2nd Domestic Symposium on Boron, Borides and Related Compounds
2003 12 12 2003 1213実行委員長 Japan     Matsushima -
（６）　会議やシンポジウム［国際規模］
附属材料試験炉利用施設 栗下　裕明2　　助教授
11th International Conference on Fusion Reactor Materials (ICFRM-11)
2003 12 8 2003 1212出版委員 Japan     Kyoto -
6th International Symposium on Spallation Materials Technology
2003 11 30 2003 125組織委員 Japan     Hayama -
（7）　行政機関・企業・NPO等における活動
附属材料試験炉利用施設 栗下　裕明2　　助教授
原研・高エネ研・大強度陽子加速器施
設・Technical Advisory Committee
(N-TAC)
Technical Advisory Committee
Member
2002 10 継続中-
附属新素材設計開発施設 宍戸　統悦2　　助教授
(独)物質・材料研究機構　 客員研究員 2001 継続中-
附属強磁場超伝導材料研究センター 渡辺　和雄1　　教授
高エネルギー加速器研究機構 高圧ガス安全審議委員会審議
委員
2003 4 継続中-
2002年 2003年
大学院生・理学研究科（前期） 33 33
大学院生・理学研究科（後期） 16 22　  　[1]
大学院生・工学研究科（前期） 67　  　[4] 91　  　[5]
大学院生・工学研究科（後期） 33　 　[18] 33　 　[11]
研究所等研究生 6　   　[5] 10　 　[12]
日本学術振興会特別研究員 7　 　　[0] 6　 　　[0]
計（社会人研究生除く） 178　  [27] 215  　[29]
身　分
第１章　学生に対する教育活動
１．学生等の受け入れ状況
（１）学生総数
受け入れ数
［　］内は外国人内数
（２）　所属研究科および所属専攻
部門名 所属専攻 教授 助教授 講師
金属物性論研究部門 理：物理学 前川　禎通 遠山　貴巳
結晶物理学研究部門 理：物理学 中嶋　一雄 宇佐美　徳隆 佐崎　元
磁気物理学研究部門 理：物理学 （小林典男）
回折結晶学研究部門 理：物理学 櫻井　利夫 長尾　忠昭
低温物理学研究部門 理：物理学 小林　典男 佐々木　孝彦
低温電子物性学研究部門 理：物理学 岩佐　義宏 田口　康二郎
放射線金属物理学研究部門 理：物理学 山口　泰男 小野寺　秀也
先端物性学研究部 理：物理学 遠藤　康夫
結晶欠陥物性学研究部門 理：物理学 末澤　正志 米永　一郎
高純度金属材料学研究部門 工：材料物性学 （井上明久） 安彦　兼次吉見　享祐
合金設計制御工学研究部門 工：材料物性学 川添　良幸 余　京智
材料照射工学研究部門 工：量子ｴﾈﾙｷﾞｰ工学 長谷川　雅幸 永井　康介
原子力材料物性学研究部門 工：量子ｴﾈﾙｷﾞｰ工学 四竃　樹男 永田　晋二
原子力材料工学研究部門 工：量子ｴﾈﾙｷﾞｰ工学 松井　秀樹 箕西　靖秀
電子材料物性学研究部 工：応用物理学 八百　隆文 曹　明煥 張　志豪(-2003.3)
ﾗﾝﾀﾞﾑ構造物質学研究部門 工：材料物性学 松原　英一郎 林　好一(2003.4-)
超高圧化学研究部門 理：化学 川崎　雅司
非平衡物質工学研究部門 工：材料物性学 井上　明久 長谷川　正大砂　哲
磁性材料学研究部門 工：材料物性学 高梨　弘毅 三谷　誠司
本研究所の各部門は、東北大学大学院理学研究科または工学研究科に所属しており、それぞれ大学院
学生および学部学生（1989年度からは工学部学生、1991年度からは理学部学生）を受け入れている。
（2002年度・2003年度）
部門名 所属専攻 教授 助教授 講師
結晶材料化学研究部門 理：化学 宇田　聡(2003.4-)
特殊耐熱材料学研究部門 工：材料物性学 戸叶　一正(2003.4-)
折茂　慎一
(2003.4-)
溶解凝固制御工学研究部門 工：材料加工ﾌﾟﾛｾｽ学 後藤　孝 増本　博
加工ﾌﾟﾛｾｽ工学研究部門 工：材料加工ﾌﾟﾛｾｽ学 花田　修治 正橋　直哉
放射線金属化学研究部門 工：量子ｴﾈﾙｷﾞｰ工学 塩川　佳伸
不定比化合物物性学研究部 工：材料物性学 平賀　賢二(-2003.3)
分析科学研究部 工：金属工学 我妻　和明 奥　正興 高田　九二雄
三頭　聰明
小無　健司
川嶋　朝日
栗下　裕明
佐藤　伊佐務
張　涛
ｽﾙｲﾀｰ ﾏｰｾﾙ
宍戸　統悦
強磁場超伝導材料研究ｾﾝﾀｰ 工：応用物理学 渡辺　和雄 淡路　智小山　佳一
櫻井　利夫
井上　明久
前川　禎通
新素材設計開発施設
材料科学国際ﾌﾛﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ 理：物理学
工：量子ｴﾈﾙｷﾞｰ工学
浅見　勝彦工：材料物性学
材料試験炉利用施設
（α放射体実験室）
２．　授　業
（１）　大学院教育：工学研究科における授業
材料照射工学研究部門
1
長谷川　雅幸1　　　教授
量子・統計力学 2002 4 2003 92 -単位 . .
量子・統計力学 2003 4 2004 92 -単位 . .
原子力材料物性学研究部門
1
永田　晋二2　　　助教授
固体物理 2003 42 -単位 . .
材料照射工学 2003 92 -単位 . .
非平衡物質工学研究部門
1
井上　明久1　　　教授
ナノ構造物質工学セミナー 2002 4 2003 34 -単位 . .
ナノ構造物質工学セミナー 2003 4 2004 34 -単位 . .
材料物性学修士研修 2002 4 2003 36 -単位 . .
材料物性学修士研修 2003 4 2004 36 -単位 . .
非平衡物質工学 2002 10 2003 32 -単位 . .
非平衡物質工学 2003 10 2004 32 -単位 . .
竹内　章2　　　助教授
材料物性学修士研修 2003 10 2004 32 -単位 . .
磁性材料学研究部門
2
高梨　弘毅1　　　教授
磁気デバイス材料学 2002 4 2003 92 -単位 . .
磁気デバイス材料学 2003 4 2003 92 -単位 . .
三谷　誠司2　　　助教授
磁気デバイス材料学 2002 4 2002 92 -単位 . .
磁気デバイス材料学 2003 4 2003 92 -単位 . .
特殊耐熱材料学研究部門
2
戸叶　一正1　　　教授
環境調和機能材料学 2003 10 2004 32 -単位 . .
物質・材料機能学特論 2003 4 2003 7-単位 . .
物質・材料循環学概論（環境科学研究科） 2003 4 2003 7-単位 . .
折茂　慎一2　　　助教授
環境調和機能材料学 2003 10 2004 32 -単位 . .
環境調和機能材料学 2004 10 2005 32 -単位 . .
物質・材料機能学特論 2003 4 2003 72 -単位 . .
溶解凝固制御工学研究部門
2
後藤　孝1　　　教授
材料システム機能学 2002 4 2002 92 -単位 . .
材料システム機能学 2003 4 2003 92 -単位 . .
材料加工プロセス学特論（留学生特別コース） 2003 4 2004 32 -単位 . .
材料機能制御加工学セミナー 2003 4 2004 34 -単位 . .
材料機能制御加工学特別研修 2002 4 2003 34 -単位 . .
材料機能制御加工学特別研修 2003 4 2004 34 -単位 . .
材料機能制御加工学特論 2003 4 2004 32 -単位 . .
増本　博2　　　助教授
材料システム機能学 2002 4 2002 92 -単位 . .
材料システム機能学 2003 4 2003 92 -単位 . .
物質創製学セミナー 2002 4 2003 34 -単位 . .
物質創製学セミナー 2003 4 2004 34 -単位 . .
加工プロセス工学研究部門
2
花田修治1　　　教授
加工材料学 2002 4 2002 92 -単位 . .
加工材料学 2003 4 2003 92 -単位 . .
材料機能制御プロセス学セミナー 2003 4 2004 34 -単位 . .
正橋　直哉2　　　助教授
加工材料学 2002 4 2002 92 -単位 . .
加工材料学 2003 4 2003 92 -単位 . .
材料機能制御プロセス学セミナー 2003 4 2004 34 -単位 . .
放射線金属化学研究部門
2
塩川　佳伸1　　　教授
アクチノイド物性工学 2002 4 2002 92 -単位 . .
アクチノイド物性工学 2003 4 2003 92 -単位 . .
量子エネルギー工学修士研修 2002 4 2003 38 -単位 . .
量子エネルギー工学修士研修 2003 4 2004 38 -単位 . .
量子物性工学セミナー 2002 4 2002 92 -単位 . .
量子物性工学セミナー 2003 4 2003 92 -単位 . .
分析科学研究部
2
我妻　和明1　　　教授
リカレント教育講座 2002 7 2002 72 -単位 . .
応用分析科学 2002 4 2003 32 -単位 . .
応用分析科学 2003 4 2004 32 -単位 . .
金属工学修士研修 2002 4 2003 36 -単位 . .
金属工学修士研修 2003 4 2004 36 -単位 . .
金属工学博士研修 2002 4 2003 38 -単位 . .
金属工学博士研修 2003 4 2004 38 -単位 . .
分析科学セミナー 2002 4 2003 34 -単位 . .
分析科学セミナー 2003 4 2004 34 -単位 . .
分析科学特別研修 2002 4 2003 34 -単位 . .
分析科学特別研修 2003 4 2004 34 -単位 . .
分析科学特論 2002 4 2003 32 -単位 . .
分析科学特論 2003 4 2004 32 -単位 . .
附属材料試験炉利用施設
3
栗下　裕明2　　　助教授
エネルギー材料工学セミナー 2002 4 2003 32 -単位 . .
エネルギー材料工学セミナー 2003 4 2004 32 -単位 . .
核エネルギーシステム材料学 2003 4 2004 32 -単位 . .
材料照射工学 2002 4 2003 32 -単位 . .
佐藤  伊佐務2　　　助教授
アクチノイド物性工学 20032 -単位 . .
三頭 聡明2　　　助教授
アクチノイド物性工学 20032 -単位 . .
川嶋　朝日2　　　助教授
インターンシップ研修 2002 42 -単位 . .
インターンシップ研修 2003 42 -単位 . .
エネルギー材料工学セミナー 2002 42 -単位 . .
エネルギー材料工学セミナー 2003 42 -単位 . .
核エネルギーシステム材料学 2003 42 -単位 . .
材料照射工学 2002 42 -単位 . .
量子エネルギー工学修士研修 2002 48 -単位 . .
量子エネルギー工学修士研修 2003 48 -単位 . .
量子エネルギー工学博士研修 2002 48 -単位 . .
量子エネルギー工学博士研修 2003 48 -単位 . .
附属新素材設計開発施設
3
浅見　勝彦1　　　教授
材料表面機能学 2002 10 2003 1-単位 . .
非平衡物質学 2002 10 2003 1-単位 . .
附属強磁場超伝導材料研究センター
3
渡辺　和雄1　　　教授
応用物理学特別研修（論文紹介） 2003 10 2004 32 -単位 . .
超伝導材料学A 2002 4 2002 92 -単位 . .
淡路　智2　　　助教授
超伝導材料学A 2002 4 2003 32 -単位 . .
超伝導材料学A 2003 4 2004 32 -単位 . .
（２）　大学院教育：理学研究科における授業
結晶物理学研究部門
0
中嶋　一雄1　　　教授
結晶成長物理学特論 2002 10 2003 32 -単位 . .
低温物理学研究部門
0
小林　典男1　　　教授
セミナー 2002 4 2003 36 -単位 . .
セミナー 2003 4 2004 26 -単位 . .
課題研究 2002 4 2003 310 -単位 . .
課題研究 2003 4 2004 210 -単位 . .
低温電子物性学研究部門
0
岩佐 義宏1　　　教授
金属電子物理学特論 2003 10 2004 32 -単位 . .
金属物理学特殊講義 2003 10 2004 32 -単位 . .
田口　康二郎2　　　助教授
金属電子物理学特論 2003 10 2004 3-単位 . .
放射線金属物理学研究部門
0
大山　研司2　　　助教授
金属物性特論 2003 12 2003 12-単位 . .
結晶欠陥物性学研究部門
0
米永　一郎2　　　助教授
結晶物理学特論 2003 10 2003 12-単位 . .
超高圧化学研究部門
1
川崎　雅司1　　　教授
固体化学特論 IA 2003 4 2004 31 -単位 . .
固体化学特論 IIA 2001 4 2003 31 -単位 . .
（３）　学部教育
低温物理学研究部門
0
小林　典男1　　　教授
物性論特選　I 2002 10 2003 22 -単位 . .
物性論特選　I 2003 10 2004 22 -単位 . .
低温電子物性学研究部門
0
岩佐 義宏1　　　教授
物性物理学特論 2002 10 2003 32 -単位 . .
物性物理学特論 2003 10 2004 32 -単位 . .
材料照射工学研究部門
1
長谷川　雅幸1　　　教授
固体物理 2002 4 2003 92 -単位 . .
固体物理 2003 4 2004 92 -単位 . .
特殊耐熱材料学研究部門
2
折茂　慎一2　　　助教授
応用セラミックス材料学 2002 11 2002 12-単位 . .
放射線金属化学研究部門
2
塩川　佳伸1　　　教授
機能デバイス材料学 2002 4 2002 92 -単位 . .
機能デバイス材料学 2003 4 2003 92 -単位 . .
分析科学研究部
2
我妻　和明1　　　教授
材料分析科学 2002 4 2003 32 -単位 . .
材料分析科学 2003 4 2004 32 -単位 . .
（４）　全学教育
低温電子物性学研究部門
0
岩佐 義宏1　　　教授
基礎ゼミ　 2003 4 2003 92 -単位 . .
原子力材料物性学研究部門
1
永田　晋二2　　　助教授
物理学Ｃ 2002 42 -単位 . .
物理学Ｃ 2003 42 -単位 . .
非平衡物質工学研究部門
1
井上　明久1　　　教授
東北大学インターネットスクール 2002 10 -単位 . .
東北大学インターネットスクール 2003 12 -単位 . .
磁性材料学研究部門
2
高梨　弘毅1　　　教授
基礎ゼミ 2002 4 2002 92 -単位 . .
溶解凝固制御工学研究部門
2
後藤　孝1　　　教授
基礎ゼミ（エネルギー・環境問題と材料学） 2002 4 2002 92 -単位 . .
未来を拓く先端材料科学 2003 4 2003 92 -単位 . .
加工プロセス工学研究部門
2
正橋　直哉2　　　助教授
材料科学（機械的性質(1)(2)） 2002 4 2003 92 -単位 . .
材料科学（機械的性質(1)(2)） 2003 4 2004 92 -単位 . .
物理学B 2003 4 2004 92 -単位 . .
分析科学研究部
2
我妻　和明1　　　教授
基礎ゼミ（東北大学教育研究センター） 2002 4 2002 72 -単位 . .
奥　正興2　　　助教授
金属元素アラカルト 2002 4 2002 92 -単位 . .
附属強磁場超伝導材料研究センター
3
渡辺　和雄1　　　教授
基礎ゼミ（磁場と温度と電気伝導） 2003 4 2003 92 -単位 . .
（５）　他大学における授業
結晶物理学研究部門
0
中嶋　一雄1　　　教授
大阪大学 大学院工学研究科（電気工学科）「電気
工学特別講義 II」
2002 10 2003 32 -単位 . .
大阪大学 大学院工学研究科（電気工学科） 「電
気工学特別講義 II」
2003 10 2004 32 -単位 . .
徳島大学　工学部 （光応用工学科）「光機能材
料・光デバイス特論２」　
2002 10 2003 32 -単位 . .
名古屋工業大学　大学院工学研究科　「電気情報
工学特別講義I」
2002 10 2003 32 -単位 . .
低温物理学研究部門
0
佐々木　孝彦2　　　助教授
神戸大学大学院自然科学研究科「低温物理学特
論III」
2002 6 2002 62 -単位 . .
北海道大学大学院理学研究科「凝縮系物理学特
別講義」
2003 9 2003 102 -単位 . .
低温電子物性学研究部門
0
岩佐 義宏1　　　教授
フランス・レンヌ大学理学部「Physics of Carbon
Materials」
2003 12 2003 12-単位 . .
筑波大学化学系「物理化学特論」 2003 10 2004 31 -単位 . .
放射線金属物理学研究部門
0
山田　和芳1　　　教授
北海道大学「凝縮系物理学」 2003 12 2003 122 -単位 . .
原子力材料物性学研究部門
1
永田　晋二2　　　助教授
京都大学「エネルギー科学概論」 2002 9 2003 32 -単位 . .
超高圧化学研究部門
1
川崎　雅司1　　　教授
大阪大学大学院基礎工学研究科（物質創成専
攻）「未来物質特論Ⅰ」
2003 11 2003 111 -単位 . .
東京大学大学院 工学研究科（応用科学専攻）「コ
ンビナトリアル材料化学特論」
2002 4 2004 31 -単位 . .
磁性材料学研究部門
2
高梨　弘毅1　　　教授
八戸工業大学「磁性体工学特論」 2002 10 2003 32 -単位 . .
八戸工業大学「磁性体工学特論」 2003 10 2004 32 -単位 . .
特殊耐熱材料学研究部門
2
戸叶　一正1　　　教授
東海大学　特別講義春セメスター「超伝導工学特
別講義」
2002 4 2002 7-単位 . .
東海大学　特別講義春セメスター「超伝導工学特
別講義」
2003 4 2003 7-単位 . .
東京理科大学　基礎工学研究科　「材料物性工学
特論ＩＩ」
2002 10 2003 3-単位 . .
東京理科大学　基礎工学研究科　「材料物性工学
特論ＩＩ」
2003 4 2003 9-単位 . .
折茂　慎一2　　　助教授
岡山理科大学 2003 5 2003 5-単位 . .
溶解凝固制御工学研究部門
2
後藤　孝1　　　教授
ドイツ国シュツッツガルト大学「SiCの構造及び高
温化学」
2002 11 2002 11-単位 . .
東京工業大学理工学研究科「特別講義A第四」 2003 12 2003 121 -単位 . .
附属新素材設計開発施設
3
宍戸　統悦2　　　助教授
信州大学工学部「環境機能工学特別講義 II」 2003 4 2004 31 -単位 . .
3．　学位審査実績
01　　金属物性論研究部門
前川　禎通1　　　教授
博士 高橋　亮 銅酸化物モット絶縁体における非線形光学応答の理論的研究 2003 3主査 (コース)
修士 谷川　和男 強磁性体を含む複合ナノ構造におけるジョセフソン効果 2004 3主査 (コース)
修士 山本　逸人 銅酸化物絶縁体における銅Ｌ吸収端共鳴非弾性X線散乱の理
論的研究
2004 3副査 (コース)
修士 吉岡　一宏 辺共有型一次元銅酸化物における共鳴非弾性X線散乱の理論
的研究
2003 3副査 (コース)
遠山 貴己2　　　助教授
修士 山本逸人 銅酸化物絶縁体における銅L吸収端共鳴非弾性X線散乱の理
論的研究
2004 3主査 (コース)
修士 吉岡一宏 辺共有型一次元銅酸化物における共鳴非弾性X線散乱の理論
的研究
2003 3主査 (コース)
博士 高橋亮 銅酸化物モット絶縁体における非線形光学応答の理論的研究 2003 3副査 (コース)
修士 谷川和男 強磁性体を含む複合ナノ構造におけるジョセフソン効果 2004 3副査 (コース)
02　　結晶物理学研究部門
中嶋　一雄1　　　教授
修士 高橋達也 組成分散型SiGe多結晶の組成分布・凝固組織制御因子の解
明および光学特性
2003 3主査 (コース)
修士 藤野卓保 有機半導体PTCDA薄膜結晶の水素終端Si(111)基板上でのエ
ピタキシャル構造と成長様式の解明
2003 3主査 (コース)
学士 岡田雅史 タンパク質結晶表面近傍で拡散するタンパク質の１分子その場
観察
2004 3主査 (コース)
学士 渡　元 太陽電池用多結晶シリコンにおける炭素・酸素濃度と太陽電池
特性の相関
2004 3主査 (コース)
理博 山崎　謙治 高解像・高精度電子ビームナノリソグラフィの研究 2004 3副査 (論博)
06　　低温物理学研究部門
小林　典男1　　　教授
修士 伊藤　功 強相関有機伝導体の赤外反射スペクトル 2004 3主査 (コース)
修士 河合　良 Bi2Sr2-xLaxCuO6単結晶の作製と磁場中電気抵抗 2004 3主査 (コース)
修士 前田　昌孝 Ni不純物置換YBa2(Cu1-xNix)3Oy単結晶の作製と磁束状態 2004 3主査 (コース)
修士 東原　明弘 局所磁化測定によるk型BEDT-TTF系有機超伝導体の磁束状
態の研究
2003 3主査 (コース)
修士 梅木　千巧 勾配強磁場における物質の挙動 2003 3主査 (コース)
修士 福田　享 準２次元有機超伝導体における磁気量子振動効果 2003 3主査 (コース)
博士 柴田　憲治 走査トンネル分光による酸化物高温超伝導体YBa2Cu3Oyの渦
糸状態の研究
2003 3論文指導 (コース)
博士 藤田　敏之 低次元有機導体の密度波状態における非線形電気伝導 2003 3論文指導 (コース)
佐々木　孝彦2　　　助教授
博士 柴田　憲治 Study on vortex syayes in high-Tc oxide superconductor
yBa2Cu3Oy by scanning tunneling spectroscopy
2003 3論文指導 (コース)
博士 藤田　敏之 低次元有機導体の密度波状態における非線形電気伝導 2003 3論文指導 (コース)
修士 伊藤　功 強相関有機伝導体の赤外反射スペクトル 2004 3論文指導 (コース)
修士 河合　良 Bi2Sr2-xLaxCuO6単結晶の作製と磁場中電気抵抗 2004 3論文指導 (コース)
修士 東原　明弘 局所磁化測定によるk型BEDT-TTF系有機超伝導体の磁束状
態の研究
2003 3論文指導 (コース)
修士 福田　亨 準2次元有機超伝導体の磁束状態における磁気量子振動効果 2003 3論文指導 (コース)
07　　低温電子物性学研究部門
岩佐　義宏1　　　教授
修士 高野琢 有機分子内包単層カーボンナノチューブの構造と薄膜電子輸
送特性
2004 3主査 (コース)
修士 森　聡　 有機薄膜電界効果トランジスタにおける界面修飾と伝導特性 2004 3主査 (コース)
07　　低温電子物性学研究部門
岩佐　義宏1　　　教授
博士 伊藤　崇芳 振動分光と構造解析による分子性物質へのインターカレーショ
ンの研究
2004 3論文指導
博士 Dam Hiu
Chi
Study of Bonding Nature and Structural Transitions in Metal
Doped Fullerene Materials
2003 3論文指導
田口　康二郎2　　　助教授
修士 高野　琢　 有機分子内包単層カーボンナノチューブの構造と薄膜電子輸
送特性
2004 3論文指導 (コース)
修士 森　聡 有機電界効果トランジスタにおける界面修飾と伝導特性 2004 3論文指導 (コース)
09　　結晶欠陥物性学研究部門
米永　一郎2　　　助教授
東北大
学工学
博士
Agus　
Seitawan
Structural characterization of ZnO epilayers grown by
plasma-assisted moleculer beam epitaxy on c-sapphire with
MgO buffer
2004 3副査 (論博)
東北大
学工学
博士
鳥羽　隆一 横型ボート法による大口径低転位密度Si-doped GaAsの結晶
成長と評価
2002 6副査 (論博)
12　　材料照射工学研究部門
長谷川　雅幸1　　　教授
博士 石島　暖大 ナノ組織制御によす高靭性タングステン合金の開発 2004 3主査 (論博)
博士 北田　智史 原子炉圧力容器鋼モデルFe-Cu合金の熱時効 2003 3主査 (コース)
修士 外山　健 原子炉圧力容器鋼およびモデル合金中の超微小Cu析出物：陽
電子消滅および３次元アトムプローブ
2004 3主査 (コース)
修士 今井　賢 Siおよびガラス中の照射欠陥：陽電子消滅および電子スピン共
鳴
2004 3主査 (コース)
修士 佐々木　譲 ガラス材料中のナノボイドと照射欠陥 2003 3主査 (コース)
学士 伊藤　泰弘 原子重畳法による鉄中の超微小銅富裕析出物の陽電子消滅
特性計算
2004 3主査 (コース)
学士 井関　剛 石英およびホウ珪酸ガラス中の陽電子消滅 2004 3主査 (コース)
学士 越智　和彦 銅析出型ステンレス鋼の陽電子消滅 2004 3主査 (コース)
学士 澤田　康弘 Al-AgおよびAl-Zn合金の時効析出物形成過程の陽電子消滅 2004 3主査 (コース)
学士 細田　裕司 陽電子消滅法による鉄鋼中の超微小銅析出物形成・成長過程
の研究
2003 3主査 (コース)
永井　康介2　　　助教授
博士 石島　暖大 ナノ組織制御によす高靭性タングステン合金の開発 2004 3副査 (論博)
修士 外山　健 原子炉圧力容器鋼およびモデル合金中の超微小Cu析出物：陽
電子消滅および３次元アトムプローブ
2004 3副査 (コース)
修士 今井　賢 Siおよびガラス中の照射欠陥：陽電子消滅および電子スピン共
鳴
2004 3副査 (コース)
修士 佐々木　譲 ガラス材料中のナノボイドと照射欠陥 2003 3副査 (コース)
修士 北田　智史 原子炉圧力容器鋼モデルFe-Cu合金の熱時効 2003 3副査 (コース)
13　　原子力材料物性学研究部門
永田　晋二2　　　助教授
修士 安達　徹 プロトン伝導性高分子膜の電気伝導度に対するγ線照射効果
に関する研究
2003 3副査 (コース)
13　　原子力材料物性学研究部門
四竃樹男1　　　教授
修士 安達徹 プロトン伝導性高分子膜の電気伝導率に対するγ線照射効果
に関する研究
2004 3主査 (コース)
学士 久保直紀　 ルビーのイオン照射誘起発光体に関する研究 2004 3主査 (コース)
修士 今井賢 Si及びガラス中の照射欠陥:陽電子消滅および電子スピン共鳴 2004 3副査 (コース)
修士 三輪周平　 トリプルイオンビーム照射を用いたSiC/SiC複合材のキャビティ
形成に関する研究
2004 3副査 (コース)
学士 小西芳紀 プロトン伝導性高分子膜の照射効果に関する研究 2004 3主査 (コース)
修士 中島俊司　 炭化珪素とタングステンの接合に及ぼすインサートメタルの影
響
2004 3副査 (コース)
学士 岡本圭司 光ファアバに対する照射効果の温度依存性に関する研究 2003 3主査 (コース)
修士 加藤浩介 PIXEによる大気浮遊塵の他地点解析 2003 3副査 (コース)
修士 吉田洋介 軽イオン照射と化学腐食の組み合わせによるSiCの表面微細
加工の基礎的研究
2003 3副査 (コース)
修士 佐々木譲 ガラス中のナノボイドと照射欠陥 2003 3副査 (コース)
修士 杉山正成 中性子重照射を行ったバナジウム合金の組織安定性と変形局
在化に関する研究
2003 3副査 (コース)
修士 村山陽平 複合計測による酸化被膜キャラクタリゼーション 2003 3副査 (コース)
学士 本田明裕 セラミックス/金属システムにおける照射誘起起電力に関する
研究
2003 3主査 (コース)
博士 野上修平　 核融合炉用SiC/SiC複合材料の機械的性質に及ぼすはじき出
し損傷と核変換ヘリウムの影響
2003 3副査 (コース)
18　　超高圧化学研究部門
川崎　雅司1　　　教授
博士 田村　謙太
郎
Laser-molecular-beam epitaxy growth and optical properties
of nitrogen-doped ZnO films towards p-type ZnO
2003 3論文指導 (コース)
博士 Faruque　
M.　Hossain
Device Simulation and Performance Analyses of Polycrystalline
ZnO Thin Film Transistors
2003 9論文指導 (コース)
修士 吉田　若葉 磁性酸化物半導体および熱電クラスレート薄膜の作製とコンビ
ナトリアル手法への展開
2004 3論文指導 (コース)
修士 豊崎　秀海 強磁性酸化物半導体ルチル構造Ti1-xCoxO2-δ薄膜の作製と物
性
2004 3論文指導 (コース)
修士 櫻田　誉 コンビナトリアル手法による一次元構造遷移金属酸化物薄膜の
作製と評価
2004 3論文指導 (コース)
修士 澤田石　有
人
レーザーMBE法による強磁性二重ペロブスカイトSr2CrReO6薄
膜の作製
2004 3論文指導 (コース)
修士 高木　伸悟 酸化亜鉛系半導体透明薄膜トランジスタの作製とデバイス特性 2003 3論文指導 (コース)
修士 渋谷　圭介 反磁性ナノドット埋め込みによりスピンフラストレーション制御し
た（La，Sr）MnO#D3#DR強磁性金属薄膜の輸送・磁気特性）
2003 3論文指導 (コース)
修士 竹ノ谷　雄
一
極端条件化におけるユーロピウム複酸化物の合成 2003 3論文指導 (コース)
修士 福崎　正志 パルスレーザー堆積法による六方晶系半導体/絶縁ヘテロ接
合の作製
2003 3論文指導 (コース)
博士 寺井　恒太 ヘテロエピタキシャル酸化物界面の成長機構およびストレイン
制御
2003 3論文指導 (コース)
19　　非平衡物質工学研究部門
井上　明久1　　　教授
博士 小柴　寿人 強磁性金属ガラスの作製と圧粉磁心への応用 2003 3主査 (コース)
博士 欧陽　立錦 Zr基金属ガラスの相変化に関する研究 2003 9主査 (コース)
博士 秦　春玲 Preparation and Chemical Properties of Cu-Based Bulk
Metallic Glasses
2003 9主査 (コース)
修士 Albertus　
Deny　Heri
　Setyawan
Structure and Mechanical Properties of Melt-Quenched
Al-Ni-Fe and Al-Y-Fe-M (M=Co,Cu,MN) Based Alloys
2004 3主査 (コース)
修士 玉　正中 Ti-Zr-Nb-Ta系合金の加工熱処理組織と機械的性質及び化学
的性質
2004 3主査 (コース)
修士 庄司　庸平 Zr基バルク金属ガラスの摩擦攪拌処理による接合部の組織変
化
2004 3主査 (コース)
修士 常　春涛 (Fe,Co,Ni)-B-Si-Nb系バルクガラス合金の形成能と性質 2004 3主査 (コース)
修士 蘇武　信太
郎
Al基金属ガラスの熱的安定性および機械的性質 2004 3主査 (コース)
修士 竹内　正和 Ti-Zr-Cu-Ni系金属ガラスの水素内部摩擦 2004 3主査 (コース)
修士 山本　剛 Cu-Zr-Ti基バルク金属ガラスの熱的安定性と機械的性質 2003 3主査 (コース)
修士 鈴木　祥一
郎
Ge系合金のアモルファスおよび準安定相の生成と電子物性 2003 3主査 (コース)
修士 和田　武 Zr-Al-Co系バルク金属ガラスの熱的安定性と機械的性質 2003 3主査 (コース)
20　　磁性材料学研究部門
高梨　弘毅1　　　教授
博士（工
学）
小林伸聖 大きなトンネル磁気抵抗効果を示すナノグラニュラー膜の開発
と高感度磁気センサへの応用
2004 3主査 (論博)
修士 松浦光孝 磁性微粒子を用いたナノブリッジ構造におけるクーロン階段と
スピン依存伝導
2004 3主査 (コース)
修士 中村恵子 ガラス基板上への高配向FePt薄膜の作製と下地層の効果 2004 3主査 (コース)
修士 森口拓人 単原子層制御FePt規則合金薄膜の低温合成と磁化過程 2003 3主査 (コース)
修士 森山貴広 フッ化物絶縁障壁層を用いた強磁性トンネル接合膜の作製と
磁気抵抗効果
2003 3主査 (コース)
修士 関剛斎 低温合成FePtスパッタ薄膜における構造および磁気特性の組
成依存性
2003 9主査 (コース)
修士 山根一陽 微小CPP構造グラニュラー薄膜の作製とスピン依存単一電子ト
ンネル伝導
2003 9主査 (コース)
20　　磁性材料学研究部門
三谷　誠司2　　　助教授
修士 森山貴広 フッ化物絶縁障壁層を用いた強磁性トンネル接合膜の作製と
磁気抵抗効果
2003 3論文指導 (コース)
博士（工
学）
小林伸聖 大きなトンネル磁気抵抗効果を示すナノグラニュラー膜の開発
と高感度磁気センサへの応用
2004 3副査 (論博)
修士 山根一陽 微小CPP構造グラニュラー薄膜の作製とスピン依存単一電子ト
ンネル伝導
2003 9その他指
導
(コース)
21　　結晶材料化学研究部門
宇田　聡1　　　教授
修士 吉田若葉 磁性酸化物半導体および熱電クラスレート薄膜の作製とコンビ
トリナル手法への展開
2004 3主査 (コース)
修士 櫻田　誉 コンビトリナル手法による一次元構造遷移金属酸化物薄膜の
作製と評価
2004 3主査 (コース)
博士 Il　Hyoung　
Jung
A Study on the Growth and Characterizations of
La3Ga5SiO14-type Single Crystals for the High Temperature
Piezoelectric Applications
2004 3副査 (コース)
修士 澤田石　有
人
レーザーMBE法による強磁性二重ペロブスカイトSr2CrReO6薄
膜の作製
2004 3副査 (コース)
23　　溶解凝固制御工学研究部門
後藤　孝1　　　教授
博士 章　安玉 Ionic Conduction of Alkaline Earth Metal β-Alumina single
Crystals Prepared by a Floating Zone Method（FZ法により作製
したアルカリ土類金属β-アルミナ単結晶のイオン伝導）
2003 3主査 (コース)
博士 塗　溶 ハステロイ合金のセラミックス被覆による耐食性向上に関する
研究
2003 3主査 (コース)
博士 本間　尚志 CVD炭化ケイ素のパッシブ酸化およびバブル発生に関する研
究
2003 3主査 (コース)
博士 當間　哲朗 MOCVD法によるチタン酸バリウム系薄膜の合成とその誘電的
性質
2003 3主査 (コース)
修士 高野　喜光 ＣＶＤ炭化ケイ素の酸化挙動に及ぼす雰囲気全圧力の影響 2004 3主査 (コース)
修士 中野　淳介 ジルコニア-イットリア-チタニア系複合セラミックスの熱遮蔽コー
ティング特性
2004 3主査 (コース)
修士 木村　俊介 イッテルビウム-アルミニウム系金属間化合物薄膜の熱電特性 2004 3主査 (コース)
修士 伊藤　暁彦 レーザーアブレーション法による金属ナノ粒子分散誘電体薄膜
の作製と光学特性
2003 3主査 (コース)
修士 岩田　洋昭 FZ法によるBaTiO3基複合セラミックスの作製および誘電的性
質
2003 3主査 (コース)
修士 青木　穂 電子サイクロトロン共鳴プラズマによるCVD-SiCの酸化に及ぼ
す雰囲気ガスの影響
2003 3主査 (コース)
修士 太田　千春 MOCVD法による貴金属酸化物ナノコンポジット薄膜の合成と電
極特性
2003 3主査 (コース)
修士 奥村　勝利 ＣｅＯ２／ＭｎＦｅ２Ｏ４系酸化物の最適複合化による酸素透過特
性の向上
2004 3副査 (コース)
修士 小林　利彦 ドクターブレード法によるペロブスカイト型及び複合体型酸素透
過膜の作製と酸素透過特性
2004 3副査 (コース)
修士 大場　福太
郎
炭化ケイ素のオゾン酸化挙動に及ぼす添加ガス種および結晶
方位の影響
2004 3副査 (コース)
修士 滝谷　善弘 メカニカルアロイングによるＴｉ３ＳｉＣ２の合成と特性評価 2004 3副査 (コース)
増本　博2　　　助教授
博士 當間　哲朗 MOCVD法によるチタン酸バリウム系薄膜の合成とその誘電的
性質
2003 3論文指導 (コース)
修士 伊藤　暁彦 レーザーアブレーション法による金属ナノ粒子分散誘電体薄膜
の作製と光学特性
2003 3論文指導 (コース)
修士 青木　穂 電子サイクロトロン共鳴プラズマによるCVD-SiCの酸化に及ぼ
す雰囲気ガスの影響
2003 3論文指導 (コース)
23　　溶解凝固制御工学研究部門
後藤　孝1　　　教授
修士 榎本　啓 RE-Al基ペロブスカイト型酸化物の作製と酸素透過特性
(RE=La,Pr,Nd,Gd)
2003 3副査 (コース)
修士 桑木　晴久 Li-Ni-M-N (M=Ni, Fe)系窒化物の合成と特性評価 2003 3副査 (コース)
修士 江頭　繁樹 溶鋼/固体酸化物界面反応に関する基礎的研究 2003 3副査 (コース)
修士 太田　友之 焼結助剤制御によるAlNセラミックスの低温焼結と熱伝導率特
性
2003 3副査 (コース)
修士 北原　英和 NaBa2(Ni,Cu)3O6の合成と物性評価 2003 3副査 (コース)
修士 鈴木　拓明 酸化物セラミックス系熱電変換材料の構造設計 2003 3副査 (コース)
博士 鈴木　哲平 モリブデン/炭化物系超高温複合材料の機能協調設計 2003 3副査 (コース)
増本　博2　　　助教授
博士 青木 真澄 Naフラックス法によるGaNバルク単結晶の育成と特性評価 2004 3予備審査 (コース)
24　　加工プロセス工学研究部門
花田　修治1　　　教授
論文博
士
黒田　篤彦 傾斜圧延法によるチタン継目無管の製造に関する研究 2003 3主査 (論博)
博士 呉　益　賢 Fabrication and mechanical properties of biocompatible porous
titanium
2003 3主査 (コース)
博士 鈴木　哲平 モリブデン/炭化物系超高温複合材料の機能協調設計 2003 3主査 (コース)
博士 成　旻　錫 Effect of Supersaturated Vacancies on Hydrogenation
Properties of Ti-base B2-type Intermetallic Compounds
2003 9主査 (コース)
修士 小松　康一 クラッド圧延により作製した薄板高機能鋼板の研究 2004 3主査 (コース)
修士 小浜　尚志 生体用多孔質チタン合金の作製と機械的性質 2004 3主査 (コース)
修士 尾崎　智道 低ヤング率を有するβ型チタン合金の開発 2004 3主査 (コース)
修士 小林　孝之 原子空孔を利用したFeAl金属間化合物の自己組織化とナノ加
工プロセス
2003 3主査 (コース)
修士 瀬川　春彦 プラズマ回転電極法を用いたTiN/Ti複合粉末の作製と焼結体
の機械的特性
2003 3主査 (コース)
修士 矢島　生 Nbの水素処理プロセスによる粉末化 2003 3主査 (コース)
正橋　直哉2　　　助教授
工学博
士
屋敷　貴司 チタン建材の表面美麗化技術に関する研究 2003 3予備審査 (論博)
博士 畠山　浩一 調質銅合金薄板の成型加工性に及ぼす影響因子とその評価 2003 1予備審査 (コース)
修士 小松　康一 クラッド圧延により作製した薄板高機能鋼板の研究 2004 3論文指導 (コース)
25　　放射線金属化学研究部門
塩川　佳伸1　　　教授
学士 根反　祥史 電気透析法による金属イオンの除去 2004 3主査 (コース)
学士 山本　真二 ウラン（Ⅳ）の非プロトン性溶媒における還元挙動 2004 3主査 (コース)
修士 小林　冬実 有機電解液中でのイオン交換膜の基礎的検討 2004 3主査 (コース)
修士 白崎　謙次 ウラン・テトラケトン錯体を活物質とするレドックスフロー電池の
研究
2004 3主査 (コース)
学士 門傳　陽平 有機溶媒を用いたレドックスフロー電池の充放電の検討 2004 3主査 (コース)
修士 矢野   貴 バナジウム・レドックスフロー電池のエネルギー効率の検討 2004 3主査 (コース)
学士 奥山　直樹 ウラン(VI)β-ジケトン錯体の電極反応と溶解度の検討 2003 3主査 (コース)
学士 戸来　太樹 ウラン(IV)β-ジケトン錯体の電極反応と溶解度の検討 2003 3主査 (コース)
修士 佐藤　広法 レドックスフロー電池活物質としての新規ウラン錯体の電気化
学的検討
2003 3主査 (コース)
修士 斉藤　和彦 f遷移金属イオンの電解アマルガム化の速度論に関する研究 2003 3主査 (コース)
27　　分析科学研究部
我妻　和明1　　　教授
学術博
士
芦野哲也 化学分離を用いた各種金属材料中の極微量元素定量のため
の高感度・高精度分析法の研究
2004 3主査 (論博)
27　　分析科学研究部
我妻　和明1　　　教授
修士 後澤洋平 減圧レーザ誘起プラズマを励起源とする発光分析法の研究 2004 3主査 (コース)
修士 児玉憲治 バイアス電流導入型高周波グロー放電プラズマにおける励起
機構
2004 3主査 (コース)
修士 前田哲男 窒素-酸素混合ガスを用いた高出力マイクロ波誘導プラズマ発
光分析法の有機溶媒直接分析への応用
2004 3主査 (コース)
31　　附属材料試験炉利用施設
栗下　裕明2　　　助教授
博士 石島　暖大 ナノ組織制御による高靭性タングステン合金の開発 2004 3副査 (コース)
博士 鈴木　哲平 モリブデン系炭化物系超高温複合材料の機能協調設計 2003 3副査 (コース)
32　　附属新素材設計開発施設
宍戸　統悦2　　　助教授
修士 千葉　努 複酸化物結晶構造の変形と相転移 2003 3論文指導 (コース)
33　　附属強磁場超伝導材料研究センター
渡辺　和雄1　　　教授
学士 小黒　英俊 Nb#D3#DRSn線材の超伝導特性における事前曲歪みの効果 2004 3主査 (コース)
学士 蔵谷　仁志 量子スピン系物質Cs#D3#DRCr#D2#DRBr#D9#DRの強磁場・
低温ESR測定
2004 3主査 (コース)
学士 小池　千秋 磁場中CVDプロセスによるYBCO膜の作製とその特性 2003 3主査 (コース)
学士 福島　航一 希土類メタ磁性物質Ce(Fe#D0.9#DRCo#D0.1#DR)#D2#DRの磁
性と構造
2003 3主査 (コース)
工学博
士（工学
院大学）
長谷川秀
悦
超電導磁気シールド体とその応用に関する研究 2004 3副査 (論博)
4．　大学院修了者の進路
修了者氏名 学位取得年月 就職先or進学先
金属物性論研究部門
課程修了状況
吉岡　一宏 修士号取得修了 2003 3 日立東北ソフトウェア株式会社
近藤　浩 博士課程中退 2003 3
高橋　亮 博士号取得修了 2003 3 （株）ワイ・ディー・シー
山本　逸人 修士号取得修了 2004 3 （株）アウトソーシング
谷川　和男 修士号取得修了 2004 3 東北大学大学院理学研究科博士課程後期進学
修了者氏名 学位取得年月 就職先or進学先
結晶物理学研究部門
課程修了状況
高橋達也 修士号取得修了 2003 3 シャープ
藤野卓保 修士号取得修了 2003 3 新日鉄ソリューションズ
大日方善一 修士号取得修了 2004 3 日産自動車
沓掛健太郎 修士号取得修了 2004 3 東北大学大学院理学研究科博士課程後期進学
修了者氏名 学位取得年月 就職先or進学先
回折結晶学研究部門
課程修了状況
川島　雅人 修士号取得修了 2003 3 東北大学大学院理学研究科博士課程後期進学
桑野　敦司 修士号取得修了 2004 3 富士通
秋山　琴音 博士課程単位取得 2004 3 東京大学物性研究所
修了者氏名 学位取得年月 就職先or進学先
低温物理学研究部門
課程修了状況
東原　明弘 修士号取得修了 2003 3 （株）ＭＡＲＵＷＡ
福田　亨 修士号取得修了 2003 3 大和総合研究所
柴田　憲治 博士号取得修了 2003 3 東京大学生産技術研究所
藤田　敏之 博士号取得修了 2003 3 福井大学　遠赤外領域開発研究センター
伊藤　功 修士号取得修了 2004 3 東京大学　物性研究所
前田　昌孝 修士号取得修了 2004 3 ニッセイ情報テクノロジー株式会社
河合　良 修士号取得修了 2004 3 株式会社　メイテック
修了者氏名 学位取得年月 就職先or進学先
低温電子物性学研究部門
課程修了状況
高野　琢 修士号取得修了 2004 3 ソニー白石
森　聡 修士号取得修了 2004 3 (株)日研
修了者氏名 学位取得年月 就職先or進学先
放射線金属物理学研究部門
課程修了状況
坂田正人 修士号取得修了 2003 3 東北大学大学院工学研究科博士課程後期進学
修了者氏名 学位取得年月 就職先or進学先
結晶欠陥物性学研究部門
課程修了状況
徳山裕司 修士号取得修了 2003 3 富士通
庄子清晴 修士号取得修了 2004 3 （株）エイチ・アイ・ティー
修了者氏名 学位取得年月 就職先or進学先
合金設計制御工学研究部門
課程修了状況
Taghavinia 博士号取得修了 2002 9 イラン・シャリフ大学
佐藤　博之 修士号取得修了 2003 3 東芝タンガロイ株式会社
新村　健二 修士号取得修了 2003 3 日本ＩＢＭ
八木　陽介 修士号取得修了 2003 3 ㈱日立ハイコス
森里　嗣生 博士号取得修了 2003 3 バージニア・コモンウェルス大学
北村　周平 修士号取得修了 2004 3 神戸製鋼
菊地　良幸 修士号取得修了 2004 3 東京エレクトロン
川村　博昭 博士号取得修了 2004 3 東レ株式会社
修了者氏名 学位取得年月 就職先or進学先
材料照射工学研究部門
課程修了状況
北田　智史 修士号取得修了 2003 3 （株）フジクラ
佐々木　譲 修士号取得修了 2003 3 （株）ケーヒン
外山　健 修士号取得修了 2004 3 東北大学大学院工学研究科博士課程後期進学
今井　賢 修士号取得修了 2004 3 立山アルミニウム工業（株）
石島　暖大 博士号取得修了 2004 3 日本原子力研究所東海研究所
修了者氏名 学位取得年月 就職先or進学先
原子力材料物性学研究部門
課程修了状況
安達　徹 修士号取得修了 2004 3 NTTドコモ
修了者氏名 学位取得年月 就職先or進学先
原子力材料工学学研究部門
課程修了状況
飛塚(小山）　
弘
修士号取得修了 2003 3 三菱重工
佐藤　大樹 修士号取得修了 2004 3 東北大学大学院工学研究科博士課程後期進学
修了者氏名 学位取得年月 就職先or進学先
電子材料物性学研究部門
課程修了状況
Nima 博士号取得修了 2002 9 シャリフ工科大学
岡野真也 博士号取得修了 2002 9 筑波大学（ポスドク）
森貴洋 修士号取得修了 2003 3 東北大学大学院工学研究科博士課程後期進学
小嶋健介 修士号取得修了 2003 3 ソニー
Junsuk Song 博士号取得修了 2003 3 ネオセミテック
神門　賢二 博士号取得修了 2003 3 産総研
原田　千寛 修士号取得修了 2004 3 パイオニア
鈴木　拓馬 修士号取得修了 2004 3 東芝
修了者氏名 学位取得年月 就職先or進学先
ランダム構造物質学研究部門
課程修了状況
石川智之 修士号取得修了 2003 3 ＮＥＣ
石川和宏 修士号取得修了 2003 3 東洋陶器（株）
生出理子 修士号取得修了 2003 3 富士重工業（株）
田中哲 修士号取得修了 2004 3 日本発条（株）
谷川啓 修士号取得修了 2004 3 日本システム（株）
山下史江 修士号取得修了 2004 3 シャープ（株）
中村貴宏 博士号取得修了 2004 3 日本学術振興会特別研究員
修了者氏名 学位取得年月 就職先or進学先
超高圧化学研究部門
課程修了状況
竹ノ谷雄一 修士号取得修了 2003 3 NECソフト㈱　
福崎正志 修士号取得修了 2003 3 東北パイオニア㈱　
澤田石有人 修士号取得修了 2004 3 富士写真フィルム㈱　
豊崎秀海 修士号取得修了 2004 3 東北大学大学院理学研究科博士課程後期進学
櫻田誉 修士号取得修了 2004 3 ㈱日立製作所　
吉田若葉 修士号取得修了 2004 3 財団法人宮城県厚生協会
修了者氏名 学位取得年月 就職先or進学先
非平衡物質工学研究部門
課程修了状況
鈴木　祥一郎 修士号取得修了 2003 3 株式会社村田製作所
山本　剛志 修士号取得修了 2003 3 住友電気工業株式会社
和田　武 修士号取得修了 2003 3 東北大学大学院工学研究科博士課程後期進学
小柴　寿人 博士号取得修了 2003 3 アルプス電気株式会社
秦　春玲 博士号取得修了 2003 9 東北大学金属材料研究所産学連携研究員
欧陽　立錦 博士号取得修了 2003 9
Albertus 修士号取得修了 2004 3 東北大学大学院工学研究科博士課程後期進学
玉　正中 修士号取得修了 2004 3 東北大学大学院工学研究科博士課程後期進学
常　春涛 修士号取得修了 2004 3 東北大学大学院工学研究科博士課程後期進学
庄司　庸平 修士号取得修了 2004 3 マツダ株式会社
蘇武　信太郎 修士号取得修了 2004 3 三菱重工業株式会社
竹内　正和 修士号取得修了 2004 3 横浜ゴム株式会社
修了者氏名 学位取得年月 就職先or進学先
磁性材料学研究部門
課程修了状況
森口拓人 修士号取得修了 2003 3 キャノン（株）
森山貴広 修士号取得修了 2003 3 デラウェア大学（アメリカ）博士課程進学
山根一陽 修士号取得修了 2003 9 ソニー（株）
関　剛斎 修士号取得修了 2003 9 東北大学大学院工学研究科博士課程後期進学
中村恵子 修士号取得修了 2004 3 オムロン（株）
松浦光孝 修士号取得修了 2004 3 JFEスチール（株）
長野靖宏 博士課程中退 2004 3 （株）レーザック
修了者氏名 学位取得年月 就職先or進学先
溶解凝固制御工学研究部門
課程修了状況
岩田　洋昭 修士号取得修了 2003 3 （株）アイ・エイチ・アイ・エアロスペース
太田　千春 修士号取得修了 2003 3 （株）　東芝
青木　穂 修士号取得修了 2003 3 （株）スズキ
伊藤　暁彦 修士号取得修了 2003 3 東北大学大学院工学研究科博士課程後期進学
塗　溶 博士号取得修了 2003 3 東北大学金属材料研究所研究機関研究員
章　安玉 博士号取得修了 2003 3 北京航空航天大学 助教授
當間　哲朗 博士号取得修了 2003 3 住友化学工業（株）
木村　俊介 修士号取得修了 2004 3 新電元工業（株）
高野　喜光 修士号取得修了 2004 3 木下特許商標事務所
中野　淳介 修士号取得修了 2004 3 古河電気工業（株）
本間　尚志 博士号取得修了 2004 3 三菱マテリアル（株）
修了者氏名 学位取得年月 就職先or進学先
加工プロセス工学研究部門
課程修了状況
小林　孝之 修士号取得修了 2003 3 新日本製鐵（株）
瀬川　春彦 修士号取得修了 2003 3 古河電気工業（株）
矢島　生 修士号取得修了 2003 3 トヨタ自動車（株）
鈴木　哲平 博士号取得修了 2003 3 出光エンジニアリング（株）
呉　益　賢 博士号取得修了 2003 3 Kongju National University
尾崎　智道 修士号取得修了 2004 3 石川島播磨重工業(株）
小浜　尚志 修士号取得修了 2004 3 豊田自動織機（株）
小松　康一 修士号取得修了 2004 3 JFEスチール（株）
修了者氏名 学位取得年月 就職先or進学先
放射線金属化学研究部門
課程修了状況
佐藤　広法 修士号取得修了 2003 3 EPSON
斉藤　和彦 修士号取得修了 2003 3 三井住友海上保険
小林　冬実 修士号取得修了 2004 3 日本原子力研究所
矢野   貴 修士号取得修了 2004 3 北陸ガス
白崎　謙次 修士号取得修了 2004 3 東北大学大学院工学研究科後期課程進学
修了者氏名 学位取得年月 就職先or進学先
分析科学研究部
課程修了状況
本多仁 修士課程中退 2004 3 特許庁
後澤洋平 修士号取得修了 2004 3 スズキ
児玉憲治 修士号取得修了 2004 3 東北大学大学院環境科学研究科後期課程進学
前田哲男 修士号取得修了 2004 3 トヨタ自動車
５.　日本学術振興会特別研究員
2002年度【 】
近藤　浩 遷移金属酸化物における共鳴非弾性Ｘ線散乱の理論的研究
金属物性論研究部門 教授 前川 禎通2002.04.01 2004.03.31 受入：期間： -
二田　伸康 核融合材料の温度変動照射効果に関する研究
原子力材料工学部門 教授 松井 秀樹2001.04.01 2003.01.31 受入：期間： -
林　貴広 超高圧電子顕微鏡を用いた固体材料の照射効果に関する研究
原子力材料工学部門 教授 松井 秀樹2002.04.01 2004.03.31 受入：期間： -
高橋　幸生 蛍光Ｘ線ホログラフィー法による局所格子歪の定量解析技術の開発
ランダム構造物質学研究部門 教授 松原英一郎2002.04.01 2005.03.31 受入：期間： -
塚崎　敦 コンビナトリアル手法を用いた酸化亜鉛の価電子制御
超高圧化学研究部門 教授 川崎 雅司2002.04.01 2005.03.31 受入：期間： -
千星　聡 水素処理法による生体用チタン合金の粉末作製および高機能化プロセスの開発
加工プロセス工学部門 教授 花田 修治2002.04.01 2003.03.31 受入：期間： -
吉田　誠 強相関電子系のサイクロトロン共鳴
強磁場超伝導材料センター 助教授 小山 佳一2001.04.01 2003.03.31 受入：期間： -
2003年度【 】
菅原　孝宜 金属内包フラーレン固体およびそのデバイス構造における
低温電子物性学研究部門 教授 岩佐 義宏2003.04.01 2003.08.31 受入：期間： -
菅原　孝宜 金属内包フラーレン固体およびそのデバイス構造における物性研究
低温電子物性学研究部門 教授 岩佐 義宏2003.04.01 2003.08.31 受入：期間： -
川村　博昭 第一原理計算によるシリコン分子ワイヤーの設計
合金設計制御工学研究部門 教授 川添 良幸2003.04.01 2004.03.31 受入：期間： -
高橋　幸生 蛍光Ｘ線ホログラフィー法による局所格子歪の定量解析技術の開発
ランダム構造物質学研究部門 教授 松原英一郎2002.04.01 2005.03.31 受入：期間： -
中村　貴宏 ナノ組織化を利用した高効率光触媒チタン化合物膜の製造
ランダム構造物質学研究部門 教授 松原英一郎2003.04.01 2005.03.31 受入：期間： -
塚崎　敦 コンビナトリアル手法を用いた酸化亜鉛の価電子制御
超高圧化学研究部門 教授 川崎 雅司2002.04.01 2005.03.31 受入：期間： -
大谷　亮 強相関低次元人工物質における巨大高速非線型光学材料の探索と全光スイッチ素子の
開発
超高圧化学研究部門 教授 川崎 雅司2003.04.01 2005.03.31 受入：期間： -
松浦　かおり プローブ顕微鏡による次世代超高密度メモリ用強誘電体薄膜の配向と分極に関する研究
溶解凝固制御工学研究部門 教授 後藤 孝2003.04.01 2003.08.31 受入：期間： -
2002年 2003年
受託研究員 26 10
内地研究員
内地研修員
私学研修員
産業教育内地留学生
科学教育研究室研究生 1
研究所等研究生 16 20
戦略的事業推進研究研究員 5 3
計 47 33
身　分
受け入れ数
第２章　社会人に対する教育活動
１．社会人の受け入れ状況
[　]内は外国人内数
２．　社会人の受け入れ体制と指導内容
（１）　研究所等研究生
研究所等研究生2002年度 社会人（ ）
結晶欠陥物性学研究部門 助教授 米永　一郎
鮎沢　輝万ゲルマニウムシリコン固溶体結晶の育成 2002/04/01 2003/03/31-
高純度金属材料学研究部門 助教授 安彦　兼次
須田　信行超高純度金属の研究 2002/04/01 2003/03/31-
平城　智博超高純度金属に関する研究 2002/04/01 2003/09/30-
笹田　祐司高純度金属材料の研究 2002/07/01 2003/03/31-
大長　利和高純度金属に関する研究 2002/10/01 2003/03/31-
森本　佳裕超高純度金属に関する研究 2003/01/01 2003/03/31-
非平衡物質工学研究部門 教授 井上　明久
奥村　潔非晶質合金粉末の製造技術の研究 2002/04/01 2003/03/31-
藤田　雄一郎金属ガラスに関する研究 2002/04/01 2003/03/31-
大河内　均燃料電池用水素分離膜の研究 2002/04/01 2003/03/31-
新保　洋一郎燃料電池用水素分離膜の研究 2002/04/01 2003/03/31-
玉置　一高衝撃強度をもつバルク金属ガラスの開発 2002/04/01 2003/03/31-
坂口　武彦金属ガラスの研究 2002/06/01 2003/03/31-
村松　尚国金属ガラスの等温プレス加工に関する研究 2002/10/01 2003/03/31-
鈴木　健金属ガラスの等温プレス加工に関する研究 2002/12/01 2003/03/31-
加工プロセス工学研究部門 教授 花田　修治
鐙屋　匡β型チタン合金の高強度・高靭性化に及ぼす合金元素と
加工プロセスの影響
2002/04/01 2003/03/31-
材料試験炉利用施設 助教授 三頭　聰明
露崎　典平アクチニド元素の放射化学分析に関する研究 2002/08/01 2002/10/31-
研究所等研究生2003年度 社会人（ ）
結晶欠陥物性学研究部門 助教授 米永　一郎
鮎沢　輝万ゲルマニウムシリコン固溶体結晶の育成 2003/04/01 2004/03/31-
高純度金属材料学研究部門 助教授 安彦　兼次
笹田　祐司高純度金属材料の研究 2003/04/01 2004/03/31-
大長　利和高純度金属に関する研究 2003/04/01 2003/09/30-
森本　佳裕超高純度金属に関する研究 2003/04/01 2004/03/31-
非平衡物質工学研究部門 教授 井上　明久
奥村　潔非晶質合金粉末の製造技術の研究 2003/04/01 2004/03/31-
藤田　雄一郎金属ガラスに関する研究 2003/04/01 2004/03/31-
大河内　均燃料電池用水素分離膜の研究 2003/04/01 2004/03/31-
新保　洋一郎燃料電池用水素分離膜の研究 2003/04/01 2004/03/31-
坂口　武彦金属ガラスの研究 2003/04/01 2004/03/31-
村松　尚国金属ガラスの等温プレス加工に関する研究 2003/04/01 2004/03/31-
鈴木　健金属ガラスの等温プレス加工に関する研究 2003/04/01 2004/03/31-
WE Shyue Sheng
(呉　學陞)　　　　
磁性コア用鉄基バルクアモルファス合金の作製および工
業化技術に関する研究
2003/04/01 2003/05/31-
梶浦　豪二金属材料の凝固制御に関する研究 2003/06/01 2004/03/31-
藤田　雅超高強度アルミニウム合金の研究 2003/07/01 2004/03/31-
三宅　正人金属材料の凝固制御に関する研究 2003/08/01 2004/03/31-
玉木　賢治高性能軟磁性ナノ結晶合金の開発 2003/11/01 2004/03/31-
寺澤　俊久金属ガラスの応用に関する研究 2003/11/01 2004/03/31-
佐々木　秀二金属ガラスのナノ準結晶生成と組織制御に関する研究 2004/01/01 2004/03/31-
樊　利文金属ガラスのプローブへの適用研究 2004/01/01 2004/03/31-
加工プロセス工学研究部門 教授 花田　修治
鐙屋　匡β型チタン合金の高強度・高靭性化に及ぼす合金元素と
加工プロセスの影響
2003/04/01 2004/03/31-
（２）　受託研究員
2002年度 受託研究員
合金設計制御工学研究部門 教授 川添　良幸
橋本　孝俊 2002. 08. 01 2003. 03. 31-非鉛圧電材料の計算機シミュレーションによる
材料設計・開発
材料照射工学研究部門 教授 長谷川　雅幸
石橋　良 2002. 04. 01 2003. 03. 31-原子力用ステンレス鋼に及ぼす中性子照射効
果に関する研究
藤井　克彦 2002. 08. 01 2003. 01. 31-陽電子消滅分析による原子炉容器鋼の照射脆
化機構の研究
原子力材料工学研究部門 教授 松井　秀樹
土肥　謙次 2002. 04. 01 2003. 03. 31-原子炉圧力容器鋼の照射脆化機構に関する研
究
超高圧化学研究部門 教授 川﨑　雅司
杉原　利典 2002. 04. 01 2003. 03. 31-酸化亜鉛系薄膜トランジスタの研究
非平衡物質工学研究部門 教授 井上明久
浦田　顕理 2002. 07. 01 2003. 03. 31-金属ガラス磁性材料の開発
中村　篤志 2002. 07. 01 2003. 03. 31-情報用カルコゲナイドガラスの開発研究
寺尾　一 2002. 08. 01 2003. 03. 31-バルク金属複合材料の研究
胡間　紀人 2002. 08. 01 2003. 03. 31-バルク金属複合材料の研究
西山　信行 2002. 11. 01 2003. 03. 31-金属ガラスの創製および成形加工技術
吉田　堯一 2002. 11. 01 2003. 03. 31-金属ガラスの創製および成形加工技術
沈　宝龍 2002. 11. 01 2003. 03. 31-金属ガラスの創製および成形加工技術
石田　央 2002. 11. 01 2003. 03. 31-金属ガラスの創製および成形加工技術
王　新敏 2002. 11. 01 2003. 03. 31-金属ガラスの創製および成形加工技術
副島　英樹 2002. 11. 01 2003. 03. 31-金属ガラスの創製および成形加工技術
馬　朝利 2002. 11. 01 2003. 03. 31-金属ガラスの創製および成形加工技術
富永　亮 2002. 11. 01 2003. 03. 31-金属ガラスの創製および成形加工技術
渡邉　大智 2002. 11. 01 2003. 03. 31-金属ガラスの創製および成形加工技術
大原　正樹 2002. 11. 01 2003. 03. 31-金属ガラスの基礎研究
竹田　英樹 2002. 12. 01 2003. 03. 31-金属ガラスの創製および成形加工技術
島貫　雅一 2002. 12. 01 2003. 03. 31-金属ガラスの創製および成形加工技術
武久　浩之 2002. 12. 01 2003. 03. 31-金属ガラスの創製および成形加工技術
高橋　静一 2002. 12. 01 2003. 03. 31-金属ガラスの創製および成形加工技術
山田　盛一 2002. 12. 01 2003. 03. 31-金属ガラスの創製および成形加工技術
藤原　照彦 2002. 12. 01 2003. 03. 31-金属ガラスの創製および成形加工技術
石原　知 2002. 12. 01 2003. 03. 31-金属ガラスの創製および成形加工技術
2003年度 受託研究員
合金設計制御工学研究部門 教授 川添　良幸
橋本　孝俊 2003. 07. 01 2004. 03. 31-圧電セラミクス材料における材料設計技術の研
究
材料照射工学研究部門 教授 長谷川　雅幸
石橋　良 2003. 04. 01 2004. 03. 31-原子力用ステンレス鋼に及ぼす中性子照射効
果に関する研究
藤井　克彦 2003. 09. 01 2004. 03. 31-陽電子消滅分析による原子炉容器鋼の照射脆
化機構の研究
原子力材料工学研究部門 教授 松井　秀樹
土肥　謙次 2003. 04. 01 2004. 03. 31-原子炉圧力容器鋼の照射脆化機構等に関する
研究
超高圧化学研究部門 教授 川﨑　雅司
杉原　利典 2003. 04. 01 2004. 03. 31-酸化亜鉛系薄膜トランジスタの研究
非平衡物質工学研究部門 教授 井上明久
中村　篤志 2003. 04. 01 2004. 03. 31-金属ガラス機能粉体およびターゲットの開発研
究
大原　正樹 2003. 04. 01 2003. 09. 30-金属ガラスの基礎研究
大原　正樹 2003. 10. 01 2004. 03. 31-金属ガラスの基礎研究
五十嵐　貴教 2003. 12. 01 2004. 03. 31-金属ガラス応用技術の開発
結晶材料化学研究部門 教授 宇田　聡
矢野　雅大 2003. 07. 01 2004. 03. 31-３インチ径四ほう酸リチウム単結晶の育成技術
の開発
第１章 技術部 
１．技術部の概要 
本所の研究活動は、鉄鋼を始め材料全般にわたり世界の先駆的役割を果たし、技術革新に大きな影
響を与えてきた。その発展の過程において、技術職員の果たした功績は極めて大である。本来、本所
の研究の進展に合せ技術の発展が必要不可欠であり、研究者と技術者は不可分で両者の相互協力は非
常に重要である。  
 技術部職員の活性化と処遇改善のために長年にわたって検討・要求してきた技術職員の正式な組織
化が、平成５年４月になされたことは、研究支援業務にたずさわる技術職員の意識を高めることとな
り、金研の研究支援体制にとって大きな前進であった。現在、金研の研究・教育の発展のために技術
職員がそれぞれの専門分野で大いに貢献しているところである。 
 平成８年７月２日「科学技術基本法」が閣議決定され、それに基づく基本計画の柱の一つとして研
究支援体制の充実が挙げられた。一方金研においては、「卓越した研究拠点（ＣＯＥ）」、「大型科学研
究プロジェクト」、「新しい研究施設」等により大型の高性能研究設備が設置されるようになった。こ
れらの高度な研究施設と最先端の研究設備に技術支援が機能的に対応するためには、専門的研修や安
全教育を行うことにより技術職員のレベルを高めておくことが必要で、例えば、東北大学教室系技術
職員専門研修、東北地区国立大学等技術専門職員研修、本所技術部主催の技術部専門研修等が実施さ
れ、積極的に参加している。そして聴講のみならず自ら研究テーマを持ち、その成果を研究会等で発
表することは互いに資質の向上に資し、かつ成果を取りまとめて「技術研究報告」等の著作物として
発表することでスキルアップに努めることを奨励している。 
 所内に於いては、研究支援組織の改編が相次ぎ行われて、平成２年に材料科学情報室、平成９年１
月にクリスタル・サイエンス・コア、平成 10 年４月に材料分析研究コア、平成 12 年４月に機器開発
技術コアが設置された。その後、施設等の概算要求により新素材開発施設が新素材設計開発施設に、
超電導開発施設は超伝導開発施設に改称され、さらに強磁場超伝導材料研究センターへと改組があり、
材料科学情報室は情報・広報室から計算材料学センター、総合ネットワーク運用室、広報室、点検評
価室に改組され、クリスタル・サイエンス・コアが新素材設計開発施設に統合された。平成 14 年には
材料科学国際フロンティアセンター(IFCAM)が設置された。このように改組転換によって職員の再配置
が必要となり、施設やコアからの技術職員派遣要請に基づき、技術部主導で支援先の変更が実施され
るようになった。新しい研究分野の要請に対しても対処できるよう組織の柔軟性を確保するために、
研究部門への技官の配置を廃止し、各施設、センター、コア等からの支援要請に基づき、技術部組織
から各支援先に技術部職員が出向することにしている。 
現在、最大の課題は、法人化に対する新しい枠組みの設定である。支援組織の中期目標・計画を立
案するために検討を重ねてきたが，その過程で「全ての分野で研究を支える技術部」を基本として，
平成 15 年５月に金属材料研究所技術部理念並びに憲章を制定した。また、法人化により、支援組織が
更に弾力的運用が可能になることを踏まえ、技術部にとって必要な技術の提言を教官の方たちより助
言を請い、技術の支援・継承および技術部組織の在り方を模索中である。 
 
 技術部長・山口泰男教授（2002 年度）  技術部長・小林典男教授（2003 年度）   
２．業務先別技術サービス状況 
 技術部では、技術部職員の業務先での技術支援（技術サービス）を調査して、技術部の本所への技
術支援の状況として報告しています。以下に 2002 年度と 2003 年度の支援状況を示します。          
 
2002 年度技術部職員業務先研究支援状況 
2002/4/１～2003/3/31 
業務別 支援件数 供  用 
班名 支援先名 人員 
定型業 非定型 共同研究 計 装置数 延べ日 平均日数 
主な定型業務と非定型業務
企画情報班 技術室長、企画運営 5 － － － － － － － 技術部の管理運営に関する業
務全般 
  計算材料学センター
及び総合ネットワー
ク運用室 
7 1,292 951 39 2,282 38 13,300 350 計算機環境の運用管理、メール
サーバー･Webサーバー･ネット
ワーク管理運用、本所発表論文
データベース(kinlib)並びに
ユーザーﾞ個別サービス等 
機器開発班 機器開発技術コア 17 526 1,063 － 1,589 113 24,973 221 実験機器の設計・製作、試料作
製、塑性加工と研究室工作室利
用 
材料開発班 新素材設計開発施設 10 344 2,227 57 2,628 44 4,685 106 新素材開発業務等、結晶作製の
研究ステーション実験依頼伝
票他 
材料試験班 百万ボルト電子顕微
鏡室 
2 865 86 9 960 4 662 165 電子顕微鏡設備の保守管理と
研究支援、技術指導 
強磁場低温
班 
強磁場超伝導材料研
究センター 
2 91 309 0 400 1 91 91 強磁場環境の提供、周辺機器の
保守点検、データ収集、ソフト
作成等 
  極低温科学センター 3 4,437 50 0 4,487 4 380 95 液体ヘリウム、液体窒素の供給
と低温技術サポート 
放射線制御
班 
材料試験炉利用施設 3 2,326 294 16 2,636 36 6,300 175 共同利用に係る施設、設備等の
管理運営、国.県.町への報告等
  アルファ放射体実験
室 
2 － 3,148 396 3,544 － 3,767 － RI・核燃の安全管理、各種装
置・設備の維持管理及び各種記
録作成 
分析班 材料分析研究コア 10 2,717 12 8 2,737 11 1191 108 金属及び無機材料の組成・構造
評価と技術指導、化学分析法改
良開発等 
      691 － － 691       電子顕微鏡の運用 
試料班 原研東海、大学開放研
究室 
1 － 120 80 200 3 546 182 中性子回折実験技術支援 
  材料加工 0 772 － － 772 15 3,315 221 材料の加工調整 
合                  計 62 14,061 8,260 605 22,926 269 59,210     
 注釈 
・データ欄の－記号は、データ取得中か報告のないもの。 
・定型業務とは、その施設等で主として行う技術支援業務内容。  
・非定型業務とは、その施設等で行う主業務以外の技術支援業務内容。 
・共同研究とは、その施設等で行う直接的な共同研究支援。  
・業務内容の説明は、施設の回答を基に作成した。  
・供用装置数とは、施設等で供用している、設備、装置数を指す。   
・供用延べ日数とは、その施設等で供用されている装置数と供用日数の積である。 
・平均供用日数とは、延べ供用日数をその施設等で供用されている装置数で除した数。 
・機器開発技術コアの非定型技術サービス業務は、研究室工作室利用を含む。 
・業務先人員には、兼務者は含まない。但し、材料加工は 0 人となっているが、兼務者１名が担当している。                          
・共同研究の単位は、件数である。 
2003 年度技術部職員業務先研究支援状況 
2003/4/１～2004/3/31 
業務別 支援件数 供  用 
班名 支援先名 人員 
定型業務 非定型 共同研究 計 装置数 延べ日数 平均日数 
主な定型業務と非定型業務
企画情報班 技術室長、企画運営 5 － － － － － － － 技術部の管理運営に関する
業務全般 
  計算材料学センター
及び総合ネットワー
ク運用室 
6 1,440 521 60 2,021 38 13,300 350 計算機環境の運用管理、メ
ールサーバー･Web サーバ
ー･ネットワーク管理運用、
ユーザー個別サービス等 
機器開発班 機器開発技術コア 17 658 1,076 － 1,734 113 24,973 221 実験機器の設計・製作、試
料作製、塑性加工と研究室
工作室利用 
材料開発班 新素材設計開発施設 11 393 1,926 129 2,448 59 3,992 68 新素材開発業務等、結晶作
製の研究ステーション実験
依頼伝票他 
材料試験班 百万ボルト電子顕微
鏡室 
2 628 73 7 708 4 555 139 電子顕微鏡設備の保守管理
と研究支援、技術指導 
強磁場低温
班 
強磁場超伝導材料研
究センター 
2 36 368 0 404 1 36 36 強磁場環境の提供、周辺機
器の点検整備、データ収集、
ソフト作成等 
  極低温科学センター 3 4,453 60 0 4,513 3 516 172 液体ヘリウム、液体窒素の
供給と低温技術サポート 
放射線制御
班 
材料試験炉利用施設 3 2,891 309 150 3,350 63 7,469 119 共同利用に係る施設､設備
の管理運営､国.県.町への
報告､申請､届出等 
  アルファ放射体実験
室 
1 － 3,759 685 4,444 － 4,406 － RI・核燃の安全管理、各種
装置・設備の維持管理、及
び各種記録作成 
分析班 材料分析研究コア 10 2,950 12 7 2,969 13 1383 107 各種材料組成元素の化学分
析､分析法及び分析結果の
比較検討実験データ提供 
      643 － － 691 3 643 214 電子顕微鏡の運用 
試料班 原研東海、大学開放
研究室 
1 － 120 120 240 3 525 175 中性子回折実験技術支援 
  材料加工 0 735 － － 772 13 3,315 221 材料の加工調整 
合                  計 61 14,827 8,224 1158 24,294 313 61,113     
 注釈         
・データ欄の－記号は、データ取得中か報告のないもの。  
・定型業務とは、その施設等で主として行う技術支援業務内容。  
・非定型業務とは、その施設等で行う主業務以外の技術支援業務内容。  
・共同研究とは、その施設等で行う直接的な共同研究支援。 
・業務内容の説明は、施設の回答を基に作成した。   
・供用装置数とは、施設等で供用している、設備、装置数を指す。   
・供用延べ日数とは、その施設等で供用されている装置数と供用日数の積である。   
・平均供用日数とは、延べ供用日数をその施設等で供用されている装置数で除した数。  
・機器開発技術コアの非定型技術サービス業務は、研究室工作室利用を含む。  
・業務先人員には、兼務者は含まない。但し、材料加工は 0 人となっているが、兼務者１名が担当している。  
３．成果の発表状況 
（１）総合報告・論文等の件数 
 
掲載雑誌または著書名                      2002年度 2003年度 
 
東北大学金属材料研究所 研究部共同研究報告                 －          ７ 
 
東北大学金属材料研究所 新素材設計開発施設共同研究報告           19     26 
 
東北大学金属材料研究所 材料試験炉利用施設研究経過報告書           5      6 
 
東北大学金属材料研究所 技術部研究報告(第 20 号)（隔年発行）          18      － 
 
日本応用磁気学会誌                              1     － 
 
分析化学                                  －      1 
 
鉄と鋼                                    －      1 
 
銅と銅合金                                 －      1 
 
核融合科学研究所技術研究会報告集                      1     － 
 
東北地区国立学校等技術専門職員研修報告                    2     － 
 
機器・分析技術研究会報告                           －      1 
 
高エネルギー加速研究機構技術研究会報告集                  －      1 
 
その他（技術職員が著者となった欧文学術雑誌掲載論文等）           33     23 
 
合  計                       79          67 
（２）技術部研究課題 
－東北大学金属材料研究所技術部技術研究報告（第 20 号）より－ 
・高圧ガス噴霧法における粉末の微細化 
・摩擦圧接バルク金属ガラスの作製プロセスの開発 
・ECR イオン源によってイオンエッチングした Si 基板表面の評価 
・生体擬似溶液浸漬実験における Si 汚染の検討 
・エレクトロンビーム（EB）コーティング法による銅基板へのジルコニア被覆 
・ぺロブスカイト型 RRｈ3B（R=La,Gd,Lu,Sc）の合成と硬さの測定 
・フラックス法による CeAlO３の単結晶化および評価 
・水熱育成 ZnO 単結晶の結晶形態と食像観察 
・濾過現象を例としたモンテカルロシミュレーションによる表面現象へのアプローチ 
 ・Web 利用による材料在庫管理システムの構築 
・東北大学金属材料研究所ネットワークセキュリティ 
 ・第一原理計算による ZnP-C60太陽電池の評価 
・金属材料研究所新スーパーコンピューティングシステムにおける Gaussian98 および VASP の 
性能測定 
・金属材料研究所スーパーコンピューティングシステム 
・iモード携帯電話からスーパーコンピューターへのアクセスの試み 
  ・高純度金属中微量元素定量のためのパラジウム還元共沈分離における沈殿物の化学形態 
・ICP 発光分光分析法における光取り出し方向の違いによる測光感度比較と鉄鋼中の微量ヒ素、 
アンチモン及びスズの定量 
・高純度鉄中の微量モリブデン、タングステン、ニオブ及びタンタルの陰イオン交換分離法 
・フッ化物分離－モリブドけい酸青吸光光度法におけるけい素ブランク値低減のための検討 
・CID カメラを備えた ICP 発光分光分析装置の性能とその応用 
・ヘリウム搬送融解－赤外線吸収法によるアルミナ中の酸素分析法の検討及び実試料への適用 
（３）所内講演会 
2002 年春季ポスターセッション 
 ・第一原理計算を用いたフラーレンを含む分子太陽電池の研究 
 ・チタン水素化物の電子およびフォノンによる熱伝導 
・生体融和材料を目指した CaTiO3層による表面改質 
2002 年秋季ポスターセッション 
・IBAD 法により作成された CaTiO3薄膜のアニール効果 
・照射下における酸化物セラミックスの電流-電圧特性 
 ・ぺロブスカイト型 EuGeO3の衝撃合成と物性 
Shock-synthesis of EuGeO3 perovskite and its properties 
 ・Realization of Single Molecular Enamel Wires for Electronic Devices 
 ・スーパーコンピューター結合と超大規模シミュレーション計算によるナノテクノロジー研究 
ネットワーク －ナノテクノロジーVirtual Private Network の構築－  
2003 年春季ポスターセッション 
 ・擬似体液浸漬実験における Si 汚染軽減の検討    
・物理乱数を用いた超大規模モンテカルロシミュレーションによる濾過現象を例とした表面現 
象へのアプローチ 
・Structure and Mechanical Properties of Melt-Spun Al-rich Al-Ni-Fe Alloys   
・スーパーコンピューター結合と超大規模シミュレーション計算によるナノテクノロジー研究 
ネットワーク －パラメータサーベイ実証実験－ 
・快適なスーパーコンピューティングシステムを目指して 
2003 年秋季ポスターセッション 
・X線による Ni-Nb-Zr 金属ガラス水素透過膜の局所構造解析 
・金研データベース KIND   
・イオンビーム支援蒸着 CaTiO3薄膜の擬似体液中における表面変化 
・プロトン伝導性高分子膜の電気伝導率に対するγ線照射効果 
・機器開発技術コアにおける実験装置の開発 
・陰イオン交換-ICP 発光分光分析法を用いた高純度鉄及び高純度鉄-クロム合金中の微量モリ 
ブデン、タングステン、ニオブ及びタンタルの分析 
（４）技術開発 
  技術部では、より高度な技術支援を可能にするために、所内予算から技術開発研究費の配当を受
けて、技術開発を行っている。また、積極的に科学研究費補助金（奨励研究Ｂ）に応募して、技術
開発研究を推進している。 
 ○技術開発研究費課題 
  2002 年度 
  ・放電プラズマシステムの試料温度の測定の試み 
  ・フッ化物分離－吸光光度法による無機材料および高純度金属中の微量ケイ素の定量に関す 
検討 
  ・陰イオン交換分離を用いた高純度鉄中のニオブおよびタンタルの定量 
  ・希土類複合アルミネートの合成と評価 
・生体用金属材料表面における水酸アパタイトの解析に関する研究 
・遷移金属ケイ化物の単結晶作製および評価 
・金属試料中極微量元素定量のための新規分離・濃縮法の開発 
・ICP 発光分光分析法による鋼中トランプエレメントの定量 
・急冷方式金属ガラス粉末の作製および摩擦圧接によるバルク金属の作製に関する研究 
  ・i モード携帯電話からのスーパーコンピューター利用実現 
2003 年度    
・材料分析・測定各種データのデータベース化 
  ・Samba による Windows PC 用ファイルサーバーおよびプリントサーバーの構築 
  ・二酸化マンガン共沈分離/ICP 発光分析法による鉄鋼中の微量ヒ素、アンチモンおよび 
スズの定量 
・分離・濃縮法を用いた金属試料中極微量元素定量方法の開発 
・三元系超硬ボライドの単結晶作製および評価 
・重希土類オルソアルミネートの単結晶作製および評価 
  ・陰イオン交換分離を用いた高純度鉄中および鉄－クロム合金中のモリブデン、タングステ 
ン、ニオブおよびタンタルの定量 
  ・フッ化物分離・吸光光度法による高純度金属中の微量ケイ素の定量に関する検討 
  ・工作伝票のデータベース化および工作進行状況システムの構築 
  ・イオンビーム支援蒸着法により作成されたチタン酸カルシウム薄膜の擬似体液溶出に関す 
る研究 
  ・β型酸化ガリウムの単結晶作製および評価 
  ・i モード携帯電話からのスーパーコンピューター利用の保守および機能拡張 
○科学研究費補助金（奨励研究Ｂ）課題 
  2002 年度 
    採択なし 
  2003 年度 
    採択なし 
 
４．受賞状況 
 
【2002－2003 年度】 
 
賞の名称   氏  名   受賞対象（論文名またはテーマ）           受賞年月日 
 
文部科学大臣賞・創意工夫功労者表彰                       2002.4.16 
播磨 宣幸    良質な研究素材の高温塑性加工技術の改善 
 
本間記念賞                                   2002.5.21 
福岡 清人    冶金化学から超高圧化学そして新素材開発へと、金属材料科学技術の進歩に
著しい貢献をしたことによる受賞。 
 
東北大学金属材料研究所表彰                           2002.5.21 
  芦野 哲也    分析信頼実務者レベル講習会終了・認定試験合格 
   
 粉体粉末冶金協会技能賞                             2002.5.27 
笹森賢一郎    アルミナセメントを用いたルツボと溶湯ノズルとの接合に関する工夫及び高
圧ガス噴霧装置において、噴霧ガス圧、溶湯直径、ガス噴霧に生じる溶湯ノ
ズル内の負圧と粉末粒径との相関を調べ、最適な粉末作製条件の確立を行い、
本所の研究成果に大いに貢献したことよる受賞。     
 
日本分析化学会有功賞                              2002.9.20 
  遠藤 行男    各種実験装置の設計・試作開発に従事し、特に X 線小角散乱測定装置、横型
熱膨張測定装置、金属溶解速度測定装置、引張圧縮繰り返し試験機、高温マ
イクロビッカース硬度試験機、各種単結晶引上げ育成装置、アルミニウム合
金製超高真空チャンバー等の設計および試作に携わり、研究発展に多いに貢
献したことによる受賞。 
 
日本金属学会研究技術功労賞                           2003.3.27 
  猪狩 博志    卓越した溶接技術をもって材料研究のための各種実験装置の作製・開発に従
事して、金属材料研究の発展に大きく寄与したことによる受賞。  
  
文部科学大臣賞・創意工夫功労者表彰                       2003.4.17 
  小原 和夫    光学用途酸化亜鉛単結晶の水熱育成手法の考案 
 
本間記念賞                                   2003.5.21 
  本郷 雅雄    機械加工技術をもって、本所の各種金属材料研究の発展に著しい貢献をした
ことによる受賞。 
 
東北大学金属材料研究所表彰                           2003.5.21 
  菅原 孝昌    安全等に関する資格取得に対する表彰 
 
東北大学金属材料研究所表彰                           2003.5.21 
  板垣 俊子    分析信頼実務者レベル講習会終了・認定試験合格 
 
日本分析化学会有功賞                              2003.9.24 
  根本 啓次    日本原子力研究所の中性子回折装置及び中性子分光器などの建設・保守管理
業務に従事し、磁性体材料や金属水素化物・酸化物をはじめとする物質の構
造及び励起状態を調べるため中性子回折データ、中性子分光データを取り、
材料研究者の研究支援を行うなど、研究発展に大いに貢献したことによる受
賞。 
 
 
 日本粉末冶金工業会・第 1回 PM 研究促進展奨励賞                  2003.11.6 
  笹森賢一郎    準結晶粒子分散法による耐熱強度 Aｌ基合金 PM 材の開発研究 
 
日本鉄鋼協会鉄鋼技能功績賞                                            2003.12.5 
  小池英太郎    入所以来機械工作関係の業務に携わり、卓越した技術によって研究者の要求
を解決し、特に、精密旋盤、NC 旋盤による多くの実験装置及びその部品の開
発・製作並びに鉄鋼材料をはじめとする金属材料の評価用試験片の作製など
に従事し、本所における材料研究の発展に寄与した多年の功績による受賞。    
 
日本金属学会春期講演大会ポスターセッション                   2004.3.31 
  若生 公郎    優秀ポスター賞 
 
 
５．教育活動状況  
 
2002～2003 年度 
 技術部職員は技術室長及び技術部全般の管理運営に携わる企画情報班以外の技術職員はそれぞれの
支援先に出向して、その出向先でそれぞれ支援組織として大学院生、研究生等に教育活動を行ってい
る。 
 技術部全体としての教育活動は、東北大学金属材料研究所技術部利用案内を 2002 年版及び 2003 年
版を作成し、各研究室施設等に配布して技術部職員の業務先での活動を周知している。また、新しく
着任された研究者に個別に利用案内を配布して、研究活動の支援を行っている。 
その他、技術部職員が業務先で行う主な教育活動は、以下のようなものが上げられる。 
 
○ 計算機利用者講習会 
    計算材料学センター主催 
   総合ネットワーク運用室主催 
 
○ 工作技術講習会 
    機器開発技術コア主催 
 
○ 新素材設計開発施設利用者安全講習会 
   新素材設計開発施設主催 
 
○ 放射線利用者講習会 
    アルファ放射体実験室主催 
 
○ 液体窒素汲出利用者講習会                                      
    極低温科学センター主催 
６．技術部の人的構成とその充実方策 
 
1993 年４月１日に本所技術職員（行政職一適用者）の組織として、全国で３番目に法制化した技
術室が設置された。その狙いは、個々の専門分野の業務を遂行するのみでなく、研究所の技術支援
体制を集中化して今日の科学技術の急速な進歩に対応するためである。また、技術室は技術職員の
組織であり、これまで所内措置の技術部として、主に技術業務に従事していた助手及び教務職員を
研究支援体制に組み入れる必要から、それぞれの技術専門分野に応じて技術室と横並びに評価室を
設け、技術室と評価室を合わせて新たな技術部が発足した。教授会から選任された教授をもって技
術部長（任期は、２年間）とし、技術部の運営を行うことになり、技術部全般に亘る諸問題を審議
するために、教授会の下に技術部組織運営委員会が設置された。 
 新たな技術部の発足に伴い、業務体制を見直し職員の再配置を行うことによって、現在の支援体
制が構築された。人員の推移（2002 年度から 2003 年度）は３名の退職(異動)で１名の採用にとどま
っている。 
 
表１．2002 年度、2003 年度の支援先人数及び平均年令（人数及び平均年令は、それぞれの年度の 4
月 1 日現在で示す。） 
 ※ 人数及び平均年令は、技術部長及びパート職員を除いた。 
   退職者及び採用者は、2002 年度から 2003 年度を示す。**は、Ⅱ種合格者。F は、女性職員。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
技術部職員の内、女性職員は 2003 年度現在 6 名（10.3％）である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
2002年度 2003年度 
支援先 
人数 平均年令 人数 平均年令
退職者
（異動） 
採用者
機器開発技術コア 16 46.6 15 46.8 １   
材料分析研究コア 10 43.4 ９ 42.7  （１）   
新素材設計開発施設 10 45.6 11 44.5  **１F 
強磁場超伝導材料研究センター ２ 39.0 ２ 40.0  
材料試験炉利用施設 ３ 38.3 ３ 39.3  
アルファ放射体実験室 ２ 41.0 ２ 42.0  
計算材料学センター ４ 40.3 ３ 37.6    
総合ネットワーク運用室 ３ 43.3 ３ 44.3  
極低温科学センター ３ 40.0 ３ 41.0  
百万ボルト電子顕微鏡室 ２ 38.5 ２ 39.5  
原研東海、大学開放研究室 １ 52.0 １ 53.0  
室長、企画 ４ 50.8 ４ 49.8 １ 
計 10 44.2 58 44.1 ３ **１ 
表２．2003 年度の技術部職員の年令分布 
（2003 年度で達する年令。技術部長、パート職員を除く。） （2004 年 3 月 31 日現在） 
 
※ 人数部分の上段数字は、行一職員              ５１名 
       中段数字は、助手と講師（※が講師） 講師１名、助手２名 
       下段数字は、教務職員                ４名 
 
表２をグラフで示す。                                    
                                                                 
                                              
人                                             
                                               
                                               
                                               
数                                              
                                                
                                                    
                                                                       
  19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60  
                    年           令（2003 年度に達する年令）  
 
 表２の年令分布から、50 歳代が 31 名で技術部全職員の 54％にもなっていて、50 才未満が 27 名とな
っているなど、団塊の世代及び断絶の時期があることを明確に示しており、この５年間に 17 名が定年
退職を迎え、このまま定員削減計画が継続されるならば技術支援を機能的、効果的に行うことが極め
て困難になるであろうし、技術の継承が不可能な状態が、近い将来でてくる事は言うまでもない。 
 従って、近年の著しい研究技術の発展や大型科学研究プロジェクトの遂行に技術職員が対応するた
めには、技術職員自らが所内外の研修に参加し、知識の向上、技術研鑽に励み、より多くの技術を習
得し、各支援先に対して、柔軟に対応できる技術部にする必要がある。平成 15 年に行った教官へのア
ンケートの結果を踏まえ、必要とされている技術とは何かを、明確に絞り込んで対応しなければなら
ない。また今後、より高度な知識を習得した技術職員を計画的に補充することが必要で、作業環境の
改善や処遇改善等を行って、魅力ある技術部を構築することが重要である。2004 年度に迫っている法
人化の行方にもよるが、産学官連携、グローバル化がますます進むことを念頭に、思い切った改革も
必要である。 
年
令 60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41
人 0 2 1 2 7 1 6 2 1 1 1 0 0 1 1 1 0 0 0 1
 ※1 (1)   (1)               
数   ①  ①  ①   ①          
                     
40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20
0 1 3 3 0 1 1 2 3 2 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 1
                     
                     
 第２章 図書室 
 
１．はじめに 
 
図書室では、1800 年代から今日までの材料科学に関する、幅広い領域の資料を収集・所蔵している。金研
が歴史的に金属・材料研究の中心であり、全国共同利用機関となっていること、さらに物質・材料学では世界
の最先端にいることから、所内・学内はもとより国内外からの研究者の来訪も多く、図書室は幅広いサービスを
提供している。 
図書室は、図書掛として金研事務部総務課に属し、掛長を含む職員 3 名、パート職員 3 名で業務を行って
いる。図書室の運営は総務委員会のもとで行われ、その専門委員会として図書電子化小委員会（※）が設けら
れている。 
業務の特徴として、附属図書館を介さずに、独自の図書受入・支払→目録・分類→登録の体制を維持し、
研究者へ迅速に資料を提供している。部局図書室として受入から登録まで独立して行っているのは、金研の
みである。また、学術情報の電子化が世界規模で急激に進展する中で、図書室も迅速かつ適切な対応が要
求されているが、若手研究者を中心に構成された図書電子化小委員会と連携し、利用者の視点に立った電子
化整備体制を推進している。研究者と図書室による情報整備に関わる委員会の存在は、学内唯一で特筆す
べきことである。外国雑誌価格の高騰や、電子ジャーナル導入などの様々な問題に係る取り組みが全学的に
行われる中で、本所ならではの利用者のニーズを把握しつつ、親しみやすく快適な図書室であるよう常に心が
けている。 
 
 ※図書電子化小委員会 
 1996 年 8 月 30 日第 1 回開催。図書室の電子化（特に情報検索サービス）をサポートし、研究者の視
点から図書室充実のための提言をする。約 2 か月に 1 回開催。助教授 2 名、助手 6 名から構成。任期 2
年。オブザーバーとして、附属図書館商議員（図書主任）と総務課長の 2 名。 
 ・2002 年度  
   正橋直哉委員長、小山佳一、竹延大志、東方綾、西松毅、福村知昭、加藤秀実、明石孝也、各委員 
 ・2003 年度  
   正橋直哉委員長、小山佳一、小椎八重航、工藤一貴、竹延大志、二田伸康、市坪哲、加藤秀実、各委員 
 
２．電子ジャーナル、データベース整備への取り組み 
 
外国雑誌価格高騰への対策、電子化された学術雑誌や二次情報データベースの急速な普及に伴い、大学
全体としての体系的収集整備が重要となった。学術情報を迅速・的確に入手できるようにするために、2001 年
度から「共同購入」、2002年度から「重複調整」の作業が進められてきたが、2003年度からは「東北大学学術情
報整備計画」が開始し、従来は部局ごとに購入していた外国雑誌が、データベースを含めて全部局の分担負
 担金方式となった。金研としては、図書主任（2002 年度：平賀教授、2003 年度：後藤教授）を中心に検討し、電
子ジャーナルの導入を推し進めるとともに、利用できる外国雑誌の数をできるだけ減らさないよう努力した。 
購入金額も下記の通り、1999 年をピークとして抑え続けている。「学術情報整備計画」によって、全学共同購
入方式、負担金方式の内容が年度ごとに変更するため、予算案を立てにくくなっているのが全学的に問題とな
っている。 
 購入負担額の問題ばかりでなく、電子ジャーナルの整備に伴って利用が増加し、利用者による不正利用の
問題が生じてきた。大量ダウンロードなどの著作権侵害の行為は不正利用とみなされ、大学全体のアクセス停
止措置につながるなど全学的な課題となっており、金研としては、利用規則を決め、所内全利用者への同意書
の提出を求めるなどの防止対策を行い、独自に精力的に取り組んでいる。 
 
購入外国雑誌推移
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*Online 数は共同購入のうちの電子ジャーナルのみ利用できる数 
 
 2002 年度  
① 金研として、inside web （英国図書館=British Library が提供する、文献複写を含めた書誌情報デー
タベース）を再導入した。Web of Science など他のデータベースでは検索できない会議資料調査のた
め、ISI Proceedings など他データベースと比較検討し、金研独自に購入を決定した。 
② 金研から附属図書館へ、ISI 社の引用文献データベース Web of Science （自然科学系）について、過
去のデータ購入を強く働きかけた結果、2002 年 10 月から全バックファイル（1945～）が利用可能となっ
た。このバックファイル全ての導入は、日本の大学として初めてのことである。 
③ 2002年7月、附属図書館商議会の下に学術情報整備検討委員会が設置され、全学的に学術情報収集
について検討された。電子ジャーナルの利用できる外国雑誌は、冊子体を学内 1 か所に配置するという、
2001年度から始まった重複調整作業がひき続き行われた。金研については、外国雑誌3タイトルが重複
調整の対象となり、その結果、Journal of Physics. B が多元研に、Journal of Electronic Materials, 
Journal of Physics. D の 2 誌が、2003 年から金研図書室に配置されることになった。 
 
 
 
      購入数 
      共同購入数 
      Online数* 
      契約額 
  2003 年度  
① 電子ジャーナル利用のためのルール検討・作成 
 所内の全利用者に、電子ジャーナル利用規則遵守についての同意書提出を義務づけることにした。同
意書は日本語・英語・中国語版も用意し、外国人研究者にも容易に理解できるようにし、ホームページ上
でも注意を促すなどの工夫をした。また、アクセス停止時における対応についても検討を重ね、図書主任
を中心に、図書電子化小委員と協力して対応するフロー図を作成し、2003 年 12 月 1 日講堂で全研究室
を対象に説明会を実施した。 
② 国内欧文誌電子版の独自契約 
 日本金属学会発行の Materials Transactions の電子ジャーナルを、金研独自で契約することについ
て検討を重ね、2004 年度から利用可能とした。国内欧文誌電子版の契約は全国的にもまだ進んでおら
ず、金研が先駆けて行ったことになり、国内欧文誌の大学全体への導入が遅れている中で、今後にむけ
てのモデルケースとなったといえよう。 
③ 学術情報整備検討委員会の下に、全学共同購入資料選定のために分野ごとのワーキンググループが
おかれた。共同購入の範囲が全購入誌に広げられ、重複調整が部局の希望にかかわらず、電子ジャー
ナルの見られるものは原則的に学内 1 冊と決められた。そのことに伴い、それまで重複調整した該当部局
間で分担して購入していたのが、2003 年から全学的な負担率での分担となった。金研は 2004 年から 34
タイトルが対象となり、12 タイトルが電子ジャーナルのみとなることが決まった。検討委員会で金研から提
案した事項は次の通りである。 
 
○ 電子ジャーナル：  American Institute of Physics（ＡＩＰ）発行の創刊号からの全バックファイル
の導入を提案し、2004 年度からの購入が認められた。 
○ データベース： inside web と ISI Proceedings の全学共同購入を提案し、引き続き検討事
項となっている。 
 
３．利用者サービスの充実 
 
利用者との距離が近い部局図書室の利点を活かし、利用者にとってより身近で、行き届いたサービ
スを提供するよう、スタッフ全員で努力している。 
 
３．１ 講習会とマニュアルの作成 
図書室では、図書電子化小委員会や附属図書館と協力し、有用なデータベースの導入に努力している
ことは、前述の通りである。それらのデータベースをより手軽に効果的に利用してもらえるよう、『図書情報 検索
の手引き 2003 年度版 （第 3 版）』（全 83 ページ）を発行し、金研の研究室はもとより、本館・分館・部局図書室
にも配布した。この利用マニュアルは、図書電子化小委員会で企画・執筆しているため、実際に利用している
研究者の視点で書かれており、わかりやすいと大変好評である。冊子体のほかに、ホームページでも公開して
いる。 
また毎年 4 月には、金研の新メンバーのために、図書電子化小委員を講師に迎え、主要なデータベースの
講習と図書室のオリエンテーションを行っている。さらに、附属図書館が随時開催する、新たなデータベースの
説明会等の際は、金研の講堂での開催に積極的に協力し、学生や研究者がより効果的に利用できるようサポ
ートしている。 
 開催日 内  容 主  催 参加者 
2002.4.26 
図書室オリエンテーション＆Web of Science
利用講習会 
金研図書電子化小委員会・
図書係 
52 名 
2002.6.26 Web of Science2002 バージョンアップ講習会 附属図書館 41 名 
2002.10.9 inside web 利用講習会 
金研図書電子化小委員会・
図書係 
34 名 
2003.1.17 ISI Proceedings 説明会 （トライアル要請） 附属図書館 36 名 
2003.4.25 図書電子化情報サービス講習会 
金研図書電子化小委員会・
図書係 
59 名 
2003.5.27 SciFinder Scholar 説明会 附属図書館 49 名 
2003.7.15 CrossFire （Beilstein & Gmelin）説明会 附属図書館・多元研 34 名 
 
３．２ 情報検索コーナー 
図書室では図書電子化小委員会のサポートを受けながら、多くのデータベースの中から有用なものを厳選
し、図書室の情報検索コーナーで自由に利用できる環境を整えている。設備が古く支障が出ていた機器につ
いても、CD-ROM チェンジャーの更新（2003.1）、WindowsXP パソコン 4 台の更新（2003.8）をそれぞれ行い、
さらに利用しやすい環境が整った。また安全対策として、パソコンの更新を機会にウィルスチェックソフトとハー
ドドライブシールドソフトを導入した。近年、データベースのオンライン化が進み、研究室から利用できる環境が
整ってきているが、図書室でしか使えない重要なツールもあり、今後も情報検索コーナーの充実を進めていき
たい。 
 
CD-ROM オンライン 
ICDD Cards （最新版） 
Binary Alloy Phase Diagrams 
Ternary Alloy Phase Diagrams 
 
その他電子 Book 等 
 
 
 
 
Online Catalog （図書館蔵書検索） 
Online Journal 
Web of Science （1945～） 
OVID Online （Current Contents 等） 
inside web （1993～） 
CA on CD （1996～） 
 →SciFinder Scholar （1840～） 
Journal Citation Reports Web 
特許電子図書館（特許庁ホームページ） 
 
３．３ ホームページの充実 
図書室では、有用な情報をいち早くキャッチし、「お知らせ」での広報や、リンクを作成するなど、より充実し
たホームページとなるよう心がけている。 
また、外国雑誌の電子ジャーナル化が進む中、特に Online Journal のリンク集（金研版）は、毎月係員全
 員でリンクチェックを行うなどきめ細かなメンテナンスを行い、利用に支障がないようにしている。また、冊子体の
新着状況を確認できるリンク（2002.6）、利用上のルール案内（2003.12）の機能を追加した。 
さらに、他にあまり例のない国際会議録のページについては、初めて全研究室へのアンケートを実施し、9
研究室からの要望を受けて 17 会議を追加した（2003.4）。現在金研に関連する 42 会議について、過去の会
議録を追跡調査し、最新の所蔵情報も継続して掲載するように、メンテナンスを行っている。 
 
３．４ その他 
図書室に設置している、5 台のコピー機のコピーカードの管理は各研究室に依頼しているが、その状況を把
握するための調査を行った（2002.6）。今後も研究室の異動が頻繁に行われるため、毎年行うこととした。 
閲覧室に配置している新着雑誌のボックスと棚について、購入誌・寄贈誌など探しづらい状況になっていた
ので、配置とサインを再考し、分りやすい配置に変更した（２００３.11）。 
電子ジャーナルやデータベース等、電子化されたデータの利用が増大する中で、下図の貸出状況で示され
ているように、単行本の利用も少しずつ増加している。今後は雑誌に加え、単行本を充実させることが課題で
ある。 
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４．文献複写 （図書館間相互利用サービス） 
 
学内の各図書館、および学外の大学図書館との相互の文献複写サービスは、研究上、学術雑誌論文が欠
かせない金研においては重要な業務であり、必要な論文を依頼から 1 週間以内で利用者に手渡せるよう迅速
に処理している。学術雑誌の電子ジャーナル化促進の影響で全国的に相互利用の件数は減少傾向にあるが、
金研は主要な学術雑誌のコレクションが充実しているため、学内外から受付する件数が依頼する件数の約 4
倍となっており、図書室の業務の中で占める割合も年々増加している。 
著作権等の問題で運用が進まなかった、文献を画像化してオンラインで送受信する画像伝送システムも、
2003 年度より本格的に学内を中心に稼動し始めた。画像化処理にかかる時間、カラー非対応、著作権等、問
題は少なからずあるが、距離に関係なく即時に、FAX よりもきれいな状態で入手できるため、今後も運用が広
 がるものと思われる。 
今後の課題として、現物貸借や国立大学以外の機関との相互利用、私費複写の対応など、サービス範囲拡
大の問題が挙げられるが、2004 年度からの法人化も視野に慎重に検討する必要がある。 
 
文献複写依頼・受付件数推移
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              (件)
依頼 受付 
  
学内 学外 計 学内 学外 大洗地区 計 
1999 年度 232 65 297 1,535   - 28 1,563 
2000 年度 258 151 409 1,249 588 121 1,958 
2001 年度 439 256 695 998 1,154 189 2,341 
2002 年度 232(2) 226 458(2) 792 967 79 1,838 
2003 年度 259(36) 249(1) 508(37) 699(57) 1,118(16) 108 1,925(73)
                
＊ ( )は画像伝送システムによる件数（内数） 
＊ 学外受付は 2000 年（平成 12 年）6 月 14 日から開始 
＊ 大洗地区は金研附属施設からの依頼に対する送付 
＊ 学外からの現物借用件数は含まず 
 
 
 ５．蔵書管理 
 
2004 年度からの法人化に向けて、附属図書館に「整理・管理業務一元化検討委員会」や「片平分館設置
構想検討委員会」がおかれた。金研図書室からも参加し、資産管理やサービス等に関して様々な検討が進め
られた。その他、蔵書管理に関して、以下のような作業を行った。 
 
５．１ 資産調査  
「国立大学法人」が継承する図書資産の点検と資産台帳作成作業が、全学的に行われることになり、以下の
通り実施した。 
 2002 年度  
 リストによる蔵書点検を実施した。未登録図書は登録し、不明図書はリストアップし、図書整理票に記録した。 
 2003 年度  
 資産台帳データベース構築作業を実施した。金研では電算処理以前のものを含めて、自力で入力作業を行
った（本・分館は業者に発注）。 
 
５．２ 管理換と廃棄 
上記の調査に基づいて、重複資料、不用資料の整理作業を行い、所定の手続きの後、他大学・部局間での
管理換え及び廃棄を実施した。 
 2002 年度  
 廃棄：773 冊，管理換（受入）：21 冊 （東京工業大学から 10 冊、北陸先端大学院大学から 11 冊） 
 2003 年度  
 廃棄：1,594 冊，管理換（受入）：21 冊 （広島大学から 14 冊、東北大学・工学分館から 7 冊） 
 
５．３ 遡及入力 
電算化される前に受入した資料を図書館所蔵データベースへ登録する遡及入力については、閲覧室、開
架書庫、３号館書庫の分をほぼ終了し、2003年度からは215号室資料（1960年以前に登録された図書）の遡
及を開始した。 
また、研究室から図書が返却される都度遡及し、検索可能にしている。 
 
５．４ 研究室所蔵図書 
2003 年度、法人化前の資産調査にあわせて、研究貸出図書として研究室に所蔵されている図書について、
研究室へ所蔵のチェックを依頼した。今後、研究室の変遷により所在が把握できない図書についての調査を、
研究室の協力のもとに計画的に実施していくことが必要である。また、図書データが入力されていないもの（約
2 万冊）についての遡及を行うことが、課題である。 
 
５．５ 書庫整備 
2002 年度、書庫のスペース確保のため、大規模に和・洋雑誌 2 年分を移動し、配架整備した。また、閲覧
室参考図書のラベルを整備し、新旧版を整理・移動した。 
 
５．６ 金研出版物の保存 
金研で発行する報告書や広報誌などは、可能な限り収集し、図書室での保存を強化することとした
（2004.1）。しかし、過去の欠号補充が困難なものもあり、スペースの問題も含めて、今後検討が必要である。 
 
 ６．その他  
図書室は、研究支援の場としての役割が益々重要となり、独自の工夫・努力をしながら、利用者のニーズに
応えるべく多様なサービスを行っている。 
 
６．１ 支援 
・ 論文リストチェック： 計算材料学センターで提供している、金研材料文献データベース（KIND）収録の
本所発表論文データについて、書誌の確認作業を毎年実施。（2003 年度で終了） 
・ 片平まつり参加： 2002 年 10 月 12-13 日 図書室開放。32 か国の外国雑誌の展示と、インターネット
体験などを行った。総入場者数 331 名。 
 
 
 
６．２ 研修、勉強会（図書室内での自主的な相互研修） 
 
 2002 年度  
①ホームページ作成 ②inside web   ③ICDD  
 2003 年度  
①ICDD  ②特許（3 回実施） 
 
６．３ 図書室の環境整備、安全対策 
 
 2002 年度  
①3 号館書庫照明増設 
②ウイルス対策ソフト導入（利用者用と事務用の全パソコン） 
 2003 年度  
①閲覧室に網戸取り付け 
②書庫・閲覧室のサイン整備 
 
図１ １号館玄関のショーケースとパネル 
図２ 金研ホームページ（2004 年３月時点） 
第３章 広報室 
 
広報室は近年重要度が増している情報公開に対処するため設けられた組織であり、全所的な広報活
動を担当している。室員は、高梨室長（兼任教授）、松原副室長（兼任教授）、糸山事務補佐員各１
名の計３名であり、この３名が、金研内の助教授、技官、事務官からなる広報委員会の協力により広
報活動を行ってきた。通年の活動としては、研究所の広報誌 IMR ニュース『KINKEN』の編集および発
行（年３回）、金研ホームページの作成および管理である。特に、金研ホームページは研究所のホッ
トな研究成果やニュースを所外および所内に発信している。 
また、2002 年の 10 月に開催された「片平祭り 2002・金研一般公開」では、全所的に組織された金
研一般公開実行委員会（委員長 高梨
室長、副委員長 佐々木助教授）とと
もに、企画、広報からすべての作業を
担当した。その際、１号館玄関に、金
研の歴史的資料を展示するショーケ
ースと現在の研究活動を簡潔に紹介
するためのパネルを設置した（図１）。
この展示は、この金研一般公開以降、
定常的に行われており、現在の研究室
の紹介パネルは毎年度更新されてい
る。 
上述のとおり本広報室は３名体制
で、常勤の室員は不在であった。しか
し、この体制は、増え続ける広報業務
や迅速な情報提供の面で、万全とはい
えないものである。今後、法人化とと
もにますます重要性が増すと考えら
れる情報公開活動にこれらの人員で
対処して行くことは極めて困難であ
る。そこで、2003 年７月より、広報
専任の石本技官を広報室専任職員と
して配置し、広報活動にあたらせるこ
とになった。同時に、副室長が岩佐教
授に交代した。これにより、広報誌の
編集・発行や金研ホームページの作
成・管理の諸活動が非常に迅速かつ効
率的に行われるようになった。その結
果、2004 年２月には金研ホームペー
ジの大幅リニューアルを遂行するこ
とが出来た（図２）。 
広報体制の充実に伴い、新たな業務も担当した。その一つは、研究部共同利用報告書の作成である。
従来は、総務課共同利用掛が全面的に行っていたが、研究の専門知識が必要とされる部分を担当した。
二つ目は、東北大学が全学行事として 2003 年 11 月、ゲッチンゲン（ドイツ）、2004 年６月、ケンブ
リッジ（イギリス）で行った東北大学フォーラムへの参画である。岩佐副室長は、後藤教授とともに、
全学の実行委員として参加し、東北大学本多光太郎記念賞メダルの作製を行うとともに、佐藤広報委
員とともに本多光太郎の紹介ビデオを作製した。また、全学が作成した留学生向けパンフレットにお
ける、金研の紹介ページのデザインを本広報室が行った（図３）。 
2002－2003 年における最も重要な変化は、常勤職員の配置であり、これによって、活動範囲が広が
るとともに、業務内容が高度化し、2004 年度の法人化に対する準備態勢、とくに、内部への情報提供
の強化体制をある程度整えたと総括できる。しかしながら、業務の高度化は、より高い専門性や戦略
性の必要性を痛感させることともなる。たとえば、法人化以降、本広報は、新設の情報企画室の中の
広報班として位置づけられるようになるが、そこでの業務への対応や戦略の立案などには全く手がつ
いていない。たとえば、講演会、講習会の企画・運営を一貫して行なったり、マスメディアへの発表
の管理、など、外向きの情報発信を戦略的に行うという、もう一つのミッションが果たせる状況にな
いのは事実である。また、コンピュータやデザインについての専門性も、これからの広報室には欠か
せない要素である。2004 年度の国立大学独法化に伴い、研究所の情報発信・情報交流はさらに盛んと
なるであろう、その情報増加に迅速かつ効率的に対応しながら、有効な情報を内外により積極的に発
信するためにも、更なる体制の整備が必要であると考えられる。 
 
 
 
 
図３ 東北大学ケンブリッジ・フォーラム用
に作成された留学生向けパンフレットの、金
研紹介ページ。 
第４章 点検評価室 
 
１．はじめに 
 大学評価のあり方については公平性、透明性、多面性、合目的性をどのように実現させるか、そして、その結
果が将来の学問や社会のあり方にどのような影響を及ぼすのかなど、多くの議論がある。その中で、国立大学は
2004年度からの法人化を控え、大学評価対策の具体化を進めている。東北大学でも2003年2月に東北大学研究
者情報データベースが稼動を開始し、同年11月にはこれを包括する大規模な東北大学情報データベースの構築
計画が発表された。また、2002年10月には研究評価にも利用される引用文献データベースWeb of Science（自
然科学系は1945年からの全データ）も、東北大学図書館に導入されている。 
一方、本所では2001年4月以降に採用される教官には任期制が敷かれ、2002年4月からは在籍する全教官そ
れぞれが年1回、所長に業績報告する事が義務付けられた。また、翌2003年4月には本所教職員発表の論文情
報データベース（KINLIB）の情報収集中止が発表された。 
 このように大学評価に関する周辺状況は本所の内外共に急激に変動している。そのため、点検評価室では通常
業務においては臨機応変の対応をしつつ、新たな事態に備えた情報収集や調査活動を行っている。 
 
２．組織構成 
 点検評価室は 2000 年６月、自己点検評価、外部評価などに必要な情報収集・整理（データベース化）・提供（冊子、
Web など）や評価関連の調査研究を担当する目的で設置された。 
 本室の人員構成は自己点検評価委員会委員長である室長（初代は花田室長）１名と情報・広報室から異動した専任
助手 1 名（小野瀬）の 2 名である。本室設置により、意思決定組織（自己点検評価委員会）と実務担当組織（点検評価
室）の関係が密接になり、評価関連業務の責任の所在や指示命令系統の明確化、実務面での効率化が図られた。そ
の後、2001 年9 月の委員会制度の変更に伴い点検評価委員会の役割は研究企画調整委員会に含まれることになり、
2002 年3 月から 2003 年3 月まで櫻井研究企画調整委員会委員長、2003 年4 月から 2004 年3 月まで前川委員長
がそれぞれ室長を務めた。 
 
３．2002年度の主な活動 
3.1 個人業績評価への支援 
 市販データベースソフト（File Maker Pro）のライセンスパック を購入して全部門に配布すると同時に、60
項目の業績評価項目への回答用テンプレートを作成して配布した。更に、記述方法などの電話相談窓口を務めた。 
 
3.2 本所特注ISI-ICR for IMR(1980-2001年版、CD版）の検討と配布 
 内容と機能について調べ、2002年度には全部門にこのCDの複製を作成して全部門に配布した。機能的には便
利であり、概略的な情報を得るためには役立つものである。しかし、2003年度には東北大学にWeb of Science
が導入され、そこから目的に応じたより精度の高い情報が得られること、CD 中の個人のランキングにいくつか
の問題があり、部門側からクレームがついたことなどからCDの購入と配布は中止された。 
 3.3 点検評価室ホームページの更新と維持管理 
 2000年11月実施の外部評価の報告書などを掲載しており、必要に応じ、時々、更新した。 
 
3.4 本所一般公開（2002年11月）への取り組み 
 科学者を中心とした偉人の伝記をデータベース化し、そこから子供の頃の成績を調べ、『天才たちの通信簿』
と題する展示を行った。 
 
４．2003年度の主な活動 
4.1 東北大学研究者情報データベース（2003年２月稼動開始）構築支援 
 東北大学研究者情報データベースは構築途上にあり、稼動開始後も引き続き項目内容の改良や機能追加が行わ
れた。そのため、データブック的な自己評価報告書や論文リストを発行している部局の部局管理者（本所では点
検評価室助手）数人が打ち合わせメンバーとして何度か招集された。その間、点検評価室では当該データベース
の項目と本所で従来から実施している自己評価および個人業績評価の項目との摺り合わせを行い、打ち合わせで
の意見として、あるいは部局側からの要望書として全学側へ伝えた。これによって東北大学研究者情報データベ
ース（後に情報データベース）には本所の評価項目や経験もかなり反映されている。 
 
4.2 Web of Science からの一括情報収集と東北大学研究者情報データベースへの一括登録 
 東北大学研究者情報データベースでは、稼働後間も無く「著書・論文」の項目に、複数の個人の複数のデータ
を部局管理者が一括登録できる機能が追加された。また、このデータベースは科学技術振興機構のReaD調査の
電子化対応が構築目的の一つになっている。 
そこで、2003 年 11 月の ReaD 調査に際し、点検評価室では本所発表文献書誌情報をWeb of Science から検
索し、本人によるデータ確認後、1,380件を、それ以外のデータ186件も併せると計1,566件を、東北大学研究
者情報データベースの各個人の領域に一括登録した。その過程で本所発表文献の８０％以上が Web of Science
に収録されていることがわかった。Web of Science収録データの一括登録方式には次のメリットがある。 
 
   ・ 入力者側および情報収集担当者側の負担削減。 
   ・ 入力ミス、表現形式の不ぞろいなどへのチェックや修正がほとんど不要。 
   ・ 情報の客観性がある（別刷り収集などが不要）。 
   ・ 東北大学研究者情報データベースの入力率の向上。 
 
4.3 点検評価室データベース（File Maker Pro） の運用 
 本所の自己点検評価報告書作成では1993-1994年版（2回目）作成の1995年以来、データベースソフトFile 
Maker Pro を利用し、データ収集（電子メールの添付ファイル）や、編集（データ処理）、版下作成を行って来
た。一時、File Maker Pro に頼らない Web からの入力方式を試みたこともあるが、入力ミスや重複登録の修正
がサーバー側からしかできず、本報告書のように多岐にわたる不特定多数のデータを収集する場合には向いてい
ないことが解った。そこで、点検評価室では2000－2001年版（5回目）作成に際し、File Maker ProのWeb表
示機能を利用した入力方式を開発した。2003 年度にはこの方式を前述の4.2 におけるWeb of Science 対象の
文献以外の情報収集に利用した。これには次のメリットがある。 
  ・ Web上で各自の回答欄にパスワードによりアクセスし、随時入力できる。 
  ・ 自分の登録データ全体を随時に加除修正できる。 
  ・ 選択肢の設定により入力の省力化や用語の統一が図れる。 
  ・ ファイルの設計や変更が短時間で済み、柔軟な対応が出来る（計算機言語不使用）。 
  ・ データ収集からデータ処理（編集）、版下作成まで一種類のソフトの同一ファイルで出来る。 
  ・ データベースソフトのバージョンアップはサーバー側だけで済む。 
 
 2003 年 2 月から東北大学研究者情報データベースが稼動し、一方では、商業的文献データベースの急速な発
達がある。一般に、他のデータベースの検索結果を利用するには、利用者側が何らかのデータベースソフトに取
り込んだ方が自由なデータ処理や加工ができ、用途が格段に広がる。東北大学研究者情報データベースは部局側
の利用目的に配慮して構築されたものであり、将来的には部局側の加工は不要になるかもしれないが、現状では
そこまでには至っていない。よって部局側では、目的によっては何らかのデータベースソフトを使って相互に補
いながら、外部のデータベースをうまく活用し、柔軟に対応することが必要であろう。その意味でもFile Maker 
Proのような安価で小回りの効く市販データベースソフトの利用価値は高いと考えられる。 
 
4.4 国際会議Peer Reviewの手続き支援 
 各部門担当者から国際会議Peer Reviewの申請を受け付け、ReviewerからReview Paperを受領するまでの連
絡業務を担当している。2003年度は6部門8講演分を扱った。 
 
4.5 金研職員論文情報データベース（KINLIB）の検討 
 検索結果をダウンロードするなど商業的データベースのような機能はついていないが、本所として貴重なデー
タを収録している。Web画面に表示されたテキストデータを複数の市販ソフトを利用して加工し、File Maker Pro
に取り込み、全学的データベースへの一括登録、その他の応用の可能性を探っている。 
 
５．文献調査および研修 
5.1 Web上での情報検索、電子出版など情報発信に関する文献調査 
 図書館学および情報管理関連の専門雑誌を中心に文献調査を行った。これによると、“情報＝IT＝計算機技術”
というよりは、精度やその価値に信頼の置ける“情報内容”を効率的に得る方法（検索技術）や情報収集能力な
どが今日的課題になっており、そのためにどのような方法をとるかを論じているものが目についた。 
 
5.2 最新の商業的データベースや各種市販ソフトの利用に関する講習会などへの参加 
 Web of Science 関係の講演会や講習会には目に付く限り、欠かさず参加している。また、データベース作成
関連の会社やソフトの販売会社などが開催する展示会や講演会では実際的な最新情報が得られるので、出来るだ
け参加している。 
 
5.3 その他 
2002―2003 年度は点検評価室を取り巻く状況がめまぐるしく変化し、対応に追われた傾向がある。技術的調
査活動の先にあるものをもう少し検討したいと考えている。 
第５章 材料分析研究コア 
 
１．はじめに 
材料分析研究コア発足（1998 年 4 月 1 日）以降の活動は、叢書｢東北大学金属材料研究所の活動
1997-1999 年度（東北大学金属材料研究所点検評価委員会報告書）｣及び｢同活動 2000-2001 年度（同報
告書）｣に報告した。ここでは、上記活動報告と同様に、分析実務を担当する技術部技術室材料試験班・
評価室分析班に所属する人員の 2002－2003 年における活動を報告する。 
 
２．組織構成 
本コアの組織構成及び構成員数を表１に示す。分析実務スタッフは技術部技術室材料試験班・評価
室分析班に所属する 12.5 名で、2001 年と同じである。その内助手 1 名は病気休職中であり、技術補佐
員は 2.5 名（半年採用は 0.5 と数える）である。技術補佐員 2.5 名は、2001 年 3 月に助手で退職後、2001
年４月から 2名及び 10 月から翌年 3 月まで１名が技術補佐員として採用された人員であり、それ以降
同じ形で引き続き採用されているものである。 
  
３．2002～2003 年における活動概要 
本コアの業務は、本所で開発研究中の各種材料の化学分析、及び透過電子顕微鏡による組織・構造
解析である。以下は、分析実務スタッフによる依頼試料分析業務に関する活動状況である。 
 
表１．材料分析研究コア構成人員 
年度 部門名 教授 助教授 講師 助手 技官 技術 
補佐員* 小計 合計 
不定比化合物物性学
研究部 
１ 
(兼務) 
１ 
(兼務) - - - - 2 
分析科学研究部 １ (兼務) 
１ 
(兼務) - - - - 2 2002 
技術部技術室材料試
験班・評価室分析班 - - 1 
3 
(内休職 1) 6 2.5 
12.5 
(内休職 1) 
16.5 
(内休職 1) 
不定比化合物物性学
研究部門 - - - - - - 0 
分析科学研究部門 １ (兼務) 
１ 
(兼務) - - - - 2 2003 
技術部技術室材料試
験班・評価室分析班 - - 1 
3 
(内休職 1) 6 2.5 
12.5 
(内休職 1) 
14.5 
(内休職 1) 
*:10 月 16 日から翌年 3月 31 日採用の 1名は「0.5」と数える 
 
 
表２．化学分析方法別による依頼分析元素処理比率及び合計分析元素数 
 
 
吸光光度法 
％ 
原子吸光法 
％ 
ＩＣＰ発光法 
％ 
重量・容量法 
％ 
炭素・硫黄分析 
％ 
酸素・窒素分析 
％ 
水素分析 
％ 
合計 
％ 
分  析 
元素数 
2002 0.8 0.2 52.2 1.8 11.4 24.0 9.6 100.0 2266 
2003 1.4 0.5 58.7 0.6 11.5 16.7 10.6 100.0 2950 
 
３.１依頼分析業務状況 
（１）化学分析 
 化学分析の方法別による分析処理比率及び分析元素数を表２に示す。化学分析は、分析試料を分解
処理して溶液とした後分析結果を出すまでを同一のスタッフが担当する。化学分析法別では、ICP 発
光分光分析法による分析成分数の比率が 50～60 %弱、及び材料中のガス成分元素である炭素、硫黄、
酸素、窒素、水素の分析合計が 40 %前後である。化学分析法別の適用は、各種材料の構成元素の種類、
含有率によって適宜選択する。 
本所以外からの化学分析の主な依頼箇所は、本学の大学院工学研究科、大学院理学研究科及び多元
物質科学研究所であり、全分析元素数の約 10～15 ％である。しかし、本所の共同研究者を経由した場
合、大本の依頼主の所属を十分に把握できないため、実際はもっと多いと考えられる。 
 
（２）透過電子顕微鏡 
透過電子顕微鏡は、大部分、データを必要とする研究者自身が装置を操作して材料情報を得るシス
テムをとっている。イオンミリング装置は試料薄片を作製するために使用するものであり、透過電子
顕微鏡観察のための試料準備には欠かせない装置である。 
 透過電子顕微鏡の稼動時間数を表３に示す。透過電子顕微鏡は本所以外の利用も多い。本所以外の
利用は、本学の大学院工学研究科、大学院理学研究科、多元物質科学研究所及び、学際科学国際高等
センターがほとんどである。 
 
 
表３．透過電子顕微鏡等の稼働状況 
透過電子顕微鏡 
2000 EX 
透過電子顕微鏡 
2000 E 
イオンミリング装置 
稼働時間、 時間／年 稼働時間、 時間／年 稼働時間、 時間／年 年 
所内 所外 所内 所外 所内 所外 
2002 388.7 87.7 277.2 110.5 4592.0 131.9 
2003 458.1 154.3 400.2 411.1 3466.3 250.6 
 
 
 
表４．学会誌等に掲載された論文など 
掲 載 雑 誌 名 2002 年 2003 年 
Anal. Sci. 1 - 
Internat. J. Nanoscience - 1 
ISIJ International, Supplement 1 - 
Mater. Sci. Eng. 2 - 
Material Transactions 2 - 
Nano Letters - 1 
Physica B - 1 
physica status solidio 1 - 
Spectros. Letters - 1 
UHPM-2002 Proceedings 2 - 
分析化学 4 4 
鉄と鋼 - 1 
東北大学金属材料研究所技術部技術研究報告 - 7 
東北大学金属材料研究所新素材設計開発施設共同利用研究報告書 1 1 
日本鉄鋼協会分析技術部会公開資料 2 - 
合計 16 17 
３.２ 化学分析及び透過電子顕微鏡観察業務に伴う本所内外での活動 
（１）分析方法開発・検討実験等の関係 
 依頼試料の化学分析業務を遂行するために必要とする分析方法の開発及び検討実験並びに透過電子
顕微鏡観察のための工夫などに基づくデータ等の発表実績を示す。 
国内外の学会誌等に掲載された論文等の数を表４に、口頭発表数を表５に、セミナー講師等の担当
を表６に、講演等を表７に、化学分析に関する共同研究組織参加状況を表８にそれぞれ示す。 
 
表５．国内外学会等における口頭発表 
学 会 名 等 2002 年 200３年 
Internat. Confer. UHPM-2002 (Sendai) 5 (内ポスター3) - 
Internat. Confer. UHPM-2003 (St.-Etienne, France) - 4 (内ポスター2) 
Internat. Confer. DRIP-X(France) - 2 
Internat. Confer. ICDS-22(Denmark) - 1 
8-th Wide-Bandgap 3-Nitride Workshop(Richmond, USA)  - 1 
日本金属学会講演大会 2 3 
日本分析化学会講演大会 - 2 
日本鉄鋼協会講演大会 1 - 
日本学術振興会製鋼第 19 委員会 2 1 
金属材料研究所講演会 - 1 (ポスター) 
東北大学付置研技術開発研究会 2003 年度講演会・発表会 - 1 
東京大学総合技術研究会 - 1 
機器・分析技術研究会 - 1 
合計 10 18 
表６．化学分析関係セミナー講師など 
セミナー等 2002 年 2003 年 
日本分析化学会金属分析技術セミナー（講師） １ １ 
日本分析化学会セラッミクス・鉱石・セメント類分析技術セミナー（講師） 1 1 
日本分析化学会分析化学基礎セミナー（講師） 2 2 
日本分析化学会東北支部・東北分析科学技術交流会（実技担当） 1 - 
合計 5 4 
 
表 7．講演等 
講 演 会 名 2002 年 2003 年 
東北大学金属材料研究所講演会 1 - 
（株）日産アーク、化学分析講演会（依頼講演） - 1 
 
表８．化学分析に関する共同研究組織 
共 同 研 究 等 2002 年 2003 年 
日本鉄鋼連盟鉄鋼認証物質委員会 １ １ 
日本鉄鋼協会 ET-AAS 信頼性向上および標準化技術検討会 １ １ 
日本鉄鋼協会有害試薬を用いない分析法の実用化技術検討会 １ １ 
日本鉄鋼協会スクラップ利用拡大に伴う鋼中の微量不純物分析法の開発研
究会 
1 １ 
合計 4 4 
 
（２）学会等委員 
 化学分析を基本にした各学会主催の研究会等の委員としての活動状況を表９に示す。 
 
（３）研究生の受け入れ 
 高純度金属材料学研究部門の材料研究で必要とする化学分析値を提供する関係で、同研究部門の研
究生を受け入れている（表 10）。 
 
（４）講演会の開催 
 超微量元素の化学分析には、超純水が必要である。このことから、超純水の作り方、保存方法、汚
染防止ノウハウなどをテーマに｢超純水に関する講座｣を、分析科学研究部・材料分析研究コア主催で
日本ミリポア（株）から講師を迎え、2003 年 7 月に本所で開催した。本所以外にも大学院薬学研究科、
大学病院薬剤部からの参加があり、総勢 35 名の聴講があった。講演後、活発な質問が多く出された。 
 
（５）本コアの見学 
 本コア見学の状況を表 11 に示す。 
 
表９．学会・研究会等の委員としての活動状況 
学 会・研 究 会 名 2002 年 2003 年 備 考 
日本鉄鋼連盟鉄鋼標準物質委員会委員 1 1 1984/4 から 
日本鉄鋼協会生産技術部門分析技術部会委員 1 1 1995/6 から 
日本鉄鋼協会 ET-AAS 信頼性向上および標準化技術検討会主査 1 １ 2000/10 から 
日本鉄鋼協会有害試薬を用いない分析法の実用化技術検討会委員 1 1 2000/2 から 
日本鉄鋼協会スクラップ利用拡大に伴う鋼中の微量不純物分析法の開
発研究会委員 
1 1 2001/5 から 
日本学術振興会製鋼第１９委員会委員 1 1 1991/4 から 
日本分析化学会分析化学基礎セミナー実行委員 1 1 2002/4 から 
機器・分析技術研究会地域代表者 - １  
合計 7 8  
 
表 10．研究生受け入れ 
研 究 生 所 属 2002 年 2003 年 
大阪科学技術センター付属ニューマテリアルセンター 
（高純度金属材料学研究部門への分析データ提供の関係から） 
1 １ 
 
表 11．本コアの見学 
見 学 者 2002 年 2003 年 
（株）日産アーク、3名 - １ 
（株）東芝セラミックス、1名 - 1 
（株）川鉄テクノ、1名 - 1 
 
３．３ 業務責任・資格取得・研修・講習等 
（１）資格責任業務担当 
本所が研究実験を行う上で使用する薬品を貯蔵しておくために、｢危険物保安監督者（危険物の屋内保
安貯蔵所）｣１名の登録が必要である。本コアから危険物取扱主任者甲種の資格保有者がこの監督者業
務を担当している（表 12）。 
 
（２）資格等取得状況 
 業務に関連する資格取得状況等を表 13 に示す。資格取得が 2003 年に集中している理由は、2004 年
度(平成 16 年度)に文部科学省所属の国立大学東北大学から国立大学法人東北大学に移行することに伴
い、職場に労働安全衛生法に即した労働環境作るためにこれら資格を必要とすることによる。 
また、本コアスタッフが 2004 年 2 月に本学大学院環境科学研究科から博士（学術）の称号を得た（表
14）。これは、依頼分析業務遂行を目的として、化学分析方法の開発、改良、確認のための実験を積み
重ね、それらデータの学会発表、学会誌論文掲載したものをまとめたことによるものである。 
 
（３）分析技術レベル認定 
 日本分析化学会主催分析信頼性実務者レベル認定で優秀と認定された（表 15）。 
 
（４）研修講習等 
本コア職員が受講した研修・講習を表 16 に示す。これらについても、表 13 の説明と同様に、職場
に労働安全衛生法に即した労働環境作るために必要な研修・講習が主である。 
 
表 12． 資格責任業務担当 
担 当 業 務 2002 年 2003 年 備考 
危険物保安監督者 1 1 1987/11 から 
 
表 13．資格等取得状況 
資 格 名 等  2002 年 2003 年 
第一種衛生管理者 - 1 
第二種衛生管理者 - 1 
特定化学物質等作業主任者 - 3 
有機物取扱作業主任者 - 1 
エックス線作業主任者  1 
合計 - 7 
 
表 14．博士の称号取得 
博 士 の 称 号 2002 年 2003 年 
博士(学術)(東北大学)  - 1 
 
表 15．分析技術レベル認定 
分 析 技 術 レ ベ ル 認 定 内 容 2002 年 2003 年 
日本分析化学会主催分析信頼性実務者レベル認定―優秀 
（鉄鋼中添加元素の定量―ICP 発光分析法、吸光光度法） 
1 - 
 
表 16. 研修・講習受講等 
研 修 ・ 講 習 会 名 2002 年 2003 年 
東北大学衛生管理者養成研修 ‐ 1 
東北地区専門研修 - 1 
特定化学物質等作業主任技能講習 - ３ 
有機溶剤作業主任者技能講習 - 1 
合計 - 6 
 
４．その他 
 本コアメンバーが委員となっている学内設置委員会，金研内設置委員会、金研技術部内設置委員会
を表 17 に示す。 
 
表 17．学内，金研内設置各種委員会 
委 員 会 名 2002 2003 備考 
環境保全委員会調査委員会 1 1  
金研環境保全委員会 1 1 2000/11 から 
材料分析研究コア運営委員会 1 1  
技術部組織運営委員会 1 1  
技術部運営委員会 3 2  
(技術部)研修委員会 1 1  
(技術部)安全委員会 2 2  
(技術部)情報化委員会 - 1  
(技術部)法人化・技術部検討委員会 - 1  
(技術部)特昇候補者選考委員会 2 3  
(技術部)特昇小委員会 1 2  
(技術部)昇格小委員会 1 -  
合計 14 16  
 
第６章 機器開発技術コア 
 
１．はじめに 
 2000年（平成12年）4月1日に機器開発技術コアが発足し、2004年（平成16年）3月31日で4年が経過し
た。今回は前回の報告に引き続いて2002年度及び2003年度の活動経過を報告する。 
 
２．本コアの目的および業務内容 
  本コアの目的は、研究者との緊密な交流を図り、即応性のある機器開発技術をもって、本所研究者からの依頼
に基づき主に研究機器の製作および研究試料を作成し、材料研究を支援することである。 
  そのため多くの機能を持つ機器（数値制御装置）などを活用して、能率向上をはかり、常に柔軟迅速に業務を
遂行すること。さらに、研究室工作室においては専従指導員が常駐し、研究者自らにモノ作りを指導し若手研究
者に創造の喜びをあたえることである。 
  主な業務は次の通りである。 
１） 研究機器の設計と製作および特殊機器の開発 
２） 研究試料の作成に関わる特殊技術の開発 
３） 研究者等に対する設計技術、研究機器開発に関する技術協力および助言 
４） 研究者等に対する工作技術に関する技術指導 
５） 大型プロジェクト研究の支援 
 
３．教育活動状況 
   本コアでは、研究者および大学院学生などに対し、次のような技術教育を行っている。 
１） 技術相談 
           研究機器の設計、機械工作の方法および研究計画に対する技術協力、その他、本コア利用者の便
を図るため常時技術相談に応じている。 
２） 工作技術講習会 
         既設研究機器類の簡単な部品の工作や修理および試料作成等を自分で行う人のために、工作技術
講習会を実施している。この講習会は１９７３年以降の定例行事であり本所教授会の承認を得たも
ので、毎年６月末から７月初めに次の要領によって実施しており、受講者には修了証書を発行して
いる。 
① 講習目的：初歩的な工作技術修得を目的として研究室工作室利用の便を図る。 
② 講習科目：機械製図、機械工作〔旋盤、形削盤、フライス盤、ボール盤(仕上）〕、ＴＩＧ溶接 
③ 講習対象者：本所の大学院学生および研究者 
④ 指  導  員：本コア職員 
 
 
 
４．依頼および利用実績 
 
  本コアの依頼実績を2002年度および2003年度について表１に示す。 
2002年度 2003年度 
 
職    員 院生・研究生 合    計 職    員 院生・研究生 合    計 
工作伝票数 310 217 527 322 326 648
設計伝票数 ６ ３ ９ ６ ２ ８
合    計 316 220 536 328 328 656
工作時間数 6,201 4,105 10,306 6,346 5,517 11,863
設計時間数 278 82 360 336 95 431
合    計 6,479 4,187 10,666 6,682 5,612 12,294
表１ 工作伝票および設計伝票の件数・時間数 
 
  次に研究者や大学院学生等が自ら利用している研究室工作室の利用実績を表２に示す。 
 
2002年度 2003年度 
  
利 用 人 数 利 用 時 間 利 用 人 数 利 用 時 間 
旋   盤 339 639 384 569 
形 削 盤 113 333 76 197 
フライス盤 258 621 368 1,100 
高速切断機 168 337 151 368 
ボ  ール盤 193 187 164 149 
木   工 ３ ３         
ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｿｰ         21 16 
そ の 他 178 267 171 195 
合   計 1,252 2,387 1,335 2,594 
表２ 研究室工作室の利用人数および利用時間 
  
５．成果 
 
  本コアの活動の成果を以下の表に示す。 
 
 論文数 口頭発表数 謝辞数 表彰数 資格取得数 
2002年度 ５ １ １２ ３ ０ 
2003年度 ０ ４ ０ ２ ５ 
 
６． 構成人員 
 
  本コアは技術部の機器開発班、材料開発班、材料試験班、放射線制御班、試料班および企画情報班の技官で構
成されている。表３にその構成人員を示す。 
 
2002年度 平均年令 2003年度 平均年令 
17名（兼務者１名を含む） 47.0歳 16名（兼務者１名を含む） 47.2歳 
表３ 構成人員と平均年齢 
  次に2003年度の年令分布を表４に示す。 
 
年令 60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41
人
数 
‐ １ １ １ ４ ‐ ３ ‐ ‐ ‐ １ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
 
40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20
‐ ‐ １ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ １ ‐ ‐ １ ‐ ‐ １ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ １
表４ 2003年度の年令分布 
 
７．既設機器の現状 
 
◎ 機器の総台数（2004年３月現在）： 84台 
・ 内  訳 
○ 正常に稼動している機器 ： 52台 
○ 性能劣化により更新希望 ： 32台 
◎ 購入年度による区分 
内    訳（台  数） 
購  入  年  度 台 数
正常稼動 更新希望 
1945 ～ 1954 ４  ４ 
1955 ～ 1964 ４ １ ３ 
1965 ～ 1974 20 ４ 16 
1975 ～ 1984 22 15 ７ 
1985 ～ 1994 19 19  
  1995 ～ 15 13 ２ 
合           計 84 52 32 
 
第７章 計算材料学センター 
 
１．組織 
 
 平成 15 年度より、計算材料学センターは、センター運用体制の高度化と安定化を図るため、川添研
究室を責任部門とすることが、教授会で承認された。従来から、スーパーコンピューター導入時及び
更新時の機種選定作業や、月に一度の納入メーカーとの定例会等では川添研究室は本センターの運営
に主体的に関わって来ていた。また、センター所属の技官の支援スキルの向上を目指し、国内外学会・
研修等への参加や、計算機関連の講習会への出席・論文発表を支援・指導していた。機材に関しても、
常に新しい装置が入り、最新の技術を体得できるように、川添研究室が関与しているプロジェクト研
究から供出するように努めている。平成 15 年５月に仙台で開催した IPMM（Intelligent Processing and 
Manufacturing of Materials）「材料の知的製造と加工に関する国際会議」は、カナダ国バンクーバー
市ブリティッシュコロンビア大学のミーチ教授と川添が共同主催し、それを本センターが後援した。
金属ガラスに関する井上所長の基調講演や飯島教授のナノチューブ発見秘話等と熱心な討論で、17 ヶ
国から訪問された材料研究者に高い評価をいただくことができた。特に本センターのスーパーコンピ
ューターを活用した分子エレクトロニクス用デバイスの電気伝導特性や水素をガスボンベ並みに吸蔵
する水クラスレートに関する大規模シミュレーション計算結果は注目を集めた。 
 本センターのスーパーコンピューターの能力を最大限に発揮させることのできる全電子混合基底法
プログラム TOMBO(TOhoku Mixed-Basis Orbitals ab initio program)は、カタログ性能の 70%もの実
行効率を達成し、全体の平均をも 30%程度まで上げている。また、納入メーカーと技官との連携で、シ
ステム安定運用が実現されているだけでなく、常にパフォーマンスの改善を行っており、スーパーコ
ンピューターは 90％以上の稼働率になっている。計算需要の伸びはすさまじいものがあり、既に、さ
らなる超大規模計算環境を構築するため、スーパーSINET ナノテクノロジー研究部会及びスーパーコン
ピューター連携実験を目的とした学術創製プログラムの実行部隊として、一関技官を中心に、本所と
東京大学物性研究所、岡崎国立共同研究機構分子科学研究所、及び九州大学情報基盤センター間の分
散処理用超高速光コンピューターネットワーク構築を行った。地理的に離れたスーパーコンピュータ
ーの連携を行い、超大規模シミュレーション計算まで実行している例はなく、本所はその最初の重要
な実験を行っている。 
 他にも、本学が医工学連携で振興調整費を認められたことに従い、本センターは、このプロジェク
トで、医療の高度化を実現するためにスーパーコンピューターを用いた第一原理シミュレーション計
算による新材料設計でも積極的に関わって行く予定である。 
 独立行政法人になる平成16年度に向けて、その時までに、本センターもより良い体制を実現すべく、
既に種々の検討を始めている。特に、本学には、情報シナジーセンター、流体科学研究所、及び本所
にスーパーコンピューターが導入されている。各々、最大限に設置目的を達成すべく継続的に活動し
ている訳であるが、今後のあり方を模索するため、これら３組織間での検討会を密に行っている。 
 スーパーコンピューターは、今後とも重要な戦略物資である。それを活用した効率の良い新材料設
計は、材料立国日本の存在基盤確立に欠かせないものである。 
 
２．組織構成 
 
 計算材料学センターの構成人員を表１に示す。 
  表１ 計算材料学センター構成人員 
センター長 技官 事務補佐員 計 
1 (合金設計制御工学研究部門) ４ １ 6 
 
３．平成 14～15 年度における活動概要 
 
  本室の主要業務は、現在次の通りである。 
（１） スーパーコンピューター(cmssuper, HITACHI SR8000-G1/64)運用管理 
（２） ファイルサーバー(cmsserv, IBM RS/6000 Enterprise S80)運用管理 
（３） アプリケーションサーバーＡ(cmsappa, Compaq AlphaSever GS320)運用管理 
（４） アプリケーションサーバーＢ(cmsappb, SGI Onyx3400)運用管理 
（５） スーパーコンピューティングシステム、各種 WS、及び各種 PC 運用管理 
（６） ユーザ管理 
（７） スーパーコンピューティングシステム全体のジョブ運用コーディネート 
（８） システム利用相談 
（９） アプリケーション利用相談 
（10）材料設計シミュレーション計算支援 
（11）プログラム最適化支援 
（12）結果の可視化支援 
（13）スーパーコンピューティングシステム関連設備運用管理 
（14）本所材料データベースシステムの開発運用管理 
 
３．１ 利用実績 
  計算材料学センターで行っている業務に対する利用実績状況を表２及び表３に示す。 
 なお，スーパーコンピューティングシステムを利用した研究成果をまとめた報告書として、第８巻
（平成 14 年度版、原著論文数 71 編）を平成 15 年７月に、第９巻（平成 15 年度版、原著論文数 79
編）を平成 16 年９月に出版した。 
 
    表２ スーパーコンピューティングシステム利用申請者数 
年度 利用申請者数 
平成 14 年度 154 
平成 15 年度 186 
 
    表３ スーパーコンピューター利用状況 
年度 ジヨブ投入件数 
平成 14 年度 34,782 
平成 15 年度 30,540 
３．２ スーパーコンピューティングシステム概要 
 本所最初のスーパーコンピューティングシステムは 1994 年に導入され、1999 年 12 月までの約７年
間に約 350 件の原著論文を発表する等数多くの成果を挙げた。しかしながら、コンピューターの進展
は目覚しく、７年目における性能は、単純比較ではあるが、現在の高性能パソコンレベル近くまで落
ちてしまう程であった。こうして、三次元数値積分、大規模行列の固有問題、高速フーリエ変換（FFT）
等の大規模計算が高速で行え、且つ膨大な記憶容量を有し、世界のトップレベルの材料設計シミュレ
ーション研究設備と肩を並べられる新スーパーコンピューティングシステム導入の概算要求を行い、
2001 年１月に２世代目として現スーパーコンピューティングシステムが設置された。メインのスーパ
ーコンピューターの計算速度は旧システムの約 40 倍、記憶容量は約 60 倍となり、2001 年 導入時の国
際性能比較で 15 位に入る高性能の日立 SR8000-G1/64 システムである。この他、ユーザ用ファイルサ
ーバーとして IBM RS/6000 S80、アプリケーションサーバーとして、COMPAQ GS320、SGI Onyx3400、 他
にメールサーバー、WWW サーバー、ネットワーク(ファイアウォール)管理マシンと、各種ワークスーシ
ョン 30 台などが導入された。 
 設置後、第一原理シミュレーション計算により、金属原子１個を内包する最小の籠型安定シリコン
クラスターの構造決定に成功する等、多くの実績を挙げている。 
 図１にスーパーコンピューティングシステムの構成概要を示す。 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
図１ スーパーコンピューティングシステム構成概要 
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３．３ナノテク VPN の構築 
世界的にみてもほとんど試みられたことのないスーパーコンピューターのネットワーク経由結合に
よる超大規模ナノテクノロジー用シミュレーション計算環境（以下、ナノテク VPN）をスーパーSINET
上に実現するため、金研・東京大学物性研究所・自然科学研究機構分子科学研究所・九州大学情報基
盤センターの４機関による VPN（Virtual Private Network）を構築し、平成 14 年 10 月 1 日に各機関
間を 1Gbps で接続し、通信効率測定を開始するとともに、平成 15 年 2 月、3 月に、金研の SR8000 の 8
ノードと分子研の SR8000 の 6 ノードを 1 ヶ月にわたって占有利用し、全電子混合基底法プログラム
TOMBO(TOhoku Mixed-Basis Orbitals ab initio program)を使用した入力パラメーターを変えた同一
プログラムの並列実行制御による実証実験を行い、水素吸蔵クラスレート・ハイドレートの最安定原
子構造を決定した。また、平成 15 年 10 月 1 日には北陸先端技術大学院大学、広島大学が 1Gbps で接
続され、現在シミュレーション計算結果の可視化なども検討中である｡ 
図２にナノテク VPN 構成概念図を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ ナノテク VPN 構成概念図 
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４．成果 
 
４．１研究・技術の成果状況 
  計算材料学センター所属の技官の活動成果報告の詳細を、表４～表７にまとめて示す。 
 
表４ 論文、技術報告等 
掲載雑誌名 2002 年 2003 年 
Jpn. J. Appl. Phys. 1 3 
Mater. Res. Soc. Symp. Proc. 2  
Thin Solid Films  1 
Phys. Rev. B  1 
Synthetic Metal  1 
Sci. Technol. Adv. Mater.  1 
Mater. Sci. Eng.  1 
高エネルギー加速器研究機構技術研究会報告  1 
金属材料研究所技術部技術研究報告  7 
 
表５ 口頭発表 
学 会 名 等 2002 年 2003 年 
3rd Int. Conf. Parallel and Distributed Computing, Applications 
and Technologies (PDCAT'02) 
1  
超微粒子とクラスター懇談会第６回研究会 1  
Shanghai International Nanotechnology Cooperation Symposium 
(SINCS) 2002 
1  
Austin, Annual APS March Meeting 2003  1 
Platform LSF User Summit  1 
高エネルギー加速器研究機構技術研究会  1 
 
表６ ポスター発表 
ポスター発表 2002 年 2003 年 
金属材料研究所春期講演会 1 3 
金属材料研究所秋期講演会 1  
6th Eng. Found. Conf. MOLECULAR-SCALE ELECTRONICS 1  
The European Materials Research Society 1 2 
2003 Nanotechnology Conference and Trade Show  1 
MRS Spring 2003  1 
Nanoscience and Nanotechnology on Quantum Particles, NNQP2003  1 
ナノ学会 神戸大学  1 
日本金属学会 2003 年秋期(第 133 回)大会  1 
表７ 学術会議関係 
氏名・役割      学術会議の名称・開催期間・開催地 
技官    五十嵐伸昭           
技官    伊藤敏行                       
技官    一関京子                       
技官    野手竜之介                     
一般講演  平成14年度東京大学総合技術研究会, (2003,3), 5-50-5-52 
 
技官    五十嵐伸昭           
技官    野手竜之介                     
一般講演  日本応用物理学会春季講演会（東海大学、平塚市）平成14年３月 
 
４．２ 利用者講習会 
計算材料学センターでは毎年年度始めに利用者のための講習会を開催している。その講習内容を示
す。 
 
 平成14年度スーパーコンピューティングシステム講習会 
  開催日時：2002年５月17日（金）午後１時30分～17時まで 
  開催場所：２号館７階セミナー室 
  講習内容： 
   １．計算材料学センターの紹介 
   ２．データベース 
   ３．スーパーコンピューティングシステムの概要 
   ４．バッチジョブの実行方法 
     ・ スーパーコンピュータでの実行方法 
     ・ アプリケーションサーバーでの実行方法 
     ・ 入出力支援装置での実行方法 
   ５．プログラミング言語の使用方法 
     ～プログラムを自作したい 
      持っているプログラムを実行したい～ 
   ６．アプリケーション紹介 
     ・分子構造解析プログラム 
      分子をモデル化し、計算によって物性予測や構造解析を 
      行うことができます。 
       Gaussian98, GaussView, Cerius2, Materials Studio 
     ・可視化支援プログラム 
      計算結果から各種イメージや動画を作成することができます。 
       AVS/Express Developer, IRIS Explorer 
     ・構造解析プログラム 
      有限要素法により構造解析等、多数の解析を行うことができます。 
       ANSYS 
     ・数値計算プログラム 
      数値計算や数式処理を行うことができます。 
       Maple-V, Mathematica 
  参加人数： 20 名 
 
 平成15年度スーパーコンピューティングシステム講習会 
  開催日時：2003年６月27日(金)午後１時30分～17時まで 
  開催場所：２号館７階セミナー室 
  講習内容： 
   １．計算材料学センターの紹介 
   ２．スーパーコンピューティングシステムの概要 
   ３．バッチジョブの実行方法 
   ４．アプリケーションの紹介 
     ・分子構造解析プログラム 
      分子をモデル化し、計算によって物性予測や構造解析を 
      行うことができます。 
       Gaussian98, GaussView, Cerius2, Materials Studio 
     ・可視化支援プログラム 
      計算結果から各種イメージや動画を作成することができます。 
       AVS/Express Developer, IRIS Explorer 
     ・構造解析プログラム 
      有限要素法により構造解析等、多数の解析を行うことができます。 
       ANSYS 
     ・数値計算プログラム 
      数値計算や数式処理を行うことができます。 
       Maple-V, Mathematica 
参加人数： 16 名 
 
第８章 総合ネットワーク運用室 
 
１．組織 
 本所の計算機ネットワークの運用、電子メール、及びホームページに関するサービスを主体とし、
他に電子機器の一般的支援として、ポスター用の大判プリンターや講堂の 70 インチ映像システム等の
提供を行ってきた。機材は、主として計算材料学センター所属のものであり、それを本所の教職員及
び大学院生に幅広く有効活用していただくことが業務であった。全て二重化され安定稼動を実現して
いたが、それは機材の優秀さだけではなく、その運用に当たってきた３名の技官の寝食を忘れた真摯
な業務への取り組みが大きい。 
 ドメイン名として「世界の金研」を象徴する imr.edu を取得・提供しているが、それは、川添室長
の長年の世界的ネットワーク運用への関与があって実現したものであり、国内大学・研究機関におけ
る jp 以外のドメイン利用例は稀有である。 
 
２．組織構成 
現在の総合ネットワーク運用室の組織構成員を表１に示す。 
 
  表１ 総合ネットワーク運用室構成人員 
室長 技官 事務補佐員 計 
1 (兼務, 合金設計制御工学研究部門) 3 1 5 
 
３．平成 14～15 年度における活動概要 
総合ネットワーク運用室の主要業務は、現在次の通りである。 
1) 東北大学総合ネットワーク TAINS の本研究所に関わる部分及び本研究所で独自に 
  構築したネットワークの運用並びに維持管理。  
2) 本研究所における研究上必要な資料の検索及びデータベース化並びにその運用。 
3) 本研究所における情報処理に関する各種サーバーの運用及び維持管理。 
4) 端末機器の運用及び維持管理。 
5) 研究上必要となる情報処理技術に係わる利用者支援。 
6) 情報処理機器を活用した知的情報の管理、運用及び本研究所の公開・広報支援。 
 
 
 
 
３．１ 利用実績 
総合ネットワーク運用室で行っている業務の利用実績状況を表２～表５に示す。 
 
   表２ 登録端末数(TCP/IP 接続計算機)及びメールアカウント発行数 
年度 登録端末数* メールアカウント発行数 
平成 14 年度 266 862 
平成 15 年度 272 943 
  * 登録端末数は、UNIX マシンやネットワークプリンターなど他のマシンから利用される機器の固定プライ 
ベート IP アドレスの登録数を表す。通常のパソコンは DHCP(Dynamic Host Configuration Protocol) 
方式により接続時に自動的に所内アドレスを取得する。 
 
   表３ B0 カラープリンター出力状況 
年度 A0 枚数 B0 枚数 他サイズ枚数 計 
平成 14 年度 178 340 103 530 
平成 15 年度 275 340 67 682 
 
表４ 月別ウィルス駆除件数 
 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 
平
成
14
年
度 
738 702 430 556 225 289 443 312 199 479 200 248 4821 
平
成
15
年
度 
299 992 486 332 10,272 14,233 682 304 645 5627 7864 11546 52,983
 金研内部と外部との通信(http/ftp/mail)に対して，ファイアウォール通過時にウィルスの自動検出を実施している。ウィル
ス検出時には自動的に削除して通知するようになっている。 
 
  表５ 個別依頼ユーザーサービス件数 
年度 
計算機関連
サービス 
アプリケーション
関連サービス 
その他のサービス 計 
平成 14 年度 196 76 172 444 
平成 15 年度 278 65 162 505 
  計算材料学センターの技官が対応した件数も含む。この他、表示件数には含まれない様々な問い合わせに 
  も数多く対応した。 
 
３．２ コンピューター・ネットワーク 
  総合ネットワーク運用室では金属材料研究所ネットワーク（imr21 ネットワークと称す。以下 imr21
という。）の管理・運用のサービスを行っている。imr21 は、より快適な情報通信環境を目指して、1997
年 4 月と 1998 年 3 月の二期に亘って整備し、東北大学統合情報ネットワーク SuperTAINS のサブネッ
トとして専用のルータで接続されている。また、2001 年 2 月には本所のスーパーコンピューティング
システム更新に伴い、ネットワーク機器・構成の更新も行い、IP アドレス不足問題の解決策として、
また、金研内のマシンを外からの攻撃から守るためにセキュリティを強化したファイアウォールを構
築し、金研内を全てプライベートアドレス化する構成にした。ネットワーク論理構成の概要としては
サブネット構成をとり、各サブネットはスイッチ内で VLAN の設定を行い、互いにトラフィックが干渉
しないように設定されている。また、スーパーコンピューター、ファイルサーバー、ギガビットイー
サー等の性能を高度に発揮させるために極力ルータを経由しない構成で且つ分散させた構成になって
いる。更に、システムは全て二重化してノンストップ環境を実現している。この新しいネットワーク
への移行は、2001 年 2 月から全研究室と打ち合わせを行ってから順に移行を行い、金研全体の新しい
ネットワークへの移行は 2001 年 10 月末に完了した。図１に imr21 ネットワーク構成図を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ imr21 ネットワーク構成図 
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建物間のネットワーク整備としては、2001 年 11 月に技術棟１を、2002 年 3 月に技術棟２とアルフ
ァ放射体実験室を、それぞれ１号館から光ファイバーケーブルで繋ぐ配線整備を行い、これまでの仮
設赤外線通信を止めた。この他、2001 年 12 月には Web メール（Active-mail）を導入し、Web ブラウ
ザを使って自宅や出張先からも電子メールシステムが利用できるようにした。更に、2002 年 3 月には
メールサーバーを通過するウィルスを自動検出して削除するシステム（VirusWall）を導入した。2002
年 6 月には金研ルータの老朽化のため更新を行い、これを機にこれまでの SuperTAINS から TAINS/G に
移行した。2002 年 11 月には本所関連施設の建物を１号館サブネットから独立したサブネットに移行し、
トラフィックの分散を図った。2002 年 12 月に強磁場センターと極低温センターに光ケーブルを引き、
他の建物と同様な情報コンセントに整備をした。2003 年 10 月に 100 万ボルト電顕室のネットワークを
これまでの通信速度を 10Mbps から 100Mbps に増強をした。また、インターネットサーバーマシンは OS
やソフトウェアのセキュリティパッチの適用を随時行い、セキュリティ対策を行っている。 
 
４．成果 
 
４．１ 研究・技術の成果状況 
 総合ネットワーク運用室の活動の成果発表の詳細を、表５～表７にまとめて示す。 
 
表５ 論文、技術報告等 
掲載雑誌名 2003 年 
Sci. Technol. Adv. Mater. 1 
金属材料研究所技術部技術研究報告 2 
 
表６ ポスター発表 
ポスター発表 2002 年 2003 年 
金属材料研究所春期講演会  1 
金属材料研究所秋期講演会 1  
 
表７ 学術会議関係 
氏名・役割      学術会議の名称・開催期間・開催地 
 技官    和田繁男                       
 技官    三浦重幸                       
 技官    佐藤和弘                       
一般講演  平成14年度東京大学総合技術研究会, (2003,3), 5-50-5-52 
 
 
 
４．２ 利用者講習会 
  総合ネットワーク運用室では毎年年度始めに利用者のための講習会を開催している。その講習内
容を示す。また、２号館講堂に設置している 70 インチ映像システムの改修に伴い、平成 14 年５月 15
日（水）に取り扱い説明会を行った。 
 
 平成14年度ネットワーク利用者講習会 
  開催日時 ： 2002年５月８日（水）午後２時～４時まで  
  開催場所 ： ２号館１階講堂 
  講習内容 ： １．金研ネットワークについて 
          1)Firewall 
               2)VirusWall 
               3)Active-mail 
     ２．パソコンのネットワーク接続について 
     ３．共有利用機器について 
     ４．その他 
  参加人数：延べ 30 名 
 
 
 平成15年度ネットワーク利用者講習会 
  開催日時 ： 2003年５月15日(木)午後２時～４時まで  
  開催場所 ： ２号館１階講堂 
  講習内容 ： １．金研ネットワークについて 
          1)Firewall 
               2)VirusWall 
               3)Active-mail 
     ２．パソコンのネットワーク接続について 
     ３．共有利用機器について 
     ４．その他 
  参加人数：延べ 33 名 
 
氏名 所属部局･職名 役割分担
井　上　明　久 金属材料研究所・教授 総括責任者
早稲田　嘉　夫 多元物質科学研究所･教授 総括分担者
岡　田　益　男 工学研究科・教授 総括分担者
宮　崎　照　宣 工学研究科･教授 超薄膜化特殊構造物質創製
猪　俣　浩一郎 工学研究科･教授 超薄膜化特殊構造物質創製
高　梨　弘　毅 金属材料研究所・教授 超薄膜化特殊構造物質創製
中　嶋　一　雄 金属材料研究所・教授 超薄膜化特殊構造物質創製
川　崎　　　亮 工学研究科･教授 ナノハイブリッド化特殊構造物質創製
粉　川　博　之 工学研究科･教授 ナノハイブリッド化特殊構造物質創製
後　藤　　　孝 金属材料研究所・教授 ナノハイブリッド化特殊構造物質創製
豊　田　直　樹 理学研究科・教授 低次元化特殊構造物質創製
岩　佐　義　宏 金属材料研究所・教授 低次元化特殊構造物質創製
一　色　　　実 多元物質科学研究所･教授 超高純度化
石　田　清　仁 未来科学技術共同研究センター・教授 知的基盤データベース
川　添　良　幸 金属材料研究所・教授 シミュレーション
前　川　禎　道 金属材料研究所・教授 材料物性理論
小　林　典　男 金属材料研究所・教授 材料基礎物性
小　池　洋　二 工学研究科･教授 材料基礎物性
日　野　光　兀 工学研究科・教授 材料基礎物性
櫻　井　利　夫 金属材料研究所・教授 局所プローブ評価技術
進　藤　大　輔 多元物質科学研究所･教授 局所組織･組成評価技術
松　原　英一郎 金属材料研究所・教授 局所構造評価技術
第１章　事業推進担当者
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第２章 研究成果 
 
１．2002 年度の研究成果 
21 世紀の物質開発、材料化においてもグローバル化は避けられず、世界的規模の競争の中で、大量
生産が可能な比較的製造が容易な物質・材料については、人件費の安い東南アジアなど近隣諸国に取
って代わられるのは時間の問題である。したがって、我が国がものづくりで世界をリードするには、
少量でも高機能・高性能な付加価値の高い、他と差別化、特徴化できる物質・材料を、世界より一刻
も早く開発することが要求されている。そこで東北大学がこれまで永年にわたり培ってきた物質・材
料に関する潜在的学術研究能力を最大限に発揮するために、工学研究科 4 専攻（材料系 3 専攻、応用
物理学専攻）、理学研究科物理学専攻、2 附置研究所（金属材料研究所(以下、金研)、多元物質科学研
究所（以下、多元研））、1 センター（未来科学技術共同研究センター）に所属する個々に特徴ある優れ
た物質・材料研究者を融合する研究推進体制を確立し、最先端の物質作製・評価技術を駆使して新規
物性の発現が期待される特殊構造物質を創製、それを利用した高機能・高性能材料開発に関する先端
的研究を行う世界最高水準の研究拠点形成を目指し、21 世紀 COE プログラム「物質創製・材料化国
際研究教育拠点」を申請し、それが認められた。 
 2002 年度は拠点のインフラの整備と、若手研究者の選抜などを行い、次年度からの本格的な実施に
向けての準備を行った。実績の概要を以下に示す。 
 
(1) 拠点若手研究者のための研究教育スペースの設置 
  「物質創製・材料化国際研究教育拠点」本部と青葉山分室として、東北大学片平キャンパス金属
材料研究所内および青葉山キャンパス工学研究科材料・物性系（材料物性学専攻、金属工学専攻、
材料加工プロセス専攻）教室内に、新たにプレハブ建物をリースし、拠点事務室、設備備品設置ス
ペース、若手研究者研究討議室、セミナー室を確保した。 
 
(2) 21 世紀 COE ポストドクターの採用 
  「物質創製・材料化国際研究教育拠点」において、特殊構造物質・材料の新創製プロセス開発、
新物性発現機構解明、構造・物性評価新技術開発を目標とする新規性、萌芽性に富んだ研究申請を
世界中の若手研究者から募集し、100 名を越える応募者から 4 名を採用した。さらに、拠点事業推
進担当者が厳選し推薦した応募者から 5 名を追加採用し、合計、9 名のポストドクターを採用した。 
 
(3) 若手共同プロジェクト研究制度の導入 
  本拠点に関係する工学研究科の材料・物性系専攻、応用物理学専攻、金属材料研究所、多元物質
科学研究所等に所属する博士後期課程（DC）、ポストドクター（PD）で、34 歳以下の若手研究者
を対象に、拠点事業推進担当者からの支援を受けて行う新規性、萌芽性に富んだ研究を募集し、年
間 150 万円の研究費を補助する若手共同プロジェクト制度を立ち上げた。平成 14 年度は 11 名に補
助金を支給した。これらの成果については、平成 15 年度の秋口に予定している若手研究会で発表さ
れる予定である。 
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(4) 拠点支援事務室の設置 
  「物質創製・材料化国際研究教育拠点」の経理業務を行う金属材料研究所事務室を補助し、拠点
の PD、研究員の事務的支援、会議等の補助、広報活動の支援のために、非常勤事務員を雇用し、金
研事務室内に支援事務室を設置し、活動を開始した。金研敷地内でリースするプレハブが完成後は、
そこに移る。 
 
(5) ナノ構造金属材料に関する国際ワークショップ共催 
  拠点が毎年２回程度の割合で、拠点成果の世界への発信、世界からの情報収集を兼ねて行う予定
である国際会議の第 1 回目として、独立行政法人物質・材料研究機構ナノテクノロジー総合支援プ
ロジェクトセンター（nanonet）との共催で、国外 17 名、国内 17 名の招待講演者を含む 34 名の講
演者による国際ワークショップを開催し、本拠点が目指す特殊構造物質の 1 つのトピックスである
ナノ構造金属材料に関する研究について密度の濃い討議を行った。なお、この会議では、若手研究
者の教育のために、旅費等を支給し会議に招待して活発な議論に参加させた。この研究会での成果
は、Mater.Trans.JIM の特集号として掲載される予定である。 
 
(6) 拠点研究教育のための共通設備備品の購入 
  拠点での特殊構造物質・材料の創製、開発、評価などの研究教育に必要な共通性のある設備備品
を購入した。それらの備品は、拠点を構成する金属材料研究所、多元物質科学研究所、工学研究科
材料・物性系教室に設置され、拠点研究者に共同利用される。 
 
(7) キックオフミーティングの開催 
  拠点立上げを内外公表し、拠点の意図を拠点内外の研究者に確認するために、4 月 18 日にキック
オフミーティングを開催する予定である。また、拠点の成果を公表するためのHP(http://21coe.jp/)
を立ち上げた。 
 
２．2003 年度の研究成果 
2002 度に整備した拠点のインフラ（プレハブ（金研、工学研究科材料系）、設備備品（金研、工学
研究科、多元研）等）を梃に、本年度は、事業推進担当者が、21 世紀 COE ポストドクターの支援お
よび若手研究者（20 名（約半数内定））を支援し、担当者間でも連携し、特殊構造物質創製のための
具体的な研究目標達成のための基礎・応用研究を推進すると共に、次世代を担う若手研究者の育成を
目的にプログラムを実施した。実施内容の概要を以下に示す。 
 
(1) 21 世紀 COE ポストドクター(PD)の活動の開始 
  特殊構造物質・材料の新創製プロセス開発、新物性発現機構解明、構造・物性評価新技術開発を
目標とする新規性、萌芽性に富んだ研究申請を世界中の若手研究者から募集し、選別した９名のポ
ストドクターが９月末までに、拠点に着任し、研究を開始した。 
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(2) 若手共同プロジェクト研究制度の導入 
  2002 年度に続いて、本拠点に関係する部局および研究所に所属する博士後期課程(DC)、ポスト
ドクター(PD)で、34 歳以下の若手研究者を対象に、拠点事業推進担当者からの支援を受けて行う新
規性、萌芽性に富んだ研究を募集し、年間 80～150 万円の研究費を補助する若手共同プロジェクト
制度により、11 名に補助金を支給した。 
 
(3) 研究会等の開催 
z 事業内容を説明のためのキックオフミーティングを平成 15 年 4 月 18 日に仙台で主催した。出席
者約 120 名であった。 
z 平成 15 年 10 月 23 日ドイツゲッチンゲン大学で、本拠点事業推進担当者 10 名と、EU 先端研究
機関 10 名の研究者によるシンポジウムを共催した。 
z 東北大が主催し、平成 15 年 12 月 15 日大阪で開催された公開シンポジウムで本拠点の成果を紹
介した。 
z 横浜で開催された国際材料科学学会(IUMRS)において、平成 15 年 10 月 9 日に本拠点リーダー
が本拠点プログラムを紹介。 
z 第 1 回目の若手研究報告会を平成 15 年 10 月 27 日に開催した。 
 
(4) 研究発表概要 
  本拠点事業推進担当者によって 2002-2003 年度で公表された論文数を以下に示す。なお、（ ）内
は 10 名の評価対象者による数を示す。 
z オリジナル論文総数： 381(155) 件 
（内訳：Nature：2(2), Nature Mater:2(1), Phys Rev Lett:8(5), Appl Phys Lett:20(9), Phys Rev 
B:37(13), J Appl Phys:10(8), Acta Mat:3(2), Mater Trans:35(20), J Phys Soc Jpn:6(4)等) 
z 国際会議招待講演等総数：56 (22) 件 
z 特許権等総数： 23 (12) 件 
z 各種受賞等： 15 (8) 件 
（内訳：井上；Kelly Lecture:THERMEC 2003 Distinguished Award 等） 
z 新聞発表等： 20 (5) 件 
 
 
 
 
 
 
あ と が き 
 
本報告書は平成 14、15 年度（2002、2003 年度）の東北大学金属材料研究所の活動状況を自己
点検評価してまとめたものである。平成 4 年に初めて自己点検評価報告書（1987-1992 年度版）
を出版して以来、第 2回（1993、1994 版）、第 3 回（1995、1996 年度版）、第 4 回（1997-1999 年
度版）、第 5 回（2000、2001 年度版）と定期的に報告書を出版してきた。今回は第 6 回目の出版
である。2002 年７月に発行された前回の報告書では、2000 年 11 月に実施された外部評価委員会
の指摘に基づいて、研究部門の代表的成果の概要説明、大学院修了者の進路、地域社会への貢献
などを新たに追加したので、今回もこれらの資料については収録する。また、従来は部門毎の著
書・論文数を掲載していたが、今回から割愛し、代わりに 1999 年で途絶えていた本所の
Publication List を本報告書別冊として発行する。これ以外、編集方針はほぼ前回同様である。
出版は、元となる原稿がすべてデータベースの検索結果など電子ファイルであることから、先に
電子出版（pdf ファイルの Web 公開）を実施し、そこから冊子体を出版する方式をとる。 
東北大学では、教職員、部局、大学全体の教育、研究、大学運営等の諸活動に関するデータを
網羅し、諸活動の現状認識、活動の向上を図るための施策立案、内部あるいは外部評価のための
資料作成等に資する目的で、従来本学で稼動していた研究者情報データベースをも組み込んだ全
学的な大学情報データベースシステムの構築を進めている。充実した大学情報データベースシス
テムが構築されれば、これを利用することにより各種調査のデータ収集がより迅速化、簡素化さ
れ、研究者が同じようなデータを何度も入力するという無駄が省略できると期待される。 
前回の本所の自己点検評価報告書は教員から収集するデータに関しては、点検評価室において
データ収集(Web)からデータ処理・版下作成までを市販のデータベースソフト(ファイルメーカー
Pro)の同一ファイルで行う方式を開発し、効率化を実現しつつあった。しかし、今回は、平成 16
年 12 月の大学情報データベースの稼動開始を受け、可能な限りこれを利用することにした。 
大学情報データベースは、個人単位の充実した出力機能を含む研究者情報データベースの諸機
能を引き継ぎ、更に、多言語対応、重複入力防止などの機能を装備したが、本報告書のように各
個人のデータを組織データに加工・出力する機能は今後の重点開発事項とされている。そのため、
今回は、項目ごとの各ファイルについて、コード変換（（Unicode からシフト JIS へ）、ID の個人
名への置換、ファイル形式の変換（｜区切りテキストから Excel、ファイルメーカーPro）をし、
点検評価担当用データベースに加えた。 
今回のように大学情報データベースの多項目にわたる本格的な組織的利用を試みたのは全学
的に本所が初めてである。そのため、実際に利用して初めて気づかれる新機能の不具合やトラブ
ルにも遭遇した。本所教員側にも慣れない大学情報データベースへの抵抗もあり、それは、本報
告書の著者校正の段階に至ってからの大量のデータの追加申請という形で現れた。大学情報デー
タベースの運用次第では情報の一元管理による入力者の無駄を省ける方向にはあるが、部局デー
タの二次利用には担当者側に技術的な知識やかなりの手間が必要であり、全体的な効率化はまだ
実感しにくい現状である。しかし、今回の経験から、今後のシステムの改善および追加すべき新
機能を検討するための貴重な情報が得られる。情報企画室点検評価担当は、大学情報データベー
スの本所における“部局評価責任者（副所長、室長）”と“部局運用責任者（助手）”でもあるの
で、今回の貴重な経験(情報)を全学評価分析室にフィードバックし、今後に役立てる所存である。
こうしたフィードバックを繰り返すことが、大学情報データベースシステムが試験的なものから
真に実用に耐えるのものへと成長する原動力になると考えられる。 
一方、本報告書には、教員個人からのデータのみならず、事務部が保有する種々のデータも収
録されている。事務部からのデータは組織的な規格統一がなされているので使いやすい反面、汎
用性のあるパソコンへの切り替えが遅れたことやファイルの形式や作成目的が多様であることな
どから、これまで、データ収集やデータ転換の効率化は本報告書作成上の重要課題であった。今
回、事務部の組織的な協力体制の下に、データベース化しやすいフォーマットの Excel ファイル
やダイレクト印刷可能な完成度の高い電子ファイルの提供を受けることが出来、この領域の編集
効率は格段に向上した。 
 
本報告書は、法人化前の最後の活動報告である。金属材料研究所が法人化を追い風として益々
発展していくために、本報告書が有用な基礎資料となることを期待したい。 
 
 
 
2005 年 2 月 
情報企画室長（副所長）兼 点検評価担当 
花田 修治 
